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1982年4月3，4日 の両 日， ユタ 州 ソル トレ

ー ク ・シテ ィー ，テ ンプル ス ク エ アのタ バ ナ ク

ル にお いて催 さ れた 大会 の 説教 とその 模様 。

本大 会 各部 会 の祈 り ：福祉 部 会一 フ ラ ン ク リン ・D・ リチ ャー ズ長 老 ，

チ ャー ル ズ ・デ ィデ ィエ長 老 。土 曜 日午 前 の部 会一 ロ イ デ ン ・G・ デ リ

ック長 老， ウ ィ リア ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォ ー ド長 老 。土 曜 日午 後 の部 会

一 セ オ ドア ・M・ バ ー トン長 老
， ジ ェイ コ ブ ・デ ィエ ガ ー長 老 。神 権 部

会一 ハ ー トマ ン ・レク ター ・ジ ュニ ア長 老 ， ジ ェー ム ス ・M・ パ ラ モ ア

長 老 。 日曜 日午 前 の部 会 一 ロー レ ン ・

Lじ ダ ン長 老 ，F・ バ ー トン ・ハ ワ ー

⊃ ド長 老 。 日曜 日午後 の部 会 一 ア ドニ
ー ・Y・ 小 松長 老， レ ッ ク ス ・D・

ピ ネガ ー 長 老 。
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表3の 写 卑説 明 ：左 上/建 設 中 の

ソ ル トレー ク神 殿;中 央/1982年

4月 ， ソル トレー ク神 殿笠 石 定

置 の 様 子 を 見 る ため に， テ ン プ

ルスクエ ア周辺 に群 が った 人々1

右 上/ソ ル トレー ク神 殿 建

設 に働 い た 人々1下/1800

年 代 の ソ ル トレー ク ・シ テ

ィー，テ ンプ ルス クエ ア。左

か ら順 に， 完 成 した ア ッ

セ ン ブ リー ホー ル， タ

バ ナ ク ル， 建 設 中 の ソ

ル トレー ク神 殿 。手 前

の店 舗 様 式 の 小 さ な建

物 は一 時 期 教 会 本 部，

銀 行 ，ZCMI百 貨 店

な ど と して 用 い られ た。



第
152回 年 次総 大会 に集 った指導者，

教会員はiキ ンボール大管長の出席

を得て，大いに鼓舞され るところがあった。

1981年4月 以来初めて大会の席で話をし

たキンボール大管長は， その気持 ちを 「私

はきょうの日を待ち，望 み，信 じてきまし

た」 と述べた。

4月3日(土)午 前の部会での基調演説

は，キ ンボール大管長が前 もって準備 した

ものを，私設秘書のD・ アーサー ・ヘイコ

ック兄弟が代読 した。

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー長老は土曜 日

の午前の部会が始まるに先立 って，大管長

の近況 を次の ように語 っている。

「キンボール大管長の容態は昨年9月 の

手術以来快方 に向かっています。一時的に

副管長がその代行を務 めてきました。 ここ

数 カ月，大管長は神殿で開かれる大管長会

と十二使徒定員会の週例評議会にも出席 し，

私たちにその声を聞かせて下 さっています。

きょうもこの大会 に出席 しておられますが，

今 申し上げたこととあわせて考えます と，
あわ

これこそ主の憐れみの証であり，この並み

優れた人物が持つ信仰 と祈 りの力， また忍

耐 の表われ と言 うことができます。私たち

は大管長を愛 し，その健康を心か ら願って

います。」

今大会で注目すべき点は，財政問題，正

直な商取 引きなどの事柄に関する説教が多

かったことである。正直，倹約，誠実さな

どは どの大会においても繰 り返し語られて

きたテーマであるが，今大会では特にそれ

らが強調されている。

インフレ，景気後退，世 界的に不安定 な

経済情勢 など様々な問題 を抱 えた時代 にあ
しん し

って，人々は真摯な態度で教会幹部の声に

耳を傾けた。今私たちの周囲には，一獲千

金を夢見て危険な投機に走る人々があふれ

ている。・話の中には，合衆国以外の国々の

人にはなじみのない箇所もあるかも知れな

いが，そこに述べ られている様々な原則は

世 界の どの地にあって も応用できるもので

ある。教会幹部が これ まで何度 も繰 り返 し

てきたように，私たちは正直な取引きを し，

負債を避け，慎重に財産 を運用 していかな

ければならない。 また，富を得ることばか

りに心を奪われて，危険 な投機事業に誘わ

れることのないように注意 しなければな ら

ない。

』大会の司会はマ リオン ・G・ ロムニー第

二副管長とヒンクレー副管長が務めた。N・

エル ドン ・タナー第一副管長は，司会には

立たなかったものの全部会に出席し， 日曜

日の午後の大会では証 を述べた。

大会は6つ の部会 に分かれ，土曜 日には

福 祉部会，午前，午後の部会，神権会 の4

部 会， 日曜 日には午前，午後のふたつ㊨部

会が開力1れた。

会期中，教会幹部全員が出席した。

2日 にわたる大会に先立 ち，4月2日 金

曜 日には，地区代表訓練集会ならびに地区

代表， ステーキ部長合同訓練集会が行なわ

れた。 これ らの集会には，特に招待された

指導者のほかに，全世界からの約1，650名

に及、ζミ地区代表，一ステーキ部長が出席 した。
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4月3日(土)午 前の部会

教会の使命を覚える

表2

イエスの復活

「何ら害悪にあらず」

再出発
「われらは，正直なることを信ず」

4月3目(士)午 後の部会

教会監査委員会報告

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル …

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー … … …

マ ー ビ ン ・」 ・ア シ ュ ト ン ー

ヒ ュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク

マ ー ク ・E・ ビ ー タ ー セ ン ー

・4

・8

-14

19

・・24

1981年 度 統計報告

頁の偉大さ

人類の希望である永遠の結婚

瞑想は生活を霊的なものにする

義なる教師のために

神の愛は罪の壁を越えて

福音が教えるもの

神権部会

神権の教理

ウ イ ル フ オー ド=G・ エ ドリ ン グ ・

フ ラ ン シ ス ・M・ ギ ボ ン ズ … …

ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン タ ー … … …

ロ バ ー ト ・L・ シ ン プ ソ ン ー…

ジ ョ セ フ ・B・ ワ ー ス リ ン ー

ジ ー ン ・R・ ク ッ ク

ロ ナ ル ド ・E・ ボ ー ル マ ン ・・…

リ ク ラ ン ド ・リ チ ャ ー ス … …

・・29

30

32

・36

-40

44

・48

…5り

神権による活発化

傷ついた兄弟

什分の一の律法に従う

神権

4月4日(日)午 前の部会

教会員数500万人到達一発展への道しるべ

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー …57

ビク タ ー ・Lブ ラ ウ ン ー ・・62

二 一 ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル …67

ゴ ー ド ン ・Bヒ ン ク レ ー`一 ワ3

マIJオ ン ・Gロ ム ニ ー … … …78

誠実さ一諸徳の泉

家族の祈り
「さあ
，われらは神の家へ行こう」

人生の大溜原を安全に航海する

4月4日(日)午 後の部会

ゴ ー ド ン ・Bヒ ン ク レ ー … ・・

ジ エ ー ム ス ・E・ フ ァ ウ ス ト ー

ジ ョ ン ・H・ ク ロ ー バ ー グ … …

L・ トム ・ベ リ ー

トー一 マ ス ・S・ モ ン 、ノン ・・

・82

・87

92

98

'教会役員の指示

・102

2

コ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク レ ー ・…107



イエスの証をなすに雄々しくあれ

神殿の業を推し進めよ

教会の将来

愛は家族を癒す力

神殿の目的
「救い主

，イエス」

自己改善

主が指揮しておられる

福祉部会

仕事の価値

8

縫

工 ス ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン ー108

A・.tzオ ドフフ ・タ ト・2レ… … 一 ・112

G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム … … 一116

F・ エ ン ツ ィ オ ・フ ッ シ ェ ・…120

W・ ク ラ ン ト ・バ ン ガ ー9一 一123

デ ビ ッ ド 』B・ ヘ イ ト … ・… …427

N・ エ ル ドン ・9ナ ー … … ・…132

ス ベ ン サ ー ・W・キ ン ホ ー ル ー134

「その子らは立ち上がって
，彼女を祝 し」

1980年 代 の雇用1こ関するチャレンジ

福音一職業の基盤となるもの

歴史的見地から見た労働と福祉

」 ・リ チ ヤ ー ド ・づ ラ ー クD…135

バ ー バ ラ ・B・ ス ミ ス … … ・…140

J・ トー マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ ー146

ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー 一 … …150

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー 一 …156

3月27日(土)扶 助協会大会における説教

成長への誘い

喜びを求めて

同じ心を持つ人々

キリストに倣いて

チャーチニューズ/ロ ーカルベージ

ド ゥ ワ ン ・J・ ヤ ン ク㌧… … ・

イ レ イ ン ・A・ キ ャ ノ ン ー ・・

バ ー バ ラ ・Bス ミ ス ・・～… 雪…

マ ー ク ・E・ ピ ー9一 セ ン ー

り・161
、

・164

168

・172

178

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

大 管 長 会

ス ペ ンサ ー ・W・キ ンボ ール

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

ゴ ・一 ドン ・B・ ヒ ンク レー

十 二 使 徒 評 議 員 会

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン

マ ー ク ・E・ ピ ー タ ー セ ン

リグ ラ ン ド ・リチ ャ τ ズ

ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン タ ー

トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン

ボ イ .ド ■K・ パ ッカ ー

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

L・ トム ・ベ リー

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト

聖徒 の道/1982年7月 号

ジェームズ ・E・ フ ァウス ト

ニール ・A・マ ツクスウエル

顧 問

M・ラ ッセル ・バラー ド

ロー レン ・C・ ダ ン

レックス ・D・ ピネガ ー

チ ャール ズ ・A・ デ ィディェ

ジヨー ジ ・p・ リー

F・ エ ンツィオoプ ツシエ

編 集 長
M・ ラッ†zル ・バ ラー ド

国際 機 関 誌

編集主幹 ：

ラ リー ・A・ ヒラー

編集副主幹 ：

デ ビツ ド ・ミツチェル

子供の頁編集 ：

ボニー ・ソー ンダーズ

デザ イナ ー ：

ロジャー ・ギ リング

制作 ：

ノーマ ン ずプライス

聖 徒 の 道7月 号

発行 所 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会

東 京都港 区南麻布5-10-30，

印刷 所 株 式会社 精 興社

配 送 東京ディストワビューション・センター

東京 都世 田谷区上 用賀4-9-19

定 価 年間予 約2，200円1部350円

海外予 約2，200円

INTERNATIONALMAGAZ【NEPBMAIO5D7JA囲nted正nJapan

郵 便振替 口座番号 東 京0-41512
まつじつ

口座 名 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

東京ディストリビューション ・センター
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教会の使命を覚える

大管長

スペンサー ・W・キンボール

愛
する兄弟姉妹の皆 さん， この大会を

始めるにあたり，私は主が再度私を

お守 り下さったことをこの場 をお借 りして

主に感謝したいと思 います。主はこれ まで

にも何度か私を守って下さいました。 また，

私のために多くの祈 りを重ねて下さった皆

さんにも，私の愛 と感謝の気持 ちをお伝え

したいと思 います。

私は，タナー副管長，ロムニー副管長，

ヒンクレー副管長 という忠実で，熱心 で，

有能 な方々を大管長会 にいただいているこ

とを非常 に感謝 しています。 またベ ンソン

会長 をはじめ十二使徒評議 員会の方々， そ

の他 の教会幹部の方々にも感謝 しています。

これらの素晴らしい，忠実な兄弟たちの指

導 によって主のみ業は前進 しています。 こ

れこそ主のみ業です。そしてその先頭には

主が立 っておられます。

今，私の体はしたいことが何で もできる

という状態 にはありませんが，力の及ぶ限

り自分の務めを果たしていくつもりです。

もっと力があったらと思うのですが，少 し

でも力のある限り， この大 いなる末 日の業

4

が真実であることを証 し， また主の祝福 と

導きが私たちの上にあるように祈 り続けて

いきたいと思っています。

この総大会にこうして皆 さんと共に集 う

ことができ，非常にうれしく思います。私

の心は，神の王国がその聖なる 目的地 に向

かって進み行く時 に，天父が私にこの よう

な役割を与 えて下さったことに対する感謝

の気持ちで一杯です。

私が前回・このタバナクルで大会に出席し

てか ら丁度1年 がたちました。御存 じのよ

うに，昨年10月 の大会の時には私は病 院に

入っていました。昨年4月 の大会で私は，

教会の使命が次 にあげる3つ の局面を持 っ

たものであることをお話 しました。

1.主 イエス ・キ リス トの福音をあらゆ

る国民，・血族，国語の民， 人々に宣言する。

2.福 音の儀式を受ける備えをさせ うこ

とにより， また昇栄 を得るに必要な指導 と

訓練 を行なうことにより，聖徒 たちを完き

者 とす る。

3.こ の世を去 った人々のための身代わ

りの儀式を行なうことによ り，死者を贈 う。

(「聖徒 の道」1981年9月 号，p.4参 照 〉

この3つ はすべてひとつの業の一部とな

るものです。その業 とはすなわち，「人に不

死不滅と永遠 の生 命 をもたらす」(モ ーセ

1：39)と い』う壮大な栄光 あふれる目的を持

ちたもう天父と御子 イエス ・キ リス トを補

佐することです。私はきょうこの宣言を新

たにするものであ ります。

どうかこれらの聖 なる原則を心に留め，

日々の生活の一部にして下 さい。すなわち

福音 を宣言する，聖徒たちを完き者 とする，

死者 を貝費うという原則を実践 していただき

たいと思います。

教会が世界中で発展 していることは喜ば



しいことです。会員数 は今 や500万 人 に達

しました。先に も述べましたように，私た

ちが 自分に与えられた責任 を果たすならば，

人数だけでなく民の正 しさの面においても

大 きな成長が見られることでしょう。

また新 しくアイダホ州のボイシとコロラ
ダイペイ

ド州 のデンバー，台湾の台北，エクア ドル

のグアヤキルに神殿を建築するという計画

が発表 になりました。今や教会は，教会の

歴史を通じて神殿建築の最 も盛んな時代に

入っています。 この4う の神殿が完成する

と，世 界中で運営されている神殿の数は41

になります。

これ らの神殿を建築するにあたっては，

すべての教会貝が系図の探求により一 層の

努 力を払 うことが必要です。 さらに神殿を

建 てる ということの中には，聖徒たちが定

期的 に神殿に参入する という原則 も含まれ

ています。私 たちの霊性 を高め，神権の原

則に対 する理解を深めるのに，神殿 に定期

的に参 入することほど効果的なことはない

のです。

ところで，皆さんも御存 じのように世界

の各地 でいろいろな災難や もめ事が起きて

いますが，主はこうした問題が起 こること

を.御存 じでした。 しかしまた，こうした問

題があ りなが らも，この教会 とその民が成

長 し発展することを予知 しておられます。

元気を出しましょう。主がこの教会を導い

ておられるのですから。教会幹部 としてこ

の40年 間，私は主がこの教会 を導 いておら

れることを見てきました。 そして，主が弱

点の多い私 たちを使って どのようにその目

的をお果たしになるのだろうかと不思議に

思 うのですが，主は現 にそれをしておられ

るのです。

兄弟姉妹の皆 さん，互いに愛し合って下

聖 徒の道/1982年7月 号

さい。家庭 の中に，また皆 さんの心の中に

愛 を育んで下さい。世 の中に戦いと戦いの

うわさが広 まっても(教 義 と聖約45：26参

照 〉，平和をもた らす人であって下さい。こ

の総大会で受ける勧告 に従 って下さい。私

も全力を尽 くしてそのように努 めるつ もり

です。主の目的はし.】つ も完全に理解できる

とは限 りませんが，そのような時でも主 と

主の目的を信頼 して下 さい。いつかはその

目的がわか る時がきます。

兄弟姉妹の皆 さん，「また良い宣教師にな

って下さい。指導者に従って下 さい。新 し

く発行された聖典(改 訂版の英文聖典)を

勉強して下さい。家庭菜 園を造 って下さい。

家や庭をきれいに片づ.け，ペンキを塗 り，

修理や手入れをして下さい。収入の範囲内

で暮 らして下さい。良き隣人であって下さ

い。 どこの国に住んでいて も良い市民であ

って下さい。安息 日を聖 く守って下さい。

(出 エジプ ト20：8参 照)家 庭の夕べを定

期的に開いて下さい。以前にも申し上げた



ことですが， これが今 回の私の皆 さんへの

忠告です。

兄弟姉妹の皆さん，教会を批判 する人々

のためにも祈 って下さい。敵 を愛するので

す。(マ タイ5：44参 照)言 葉 と行 ないに知

恵と判断力を働かせて下 さい。そうすれば

人々が教会や教会貝に良 くない印象を持つ

理由を与えないことになります。 サタンは

愚かにもこの業を破壊しようと躍起になっ

ていますが， この業 こそ人類 を引き上げる

ために神がこの世 に置かれたものなのです。

この大会が終わった ら， もっと良いこと

をしよう， もっと良い人間になろうという

新 たな決意を もって，それぞれの家庭に，

ステーキ部，ワー ド部，支部 にお帰りにな

って下 さい。主は皆 さんを見守 っておられ

ます。皆さんが主に近 くあるならば，主は

試練や問題 を切 り抜け られるように皆さん

の力になって下 さいます。私は，そのよう

な試 しを身をもって経験した者として証す

ることができます。

主は，私たちを逆境や苦 しみか ら解放す

るとは約束しておられ ません。 その代わ り

として，祈 りという意思伝達の道 を与 えて

下さっています。祈 りによって私たちは謙

遜にな り，主の助けと導きを求めることが

できるのです。以前にも申し上げましたよ

うに，「人生の深みに到達 し，そこで静寂の

うちに神の御声を聞く人々には，揺るぎな

い確信があ り，この確信により種々の難事

の嵐の中を平穏無事に献海で きる」のです。

(「聖徒の道」1974年6月 号，p。285)

この最後の神権時代 に回復 された教会が

地上 に置かれてから152年 の歴史が流れ ま

したが，私はその半分以上を生 きてきまし

た。そして，教会が驚くべき発展 を遂 げる

様 もこの目ぞ見てきました。今や教会は世
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界 中に確立されるに至 っています。予言者

ジ ョセフ ・ス ミスはこう述べています。

「宣教師は様々な国に出て行 っている。

そして ドイツ，パ レスチナ，オラ ンダ， オ

ース トラリア
，東イン ド，その他の地域 に

真理の旗が立てられている。 いかなる汚れ

た者の手 も， このみ業の発展を止めること

はできない。迫害は威を振るい，暴徒は連

合 し，軍隊が集合 し，中傷の風が吹き荒れ

るかもしれない。 しか し神の真理は大胆か

っ気高 く，悠然と出で立ち，あらゆる大陸

を貫 き， あらゆる地方 に至 り， あらゆる国

国に広ま り，あらゆる者あ耳に達 し，神の

目的は成し遂げられるであろう。かくして，

大いなるエホバは，み業は成 ったと告げら

れることだろう。」(伍 む渉0剛げ!h6rCh郷6h

「教会歴史」4：540)

これ からも約束され た栄光の時代を待ち

望みつつ， 自信をもって主のみ業 を推 し進

めようではありませんか。私たちの忠実さ

によって，神が約束されたことはすべて成

就され るのです。

ここで重ねて主 に， また私の妻 と家族 に，

幹部の方々に，そして皆さん一一人一人に私

の愛を表わしたいと思 います。私 は皆 さん

の愛を感 じています。 そして皆さんも私の

愛 を感 じて下 さればと願 っています。皆さ

んの上 に祝福があ りますように。天の父な

る神は生きておられます。イエスはキ リス

トであ り，御父の生みたもう独 り子です。

イエスは生きておられます。 イエスは私た

ちの長兄であり，救い主，贈 い主です。 こ

れが，愛する兄弟姉妹 の皆さんへの私の心

からの証です。 この証 を愛 と感謝 をもって

へ りくだりイエス ・キ リス トのみ名によっ

て申し上げます。 アーメン。



イエスの復活

第一副管長

マ リオン ・G・ロムニ ー

愛
する兄弟姉妹の皆さん，この復活祭

の時期 に， イエスの復活について証

を述べ，少しな りともその証の基 となる事

柄にっいてお話する機会がありますことを

感謝 します。

「イエスはよみがえって
，rここにはおら

れない。」(マ ルコ16：6)こ の簡潔な言葉

の中に，歴史上最 も偉大な出来事である主

イエス ・キ リス トの復活が雄弁 に語られて

います。 この出来事 があまりにも想像 を絶

するものであったので，主が地上 におられ

る時に最 も親 しく接 し，後 に起こることを

詳しく教えられていた使徒たちでさえ，そ

の意味をなかなか完全 には理解できません

でした。復活の事実を耳にした弟子たちの

最初の反応は，「それが愚かな話のように思F

われて……」(ル カ24：11)と いう言葉で表

わされています。無理 もありません。それ

まで無数の人々が生 を受 けては死に，山や

谷の土の中に葬 られてきましたが，そのイ

ースターの朝まで
，墓からよみが えった人

はひとりとしていなかったからです。

私たちが復活されたイエスについて語る

時，それは，かいばおけで生まれてか ら十
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字 架上でお亡 くなりになるまでの間，肉の

体 に命を与えていた霊が再び体に入 り， こ

のふたっが，すなわち霊の体と肉の体が二度

と離れない状態で結合 し，不死不滅の体 と

なって墓 からよみがえられたことを意味 し

ます。

私たちが信 じ， そして証 することは，イ

エスは自ら死 に打 ち勝たれて栄光の復活体

を得られただけでなく，それ によって全人

類 にも復活の祝福 をもたらして下さった と

いうことです。 これこそが，天上の大会議

で私たちの救い主，贈 い主として選 ばれた

時 に召され，聖任 された使命なのです。

この地上での使命を果たすにあた り，腰

い主には4つ の必要条件がありました。

第一は，霊体が死すべき肉体という衣を

まとわねばならないということです。 これ

は，天のみ使いが名 もない羊飼いたちにこ

う語りかけた時 に成就 しました。「恐れるな

・きょうダビデの町に，あなたがたのた

めに救主がお生まれになった。 このかたこ

そ主なるキ リストである。」(ル カ2：10-

11)

第 二 に，全人類の苦痛を一身に受 けなけ

ればならない とい うこ とで す。これは主

に，ゲツセマネの園での大いなる苦 しみの

中で成就 しました。 その苦 しみを主御 自身

が次のように表現 しておられます。「その苦
うち

しみたるや，われ神，すなわちすべての中

最 も大いなる者な りといえども痛苦 のため
あな

に身をふるわせ，あらゆる毛の孔より血 を
わ ふた

湧かせ，身と霊 と両つながらを苦 しめ， す
の

なわちこの苦 きさかずきより呑 まずしてし
しか

りごみするも可な らんことを欲 したり。然
ほ

はあれ ども，父なる神は讃むべきかな。 さ

ればわれはこの苦 しみをなめ，人の子 らの
ととのえ な

為に準備 を為 し終 りたり。」(教義 と聖約19：

18-19)

第三 に，命を捧げることです。主が十字



架上でお亡 くなりになったのは，人々から

拒まれ，裏切 られ，途方もない仕打 ちを受

けた後のことですが，この事実 については，

キ リス トに対して信仰を持たない人にとっ

て も疑間の余地のないところです。主は，

先程述べたように復活を遂 げるために，御

自分か ら命 を捧 げられたのですが， この点

についてはすべての人が受 け入れているわ

けではあ りません。 しか し， これは事実で

す。確かに主は，邪悪な人々から憎 まれ彼

らの手 にかかって殺されました。 しかしそ

の実，いつでも彼 らを制することのできる

力を持 っておられたのです。主はこう言わ

れま した。「命を捨 てるのは，それを再び得

るためである。 だれかが，わた しか らそれ

を取 り去るのではない。わたしが， 自分か

らそれを捨 てるのである。わたしには， そ

れを捨てる力があり，またそれを受ける力

もある。」(ヨ ハネ10：17-18)

この力は，死すべ き肉体を持つ処女マ リ

ヤと，不死不滅の 日の光栄の体 を持 ちたも

う神 との間にお生まれになったイエスに，
そな

生まれながらに具わ っていたのです。

このように， まず肉体 を受け，次にゲッ

セマネの園で全人類 の罪のために苦 しみ，

そして十字架上で命 を捧 げた主 にとって，

残されていることはただひとつ，死 の縄 目

を断ち切 ることで した。 これが4番 目，最

後の条件 です。 こうして賄い主としての地

上での使命は完了するのです。主は，地上

での御 自身の生涯がこの完成に向かうて進

んでいったと繰 り返 し教えておられます。

このことは，命を捨 ててそれを再び得 ると

いう次の言葉に予告 されています。悲しむ

マルタに主は言われました。「わたしはよみ

が えりであ り，命である。」(ヨ ハネ11：25)

ユ ダヤ人 にはこう言われました。「この神殿

をこわしたら，わたしは三 日のうちに， そ

れを起すであろう。」(ヨ ハネ2：ig)
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復活は人類 の経験からはほど遠いことで

したのでマ、主を信 じていた弟子たちでさえ，

なか なか理解できないものでした。 しかし

この教義 は，主 を十字架につけた人々の耳

にまで届いていました。彼 らはこめ教えに

心を騒がせ， ピラ トのところへ行って言い

ました。「長官，あの偽 り者が まだ生きてい

たとき，『三 日の後に自分はよみがえる』と

言ったのを，思い出しました。」そして ピラ

トゐ同意のもとに墓に番人を置き，「弟子 た

ちが来て彼を盗み出し，『イエスは死人の中

から， よみがえった』 と，民衆 に言い、ヨ・ら

す」ことができないようにしました。(マタ

イ27：63-64)こ う して，見張 り番として

雇われた人々が，はからずも天使 によって

墓が開かれるのを目撃す ることになったの

です。(マ タイ28：2-4参 照)よ みがえら

れた主がみ姿 を現わされ る前の出来事 とし

て， これが最後の ものでした。

イエスが復活された証拠には，論ばくの

余地があり'ません。金曜 日の午、後に十字架

でお亡くな りになった主 は，続 く日曜 日に

5回 にわたりみ姿を現わされました。

最初に主にまみえたのは，マグダラのマ

リヤで した。その日の朝早 く， イエスの遺

体が墓からな くなっているという知 らせ を

受けて，ペテロとヨハネがそれを確かめに

来ます。 やがてふた りが去 った後， マリヤ

はその場 にとどまって涙を流 していました。

そして，「うしろをふり向くと，そこにイエ

スが立 っておられるのを見た。 しか 蟻 そ

れがイエ スであることに気がつかなかった。

イエスは女 に言われた，『女 よ，なぜ泣いて

いるのか。だれを捜 しているのか』。マリヤ

は，その人が園の番人だと、思って言った，

『もしあなたが
，あのかたを移 したので し

たら，どこへ置いたのか，どうぞ，おっし

ゃって下 さい。わたしがそのかたを引き取

ります』。イエスは彼女に 『マ リヤよ』と言
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われた。 マリヤはふり返 って， イエスにむ

かってヘブル語で 『ラボニ』と言った。 そ

れは先生という意味である。」(ヨ ハネ20：

14-16)

主 は優 しく彼女を制してこう言われまし

た。「わたしにさわってはいけない。わたし

は， まだ父のみ もとに上 っていないのだか

ら。 ただ，わた しの兄弟たちの所 に行 って，

『わたしは
，わたしの父またあなたがたの

父であって，わたしの神またあなたがたの

神であられるかたのみもとへ上 って行 く』

と，彼らに伝えなさい。」(同 上17節 〉

やがて日の出と共に，「ヤコブの母マリヤ

とサロメ」(マ ルコ16：1)と 他 の女たちが

主を埋葬するために香料を持って墓 に来ま

すが，墓は開かれ，主の遺体はそこにあ り

ません。驚いている彼女たちに，輝く白い
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衣 を着たふた りの人が現われて言いました。

「あなたがたは
，なぜ生 きた方を死 人の中

にたずねているのか。そのかたは， ここに

はおられ ない。よみがえられたのだ。」(ル

カ24：5-6)「 そ こで女 たちは……弟子 た

ちに知 らせるために走って行 った。すると，

イエ スは彼らに出会って，『平安あれ』と言

われたので，彼らは近寄 りイエスのみ足を

いだいて拝 した。」(マ タイ28：8-9〉

同 じ日，クレオパ ともうひとりの弟子が

エマオヘの道を歩いていると，イエスが近

づいて来て一緒に歩いて行かれました。 し

かし，ふたりはイエスであることに気づ き

ませんで した。 イエスはふたりの話 してい

ることについて尋ねます。、ζ・た りは女 たち

の言ったことを繰 り返 しますが， その心に

疑いがあるのを見て取 ったイエスはこう言

われます。「ああ，愚かで心 のにぶいため，

預言者たちが説 いたすべての事 を信 じられ

ない者たちよ。」こうして聖書全体 にわたり，

御 自身について記 してあることを解 き明か

されます。'そしてエマオにとどまられて，

「パンを取 り
，祝福 してさき，彼 らに渡 し

ておられるうちに，彼らの目が開けて， そ

れが イエスであることがわかった。すると，

み姿が見 えなくなった。」(ル カ24：13-31

参 照)

その夜，弟子たちが集 まって，イエスが

シモ ンとクレオパにみ姿 を現わされたとい

う話を聞いていると，「イエスが彼らの中に

お立ちになった。Jイ エスは恐れている弟子

たちを静め，御 自分は霊ではないと語 り，

手 と足とわきをお見せにな りました。 こう

記されています。「『まさしくわたしなのだ。

さわって見なさい。霊 には肉や骨はないが，

あなたがたが見るとおり，わた しにはある

のだ』。……彼らは喜 びのあまり'，まだ信 じ

られないで不思議に思 っていると，イエス

が 『ここに何か食物があるか』 と言われた。



彼 らが焼いた魚の一 きれをさしあげると，

イエスはそれを取って，みんなの前 で食べ

られた。」(ル カ24：36-43参 照)

こ のようにして，この重要な 日に，かつ

て主と行動 を共 にした人々が主の栄光の復

活体 を見たのです。 彼らは主を見ただ1、ナで

はあ りません。主の声 を聞き，手 と足とわ

きの傷 にも触れたのです。 また主は・，皆の

前で食物を手 に取 り，それをお食べになり

ました。彼らが墓 に横 たえたあの体を，主

は再びまとわれたのです。こうして主が生

きておられ，不滅の霊と肉体 を得ておられ

ることを知って，彼 らの悲しみは喜びに変

わ りました。

主はそれから40日 間，聖地で弟子 たちと

共にみ業 を行 なわれました。その間，エル

サ レムで トマスも共 にいる時に弟子 たちに

み姿 を現わ し(ヨ ハネ20：26-29参 照)， ま

たテベ リヤの海辺では漁の方法 を教 え，共

に食事をするように弟子たちを招き，御 自

身が火で焼かれた食物 を彼らに与え，み業

についていろいろお教 えにな りました。(ヨ

ハネ21：1-14参 照)さ らにガ リラヤの山

では，11人 の弟子たちに全世界に出て行っ

て福音 を宣べ伝 えるように命 じられました。

(マ タイ28：16-18参 照)そ して最後にベ

タニヤで皆を祝福 し，天 に昇 って行かれた

のです。(ル カ24：50-53参 照)

主 はパ レスチナでの使命を終えられると，

今度はアメリカ大陸の二一ファイ人の もと

を訪れ，彼 らにも復活についてお伝 えにな

りました。御 父は主 をこう紹介されました，

「わが喜 ぶ愛子を見よ。」群衆 は御子が天か

ら降りてこられるのを見て，「白い衣 を召し

たお方」が下ってきたと表現 しています。

主は言われました。 「見よ，われはイエス・

キリス トなり。予言者 らがこの世 に来る と

証をしたるその者な り。」群衆はイエスを見，

そのみ声を聞き，招 きに応じて 「近よって
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あばら

その手をイエスの肋 にさし入れ，また手足

にある釘あとに触れ た。」そしてその御方が

まさしく復活された贈い主であることを知

り，それ を証 した のです。(III二 一フ ァイ

11：7-15参 照)

このように主は復活の後 に，聖地で主に

従う者たちに， またアメリカ大陸で二一フ

ァイ人にそれぞれみ姿 を現わされましたが，

同 じことが私たちの時代 にも起こりました。

事実，・この神権時代は，予言者ジ ョセフ ・

スミスが御父 と御子の訪れを受けるという

栄光 に満ちた示現 によって， その幕が切 っ

て落 とされたのです。 ジ ョセフは御二方の

語 られる声を聞きました。そして御父か ら

復活されたイエスを直接紹介されました。

御二方の栄光 に満ちた体 を目のあたりにし

たジョセフは，こう記 しています。「御父は

人間の有する肉体 と同じく触知 し得 る骨 肉
しか

の体 を有 した もう。御子 もまた然 り。」(教

義 と聖約130：22)

それ から約12年 後，救い主はジ ョセフ ・

スミスとシ ドニー ・リグ ドンにみ姿を現わ

されました。ふたりは次のように記していま

す。「『主は実 に生きたもう』……。われらは，

彼がすなわち神 の右に座 したもうを見たり。
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ひとゆ ご

また，御父の生みたもう独子 なりと証 した

もう声を聞けりg」(教 義 ζ聖約76122-23)

予 言 者ジョセフはカー トラン ド神殿で再

び主とまみえ，この時はオ リヴァ ・カウ ド

リが一緒で した。 ジ ョセフはこう記 してい

ます。1
お お と り さ さ と 　

「われらの心 より覆い取去られて覚 りの
まなこ

眼開かれたり。
きょう らん

われ らは，われらに面して教壇の胸欄に
しか あしもど

立ちたもう主を見た り。一而 して，主の脚下
ごと

にはこはくの如 き色したる純金の床あ りき。
め

その眼は燃ゆる炎の如 く，頭髪 白きこと

清き雪の如 く， その顔は 日の輝きにも勝 り

て光 り輝き，その声は洪水 の激する音の如

し。誠 にエホバの御声言いたもう。

われは始 めな り終 りなり。われは生ける

者なり殺されたる者なり。父と汝らの間の

仲保者なり。」(教 義 と聖約110：1-4)

正義 の律法が要求する無限の贈罪 を成し

遂げることができたのは，イエスただおひ

とりです。なぜなら，この地上 に生 を受 け

た人の中で，イ手スは唯一の罪のない御方

であり， その罪のない生命を捧げられたか

らです。 また，神の御子 として，命をとど

める力も捨てる力 も持っておられたからで

す。 イエスが進んでそうされるのでなけれ

ば，だれ も主の命を奪 うことはできません

でした。「だれかが，わたしからそれを取 り

去 るのではない。わたしが， 自分か らそれ

を捨てるのである。 わた しには， それを捨

てる力があり，またそれを受ける力もある。」

(ヨ ハネ10：18)で すか ら，主が身代 わり

となって破 られた律法の償 いをし，正義の

要求を満たされたのは，主の無限の愛とあ

われみがあったからなのです。

私たちが主 に負うところは，そればかり

ではありません。 イエスは贈罪によって正

義の律法 を満たされただけでなく，あわれ

みの律法 を確立され，それにより人が霊 の
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死 か ら贈われるようにして下 さったからで

す。 したが って，人は肉体の死 については

責任がありませんが`神 の前か ら断 ち切 ら

れる霊 の死に対 しては，その責めを負わな

ければならないのです。

地上 に住むすべての人は，義 しいことか

ら影響を受けるだけでなく，邪悪なことに

も心 を動かされ ます。また人は，善悪を選

、ζ噛 由意志 という賜 を神から授かっていま

す。かつて地上 に生 を受け責任 をとれる年

齢 に達 した人の中で， この賜を行使 して悪

からの影響 を完全 に拒むことのできた人は，

イエスを除けば，ひ とりもいません。罪を

犯さない人はいないのです。ですか ら， ど

の人も自分の犯 した罪の程度 に応じて汚れ

ています。 そのために，すべての人は自ら

犯 した過ちの結果が 自身に及ぶ限り，主の

み前から放逐 されるのです。

霊の死は 自分 自身の罪の結果 として起 こ

るものですから，霊の死か らの救いを， 当

然受けられるものとして要求することはで

きません。まただれにも， 自分 だけの力で

完全 に償 いをし， 自分 自身の過 ちの結果か

ら完全に逃れるということもできません。

もし人が自ら犯 した罪の結果から逃れ，神

のみ前に帰れるとしたならば， それは何 か

途方 もない力が働いて，その人を罪の当然

の報いから解放 した ということにな ります。

イエス ・キリス トの腰罪が計画され，行 な

われたのは， このためなのです。

貝費罪は，私たちに対するイエスの大いな

る愛によって成し遂 げられた，この世で最

も慈愛に満 ちたみ業です。主はこの贈罪 に

よって正義の律法の要求するところを満た

され，私たちが永遠 に自らの罪の結果に縛

られなくともよいようにして下さいました。

またそればかりでなく，あわれみの律法 を

確立され，全 人類 のために罪か ら清められ

る道 をも備えて下さったのです。



何を信 じ，いかに生 きるかにかかわらず，

私たちは復活 します。 それは，キリス トの

賦罪により，墓 からよみがえることが全人.

類 に無条件 で許 されたか らです。 しかし，

私たち自身の罪の結果か らの赦 しと瞭いに

ついてはそうではあ りません。 そのような

赦 しと贈いを受 けられるのは，貝費い主が定

められた条件を受け入れてそれに従い， 自

らの罪の程度に応 じて， 自分 自身を主の贈

いの血の及ぶ範 囲にまで引き上 げた人だけ

なのです。

主は主の福音という条件 をお授けになり

ました。イエス ・キ リス トの福音です。そ

れはあわれみの律法であ り，その第一の条

件は， イエスを文字通 り，購い主 として受

け入れることです。これは 「主イエ ス ・キ

リストを信ずる信仰」です。(信 仰箇条第4

条参照)次 に自らの罪を捨 て， 自らの力の

及ぶ限り， 自分 自身を元に戻すようにしな

ければな りません。これが悔い改めです。

これらの原則に従わなければ， またその

他の福音の原則や儀式に従わなければ，人

はあわれみの律法の及ぶ範 囲に到達できず，

正義の律法に依存することを余儀な くされ

ます。つまり， 自らの罪に対 して，イエス

が味わわれたと同じ苦 しみを味わわなけれ

ばならないのです。(教 義 と聖約19：16-18

参 照)聖 典 には次のように記されています。

「悔 改めを生ずるような信仰を起さない者

たちは，正義の法の要求する裁判 を充分に

受けるのである。 それであるか ら永遠 にし

て偉大 な瞭 いの計画は，ただ悔 改めを生ず

るような信仰を起す者にだけ与えられる。」

(ア ルマ34：16)

これ まで述べたことを総合 していくと，

復活されたイエスの姿が心に浮かんできま

す。 しか し，私たちが確信し，証するとこ

ろは，主が前世 で購い主 として選ばれ聖任

されたこと， また神の肉における独 り子 と
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してマリヤを通 してお生まれになり，私た

ちの罪のために苦 しまれ，十字架の上で 自

らその命を捧げられたこと，復活を通 して

御 自身のため，全人類のために死の縄目を

断ち切 られ たこと，復活の初穂 として不滅

の霊 と体をもってよみがえり，聖典 に記さ

れているようにマグダラのマリヤをはじめ

いろいろな人にみ姿 を現わされたこと，そ

して二一ファイ人を訪れ， さらにはこの神

権時代にジョセフ ・ス ミスや他 の人々に御

自身を現わ されたことです。私たちの証は，

これらのことを記 した記録 にだけ基づくも

のではあ りません。私たちのもつ確信 と証

は，聖霊により，聖 きみたまの証 によりも

たらされ ます。私 たちは聖霊 の力 によっ

てこれ らのことが真実であることを知 り，

記録されている出来事が真実であることを，

その出来事 を経験 した人々と共に証するの

です。 この証を得て人々に述べることこそ，

私たちの使命なのです。

主の購罪 によって私たちの復活は確かな

ものとな り，信仰 と悔 い改めと終わ りまで

耐え忍ぶことを条件に，私 の罪は赦される

わけですが，そのことについて考 えると，

私の心は感謝 と喜びでは りさけんばかりに

なります。 そして，こう叫びた くなるので

す6「 ああ，わがため 主は死にたもう く

しきみわざ」(讃 美歌76番)

以上がイエス ・キ リス トの復活を記念す

るこのイースターの季節 に，私の心に去来

する思いなのです。天のみ使 いはイエスの

復活を，次のように静か に告げています。

「もうここにはおられない
。かねて言われ

たとおりに， よみがえられた のである。」

(マ タイ28：6)

この厳粛な証 を，私 たちの贈い主イエス・

キリス トの聖なるみ名を通して申し上げま

す。 アー メン。
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「何ら害悪 にあらず」

十二使徒定員会会員

マービン・J・アシュトン

醒 ト生が，教師から教わ った言葉を24時

子 礎 わず覚えていることはまれなこ
とです。 しかし，ある教師が毎朝クラスが

始まる前に復唱させていた言葉 を，当時の

子供たちは，50年 たった今でも感謝 し，1覚

えています。 この慎み深い，あまり目立つ

ことのない女教師は，毎朝 この言葉 を復唱

させて，正直ということの意味を私 たち子

供の心に植えつけてくれました。それはこ

のような言葉です。「人をだまそうと思って

することは何で もうそになる。」

教師のこの言葉 を辞書の定義 と比較 して，

私は感謝せずにはいられません。辞書には

「うそとは人を欺 くために事実 と反するこ

とを言うこと」 とあるからです。 うそは時

として言葉を伴わないことがあります。 う

なずきや沈黙さえも欺 きになることがある

のです。あまり正体のわからない仕事に投

資をするよう持ちかけること，二重帳簿 を

作ること，心 にもないおせじを言うこと，

事実を明かさないこと， これ らは皆r人 を

だまそうと思 ってすること」 に入 ります。

ずっと未婚で通 したにもかかわらず，私

たちを母親の ように愛 してくれたその教師
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は，この朝 の復唱を終 えた後で， どんな時

でも真実を語ることが いかに大切かをほん

の短 い言葉で説明 してくれました。「うそを

つかない。 うそを広めない。うそに耳 を貸

さない。」

うそをつ くことはどれほど重大なことで

しょうか。聖典 をひもといてみると，そこ

か しこに，サタンが偽 りの父だと書いてあ

ります。 そしてサタンがどのようにしてう

そをつ く方法を教えるかが教義 と聖約の10
しか

章 に書 い て あ り ま す 。 「然 り，サ タ ン は 人 々

に 向 い て 言 う。 … … 欺(け)… … 見 よ ， こ は
いつわ

何 ら害悪にあらず，……偽るとも罪にあら

ず，と。……かくして彼らが己がわなに落

入 りて捕 えらるるようになすなり。」(教 義

と聖約10： 一25-26)

しか し私たちはサタンのせいにして，「サ

タンがさせたんです」 と言い訳をすること

はできません。サタンはただ 「こは何 ら害

悪にあ らず」と言うだけで，その後で私 た

ちがわなにはまってしまうのです。

うそは罪です。 うその犠牲になった人は

実にかわいそうです。不正直やうそをつく
』
というわなにたった1回 ではまってしまう

ことはありません。ひとつの小さなうそや

不正直な行ないが次の行ないを呼び，それ

がついにはクモの巣のようにその人を捕 ら

えてしまうのです。サムエル ・ジョンソン

は 「習慣 という鎖 はあまりにも小 さくて，

強くて切れないようになるまでは気づかな

い」 と言 ってい ます。(Th61鋤67η 碑oη厩

動ヒ如履 触 げ 丁肋%gh云s「 世界思想辞典」

p。348)こ の うそというわなに陥 った人は，
一生の間重荷 を負うことにもなります

。自分

に問題があることを認めようとせず，変え

る努力をしないか らです。 多くの人は犠牲

を払ってまで もうそという鎖 を切 ろうとは

思 いません。 また中には，正真の価値 をよ

く知っていながら，正直に立ち返る第一歩



を踏み出せない人がいます。

たぶん，人が うそをつく理 由を分析すれ

ば， この邪悪なわなを克服することができ

るかもしれ ません。

私 たちは時々，恥 をかくのを恐れて うそ

をつくことがあります。最近のことですが，

ある若い女性が不正直を理由に仕事 をやめ

させられたことを聞きました。 ところがこ

の人が次の仕事 に応募 した時に，雇い主に，

前の会社で上役の親戚の子 を入れたので自

分がやめさせられたと言いました。 たぶん

同 じことを家族や友達 にも話 しているでし

ょう。 自分の恥 をさらしたくないからです。

経済的に自分が大変な状態にあることも

人にはあまり言 いたくないものです。 また

こうい，う言葉もよく聞 きます。「ちょっと忙

しくてできませんでした。」で も本当は忘れ

ていたのではないでしょうか。ある人は引

き延ばすために，有利 になるように， また

相手を印象づけたり，おだてた り，負か し

た りするために不正 を働きます。

人は意図的かどうか に関係なく，うそを

ついて他の人の人生を台無 しにしてしまい

ます。また，しっとや劣等感か ら他の人の習

慣や人格を傷つけてしまうことがあ ります。

皆さんは野心に燃えた人が，欲 のために人

に心にもないおべ っかを使 っているのを聞

いたことがありませんか。

またうそはしばしば勇気のなさの口実に

なります。 また仕事や勉強がよくできなか

ったことの口実にも使われます。普通，う

そが1回 でおわることはあ りません。一度

うそをつ くと，そのうそを隠すために次か

ら次へとうそのためにうそが必要 になって

くるのです。

また，善悪な どという区別はない，相対

的な ものだ と信 じ込ませ る人がいます。 し

かし私 たちは，正 しい行ないや決定 という

ものが善 と悪の中間の都合のよい所 にある
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などと考 えてはな りません。

広告 やセールス，マーケティングにおい

て偽 りや欺きが 日常茶飯事になっている今

日，私たちはこう祈るべきでしょう。「おお

主よ，お助け下 さい。 自分が偽 りを言わな

いだけでなく，世 の欺きによって生活をだ

めにすることがないように私 に知 恵をお授

け下さい。」
え じき

私たちは どの ようにして不正直の餌 食に

なるのでしょう。いろいろ考えられますが，

ここで少し取 り上げてみましょう。

ひとつは，次のイザヤの言葉から明らか

になります。「この犬 どもは強欲で，飽くこ

とを知 らない。彼 らはまた悟 ることのでき

ない牧者で，皆 おのが道にむかいゆき，お

のおのみな，おのれの利を求める。」(イ ザ

ヤ56：11)欲 は 人を不正直 に， まただまさ

れやすくします。同じことが教義 と聖約68：

31-32に 書 かれています。「その眼 は貧欲
もつ みた

を以て充さるればなり。かかることはある

べからず。故 にすべか らく彼らの中よりこ

れを無 くすべきな り。」欺 かれない方法につ

.いては，教義 と聖約9：13に 出ています。

「忠実 にして誘惑に負くることなかれ。」

ある友人が最近告白してくれたのですが，

彼は投機に財産 をつぎ込んで皆 なくしてし

まいました。欲 というバルブを閉 じること

ができなかったのです。次か ら次へと物 を

欲 しがり，収入の範囲を越えて生活する，

こうなると，不正直に傾いていくことは否

めません。莫大な報酬が得 られるようなプ

ランや一生 に一度 しかないチャンスなどと

うたっているものは避 けるべきです。

著名な人の名を語ったり， 自分がある特

別な所 に住んでいることや特定の宗教団体

に加入していると偽ることが，相手の信頼

を得る手段 として， またセールスの手 とし

て使われ ます。

す ぐ決定を迫る人や即金を求める人は避
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けましょう。投資として価値 のあるものは，

皆長い時間をかけて調べて もボロが出ませ

ん。事実を集められるだけ集 め，よく考 え，

すべてにとって利益 になるような決定をし

なければなりません。 どちらとも決 めかね

るようなケースの場合は，個 人の高潔さが

決定の上で大切な要素 となります。正 しい

行動が明らかでない時は，私たちが正直な

生活をしていれば，他の人が気づかない点

や事実 に気づ くようになるで しょう。高潔

な人は他の人をも正直にします。高潔 な人

は，物 を尋ねるにも答えるにも的を得てい

ます。高潔な生活をしていれば，実際の行

動を起こすず っと前か ら， どのような行動

を取るかがわかるのです。

賢明な人は，誤 った自尊心のために平気

で悪事 をする人の犠牲 になることはあ りま

せん。時々人は，誤った 自尊心のためにわ

からないことを聞 くことができず，そのた

めぺてんにかかることがあ ります。恥 をか

くことを恐れた り，また無知だと思われた

くないために，口達者 なセールスマンの言

葉を本当に理解できなくても，うなづいて

しまうのです。「どういうことですか。」「ど

ういうリスクがあ りますか。」 「落 し穴はあ

りませんか。」「会社 の歴史を教えて下さい。」

「あなたのことをだれに照会 したらいいで

しょう。」これらは尋ねて損のない事柄です。

セールスマ ンが不 用意 に 「制約」「保護」

「免除」「年金」「無税」「特別な」「後金払

いの」 というような，簡単でいてつかまえ

どころのない言葉 を口にした時は要注意で

す。
「
もしも自分の知識だけで結論を出しかね

る場合は，その分野で知識のある， また信

頼のおける人にア ドバイスを求めます。時

間をかけて検討することを拒 むようなもの

は不合格です。

アブラハム ・リンカーンはこう言いまし
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た。「正 しい生活 をしている人とは共に立て。

その人が正 しい時 は共 に立ち，間違いをし

たら退け。」(丁勉 πo別6βoo為 げ(伽o鰯 向郷

「家族 のための名言集」P ・1726)

私 た ちは今，「ち ょっとしたうそ」や 「方

便のためのうそ」「誤解を招 くうそ」「一生

に一度 のかけ」「限られた人にしか与 えられ
けん

ないチャンス」などという言葉が喧伝され

ている時代に生きています。 こうしたまや

かしの誘いが過去現在を問わず，だまされ
え じき

やすい人を餌食にしているのです。

幸か不幸か，投資を呼びかける人にとっ

て，景気のよしあしは関係ないようです。

不景気の時は，少ない収 入を補 うため と称

して借金の話 を持 ってきますし，景気のい

い時はいい時で，今 こそ借金をしてで も投

資をし， この成長 の波に乗ってもう一段高

い生活を， と誘うのです。私 たちは 「景気

が落ち込 まなかったらもっと大き くな って

いたのに」 という言葉を何度聞いたことで

しょう。私たちは歴史を通 じて十分 に学ん



だはずです。たとえ普通の，地味な投資で

あっても，先の予測の上に立って行なうも

のですから，あまりにも話が大きい時 は，

注意して しかるべきです。

いつの時も同じですが，投資のために自

己資金がなく，借金をした人ほど最後 にな

って泣きを見る人はありません。確かに借

金はクモの巣 と同じです。

サムエル・ジョンソンは言いました。 「借

金 を不便な ものだとしか感じないようにな

ってはならない。借金 は災いになる。」(丁勉

1鋤群%4渉20%αZ酬嘘20箆α型 ゲ7乃o%gh云3「 国

際思想辞典」P.196)投 機 のために借金をし

ないようにして下さい。「金銭 を愛すること

は，すべての悪の根である。」(1テ モテ6：

10)ま た財 政的 な束縛 か ら逃れ るために

は，金銭の管理を上手に行なうことを私 た

ちの目標 にする必要があ ります。

タナー副管長はこう述べています。「神に

心か ら喜んで仕えるために，私 たちは家庭

や十分な金や収入や，私たちに喜びと幸福

をもたらすこの世 のものを必ずしも捨てる

必要 はない。必要なのは， この世の ものを

求める時でも神 とイエス ・キ リス トの教え

か ら背を向けてはならないということであ

る。」(Eπs♂gπ 「エ ンサイン」1971年6月 号，

P.14)

す べての末 日聖徒の目標 は 「あの人の言

葉 には決 して間違いがない」 と言われるよ

うな人になることです。私たちは言葉 や行

ない一つ一っにっいて 「都合がよいだろう

か，満足のいくものだろうか，便利なもの

だろうか，もうかるだろうか」ではなく，

「それは正 しいだろうか，真実だろうか」

と自問するようにしようではありませんか。

賢明な人は 「それは正 しいことか」 と問 い

ますが，欲深い人は 「もうかるだろうか」

と問 うのです。

時々，投資のプ晩モーターは，資金 ぐり
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がどうにもならなくなって，何 とか生きの

びようともがき，支払いはできるだけ引き

延ばすという手 に出ます。失敗でもし・よう

ものなら正直さも危うくなってきます。高

潔な人はどのような時で も正直でなければ

なりません。

正直は基本です。 うそが他のすべての悪

の共犯者であることは事実です。またある

人は言いました。「罪には道具がたくさんあ

る。しかしうそはそのどれ にも合う取っ手

である。」欺き，不誠実，ごまかし，これら

はうそが形を変えた ものです。若人の皆さ

ん，不正行為は試験の時だけの言葉ではあ

りません。

うそは他の人を傷つけます。 また次第次

第に私たち自身をも滅ぼします。私たちは

そのわなにはまって信用を失 い，顔 もつぶ

してしまうのです。欺きや うそから遠ざか

るならば，私 たちの心には平安が訪れるで

しよう。

かつて私の友達が苦難にあっていました。

うそというわなにはまって長い間抜け出せ

ず， もがきにもがいていたのです。彼はこ

う言 いました。「長 い間うその言い通 しだっ

たので，率直に言 って自分がいつ本当のこ

とを言 っているのかわからないんだ。」初め

このことを聞いた時，私は同情 しました。

しか し私は，彼のその言葉 自体 もうそでは

ないかと考 えたのです。 この友達の生活は

本当にうそで満ち充ちていました。一体こ

の欺きの被害者に対 してだれが 「うそは害

のない ものだ」 と言えるで しょう。

うそをつく人はうその僕です。 うそをつ

く人はその結果をも身に受けます。執事 と

ビーハイブの少女たちはうそが どんなに悪

いことか教えられなければな りません。教

師とマイアメイ ドは真実 の大切 さを学ばな

ければな りません』祭司とローレルは，不

正直には落 とし穴があることを学ぶ必要が
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あります。宣教師は正しい原則 に従 ってこ

そ成功することを悟 らなければな りません。

プライマ リーの子供たちはうそをつ くのは

いけないことだと学ばなければな りません。

子供たちは家庭で模範を通 して正直を学 び

ます。正 直は原則であって実際 の生 き方で

はないと家庭で教わった人は何 と不幸なこ

とで しょうか。

私たちは律法 の世界に住んでいます。 こ

の世の法は避けて通ることができるかもし

れません。 しかし，天の律法はきょうもあ

したも，そして永遠に私たちに決定的な影

響を及ぼすのです。

「あなた方は真理を知るであろう
。 そし

て真理はあなた方 に自由を得させるであろ

う。」(ヨ パネ8：32)う そ をついて 自由な

人はひとりとしていません。 うそという重

荷を背負いながら生きて きた人には，その

ことが痛 いほどわかるはずです。 また多く

の人がやっているか らといって，悪いこと

でも悪 くないと考えるのは間違いです。 ま

ただれ も見ていないからいいというの も間

違いです。

天の御父が勇気をお与 え下 さり，私たち

がうそで固めた生活を捨て去 ることができ

ますように。正直は原則以上 のものです。

同胞と幸福な生活を送 り， 自分 自身も幸せ

になるために欠 くことのできないことです。

皆さんがこの話の初めに述べたあの教師

のようであろうと， また友人，隣人，家族

であろうと，正直に生き，正 直を教 えまし

ょう。学校 というクラスでもまた人生のク

ラスでも，正直という徳は 「神の栄光は英

智なり，すなわち，光 明と真理な り」(教 義

と聖約93：36)を 信奉するすべての人によっ

て強調されるべきです。光明 と真理は私た

ちに悪を捨てさせ，勝利へと導 きます。「害

のない もの」 とは敵の言葉です。敵は私た

ちを滅ぽそうとしているものです。
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も しも 「人をだまそうと思 ってすること

が何でもうそになる」のであれば，私 たち

は真理を理解 し，真理を見いだすために神

の導きを続けて求めるはずです。高潔な人

はうそを育てることも，養うことも，人に

言うこともしません。知恵のある人は，欲

を恐れ，野望，金銭のために不正直な人々

のわな・に陥ることはしません。不正直な人

人は，手 ぐすね をひいて，だまされやすい

人から財産をまき上 げようとねらっている

のです。

次の言葉を常 に心 に留めましょう。「富を

求めずして智恵を求 めよ。さらば見よ，神

の奥義は開かれ，それより汝 ら富める者 と

せ らるべ し。見よ，永遠 の生命を有つ者 は

富めるなり。」(教 義 と聖約11：7)

神 が高潔な人すべてに力と強さをたまい，

不正直というわなにはまらないだけの洞察

力と知恵 を授けたもうことを，イエ ス!キ

リス トのみ名 によってお祈 りします。 アー

メン。



再出発

七十人第一定員会会員

ヒュー ・W・ピノック

最
近，私は深い同情の念を抱きなが ら，

どうしようもない挫折感や心痛 に苦

しんでいる人々，何の望みもないかのような

状態に立ち至 って しまった人々を大勢見て

きました。 そこで きょうは，苦しんでいる

方々，悲 しみや怒りや罪にあえいでいる方

方にお話したいと思います。私がお話する

ことは，これから苦難や困難 に立ち向かお

うとする方にも，役に立つで しょう。

皆さんの中の多くは，子供の頃，次のよ

うな詩 を読んだことがあるのではないで し

ょうか。

ああ，ないものだろうか

新規まき直しの国が

そこでは，失敗や心配， ちっぽけな悲

しみを

みんなすりき りれた上衣のように

玄関先で脱ぎ捨てて

二度 と再 び着ることも ないのだ

(ルイズ ・フ レッチャー編，丁肋B㏄ ∫

、乙oz764Po6郷 ρプ∫h6且耀 ガ6πnP601》」6

「アメリカ人の愛，した詩」 より 『新規

まき直 しの国』)

「新規まき直しの国」な どという国は
，
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地上のどこにも存在しませんが，苦しみ，

罪，悲しみなどを捨て去って，新たにやり

直そうとする，霊的なある地点は確かに存

在 します。今朝は，皆さんでそこ令旅 して

みようではありませんか。

古代の予言者エレミヤは，ある 日のこと，

自分の家にいた時に主のみ言葉を聞きまし

た。

「『立って， 陶器師の家に下って行きなさ

い。 その所でわたしはあなたにわたしの言

葉 を聞かせよう』。わたしは陶器師の家へ下

って行 った。 見ると彼は，ろくろで仕事を

していたが，粘土で造っていた器が， その

人の手の中で仕損 じたので，彼は 自分の意

のままに，それをもってほかの器を造った。

その時，主の言葉がわたしに臨んだ，『主

は仰せ られる，イスラエルの家よ， この陶

器師が したように，わたしもあなたがたに

できないのだろうか。 イスラエルの家よ，

陶器師の手に粘土があるように，あなたが

たはわ たしの手のうちにある』。」(エレミヤ

18：2-6)

主 は エレミヤに，昔のイスラエルの陶器

師のように失敗をしてしまった時には，失

敗 した作品をこね直して， もう一度造り直

す ことができると説明なさいました。陶器

師は，失敗 したからと言って，あきらめて，

その粘土を投げ捨てた りは しませんでした。

ですか ら，私たち も望みをなくしたり， 自

暴 自棄 になったりしてはいけないのです。

そうです，私たちは問題を克服 し， 自らの

持てる物を手にとり，あるがままの自分を

受 け入れて，再 出発すべきです。

こうして私の話を聞いておられる方々の
い かん

中には，重大で手に余 るような，何如 とも

仕難い罪を犯 して しまった方 もおいででし

ょう。 しかし，主から与えられた簡単な指

示 に従 い，必要があれば，監督と話すこと

ができます。そうすれば， その人は新たな
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人として再出発できるのです。

皆さんの中には，最近，・賢明でない，あ

るいは利の薄い商売にお金をつぎ込んでし

まった方はいないでしょうか。そのような

方 にとっては，「今」 がや り直 しの時です。

二度と，自分の過 ちの数 に傷つくようなこと

があってはなりません。 もし過去の過 ちや

不正に心を奪われ，怒りに身を任せるなら

ば，その人の過ちはその人をそこなうこと

で しよう。

また，他人の心 を傷つけ，苦痛や恐れや

心痛を与えてしまった人はいないでしょう

か。 そのような方々にとっても，「今」が傷

つけた人の所へ行 って， 自分の したことに

対 して悲しく思 っていることを示し，赦し

を請い，できるならいつで も損 なった物を

元に戻す時です。それ をするのは今です。

神様は，私たちが負債を支払うように計画

なさいました。教義と聖約の中で，主はこ

う言っておられます。「……見 よ，汝らこと
しようきゃく こころ

ごとくその債務 を償却すべし。 これわが旨

な り。」(教 義 と聖約104：78)

ギ リシャ帝国は繁栄 の極 みに達 した時，

西は埼中海沿岸から東は現在のイン ドのあ

た りまで，勢力下に治めていました。 そし

てその軍事力に・よって，数えきれない程の

市や国民を征服 して行ったのです。
たた

ギ リシャ人たちは勇敢な人々を称えただ

けではなく，戦いが優勢に転じた地 点を も

神聖なものとしました。 そしてその場所に一

印をつけました。石を置いた り，奪 い取っ

た武器を積み上げた りしたのです。 彼らは，

そのような印のことを， トロフ ィー と呼び

ました。古代ギ リシャ語の トロフィーとい

う語 には，「変わ り目ゴという意味があ りま

す。

今は，あなたの人生の トロフ ィー(変 わ

り目)で はないでしょうか。 人生の戦いの

中で，あなたは今， 自分が変わ ったことを
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示 す記念碑を建て，今からあなたの人生を

今 まで とは違った ものにすべきではないで

しょうか。

銘記 しておいていただきたいのですが，

すべての商題が，ダビデの前に立ったゴ リ

アテが一撃の もとに倒れたように，一度に

解決す るわけではあ りません。 またすべて

の戦いが， クモラの戦 いのように劇的な終

末 を迎 えるわけでもありませんし，奇跡 も

ジ ョセフ ・ス ミスが ミズー リ河岸で病 人を

祝福 した時のように，全部が全部，直ちに

起こるわけではありません。 しかし，私た

ちはだれで も，人生のすべての問題を払い

のけ，戦いに勝ち，奇跡を起こすことがで

きます。 申命記7122の 中で，主はイスラ

エルを清めるための戦いの計画について，

こう述べておられます。「あなたの神，主は

これらの国民を徐々にあなたの前から追い

払われ るであろう。」大抵の場合，勝利は徐

徐 にもたらされるものです。

人生を新たな方向へと転換させるに必要

な段階を，提案 したいと思います。人生は

山登 りと同じです。私たちが清 くなるため

にしなければならないことは，悔い改めで

す。悔い改めとは， より良い道を見つけ，

それ をたどることなのです。

まず，「もし，ああしていた ら……」とい

うようなことは，言わないようにしなけれ

ばなりません。

もし，サムソンがデリラと交わ ったらど

うなるかを知っていたら， デリラに会いに

行きはしなかったでしょう。(士 師16参 照)

もし， シドニー ・リグ ドンが 自分の哀れ

な最期 を予知できたなら，へ りくだって教

会 にとどまっていたかもしれません。
か な た

もし，あの金持ちが墓の彼方を見ること

ができたなら，すぐにも祈るようになった

かも知れ ません。 しかし，彼は地獄 に落ち

て初めて祈るようになりました。(ル カ16：



19：25参 照)

もしも， あの頃に帰れたなら， もしもあ

そこへ行っていたら， もしもあのことに投

資 していたら， もしもあの人に会っていた

ら，あなたの人生は別 のものになっていた

か も知れません。

私たちは皆，「もし，ああしていなければ

・」 と言って
，大切 な時間を無駄にして

います。兄弟姉妹，本当に再出発が したい

なら，「もしも」という問いを発 してはなり

ません。 自分が現在いる所と到達 したいと

思っている所に 目を向け，今 までの ように

「もしも」 に心を奪われてはな りません
。

第二に，再 出発をあすに延ば してはなり

ません。「あすのことを誇ってはな らない，

一 日のうちに何がおこるかを知ることがで

きないか らだ。」(箴 言27：1)

「き ょう」は
，私たち一人一人が 自分の

戦場に記念碑を建て，再出発の印とする 日

です。私たちが大会を開く理由のひ とつは，

どのようにしたらよりよい人間になれるか

を学、ζミためなのです。

第三 に， すべての面でイエス ・キリス ト

の福音に従って生活することを学ばなけれ
なんじ いず

ばな りません。「主は，汝ら神の 口より出る
ことば

すべての言によりて生くべけれ ばな り。」

(教義 と聖約84：88)多 くの人々は， 自分

の解釈 した福音に従 って生活しています。
ざ まん

それは， 自己欺隔です。

真実の福音はただひとつです。私たちは

それを， 自分のよいように解釈 しているか

も知れません。 しか し，純粋 なイエス ・キ

リス トの教えに忠実であれば，結局は問題

に陥 りかねない合理化の多くを避けること

ができます。主のメニューには，料理名は

ひとつしか載 っていません。 自分に都合の

よい教えを選ぶ ということは， 自己中心的

なサタンの考えです。 高潔は私たちの生活

の基礎 なのです。
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第四に， あるがままを見ることです。時

として私たちは，問題か ら逃れて飛んで行

きたいと願うことがあります。 ダビデ王が

そうでした。ダ ビデは善良な人で したが，

大変に困難な立場 に追い込まれて しまいま

した。 ダビデには，それが耐え難い重荷に

思われました。 ある 日のこと，彼はこう泣

き言を言いました。「一・一 どうか，はとのよ

うに翼 をもちたいものだ。 そうすればわた

しは飛ぴ去って安きを得るであろう。」(詩

篇55：6)彼 の心は， 自らが犯した罪のた

めに安 らかではありませんでした。彼は，

あらゆるものか ら逃れたいと思いました。

実際にどこかへ逃げて行こうとする人もい

れば，精神的な逃避をしようとする人もい

ます。 しか し，それは閥題の解決 にはなり

ません。唯一の本当の逃げ道 には，「個 人の

責任」 という印がついているのです。

救い主の言葉を思い出しましょう。「すべ

て重荷 を負うて苦労 している者は，わたし

のもとにきなさ吟。あな たがたを休ませて

あげよう。」(マ タイ11=28)そ して救 い主

は，主の言葉を学び，主の くびきを負うよ

うにと私たちを誘ってお.られ ます。(マ タイ

11：29参 照)

第五に，積極的な姿勢でチャレンジに立

ち向うことです。 さあ奮い立って，始めま

しょう。ある詩人が次のように書いていま

す。

あきらめるな，逆境迫 り来るとも

神の摂理の賢さよ

その杯 には，苦あ り楽あり

悲嘆の最中に， いと善き助言

力強き金言よ，「あきらめるなJ

(マ ーチン ・タッパー，/砂 げ 恥 名ゐ 「霊

感の詩」『あき らめるな』p，II-77〉 主が言

われた次の言葉 を銘記 しましょう。「まず神

の王国を建設し，神 の義を打ち立てなさい。

そうすれば，これらすべてのものは添えて
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与えられるであろう。」(ジ ョセフ ・ス ミス

訳マタイ6133〉 また，そ の数節後 に救 い

主はこう言っておられます。「求めよ，そう

すれば，与えられるであろう。捜せ，そう

すれば，見いだすであろう。 門をたたけ，

そうすれば， あけてもらえ るであろ う。」

(マ タイ7：7)

第六 に，ある一部分だけしかや り直さな

い，ということがないようにしましょう。

完全に，やり直しましょう。 そうしなけれ

ば，古い服に新 しい布でつぎを当てること

になり，古い服は裂けてしまうで しょう。

イエスは言われました。「だれ も，真新 しい

布 ぎれで，古い着物につぎを当てはじない。

・・破れがもっとひどくなるから。」(マ タ

イ9：16)つ ぎ を当ててはいけません。全

く新 しく始めなければな りま、せん。金持 ち

の青年は，喜んですべてを捧げて完全に主

に従おうとはせず，「悲しみながら立ち去」

(マタイ19：22)り ま した。 その後のこと

は，記されてい、ません。

第七に，他 人に対 して 自分 を包み隠すよ

うなことがあってはな りません。 人生の憂

き目の 多くは，ふた心を持つ ために起こり

ます。ありのままを言うことを学びましょ

う。 間違ったことをずっと教 えていて，主
とが

に筈められた時， ペテロが どんなにきまり

の悪い思いをしたか考えてみて下さい。 主

は，こう言われたのです。「わたしの邪魔を

する者だ。あなたは神のことを思わないで，

人のことを思っている。」〈マタイ16：23)

この 時から，ペテロは偉大な弟子になりま

した。 自分を包み隠さず，正直であれば，

恥を被ることはありません。そのような人

にとって，時は友です。またそのような人

は，報いとして信頼を勝ち得ることができ

ます。

最後に，これがすべてのことの中で最 も

難 しいことか も知れませんが，赦すことで
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す。パウロは言いま した。「もしあなたがた

が，何かのことについて人をゆるすなら，

わたしもまたゆるそう。」(IIコ リン ト2：

10)再 出発しようと思うなら，必ず 「敵を

愛し，憎む者 に親切 に」し，「のろう者を祝

福 し，はずかしめる者 のた めに祈」(ル カ

ち ：27-28)ら な ければなりません。パウ

ロはこの教えを，次のような言葉で力説し

ています。「だれ も悪 をもって悪に報いない

ように心がけ，お互 に， またみんなに対 し

て， いつ も善を追い求めなさい。」(1テ サ

ロニケ5：15〉 「新規まき 直しの国」を見つ
ドトく しゆう

けた人の生活には，復讐心が入り込む余地

はあ りません。
しつ と

昔，若きヨセフが嫉妬深い兄たちのため
あ

に，どんな 目に遭 ったか考 えてみて下さい。

兄 たちはヨセフを奴隷商人に売りとばして

しまいまじた。 ヨセフには，復讐をするに

十分な理-由があ りました。 しかし，事情が

変わ り，兄たちとエジプ トで再会 した時，

ヨセフはこう言いました。「あなたがたはわ

たしに対 して悪をたくらんだが，神はそれ

を良きに変らせて，…… 多くの民の命を救

おうと計 らわれました。」(創 世50：20)

そう です。心痛や悲しみの多くは，結局

は祝福となり， この世の生活の指針 となり，

私 たちを霊的に整えてくれる糧 となるので

す。た とえ，今 「なぜ」・苦難に遭わなけれ

ばならないのかわからなくとも，神様の方

に心を向け，神様のために私たちの生活を

捧げることができます。そうです。「正 しき

業を行 う者はよき報 いを得，すなわちこの
あ

世に在 りては平和を得， 次の世 に在りては

永遠の生命を得」(教義 と聖約59：23)る の

です。

皆さん， どうか，再 出発の必要な地点に

立ち至 った時 には，再 出発をされ ます よう

に。イエス ・キ リストの福音が回復された

こと， そして，私たちはその原則と教 えに





われらは，

正直なるべきことを信ず

十二使徒定員会会員

マーク ・E・ピー9一 セン

私
たちの宗教の基本は，予言者 ジョセ

フ ・ス ミスによって与えられた信仰

箇条です。

その第1条 は私たちの信仰の基となるも

のです。 こうあ ります。

「われらは
，永遠の父なる神 と，その御

子イエス ・キリス トと聖霊とを信ず。J

神が存在 しなければ福音 も救いも，復活

も，光 も，真理 も，英知 も，命さえも存在

しないでしょう。神が存在しなければ天に

は銀河系はなく，太陽も月も星 も地球も，

また地が生み出すどのようなものもあ りま

せん。言い換えれば，神が存在 しなければ，

ほかにどのようなものも存在し得ないとい

うことです。

主イエス ・キ リス トについて も同 じこと

が言えます。 この教会で私たちは，救い主

を全身全霊をもって受 け入れています。

救い主は神の御子です。 これは私たちが

世の人々に厳粛に証するものです。私たち

はそれを声を大にして雄々しく人々に宣言

します。私たちの証は真実です。なぜなら

啓示 による ものだか らです。

主イエス ・キ リス トは全人類の購い主で
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す。 しかしそれだけではあ りません。 主は

創造主です。 なぜなら創造主がおられるこ

とを，創造主がナザ レのイエスであること

を私たちは知 っているからです。ベツレヘ

ムでお生まれになったみどり子イエスは，

イザ ヤの言う 「神われらと共にいますとい

う意味のインマヌエル」(マタイ1：23参 照)

と同じ方なのです。

天のエホバであられるイエス ・キ リス ト

は，諸天とその中のすべての天体をお造 り

になりました。太陽 と太陽系を持つ私 たち

の宇宙を創造されました。 またこの地球 と

生物，無生物を問わず， この地球 にあるす

べてのものを造 られました。

すべての ものは主により，主を通して生

まれました。できた もののうち，ひとつと

して主によらないものはなかったからです。

主は今から約2千 年前に地上に来られ，

主の福音 と教会とをお与えにな り，そして

全人類のために十字架 におかか りになりま

した。

不死不滅の命は主によってしかもたらさ

れ ません。 主の福音に従 うならば，私たち

は主 と共に永遠に生きるでしょう。しかし

拒むならば， また無視するならば，たとえ

生きても主と共にはいられません。低 い段

階 に落とされ，泣き悲しみ，歯がみをする

のです。(教 義 と聖約19：5参 照)

キ リス トは私たちのすべてであり，キ リ

ス トなくしては何 もありません。私たちは

また神会の3番 目の御方である聖霊を信じ

ています。私たちは教会に入ると聖霊の賜

を受けますが，その賜は，勧めに従いさえ

すれば一生の間私たちを導いてくれるので

す。

ここに私 たちは，信仰 と行ないの一致点

を見いだします。私たちは自問します。「私

たちの行ないは信仰を裏づけるものだろう

か。それとも空念仏になっていないだろう



か。本 当にすべての人に善 を行なっている

だろうか。」

正 直，真実，徳，親切， これらは真のキ

リス ト教精神を表わすものです。 それがな

ければ，私たちはキ リス トに従う者である

とはとて も言えません。

ヤコブはこう言っています。「行いのない

あなたの信仰なるものを見せてほしい，そ

うしたら，わたしの行いによって信仰を見

せてあげよう。」それから，だれにも誤解さ

れることがないように 「信仰 も……行いを

伴わなければ， それだけでは死んだもので

ある」ときわめて明快 に述べています。(ヤ

コブ2：14-18参 照)

私 たちはヤコブの言葉に賛 同するととも

に，神を敬 うことを公言するだけで行ない

のない人は全 くの偽善者で，霊のない肉体

が死 んだ ものであると同様 に，行ないのな

い信仰 も死んだものである(ヤ コブ2：26

参 照)こ とを付 け加 えたいと思います。

罪は初めは魅力的に見えます。罪を犯す

ことによって得をすると考えたカインの場

合 もそうでした。今 日， 多くの人が同じよ

うな思い違いをしています。 しかし，応報

の律法は今も昔も同 じです。罪の支払う報

酬は，悔い改めがない限 り，究極的には悲

しみと死なのです。(ロ ーマ6：23参 照)

事 実がわかっていなが ら，だれがあえて

神に敵対するでしょうか。

しかし， もしも私たちが偽 りを言い， ご

まかし，欺き，人をそそのか して罪を犯さ

せるならば，その段階で私たちは神の敵 に

なります。

キ リス トはすべてのことについて正義の

側に立たれる御方です。 もしも私たちが悪

い行ないにより主の教えを捨てたな らどう

なるでしょう。 自分は，主の時代に主に背

を向けた者たちと異なるとどうして言える

で しょうか。

聖徒の道/!982年7月 号

罪に陥った人々は，すっか り欺かれて，

事実に対 して全く盲 目になっているのです。

主がお授けになった天の光の中にあってさ

えも，何 も見えないのです。

コラホルがキ リストを拒んだ時のことを

考 えてみてください。すべてが終わって屈

辱 を受 けた彼はこう告 白しました。

「まことに私も前から神がましますこと

を知っていたのである。 ところが悪魔が私

を欺いて……神はないと私 に告げたばか り

でな く私がこの民に教えねばならぬことも

教えた。私は悪魔の言葉が肉欲の心 を喜ば

すのを見てこれを民に教えた。」(アルマ30：

52-53)

「悪魔の言葉が肉欲の心を喜ばす
」とい

う最後の言葉 に注目して下さい。

悪魔の言葉は肉欲の心を喜ばしますが，

不正直は確か に悪魔の言葉の中のひとつで

す』

もしも良きサマリヤ人が偽善者で，傷つ

いた旅 人を助けるふ りをしていただけだと

したらどうで しょう。 もしもその男をもっ
はず かし

と辱めるためにだけ宿に連れて行 ったとし

たらどうでしょう。宿の主人に，にせ金を

渡 したとしたらどうでしょう。 また 自分の
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宿賃を払わず に逃げたとした らどうでしょ

う。(ル カ10：25-37参 照)

また，ふたりの主人に兼ね仕える人だっ

たらどうで しょう。(マ タイ6：24参 照)彼

の信心や思いや りが単なる見せかけだった

らどうでしょう。

あなたは彼のことをどう思 ったで しょう。

救い主は彼を模範として取 り上げられたで

しょうか。それ とも他の偽善者にされたよ

うに， このサマリヤ人にも非難の言葉を浴

びせられたでしょうか。偽善者 という衣に

身を隠し，人を欺いて利用 し利益を得， あ

げくのはては持 っているすべてを奪 ってし

まう人々が今の世の中にいることを考えた

ことがあるで しょうか。

あなたは不敬な言葉を 口にする人， そし

て人に言われないと偽 りを偽 りと感じない

人について考えたことがありますか。

不正直の罪が重大なものであることを知
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っていますか。不正直な単なるク リスチャ

ンらしからぬ行為というだけではありませ

ん。 反ク リスチャン，反モルモン，反キ リ

ス トの行為なのです。

それがうそであれ， ごまかしや盗みや詐

欺であれ， またそれが家においてであれ，

仕事，学校，スポーッにおいてであれ，不

正直はイエスの教えとは全く縁のないもの

です。

これがわからない とすれば私たちは全 く

の盲 目です。

カインはアベルを殺した時，盲 目の状態

でした。

コラホルがアルマ と争 った時 もそうです。
ぱ とう

キリス トを十字架 にかけて，罵倒 した人

人は，その犠牲の血が 自分たちと自分の何

も知 らない子供たちにかかって もよいと言

いました。(マ タイ27：35参 照 〉その時，彼

らは盲 目でした。

教会員であったにもかかわらず， ジョセ

フ ・ス ミスの殉教に加担 した者たちは，全

くどうしようもないほど盲 目でした。

私たちは利 己心 と貧欲さか ら同じように

盲 目にな りたいでしょうか。

不正直につながるようなことをして，教

会の最 も悪らつな敵になりたいでしょうか。

福音には戒めとしてたくさんの 「…… し

てはならない」という項 目があ りますが，

同時 に，建設的な戒めもあって，私たちに

キ リス トのような生活をする努力をするよ

うに求めています。

キリス トの教えが私たちを良くしてくれ

なければ何の価値があるで しょう。福音は

口先だけ，頭の中だけでもて遊ぶ心理学の

お もちゃではないのです。

福音は生き方です。

その目的は私たちをキ リス トのようにす

ることです。

主は 「汝らはいかなる人物にてあるべき



か。 まことに汝 らはわれと同じ人物ならざ

るべからず」 と言われたのではないでしょ

うか。(III千 一 ファイ27：27)

主 は天の御 父が完全であられるようにあ

なた方も完全な者 とな りなさいと言われな

か ったで しょうか。(マ タイ5：48参 照)主

は心からそう言われました。 これは主の律

法です。

頭の体操ではありません。主の教えは戒

めであって，一つ一つに従順かどうか私た

ちは申し開きをしなければならないので膏。

もしも疑いの心で戒めを受け， しぶしぶ

従 うならば，私たちは罰せられるだけで し

ょう1，(教義 と聖約58：29参 照 〉

私たちは福音を積極的な気持ちで受け入

れ，文字通り私たちの生き方 に、 日々の行

動の指針にしなければなりません。一 日一

日の福音の教えに照らして生活を変えなけ

ればなりません。なぜならこの世は試しの

時であり，神 に会 う用意をする時だからで

す1(ア ルマ34：32参 照)

一神に敵対しなが らゲ私たちは神のみもと

に行けるでしょうか。神に敵対させるもの

は何でしょうか。 それは，私たちのかた く

なな心です。心がかたくななので，主の計画

に従えないのです。私たち 自身が主を生活

の第一に置くことを拒んでしまうのです。、、

私たちの暗黒を好む心がそうさせ るのです。

なぜ主は私たちに神の国と神の義を最初

に求めるように言ってお られるので しょう。

(マ タイ6：33参 照)大 切 なことでなかっ

た ら， このことは言われないはずです。半

分従順な人は戒めを完全に破 っている人と

同じくらい早 く，否もっと早 く拒 まれるで

しょう。半分拒んで半分従うのは人格の欠

如，神への愛の欠如を示す見せかけ以外の

何 もので もないか らです。 ちょうどコウモ

リと同じような生活をしているのです。

私たちは・ζ・た りの主人に兼ね仕 えること

聖徒 の道/1982年7月 号

はできません。 たとえ試みて も，その結果

として確かなことは，私たちの主人はキ リ

ス トではないと言わざるを得ないというこ

とです。 なぜなら主はふたりの主人に仕 え

ることは許しておられないか らです。

御 父は御子「をどう表現しておられるでし

ょう。

御父の言葉を覚えていますか。

御父はイエスを 「めぐみとまこととに満

ちた」 と言っておられます。(ヨ ハネ1：

14)

キ リストは真理の神です。また愛の神，

恵みの神です。

神の恵みとは何でしょうか。一

イエスは恵み深き神，すなわ ち親切で，

慈悲深 く，思いや りのある神です。麗 しい

福音を私たちに下さったのは，主の恵み，

思いやり，愛，慈悲，親切，そして御 自身

のようになって欲 しいという望みからなの

です。

しか し，主の真理を拒むと，私たちは主

の恵み，慈悲，親切，思いや りをも拒むこ

とになります。何 もいらないと言うことと

同 じです。 そして確かなことは，真理を拒

めば，決 して何・も得られないということで

す。

大切なのは従順で す。 サウロがふたりの

主人に仕えようとした時，サムエルはどう

言ったでしょうか。「従 うことは犠牲 にまさ

り，聞 くことは雄羊 の脂肪 にまさる。」(サ

ムエル上15：22)

ふ た りの主人に仕えて，サウロより優れ

ていると言えるで しょうか。

神を敬っていることを公言 しながら， 罪

を隠して，指導者を欺 こう とすることは，

使徒ペテロの足もとで打たれたアナニアや

サ ッピラとどこが違うで しょ うか。全 く変

わ りないのです。一(使徒5：1-10参 照)

私 たちはキ リス トのようになれ と言われ
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ています。真理 と慈悲を育むように戒めら

れています。 もしも主のようになれる可能

性があり， しかも主が真理 と慈悲の神であ

るならば，私たちはたった今から自分の生

活に慈悲 と真理を確立しなければなりません。

これで、三、たりの主人に兼ね仕えられない

ことはおわか りになったでしょう。 なぜな

ら， そうしたら，主は私たちを拒まれるか

らです。主は決 してルシフ ェルと共 にいる

ことはあ りません。ですか ら，主をルシフ

ェルと同じ場に置 くことはやめましょう。

アルマがモルモンの泉でバプテスマを授け

た時，・こ.の謙遜 な聖徒たちは神の恵みと愛

と兄弟愛 と慈愛に満たされました。(モ ーサ

ヤ18116-26参 照 〉そして祭 司たちも正 し

く働いたので，同じように神の恵みに満た

されました。

主は初期の時代の長老たちにも，知識の

みならず恵みをも具 えた後で福音を宣べ伝

えるべきであると言われました。(教義 と聖

約50：40参 照)・

また主は予言者 ジョセフ ・スミスに，戒

めを守るすべての人は天からの恵みを受け

ると言われました。キ リス トの愛，慈悲，

思いや り，いつ くしみ，親切 という恵みで

す。

これ らは救い主の性格で もあります。で

すから私たち 自身 も身につけるようにしな、

ければなりません。主は，主に従 うならば

恵みに恵みを加 えると言われました。(教義

と聖約93：20参 照)

それで も私たちは従わないで しょうか。r

そ のつもりもないで しょうか。神の王国と

神の義を求めようとしないでしょうか。私

たちは 日々の生活において この宗教を二の

次にしてはならないのです。

私たちは主の誓約の民です。私たちはバ

プテスマの時，終わりまで主に仕えること

に同意し， そのために助けとして聖霊 を受
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け ました。 もし不正直や他の罪に心を向け

るなら， この真理のみたまはどうなるで し

ょうか。罪を犯せば，追い出してしまうこ

とになるのです。

聖霊の賜を受けている私たちがうそをつ

いたりごまかした りして不正 直な生活をす
ぶ ぺつ

るならば，また真理 を侮蔑 して自らをうそ

で汚すならば，神への忠誠は どうなるので

しよう。

交わした誓約はどうでしょうか。私たち

は真理の神に仕えると約束したのです。 つ

まり真理に従 うと。

主の晩さんの聖餐はどうでしょう。私た

ちはそこにおいてキリス トの十字架上の死

により高き天に向かい，主を常に忘れず，

またその与えられた戒めを守ることを誓約

するのではないで しょうか。(教 義 と聖 約

20：77参 照)

私 は人と天使の舌をもって語っています

が， もしキ リス トの恵みと慈悲と親切 と愛

がなければ，私はやかましい鐘やさわがし
にすうは ち

い鏡鉢と同じになるでしょう。(1コ リン ト

13：1参 照)

要 はへりくだって従順 になることです。

救いはそこにしかありません。聖なる主イ

エス ・キ リス トのみ名によって証します。

アーメン。



教会監査委員会報告

委員長

ウイルフォード・G・エドリング

私
たちは，1981年12月31日 現 在の教会

の年次財政報告書，な らび に年間の

運用状況を検査致 しました。 当委貝会は，

教会 の中央基金お よびその他関連組織の基

金，教会財務 ・記録部の保持 する報告書等，

すべての財政報告書と運用状況を検査致 し

ました。 また，予算編成，会計，監査の手

続き，ならびに基金の受領方法と支払いの

処理方法にっいて も調べました。その結果，

教会 の中央基金の支出が大管長会の承認の

下に，予算手続きを踏んで行なわれている

と判 断致します。予算案は，大管長会なら

びに十二使徒評議員会，管理監督会より構 一

成された什分の一配分評議会で承認されて

います。 そして，予算歳出委員会が，毎週

開かれる会合 において，基金の歳出が予算

に基づいて行なわれるよう管理 しています。

現在，教会の急速な発展 に立ち遅れるこ

とのないよう，財務 ・記録部やその他の部

門に最新の会計技術と設備 を導入 して，資

料の処理 を的確に行なっています。 また当

委員会 と教会の法律上の代行者は，連邦政

府ならびに州政府，諸外国の政府 による課

税問題 を共同で適切 に処理 しています。

監査部は，他のあらゆる部 門か ら独立 し

てお り，財政監査，運営監査，教会が利用

しているコンピューター システムの監査 と

いう3つ の監査を実施 しています。また監

査は，教会の全部門，およびその他の教会

関連組織(財 務 ・記録部が報告書を保持す

る)， ならび に伝道部，財務 センター，合衆

国外にある教会部門についても実施 します。

教会の発展 と活動の拡大 に伴 って，教会の

資産 を保護する監査部の役割 も大きくなっ

ています。ワー ド部 とステーキ部の基金の

監査 は， ステーキ部監査委員に割 り当てら

れています。 また教会が所有あるいは管理

している法人組織の事業については，財務・

記録部がその報告書 を保管せずに，公認会

計士 または政府の機関が監査 を行なってい

ます。

当委員会は，年次財政報告書，その他 の

会計資料，ならびに財政運営 の管理の基 と

なる会計および監査方法を検討 し，・さらに

財務 ・記録部，監査部，教会の法律上の代

行者 の職員 と会合を持 うて調 べました。 そ

の結果，1981年 度 の教会中央基金の収支は，

先に申し上げました規定の手続 きに従って

正確 に報告されていました。

教 会 監 査 委 員 会

ウ イ ル フ ォー ド ・G・ エ ド リ ン グ

デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネ デ ィ

ウ オ ー レ ン ・E・ ピ ュー

メ リ ル ・J・ 一ベ イ トマ ン

テ ッ ド ・E・ デ ー ビ ス
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1981年 度紛計報告

大管長会秘書

フランシス・M・ギボンズ

大
管長会は，1981年12月31日 現 在の教

会員に関する統計記録を以下の よう・

に発表 しました。・(会員数は，大会までに提

出された1981年 度報告書に基づく概算による)

結 婚率(1，000人 当 り)

死亡率(1，000人 当 り)

12.2

神権者

執事

教師

祭司

長老

3.9

教会ユニット

ステーキ部数

地方部数

伝道部数

1β21

342

188

ワー ド部数8，392

ステ ーキ部 内の支部数2，719

伝 道 部内の支部数 .1，2，102

(1981年 度 中にステーキ部が103， ワー ド部

と亥部が622増 加 したこと.になる)

ワー ド部または支部の組織されている国・…86

七十人

大祭司

213，000

159，000

311，000

419，qpO

32，qoO 、

宣教師 専任宣教師

170，000

教会員数

教会員総数r4，936，000

現 在 の教会員数は5，000，000を 越 えている

ものと推測 される。

29，700

系 図

1981年 度 に神殿エンダウメン トの ・

ために処理 した名前の数 一 …4，346，000

神 殿

1981年 度 に執行されたエンダウメン ト数 ：

生者

死者

一49
，800

1981年度の会員数の増加

幼児の祝福数

子供のバプテスマ数

111，000

改宗者のバプテスマ数

69，000

一般統計

出生率(1，000人 当 り)

224，000

28.1

4，191，000

儀式を行なっている神殿119

建築 中ならびに計画 中の神殿

(今週発表された もの も含む)・…'∋・…21

年 度 内に閉鎖 した神殿1

(マ ンタイ神殿が一時閉鎖 したにもかか

わらず，エンダウメント数 は1980年 度 より

も139，000増 加 している)

β0



教会教育制度

1980-81年 の在籍者数 ：

セ ミナリrイ ンスティテユー ト

(特 別プ ログラムを含む〉………326，200

教 会経営の学校，大学，生涯教育…72，500

福祉活動

末日聖徒社会福祉機関の

援助を受けた人

有給の職業に就いた人

労働奉仕日数累計

62，800

27，200

倉庫から支給された日用品

(ポ ン ド)

533，800

31，342，000

年度内に死亡した著名な会員

七十人第一定員会名誉会員および前七十

人第一定貝会先 任会長S・ デルワース ・ヤ

ング長老，先任地区代表デル ・アルビン ・

タ リー，ハ ロル ド・B・ リー大管長夫人フ

リーダ ・ジ ョーン ・ジェンセン ・リー，前

扶助協会 中央管理会会長(在 任期 間1945-

74)な らびに元全国婦人協議会会長ベル ・

スミス ・スパ ツフ オー ド，雑誌Fnl躍4「 フ

レンド」編集長 ならび に元初等協会中央管

理会副会長ル シール ・リーディング，科学

者 ・著述家ヘンリー ・アイリ≧グ博士，コミ

ュニケーシ ョン分野の権威者 ・発明家ハー

ビィ ・フ レッチャー博士，元 日曜学校中央

管理会副会長A・ ハ」マー ・ヲイザー，障

害者教育に尽 くし大統領賞 を受 けたルイー

ズ ・J・ レイク，銀行家 ・地域社会指導者

ジ ョージ ・S・ エクルズ。
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真の偉大さ

十二使徒定員会会員

ハワード・W・パンター

私
たちの中には， 人生をお もしろくな

いと思 っている人がいます。そのよ

うな人は， 自分ではこれだけのことを、した

いと思っているのですが，何か根本的なと

ころでそれができないと感じているのです。

一生懸命働 いて
，正しい生活を送 っている

のですが，教会や世 間で他の人ほ どのこと

をしていないと思っているのです。このよう

な人々のことを，私たちは心配しています。

考えなければならないのは， 人は何をも

って偉大とされるかということです。

私たちは，いろいろな種類の 「偉大」 さ

がもてはやされる世の中に暮らしています。

世界的な英雄 といえども長 く人々の心に留1

まることのないことは真実ですが，世の中

か らチャンピオンや英雄が絶 えたことはあ

りません。スポーッ界では記録が更新され，

科学者が驚 くべき新技術や機械を開発し，

また医師が新 たな方法で人の命を救ったと

いうニ ュースを，私たちは毎 日のように耳

にします・また，優れた才能 を持っ音楽家

や芸能人，類 まれなる才能を具えた芸術家

や設計家1建 築技術者に会います。また，

雑誌，屋外広告， テレビのコマーシャルに

32

は，顔立ちの整った人，歯並びのいい人，

流行の服を見事 に着こなした人，その他い

ろいろな分野で成功 した人々が続々登場 し

ます。

このように，私たちは常 にこの世での成

功 や偉大さの定義の中に浸 っているので，

自分 とその ような人々 とを比較 して，その

人たちの立場 を自分の立場， はたまた持て

る ものまで比較 してしまうのは，無理から

ぬことでしょう。 もちろん比較することに

よって私たちは啓発されますし， もっと頑

張って， 自分 を高めようと、思いもします。

しか し，不当な， しか も正しくない比較 を

して 自分の幸福を破壊 してしまい， 自分は
らく ご

だめだ，人生の落伍者 だと思 うことがよく

あるのです。 また，こうした思いのために，

自分をどうすることもできない失敗者 だど

決めつけ，真の偉大さに至る要素 を持 って

いるにもかかわらず， それを無視 してレま

うこともよくあ ります。

1905年 に書いた短い論説の中で，ジ ョセ

フ ・F・ ス ミス大管長は，真の偉大さをこ

う定義 しました。

「私たちが
，特別 な，傑出 した，類まれ

な， と呼ぶところのものは，確かに歴史を

作ってきたか もしれない。 しか し，それら

が真の人生を作 ってきたわけではなかった。

結局の ところ，神 が全人類に共通して授 け

た務めを着実 に果たした人が，真 に偉大 な

人なのである。父親 として， また母親とし

て成功する方が，将軍として，また政治家

として成功するよりも偉大なのである。」

(ノ初∂ε勉」6痂S翻%6∫07「ジュー ビニル ・イン

ス トラクター」1905年12月15日 号 ，p.752)

で は，神が全人類に共通して授けたもう

た責任 とは，一体何でしょうか。確かに，

それには良き父親や母親 となるためにしな

ければな らないことがいろいろ含まれます。

しかし， もっと一般 的に言えば，人々や主



のために自らの生活を捧げて行 なう奉仕や

犠牲など，数 えきれない程様々な小さな事

柄が含まれるのです。 また，天の御父や福

音 についての知識を得ることもそ うです。

人々をこの信仰， この王国に導き入れるこ

ともそうです。そして， これらのことは，

大抵の場合，世の人々の注 目を集 め，賞賛

を浴びることはないのです。

ス ミス大管長の言葉を広義 に解釈 し， も

っと具体的にするならば，こうなるでしょ

う。すなわち，初等協会の会長 として，デ

ンマザーとして，霊的生活の教師として，

隣人として， よく話 を聞いてあげる友人と

して成功すること，それが真 の偉大さなの

です。 つまり，いろいろな困難や失敗に遭

ってもベス トを尽 くし，苦 しいことの続 く

この世 の人生にあ って長く耐え忍ぶこと，

そうした苦難が他の人の進歩や幸福，そし

て 自らの救いに寄与するのだと考えて努力

すること， それが真の偉大さなのです。

そうです。 人に顧みられない，忘れられ

た 日常生活の英雄は，わざわざ遠 くに捜 し

に行か なくとも，私たちの身近 にいるので

す。皆 さんも私 も知っている入々の中に自

分の努めを着実に果たしている人がいるこ

とでし ょう。私の言う英雄 とは，そのよう

な人のことなのです。 いつもいるべき場所

にいて，喜んで働 く人々 もそうです。また，

昼夜を問わず，病気の子供のために懸命 に

看病する母親，また，体の不 自由さにもめ

げず，不平ひとつ言わずに黙々と生き抜く

人々，献血に協力した り，スカウ トのため

に進んで働 く人々 もそうです。また，母親

ではなくとも，この世 の子供たちのために

母 として働 く人たち，いつ も子供たちのそ

ばにいて，愛し世話をする人たちもそうな

灘灘

鱗欝
難'，1

冨 購

灘

凄 鰍

懸
藝 餐

灘鑛

綴灘
樹 欝 贈

　 　ぎ

灘 難 ・

・羅 鰯

註
難 灘 灘

、 津 燃
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のです。・'

さ らに教師，看護婦，農夫など，この世

の良き業のために働 く人々，すなわち，人

人を教え，食物や衣服を作 り出 し， しか も

主のみ業を行 ない，人を啓発 し愛する人，

正直で親切 で，いっ も勤勉に働き，同時 に

主であり羊飼いである方 に僕 として仕 える

人もそうです。

さて，私はこの世の偉大な業績を過少評

価するつもりは毛頭あ りません。 そうした

業績は私たちに多くの機会を提供し，また

生活を文化的なもの，秩序あるもの，そし

て.楽しいものにしてくれています。 ただ私

が言いたいのは，私たちは最も価値 あるも

のに焦点を置いて生活 しなければならない

ということです。救い主はこう言われ まし

た。「あ なたがたのうちでいちばん偉 い者

は，仕える人でなければならない。」(マ タ

ィ23：11)

こ こで，再び ジョセフ ・F・ ス ミス大管

長の言葉 を読んでみ ましょう。 ス ミス大管

長は，世 にもてはやされる様々な業績に対

して，正 しい見識を持つようにと言 ってい

ます。・大管長が，この世的な業績，すなわ

ち世 に名声 を博するような事柄を 「二義的

なもの」と言っていることに注 目して下 さ

い。

「そうした二義的な偉大 さは，私 たちが

何の変哲 もないと考 える ものがあって初め

て，異彩を放つのである。 そうした二義的

な偉大さは，そのような土台がなければ，

単なる空 しい誉れにしかならず，たとえそ

れが歴史の一頁を飾るものであって も，人

生の中で，だれ もがするようなごく当た り

前の善い行ないの前 には，影 をひそめて し

まうことだろう。」(同 上)

さて，真の偉大さの定義ができましたが，

ではどのように達成 したらよいでしょうか。

主は言われました。「小 なる事 より偉 大 な

34

おこ

る事起る。」(教 義 と聖約64133)皆 さんは，

一夜の内に大金持ちになった り，有名 にな

った りした人を見たことがあるで しょう。

こうした成功は，何の苦労 もせず に手 に入

ることもあ りますが，偉大 さは， そういう

わけにはいきません。真の偉大さを身につ

けるには，時間がかかるのです。時には不

遇 な状態 に見舞われることもあるで しょう

し，先がわからなくなることもあるでしょ

う。そ して， いつの場合 にも，規則正 しく，

小 さなことや，時には当た り前なことを，

長 い間こつ ごつ と行なうことが要求される

のです。

真の偉大さは，偶然に得 られるものでも

なければ，一回の努力や達成で得られるも

のでもあ りません。人格 を築き上げていっ

てこそ得られるのです。 日々行 なう善悪の

判断の積み重ねが必要なのです。ボイ ド・

K・ パッカー長老は， こう言っています。

「何年 にもわたって行 なわれるこれら小さ

な選びの一っ一つが合わさ り，私たちが ど

のような人物であるかを如実に示すことに

なるのです。」(「聖徒の道」『選び』1981年

4月 号，p.37)こ れ うの選択はまた，私た

ちの人格 をも示 します。

自らの生活を評価するに当た り，私たち

は 自分が達成したことのみならず， どのよ

うな状況の もとで努力してきたかというこ

とにも， 目を向けなければな りません。私

たちは，一人一人異なった存在です。人生

というレースで，皆 スター トの地点が違 っ

ています。才能や技能 も違います。 また，

チャレンジや抱 えている間題 もそれ ぞれに

異なっています。 したがって， 自分 自身や

自分の達成してきたことを測るのに，達成

したことの大きさや数だけで測るのは，r片

手落ちと言えるでしょう。 どういう状況下

で達成したのか・ また私たちが他の人々に

及ぽ した影響な ども考 えてみなければなり



ません。

ごくあ りふれた，だれでもするようなこ

とが高 く評価され るのは，今私が 申し上げ

た一面があるため，すなわち，そのことが

他の人に影響を及ぼすためです。 ごく一般

のあ り、言・れたことが，世の人が偉大だとい

うことよりももっと大 きな影響を人に及ぽ

した という例は数 多くあります。
ヨ

私は，天 の御父が私 たちに求めておられ

る偉大 さという ものは，福音を信 じるすべ

ての人が達成できるものだと思っています・

私たちの周 りには.私 たちを偉大 にしてく

れ る，小さな，単純なことがたくさんあり

ます。ですか ら，主 と同胞への奉仕 と犠牲

にその身を捧げてきた人々に，私 は，何を

申し上 げるよりも，今 まで してきたことを

ただもっと行 なうようにと申し上 げたいと

思 います。

この世のごくあ りふれたことを行なって，

自分が一体 どれほどのことをしているのだ

ろうと考えている入，教会の中で熱心な働

きをしている人，地味ではあっても大切 な

様 々な分野で主のみ業を押 し進めている人，

また地の塩， この世の力，国の力として働

いている人，その ような人々に，私たちは

心から賞賛の言葉を贈 りたいと思います。

終わ りまで耐え忍び，イエスの証 に雄 々し

くあるならば，皆さんは真の偉大さを身に

つけ，天の御父と共 に住むことができるで

しょう。

ジョセフ 』F・ ス ミス大管長 は，こう言

いました。「真 の 人生 を作 りものの人生と

交換してしまうことのないようにしようで

はないか。」(「ジュー ビニ ル ・イ ンス トラ

クター」p.753)小 さなことか ら大 きなとと

が起こることを忘れないようにしましょう。

神が定 めた もうたことを忘れずに行なうよ

うにしましょう。神が定めたもうたことを

行 なうのは，大切 なことであり，欠 くこと

のできないことなのです。 たとえ世間がそ

れをづまらないものと見なした としても，

私 たちは，やがては真の偉大 さへと導かれ

るのです。

神か ら与えられた事柄 を行 なうに当たっ

て，皆さんがくじけることがないようにと

祈 ります。イエス ・キ リス トのみ名により

申し上げます。ア」メン。
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人類の希望である

永遠の結婚

七十人第一定員会会員

ロバート・L・シンブソン

私
はきょう， だれもが憂慮 している現

代世界の危機を中心にお話 したいと

思います。この危機は神 によ り定められた

家庭をむしばむガンのようなものです。

離婚はその悪魔的とも言える副作用でも「

って杜会の基盤を脅かしつつあ ります。か

ってジョセフ ・F・ ス ミス大管長はこう言

いました。 「結婚は人類を存続 させ る もの

である。結婚が行なわれなければ神の 目的

は達成されず，徳は砕かれて悪徳 と堕落 と

化し，地 は空虚 なもの となるで あろう。」

(「福音の教義」pp.264-65〉 こ の神権 時

代のどの予言者をとってみて も，.そ れぞれ

自分の言葉で本質的には同じことを繰 り返

し述べています。

国立健康統計センターのデータ によると，

合衆国内で今年すでに200万 件 の離婚が承

認されているとのことです。 これは歴史上

最高の数 で，20年 前の3倍 にあた ります。

世界のほとんどの国で同じような傾 向が見

られます。今 日，結婚した夫婦の3分 の1

以 上が離婚に至っています。 そして，不幸

にも教会員の家族の 中でもこの傾向に追随

する人が驚くほど増えているのです。 しか
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しそうあってはなりません。

先 日，「U.S.ニ ューズ ・ア ン ド ・ワール

ド・リポー ト」誌が離婚や家庭関係の権威

ハーバー ド・A・ グレバーマン氏の言葉を引

用 して次のように述べています。「離婚率が

最 も増大しているのは結婚生活10年 以上の

夫婦においてである。今 日では，結婚生活

25年 か ら30年 の夫婦 の離婚 も決して珍 しく

ない。」さらに，その主要な原因についてこ

う述べています。

「第一 に
，互いに正直に話し，心の思い

を打ち明け，最高の友として敬う能力の不

足があげられる。 ……話 し合 いといって も

ほとんどが互 いに 自分の考えを一方的に伝

え るだけの表面的なもので しかない。」

さらにグレバーマン氏はこう続けていま

す、「あまりにも多くの人が互いに話し合うと

いうよ りも， ただ相手と言葉 を交わしてい

るといった状態で終わっている。 こうした

意思の疎通の乏 しさの結果， アルコール中

毒や不誠実，あるいは肉体的，精神的な苦

痛へと追いやられてしまうのである。

多くの人々の中に，忍耐や苦痛 に耐える

能力の欠如が見られ，人は不完全であり，自

分の伴侶 もまた不完全であることを認めら

れないでいる。」("WhySoManyMarri-

agesFail"『 な ぜ多くの結婚が崩壊 するの

か』「U。S.ニューズ ・アン ド・ワール ド・リ

ポー ト」1981年7月20日 号，pp.53-54)

家族 間の意思の疎通を良くする確実な方

法はひとつ しかあ りません。 すなわち，主

の方法 しかないのです。 その方法 として，

主は評議会の方法を提唱されました。

教会は各評議会から成 り立っています。

教会のすべての評議会の中で最 も大切なも

のは，夫婦が管理する家族会議です。 この

家族会議 において夫婦は家族の輪の中で生

じるあらゆる神権の祝福 を同等に分かち合

うと同じように，くびきを共にするのです。



夫婦に対する主の永遠の 目的は，夫婦がひ

とつとなることです。

次に，主は私たちに 「共に論ぜん」(教義

と聖約50：10)と 言 っておられ ます。議論

、 したり，熱弁をふるった り，陰口を言うの

ではなく，隠やかな声で論 じるのです。子

供たぢにとってこれほ ど素晴らしい模範は

あ りません。家族が大切 な決定 をする時，

福 音の教 えに従 って判断す るならば，決 し

て誤った方向に進むことはないで しょう。

そしてその後，共に論 じ合 うならば， そこ

でなされた決定は 自信を持 って押 し進 めら

れ， しかも神の律法と一致 したものとなる

に違 いあ りません。

救 い主はかつてニマイルの精神について

教えられました。(マ タイ5：41参 照 》これ

は利己心を捨てるということです。このこ

マイルの精神によって，ほとんどすべての

夫婦が結婚生活を実りあるものとすること

ができます。 しか し夫婦の一方だけがニマ

イルの精神 を励行 して もその船 はバランス

を失って転覆 して しまいます。結婚生活の

破たんとはそのような状態 を指 しています。

利己心を捨てる気持ちは，夫婦双方から生

まれて くるものでなければなりません。

結婚 して1年 目の夫婦 も，あ るいは25年

目を迎 える夫婦 も，一 日の終わ りに枕元で

交わす会話の価値を知 っていただきたいと

思います。 この夜のひとときこそ，家庭の

たな卸 しを行ない，明 日の予定 について話

し合 う絶好 の時間 です。そ して何 よりも

お互いに愛と感謝の気持ちを再確認 し合 う

最 もよい時間です。またある時には， 次の

ような会話 を交わす場 となるか もしれませ

ん。「きょうはごめんなさいね。許して下さ

い。」

御存 じのように私たちは皆不完全で，互

いに譲 り合 うことのできない点が毎 日積 も

り積もって，結婚関係 の崩壊の原因となる
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のです。 これらはすべて意思疎通の貧 しさ

か ら来るものであ り， また愚かな高慢さが

原因となっていることがよくあります。

教会はいかなる形の独裁 に対 しても断固

として反対する立場を取っています。 家庭

における神権指導者としての召しの職を独

裁的な方法で管理 している人は福音の教え

に反するものです。.そのような人は，「共に

論 じる」ことからもたらされる霊的な報い

を受けることができません。そして，一 日

の終わりの話 し合い も一方的な ものとなり，
む ほん

たいて いその後にくるものは謀反です。
つ う らよう

独裁者はいつも最後 通牒 を与えようとし

ます。気づかないか もしれませんが，現代

の若者 に最後通牒 を与 えることはほとんど

間違いなく失敗に終わるでしょう。それは

まさに赤旗 を振るようなものであり，愛す

る者へ宣戦布告をすることなのです。
い

主は私たちにこう警告 され ま した。「如
か

何なる権力も勢力も，神権 によりて維持す
あた

る能わず， または維持すべきものにあらず，

ただ説服と堅忍と柔和と温情 と偽 らざる愛
きよ

とによる。 また，親切 と浄き知識すなわち
かん ち はなは

偽善にあらず女干智にあらず してその人を甚

だ大いなら.しむるものによる。」(教 義 と聖

約121：41-42)

また ジョセフ ・F・ ス ミス大管長は父親

の皆さんにこう勧告 しています。「正しい精

神か ら離れ， 自らの義務 をおろそかにしな

ければ，人は守護 を託された人を拒んだ り，

侮辱 したりすることはない。 人は妻子 を敬

う責任がある。」(「福音の教義」p.276〉

離婚 の要因どして，忘れてならないもの・

が もう ひとつあ ります。それは，家計管理

の失敗です。た とえ什分の一と捧げ物を納

めた として も，その一方で家計の正 しい運

用 に関する天父の勧告を無視するならば，

天の窓が少々開ぎにくくなることはないで

しょうか。 そして，約束された祝福 も期待
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されたほどや って こないでしょう。

この神権時代のあらゆる予言者は，明確

な， しか も誤解を招くことのない言葉で聖

徒 たちに負債 を避けるように教えてお られ

ます。(今朝もキンボール大管長は再び同じ

ことを繰 り返 され ました)ま た一獲千金を

夢みるような計画 に参加することのないよ

うにと言われてきました。予言者は私たち

に倹約をし，貯金 をするように， そして額

に汗して働くという伝統的な方法でお金 を

得るよう助言しています1私 たちは勤勉と

倹約の正 しい模範 を示し，貧しい人や困っ

ている人に捧げ物 をする時は惜 しみな く，

しかも欠かさず行 なうよう勧められていま

す。

この厳しい経済状態の中にあって.家 族

が神の命令を守って生活することは欠 くべ

からざることです。夫と妻は家計について

定期的に論じ合う必要があ ります。家計の'

切 りつめが必要であれば，今行なって下 さ

い。 どうせしなければならないことですか

ら，後で取 り返しもつかないような状態を

招 くよりもはるかにましではないでしょう

か。家計の問題は， しばしば私たちを離婚

の法廷へ と導く危機をはらんでいるのです

から。

次のような言葉ほど結婚生活を破壊 に陥

れ るものはありません。「きょう，ヘル界セ

ンターに200ド ル払って入会 してきたよ。」

よく計画された健康管理プログラムはそれ

自体価値あることですが，厳しい家計の中

で突然出費するような ものではあ りません。

これ らは前 もって十分話 し合われているべ

きものです。先 日，二一ル ・A・ マックス

ウェル長老が巧みな表現 を使っていました。

「もし自分の夫が着陸に失敗しそうである

なら・ば，妻はその飛行計画について見直す

べきです。」

次に，安定した結婚生活を築 く基となる

3つ の項 目について取 り急ぎ申し上げたい

と思います。

第一に信仰，すなわち福音の第一原則で

す。これはまた，結婚 の第一原則でもあり

ます。 この信仰は，神やその御子に対する

信仰， あるいは生ける予言者に対する信仰

だけではあ りません。夫婦が互いに真心か

ら絶えず信 じ合うこともそのひとつです。

また子供たちに対して も同様 の信頼を寄せ
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ることではないか と思います。

第二 に従順，すなわち天の第一の律法 と

してしばしば述べ られているものです。神

の律法 に従うことなくして祝福はあ りませ

ん。主 との誓約に対して従順であることは，

家族の中に平安と愛をもたらすための必要

条件です。

第三に忠実です。苦しい時も楽しい時も

自分の伴侶に対 して忠実であることは，基

本的な特性をより堅固なものとし， そのた

めに夜が昼に次ぐごとく必然的に教会 と真

理の原則に忠実に従うことができるように

な ります。

純潔の律法は十戒のひとつです。この中

には結婚生活における忠誠も含まれます。

兄弟姉妹の皆さん， 自分の生活がすべてそ

.の忠誠の上に成 り立っていると考 えてこの

神聖な原則を守 り通 して下さい。 なぜなら，

永遠の生命は結婚生活における忠誠にかか

っていると福音の真理の中では っきり述べ

られ ているからです。

聖典は，その永遠の真理 について確認し，

「結婚は神の人に定めたるところ なればな

り」(教 義 と聖約49：15)と 記 しています。

また次のようにも記されています。「主 にあ

っては，男なしには女はないし，女なしに

は男はない。」(1コ リン ト111：11)

この神権 時代の予言者のひとりはこう述

べています。「神は結婚を勧 めてお られ る

ばか りか，命じてさえおられるのである。

人が まだ不死不滅の状態にあり，罪が世 に

入 り込む前に，私たちの天父は自ら最初の

結婚 を執行された。天父は私 たちの始祖を

聖なる結婚の絆で結び，生めよ，ふえよ，

地に満ちよと命 じられた。神はいまだこの

戒めを変更も，取 り消 しも，破棄 もしてお

られない。 この戒めは人類のあらゆる世代

を通 じて効 力を有 している。」(ジ ョセフ ・

F・ ス ミス 「福音の教義」p.266)
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マル コはこう述べています。「だから，神

が合わせられたものを，人は離してはなら

ない。」(マ ル コ10：9)

兄 弟姉妹の皆さん，教会における離婚は

すべて，王国の働 きを妨げるものです。離

婚 の恐怖にさらされている夫婦は，それぞ

れ大きな努力を払う必要があります。お互

いに話 し合 うだけでな く， 自分を管理する

神権指導者からもっと助言を受けることが

必要 です。 そして，結婚 の誓約 に関する永

遠の特質をもっと広い視野で理解すること

が必要です。

長年の経験から，実 りある結婚の鍵は無

私の気持ちであることが証明毒.れています。

そして，御存 じのように，無私の気持ちが

あれば 「共に論 じる」 ことを喜んで受け入

れ ます。

また，無私の心はニマイル行く努力を要

求 します。

無私の心は安全な家計管理への道を備え

ます。

無私の心は離婚を防ぎます。

離婚 をした人々が来世 において問われる

最 も重要 な事柄 は，多分次のような点につ

いてだと思います。

1.「 あなたは離婚 を防 ぐために可能なあ

らゆることを行なってみましたか。」

2.

3.

「福 音の真理を余すところな く生活の

中に取 り入れましたか。」

「あなたは神 権者 の助 言 を求め，耳を

傾け， それ に従 って生活していました

か。」

願わ くは主の祝福 があって，私たちがす

べての結婚 を神が定められたものとして考

えることができますように。なぜならば，

ジ ョセフ ・F・ ス ミス大管長が述べている

ように，結婚は人類の希望 だからです。

これらのことを主イエス ・キ リス トのみ

名により申し上げます。アーメン。
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瞑想は生活を

霊的なものにする

七十人第一定員会会員

ジョセフ・B・ワースリン

ジ
ョセフ ・F・ ス ミス大管長 に与 えら

れた啓示の中に私 たちにとって大切

なメッセージが記されています。

「1918年10月3日
，私 は自分の部屋 にい

て聖典 の言葉に思いをはせ，世 を腰 うため

に神の御子が払われた大いなる蹟いの犠牲

・・について深く考 えていた。……これら

のことについて深 く考えていると，主のみ

たまが私の上にとどまり，理解の眼が開か

れた。」(死 者の蹟いに関する示現1-3，

11節)

私 が き ょうお話 した いのは， この 「深

く考える」ということ， そして深 く考える

ことによって得 られる事柄についてです。

「深く考 える」 とは
，心の中で思 い計 り

熟考 し，瞑想することであり，それによっ

て霊的な理解の眼を開 くことです。 また，

ス ミス大管長が記述 しているように，考 え

る人には主のみたまが とどま ります。

イエスは二一フ ァイ人に次のように警告

されました。「されば，汝らは各々その住居

に帰 りて後，われがこれ まで汝 らに語 りし

ことをよくよく考えて，・汝らの理解できる

ために，……わが名 によりて御父に祈るぺ
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し。」(皿 二一ファイ17：3)

私 た ちは聖典 を通 して，単 なる表面的 な

関心ではなく，神の事柄 にもっと注意を向

けるよう教 えられています。私たちは聖典

について もっと深 く考 え，私たちが一体何

者なのか， また将来どうなるのかについて

考えなければな りません。

ある所にひ とりの若 い建築家が いました。

彼はちょうど自分で独立 して仕事 を始め よ

うとしていました。 そんな彼のところに，

父の友人で非常 に金持 ちの人が来て，言い

ました。「それでは手始 めに，僕 の家を一軒

建ててくれないか。 ここにその設計図があ

る。 お金ならいくらでも出す。 そこで最高

の材料を使い，完壁 なものを作 ってもらい

たい。費用はいくらかかって もよい。必要

なだけ請求書を私のところに回してもらい

たい。」

この若い建築家はこの信 じ難いような条

件を知 り， この際ひともうけ してやろうと

考えました。最高の技術者 を雇い，最良の

材料 を仕 入れる代わりに， いろいろな箇所

をごまかしました。最後に，使 い古しの く

ぎを薄っぺ らな壁に打ち終わると，この青

年は家の鍵 と，合計10万 ドルにおよぶ請求

書を持ってきました。するとその紳士は即

座に10万 ドルの小切手を切 り， それから家

の鍵 も若 い建築家に渡 して明るくこう言い

ま した。 「君 が建てたこの家は僕 からのプ

レゼン トだ。 この家で幸 せ に暮 らす よう

に。」

この話の中で，若 い建築家は不正直な思

いや行 ないの結果がどうなるか深 く考えま

せんでした。 もし考 えていたとしたら，か

つてイエスが教えられた次のことがもっと

よく理解できたはずです。

「それで，わたしのこれ らの言葉 を聞 い

て行 うものを，岩の上に自分 の家を建てた

賢い人に比べ ることができよう。雨が降 り，



洪水が押 し寄せ，風が吹いてその家 に打ち

つけて も，倒れることはない。岩を土台と

しているか らである。また，わた しのこれ

らの言葉 を聞いて も行わない者 を，砂の上

に 自分の家を建てた愚かな人に比べること

ができよう。雨が降り，洪水が押 し寄せ，

風が吹いてその家に打ちつけると，倒れて

しまう。 そしてその倒れ方はひどいのであ

る。」(マ タイ7：24-27〉

こ の愚かな建築家がその行ないについて

深 く考 えていたならば，正 しいことを行な

うと約束をしておきなが ら， それ を実行 し

なければ身の破滅 をもたらすことはわか っ

ていたはずです。

この愚かな建築家の話は私 たちの生活 に

も当てはめることができます。私 たちは過
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ちの結果 について深 く考 えなければなりま

せん。天父は私たちに生命を与えられ，そ

して自由意志 を授けられました。この自由

意志 によって，正 しい選択，決定を行ない，

その結果喜び と幸福 を得 るようにヂャレン

ジが与えられました。 これは一種の技術で

あ り，修得 しなければならないものです。

喜びと幸福 に至 る道は有料です。無私の気

持ちと自己訓練 という代価 を払わずに，真

の喜 びを得 ることはできません。私 たちは

自分 たちの行ないとその結果 について深く

考 える必要があ ります。

御存じのように，現代の世の中には悪が

慢 えんしています。精神的，情緒的，肉体

的に大きな， しかも長期 にわたる問題を引

き起こす麻薬 の常習者 も跡を絶ちません。

夫婦は忠誠を忘れ，家庭 と家族の崩壊 を招

いています。 サタンは歴史上 これまでにな

かったほど力を増 し，方々で成功 を収めて

います。

しか し多くの人が陥る悪はすべて頭の中，

つまり考 え方から始 まります。意志 と想像

が争 えば大抵，想像が勝つことは，経験か

らわかっています。想像は理性 を打ち破 り，

私たちを味覚 ，視覚，聴覚，嗅覚，感覚 の

奴隷 にしてしまいます。肉体は確かに心 に

隷属するものです。イエスは次のように述

べておられます。

「しか し
， 口から出て行くものは，心の

中か ら出てくるのであって， それが人を汚

すのである。 というのは，悪 い思 い……は，

心 の中から出てくるのであって，……」(マ

タイ15：18-19)

広 く人々の間に読 まれ親 しまれているジ

ェームズ ・ア レン著の随筆 「人，思 うが如

く」(・4sα ル勉%丁 玩銘h切h)の 中 で， アレ

ンはイエスの教 えを強調して次のように述

べています。

「人を造 るのも，破壊するのもその人自
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身である。人は 『思い』 という兵器工場の

中で，武器を製造し，その武器で自らを滅

ぼす。また道具を発明し，その道具で喜び

と力と平和の宿る天の家 を建てる。人は正

しい選択 と思いを自分に適用させることに

よって，神の完き状態 に到達する。逆 に，思

いを乱 し，誤用すれば，獣以下の水準 に下

落してしまう。 この両極端の間に，人格の

階級が存在するのである。人はその人自身

が造 るものであ り，またその人の行 く末を

決めるものでもある。……

人が達成すること，あるいは達成できな

いこと， これらはすべてその人 自身の思 い

の直接り結果である。」(pp。8-9，34)

人 が善 人から悪人へと知らず知らずのう

ちに変わっていく様は，微妙 なものであ り，

意識してできるものではありません。それ

は，誤った思いを抱 き，悪の種子をその心

に植え付ける過程か ら生 じるものです。 こ

の 「種子」という言葉 はある過程 の始まり

を示す象徴的な言葉であり，モルモン経の

偉大な予言者 アルマはこのことを次のよう

に説明しています。

「今
，神の御言葉 を種子になぞらえて話

す と，あなたたちが一つの種子 を自分の心

の中に蒔くとき， もしもその種子が真理の

種子 すなわち善 い種子であって，あなたた

ちが不信心の心 でこの種子 を抜きとった り，

主の 『みたま』に逆 らった りすることがな

ければ種子 は次第に胸の中でふくれ始める

であろう。 そこで，あなたたちは種子がふ

くれ始 めることを感ずると，次のように思

う。すなわち，これはまことに善い種子，

善い言葉 に違 いなく，私 の心 を大きく開き，

私の理解力を増 し，私はようやく好 い味を

感ずると。」(ア ルマ32：28)
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L善
い種子を良い気持 ちで心の中にまくた

めには，長期 にわたる熱心で忍耐強い熟考

が必要 です。熟考 とは，身 と霊を清める深

遠 かつ積極的な再生の過程なのです。

ほぼ100年 前 ，スタンフ ォー ド大学にデ

ビッド・スター ・ジョーダンという卓越 した

学長が いました。次の言葉はそのジョーダン

学長の 「清 くあることの力」(丁 肋S飽 銘摂h

げ β6彪gα6α π)の 中の一節です。 この問

題に対する私の考えを要約 しているようで

すので，ここで引用したいと思 います。

「(現在で はお もにポルノグラフ ィーと

いう言葉に代表 されている)低 俗 という言

葉は，良い趣味や良い人格 を持 つといった

面での発達が止まっている状態を示 してい

る。……低俗は人の心 を弱め，そのほかの

弱点をも引き寄せる。……低俗 な音楽を好

きになること，何の益にもならない書物 を

読みふけること，扇情的な新聞を読むこと，

(あ るいは卑わいなテレビ番組をみること)

… くだらない小説 にうつつをぬかすこと，

俗悪な映画やシ ョーを楽しむこと，あるい

はくだらない冗談を言って喜ぶこと，その

ほかいろいろな形の粗野でわが ままな行 な
の ほう ず

い，野放図 なことなどは，すべて低俗な行

為 と言わなければならない。・

〔なぜならば〕不節制の根本には，幸せ

でない時に 〔まず思いによって，次いで〕

麻薬の力 を借 りて幸せな気持ちになろうとす

る行為がある。 人は身体の組織 が引き裂か

れる時の刺すような快楽を求めて， 自らの

神経組織を破壊 して しまうのである。」(pp.

24-25，27〉

両親は家庭の夕べにういて，また子供た

ちに福音を教 える責任について深く考えな

ければなりません。 またすべての会員は聖

餐会や神権会，扶助協会で受 ける教 えにつ

いて深 く考え，ホームティーチャーが与える

メッセージについて深 く考える必要があ り

聖徒 の道/田82年7月 号

ます。神権者は神権を尊び，正義の模範 と

なる責任について深 く考えなければなりま

せん。定員会指導者は定員会会員に仕 え，

定貝会会員を教え，強め，さらに愛 と親切

の気持 ちで彼 らを導 く責任について考える

必要があります。若人は自分たちが直面す

る問題について深く考え，両親や指導者，

そして天父が望む方法で問題に対処 してゆ

き， 自分たちを清く保つことができるよう

備えなければなりません。

私たちが神 の旗印に従って最善に向かっ

て努力する時， モルモン経 の偉大な予言者

ベ ンジャミン王 はその方法 を次のように指

摘 しています。

「しか し，これだけは言えると言うのは，

もしもお前 たちが自分 自身 と自分の思想 と

自分の言葉 と行 いに注意をせず，神の命令

を守らず，私たちの主が降臨したもうこと

について聞いていることを生涯の終 りまで

信 じないならばお前たちは必ず亡びると言

うことである。それであるから世 の人々よ，

記憶せよ，亡びるな。」(モ ーサヤ4：30)

イエ スはこう言っておられ ます。「あなた

の宝のある所 には，心 もあるからである。」

(マ タイ6：21)

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長は，

深く考え，祈 り，そして神 の王国のために

啓示 を受 ける予言者，聖見者，啓示 を受 け

る者 として私たちに偉大な模範 を示して下

さっています。

願 わくは，私 たちが清き心を求める時，

自分たちの義 しい行 ないと思 いについて深 ・

く考えることができます ように。 また私た

ちが忠実 に， そして勤勉 に働 くことができ

ますように。

私は， この 「深く考える」といら崇高な

目的の中に力強い改心の力が隠されている

ことを心か らイェス ・キ リス トのみ名によ

って証 します。アーメン。
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義なる教師のために

七十入第一定員会会員

ジーン ・R・クック

去
年の夏のことですが，砂漠の一本道
か な た

の彼方が一面水でおおわれたように

見えたことがありました。子供 たちは，あ

れは湖だ，貯金 を全部賭けて もよい と言い

ました。 しかし，しばらくしてそこへ行き

着 くと，水など一滴もありませんで した。
しん き ろう

昼気楼だ ったのです。

この人生の中には，確か にこうだと思っ

ていたことが，突然逆転してしまうという

ようなことが，何とたくさんあることで し

ょう。(ア ルマ62：41参 照)サ タンがわなを

仕かけるのです。 サタンは，錯覚の主です。

サタンは，末 日聖徒の注意や力を神 の純粋

な真理からそらせ，私たちに遠 まわ りをさ

せ，気をくじこうとして，昼気楼のような

錯覚 を起こさせるのです。

サタンは，実 にうまく霊的な錯覚 を起こ

させます。錯覚 によって，人の心の中に少

しずつ，見せかけの霊性や移 ろいやすい心，
ぎ まん

それに自己欺隔などの種 をまき，人の心を

かたくなにし，罪へ と導 き，神から引き離

すのです。(1二 一ファイ12：17;III二 一 フ

ァィ6：15)

人の 霊性を弱めるサタンのずる賢い錯覚
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の 使い方 にっ いて，お話 したい と思 いま

す。サタンは，錯覚 を用いて，誇 らし気に・

こう言わせ るように仕向けます。「私には，

力がある。私は主が生きてお られることを

知っているが，主は，これ位のことは主を
わずら

煩わせず， 自分で何 とかするように望んで

おられる。」聖典 をよく読まないとわからな

いかも知れ ませんが，サタンは世の人々に

は神 などないと教えます。 しかし，聖徒た

ちには，こう言うのです。「神は存在する。

しかし，単 に生命をつかさどるだけであっ

て，今 日，私たちの個々の問題 に干渉され

るわけでは参い。」また，世の人々には祈る

な と教えますが，聖徒たちには，こう言い

ます。「今は祈るな。祈 りたい気持になって

いないの把から。」(II二 一フ ァイ32：8-

9)ど ち らにして も，結果は同じです。

またサタンは人に， 自分は霊的で謙遜で

あるという錯覚 を起 こさせ ます。そうする

と， 人はそう信 じ込むようになり， 人目に

もそう見えるように振る舞います。 また，

真理か らは遠ざかって行 くのに，錯覚のせ

いで，'まだ真直ぐで狭い道 を歩んでいる も

のと思い込むようになるのです。 そして，

自分は他人よりも正 しいという態度 をとる

ようになり，心がかたくなになって，何も

感じなくなり，・おごり高ぶるようになるの

です。(1二 一ファイ17：45参 照)こ の錯覚

の主は，心が主から遠く離れていても， 口

先では主を敬うようにと教えます。ぐジョセ

フ ・スミス2：19参 照)

サタンは，真理を真理でないものに見せ

かけ，霊性は単なる知識であると教え，生

活の中で真理を応用するようにとは，少し

も教えません。 自分 には知識があると思っ

て， 自分の道を歩んでいる人は， 自分勝手

な解釈の入った知識を身につけ(箴 言3：

5;II二 一 ファイ9：28参 照)，人の誉れや

賛辞を追い求め， 人を教 えるに十分な知識



を持 っていると思い込むのです。 そうなる

ともう， その人の知識 自体が錯覚 とな り，

その人を主のみたまから隔てるものとなっ

てしまいます。

主は， 人に非常に多くの物質的な恵みを

お与えになることがあります。するとサタ
こテカつ

ンは，狡猜 に立ちまわって錯覚 を起こさせ，

その恵みを反対の ものに用いるように仕向

けます。 人の心をこの世のものに向けるよ

うにするのです。(教 義と聖約121：35)そ

うすると，その人は兄弟たちを 自分 自身の

ようには敬わなくな り，本来人間は平等で

あるはずなの に，わけへだてをしたり，階

級を付けた りするようにな ります。そうで

す。サタンは，世 の初めから偽 りを言う者

であり，「あらゆる罪の源」であり，暗黒の

業を押 し進め，「世の人の心を支配」してい

るのです。(ヒ ラマ ン6：30参 照)

世 の錯覚を利用 して，サタンは， 身勝手，

不信仰，恐れ，疑い，貧欲，移ろいやすい

心， 自己中心的な考えを人の心に植え付け

ます。サタンは，人に遠 まわりをさせて時

間を無駄にさせ，善いことから心をそらさ

せ，霊的な感受性を弱めます。サタ ンは，

ことさらに末 日聖徒 を，つま りサタンにつ

いて真実を知っている人々を惑わそうとし

ています。家庭や教室で，あるいは説教壇

の上か ら，あるいは世にあって福音に従 う

ことによ り，または直接教 えることにより

人々に影響 を与えることができる人々を，
ぎ まん

ことさら惑わそうとしているのです。欺隔

がどんどん増 しつつある今 日，私たちは霊

に関するサタンのわなに敏感 になり， 自分

自身の認識をしっか りと持っていなければ

な りません。

ではここで， 自分 自身の福音の理解や他

人から教 えられた教義が正 しいか否かを知

り，錯覚 を解 き，真理を認識する上で助け
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となる8つ の標準についてお話したいと思

います。これらの標準は，，「義なる教師のた

めの霊的な指針」 と呼ぶことができるで し

ょう。

1.教 師はただ真理を教 えるだけではな

く，「みたま」によって教えなければなりま

せん。(教 義と聖約50：17-22参 照)い かな

る時 も，教師は 「みたま」 によって，「みた

ま」に裏づけられた真理を教えなければな

りません。 また， えりす ぐられた人々で さ

えも惑わされることを認識し，権威 に頼 ら

ず，勝手な解釈を教えるようなことがあっ

てはなりません。

2.教 師は，教会幹部や地元の指導者が

安全な所へと導いてくれることを認識し，

彼らと一致協力しなければなりません。 ま

た，主が指導者たちに識別の賜を与 えてお

られることを心に留め，霊にかかわ ること

であれ， この世 のことであれ，指導者の教

えに従い，指導者 と心を一にしようという

望みを持たなければなりません。(教 義 と聖

約46：27)ま た，r不平を言った り，批判を

したり，主に油注がれた者の悪 口を言った

りしてはな りません。 そのような行 ないは，

背教の第一歩です。
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3.義 しい教師は，聖典か らの教え，そ

して聖霊によって教えられ裏づけられた教

えを説かなければな りません。(教 義 と聖約

52：9)「 人 の誠命を教えとして教え」(ジ

ョセフ ・ス ミス2119)て はな りません。

また，聖典 の教えに人の歴史や意見を混ぜ

て教えた り， この世の哲学や推測を教 える

ことに大切 な時間を費や して，サタ ンに口

を入れさせるようなことがあってはなりま

せん。また，主の予言者が教 えていない 「教

義」を教 えてはいけません。(教 義 と聖 約

28：2」3参 照)ま た，義 しい教師は，聖典

が人を信仰と悔い改めに導き，人の心を変

えることを知っています。(ヒ ラマ ン15：7;

アル マ37：8)

4.教 師 は，人々の本 当の必要 に応じて，

信仰，悔い改め，祈 りなどだれ もが応用で

きる基本的な福音の原則を平易に教えなけ

ればな りません。(教 義と聖約19：31;ア ル

マ16：22)ま た ，聖典の教えをあまりに拡

大解釈した り，ひどく展開させた り， また，

どのような原則を教えるにせよ，風変わ り

なことや極端なことを教えてはいけません。

たとえば，極端に長い祈 り，救い主やアダ

ムについての教義，極端な食物制限，政治

や投資の問題などがそれです。極端な事柄

には，サタンがかかわっていることを心 に

留めておきましょう。義 し，い教師は，主の

教えが正 しいこ とと， 「何事 にても慎しみ

て」(教 義と聖約12：8)行 なわなければな

らないことを知 っています。

5.教 師は，真昼の光の中で語るように

語らなければなりません。(モ ロナイ7：15，

18-19参 照)秘 密の教義や，特定の知識層

のこと， または隠れた召 しについて話して

はいけません。(ヤ コブ4：13;教 義 と聖約

42：11参 照)、何事であれ，平易な事柄を語

るようにしなければな りません。義 しい教

師は，教義や召しが公開され，聖徒たちの挙



手によって承認されることを知っています。

6.教 師は，生徒たち全員を 自分 自身と

同じように扱い，分け隔てをしてはいけま

せん。(ヤ コプ2：17参 照)ま た，主のみ前

に優れた教師 になれるよう努力しなければ

なりませんが，人に勝とうとして争っては

なりません。(教義 と聖約58140-41)義 し

い教師は，いかなる人も 「その心が謙遜で

柔和」でなければ 「神のみこころにかなわ

ない」(モ ロナイ7144〉 こ とを知っていま

す。

7.義 しい教師は，主に栄光 を帰するよ

うに努めます。 また， 自分に栄光を帰する

ことを避 けます。 また，売教行為，すなわ

ち，利益や人の誉れのために教えた り， 自

分 自身を高くした りするようなことをしま

せん。(II二 一ファイ26：29;モ ーサヤ18：

26参 照)ま た，義 を教 え， 罪に立 ち向かっ

て力強 く語り，神様の方へ 目奪向け，個 人

の利益や誉れや人気を求めません。義しい

教師は，野望は背教への門を大きく開くも

のであることを知 っています。

8.教 師は，絶えず個人的な悔 い改めを

してい捻ければな りません。(モ ロナイ81

26参 照 〉また，柔和，慈善，純粋 な動機 を

持つ こと，主1;信 頼を寄せることなどにお

いて模 範にならなければな りません。福音

を教えるだけではなく，応用しなければな

りません。(教 義と聖約4115152：15-16

参 照)こ れは，悔い改めをしている人にと

っては当然のことです。

では，締めくくり一に，どうしたら人間が

陥 り勝ちな，不完全な真理 を教えた り，そ

れに従 って生活した りするという過ちに陥

らないで済むでしょうか。 それは， 自分 自

身の霊性を維持す ることです。真の霊性 と

は何でしょうか。 それは，知識，知性，学

識で しょうか。おそらく，それはもっと別

の もの，すなわち心の状態を純粋 にしてい

聖徒 の道/1982年 了月号

くことではないで しょうか。 そうです。そ

れは真心をもって神を仰ぎ見ること，そし

て，へりくだる心 と悔いる精神を持つこと

(lll二一ファイ9：20;教 義 と聖 約136：

32-33)， 誠心誠意，物事を行なうことなの

です。

私は， ここ数年の間，幹部の兄弟たちと

共 に働く機会 に恵まれていますが，この方

方の何よりも極立った特性は，他の霊的な

指導者たちと同様，「誠心誠意」主のみ名を

その身に引き受けたい，見返 りがどうであ

れ，だれよりもよく主に仕えたいという望

みを持っていることです。(教義 と聖約18：

27-28，38参 照)

教会の責任を通 して主に仕える資格が，

その心の持 ち方にかかっているということ

は，何 ら驚くに当た りません。(教義 と聖約

4章;12：8;41：11)主 ほ こう言ってお

られます。「主なう私は，すべての人々をそ

の行ないと心の望み に応 じて裁 く……。」

(ジ ョセフ ・スミスー 日の光栄の王国に

関する示現第9節)

兄 弟姉妹，主 とその僕たちの霊感あふれ

る助言に従うならば，末日聖徒は道に迷う

ことはありません。 もし人が

絶えず祈ることによって
め い そ ハ

・絶えず聖典 を学び瞑想することによって

指導者 と光 と現在理解 している真理に

従 うことによって

自分の霊性 を維持 していくならば，惑わさ

れることがないことを証致 します。

悪霊たちが仕かける錯覚 に惑わされるこ

とがないよう，主が私たちすべての者を祝

福 したまいますように。また，心を主に向

け ることによって霊性 を維持 し，信仰を強

めていくことができますよう，イエス ・キ

リス トのみ名によりお祈 り致 します。アー

メン。
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神の愛は罪の壁を越えて

七十人第一定員会会員

ロナルド・E・ポールマン

イ
エスの聖なる力を初めて知った時，

ガ リラヤの漁師 シモン ・ペテロはこ

う叫びました。「主よ，わたしから離れて く

ださい。わた しは罪深い者です。」(ルカ5：

8)私 た ち も，時 には このペ テロの よう

に， 自分は罪深い者で，主 に近づ くのは怖

れ多いと思うことがあるか も知れません。

罪を犯 していると，私たちは天父か ら遠 く離

れたように感 じ，愛される資格 などない と

思い込み，受け入れていただけないのでは

ないかと恐れるのです。

しかし，罪を犯 し，戒めを破 ると，私た

ちには天父の強い力が必要になります。 弱

点を克服 し，悔 い改め， 天父と元通 り交通

できるようになるためには，是非 とも助け

が必要だからです。悔い改めをしないと，

その罪はやがて習慣 とな ります。罪を犯 し

ているとたびたび心に責 めを感じます。 そ

うなると， ますます悔い改めが難 しくなる

のです。この主か ら離れてしまった とい う

気持ちは，悔い改めて主の赦 しを受けよう

とする時，それ自体大きな障害 とな ります。

自分が天父に逆 らってしまったと知る と，

私たちは天父の助けを受 ける資格がない と
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感 じ，それを求めることを恐れます。一見

理に合わないように思えますが，『私 たちが

最 も主の力を必要とするのは，最 もふさわ

しくない時なのです。イエスが身を震わせ

るペテロに 「恐れることはない」(ル カ5：

10)と 言われたように，主は私たちにもそ

うおっしゃっているのです。

きょう，私はジョンとゲールという若い

夫婦の経験をお話 したいと思います。この

話によって，私の言わんとすることを何よ

りもよくお伝えすることができると思うか

らです。

ジョンは，思慮深く親切な若者でした。

また，愛情深く，率直で，寛大な心の持ち

主でもあ りました。彼は誠心誠意，主の戒

めに従おうと努め，家族生活の喜びの中に

偽 りのない満足を見いだしていました。一

方，妻のゲールは，若 く魅力的で，快活な

女性でしたが，少々この世的なもの1;心 を

動かされ勝ちでした。彼らの住む社会は，

裕福で唯物的でした。人々はこの世的な利

益や社会的地位 を追い求め，娯楽に熱中し，

自己満足に浸 りきっているかのようでした。

宗教の指導者たちは，家族の崩壊や道徳的

標準の低下 に胸 を痛めていました。

結婚 して間 もなく， ジョンとゲールは一

男一女に恵まれ ましたが，ゲールは家庭内

の責任 には関心がないかのようで した。 彼
あこが

女は人生の華やかさやスリルに憧れて，た

びたび家を空けてはパーティーや娯楽に時

を過ごしていました。そのような時，いつ

も夫は一緒ではありませんで した。 ゲール

は見えのために男性 たちの気を引き，彼ら

の気持ちに応じているうちに， とうとう結

婚の誓いに背いて しまいました。

この間， ジョンはゲールに，家庭生活の

喜びや，神の律法に従うことによって得ら

れる報いを味わうように，一生懸命勧めま

した。優しく， 忍耐強く勧めましたが，全



く効き目があ りませんでした。 そうして，

三番 目の子供，次男が生まれると間もなく，

ゲールは夫 と子供たちを捨てて，この世的
は ら カしら ほ う じゆう

な同胞の下へと走 り，放縦 と不道徳の生活

へと身を投 じてしまったのでした。拒絶さ

れ，侮辱され， ジョンは胸がはり裂ける思

いでした。

しか し間もなく，ゲール を魅 了していた

人生の華やかさやス リルは，色あせていき

ました。友達と思っていた人々も， やがて

彼女にあき，彼女を捨てて去って行きまし

た。彼女は堕落の一途をた どり，生活はす

さむばかりでした。 そして とうとう彼女は

自分の過 ちに気づき，何を失ってしまった

のかを知 りました。 しかし，今 さらどうし

ようもありません。 ジョンがまだ 自分を愛

しているとは， とても思えません。彼女は，

自分は彼の愛にふさわ しくない，家庭や家

族の下へ帰る資格はないと感じました。

そんなある 日のことです。通 りを歩いて

いた時に， ジョンは，ばったりゲールに出

くわしました。知らぬ振りをしようと思え

ばできたで しょう。 しかし，彼はそうしま

せんで した。彼女の最近の生活、ζ切 がまざ

まざと見て とれるようなその姿を見た時，
あわ

ジョンの胸には一隣れみ と手を差 し伸べたい

気持ちがわき上が りました。 ゲールに多額

の借金があることを知った ジョンは，それ

を支払ってやり， 彼女を家へ連れて帰 りま

した。

そして間もなく，最初の うちは彼自身に

とって も驚 きでしたが， ジ旨ンはまだゲー

ルを愛 していることに気づきました。 自分

の彼女 に対する愛と，心を入れ替えて再出

発したいという彼女の気持ちに気づいた時，

ジョンの心には憐れみに満ちた赦 しの気持

ちが生まれ ました。そ して， ジョンは心か

ら，過去の生活を克服 しようとするゲール

を助けたい，また，再び彼女を自分の妻と

して受け入れたいと思いました。

このような経験を通 して， ジョンは，子

供である私たちへの神の愛がどのようなも

のであるか， よく理解することができまし

た。私たちが主の助言を無視 しても，戒め

を破 っても， そして主を拒んだ としても，

自らの過ちに気づいて，悔い改めたいと願

うならば，主の助けを求めるようにと主は

望 んでおられます。主は，そのような私た

ちを受け入れて下さるのです。

このような経験をすることによって，ジ

ョンは神のみ業に仕える準備ができました。

私 は， ジョンとゲールの物語 として，以上

の話を してきましたが， この話は，旧約時

代 の予言者ホセアとその妻ゴメルの物語か

らとったものです。

ホセアは，古代イスラエ ルの人々に，愛

情 深く慈悲深い父として神を描いて見せて

います。 この点では，他の旧約の予言者た

ちと違い，新約聖書， モルモン経，さらに

近代の啓示のメッセージと精神を伝えた人

と言えるで しょう。

この末 日に，主はこうおっしゃいました。

「すなわち
，主なるわれは罪を見ていささ

かもこれを許すを得ざればなり。 さりなが
いましめ

ら，悔い改めて.主の誠命を行 う者は赦され

ん。」(教 義 と聖約1：31-32)

神 の律法に背き，戒めを破れば，神の怒

りを招くので，私たちは自分から神の下を

離れ，神の助けや霊感や力を拒んでしまい
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ます。 しかし，神の愛は罪という壁を越え

て，私たちに注がれるのです。

私たちが神の律法に背くと，正義はその

代償を要求しますが，私たちには支払うこ

とができません。'しか し，天父は私たちを

愛しておられ るので，ある計画をお立てに

な り，救い主 イエス ・キ リス トを送って下

さいました。 その腰いの犠牲は正義の要求

を満たし，私たちは悔 い改めて赦 しを受け，

再び天父のみもとへ帰れるようになりまし

た。本当に，「神はそのひと り子を賜わった

ほ どに，』この世を愛して下さ」いました。

そ して，「それは御子を信 じる者がひとりも

滅びないで，永遠の命を得るため」でした。

(ヨハネ3：16)

私た ちは， イエス ・キリス トを信 じ，悔

い改め，水 と霊のバプテスマの時に主 と結

ぶ誓約に従うことによって， この素晴らし

い賜を受けることができます。また，バプ

テスマの後は，毎週聖餐を受ける時に 「御

子を常に忘れず， またその下 したまえる誠

命を守る」 という誓約を新たにします。 そ

うするζ私たちは，「御子 の 『みたま』」 に

常 に共にいていただくことができるのです。

ホセアの古代のメッセー ジは，聖典の随

所 に繰 り返され，織 り込まれています。1日

約の，また別の予言者イザヤを通して，主

は民にこう言われました。

「あなたがたは身を洗って
，清くな り，

わたしの 目の前からあなたがたの悪い行 い

を除き，悪を行う.ことをやめ，善 を行うこ

とをならい， 公平を求め……主は言われる，

さあ，われわれは互に論 じよう。 たといあ
ひ

なたがたの罪は緋 のようであって も，雪の
くれない

よ う に 白 く な る の だ。 紅 の よ う に 赤 く て も ，

羊 の 毛 の よ う に な る の だ 。」(イ ザ ヤ1：16

-18〉

主 は ， 二 一 フ ァ イ 人 の 予 言 者 ア ル マ に ，

こ う お っ し ゃ い ま した 。「い ざ ，汝 ら 行 き て
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なんぴと

何人にてもわれに対して罪を犯す者をその

罪 に応 じて裁判せよ。されど， もしもかれ

が汝とわれとにその罪を 白状 し真心より悔

い改むるならば汝はこれを赦せ，われ もま

た これ を赦すべし。 まことにわれはわが聖

徒 らの悔い改むる毎にかれらのわれに対す

る罪を赦す。」(モ ーサヤ26129-30)

私 た ちは，互いに赦 し合うことをせず，

なおさら悔い改めを難 しくしてしまうこと

が よくあ ります。 しか し，近代の啓示では，

こう教 えられています。「汝ら互いに赦 し合

うべきなり。そは，人その兄弟の過ちを赦

さざれ ば， その人主の前に罪に値する故に

して，そは更 に大いなる罪なお彼 に在れば

なり。主なるわれは， その赦さん と欲する

者 を赦す。 されど汝らにはすべての人を赦

すことを求めらる。」(教義 と聖約64：9-10)

また，近代の啓示には，最 も慰めと希望

に満ちた言葉があります。

「およそすでにその罪を悔い改めたる者

は赦され，主なるわれ もはや これ を忘 るべ

し。」(教 義と聖約58：42〉

神 は，私たちの父であ り，私たちを愛し

ておられます。 その愛には限りが なく，無

条件にだれの上にも注がれます。 また，私

たちが戒めに背き，律法を破 る時，神 は非

常 に悲しまれ ます。神 は私たちの罪を見過

ごしにはなさいませんが，私たちを愛し，

もう一度帰って来て くるようにと望んでお

られるのです。

神の私たち一人一人に対する愛に気づく

ことほど，私たちを悔 い改めて天父のみ も

とへ帰ろうという気持 ちにさせるものはあ

りません。 どうかひと りでも多くの方々が，

その愛に気づ くことができますように。ナ

ザ レのイエスが神の御子であり，全人類の

救 い主であ り，私 たち一人一 人の腰い主で

あることを，聖なるイエス ・キ リス トのみ

名によっ亡証致 します。アーメン。



福音が教えるもの

十二使徒定員会会員

リグランド ・リチャーズ

私
はこの偉大な教会，すなわ ち宋 日聖

徒 イエス ・キ リス ト教会の会員であ

ることを誇 りに思 って1います。時満ちたる

神権時代 に建てられたキ リス トの真の教会

の名前 として，これに勝る ものがあるでし

ょうか。私はこの教会を，教 えの素晴らし

さのゆえに愛 しています。

もう何年 も前，戦時中の話です。ジョン・

A・ ウイッッオー長老はヨーロッパ伝道部

を管理するため， イギ リスに入国しようと

しました。・その時，入国管理官は書類審査

をしてウイッツオー長老が どのような人物

であるかを確 かめると，「あなたの入国 を許

可するわけにはいきません。 これまであな

たがたの教会の宣教師の入国については認

めてきましたが，その指導的立場にある人

となれば話は別です。あちらでかけて お待

ち下さい」 と言いました。 ウイッツオー長

老は言われるままにしました。

数分後，先の管理官はウイッ・ツオー長老

を呼ぶとこう質問しました。「もし入国が認

められたとレたら，あなたはイギ リス国民

にどのような教えを広めるつ もりですか。」

そして，「人はどこから来たのか， また，
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なぜこの世 にいるのか，死んでからどこへ

行 くのか ということについて教えたい と思

っています」 という返事 を聞くと，彼はウ

イッツオー長老の顔 をまじまじと見つめ，

「あなたの教会ではそういうことを教えて

いるのですか」 と問い返 してきました。

ウイッツオー長老 は 「そうです」 と答え

ました。

すると， この管理官はこう言ったのです。

「私の教会ではそんなことは教 えてくれま

せんよ。」

私 にとってこの知識はこの世の どんな富

よりも貴いものです。人はどこか ら来たの

か，なぜこの世 にいるのか、.死んでからど

こへ行くのか，また，、どうしたらそこへ行け
かじ

るのかを知 らない人は，舵 や帆などの必要

な物を何 もつけないで海 に浮いて る船 と変

わりありません。波に漂 うだけで，港に着

くことはできないのです。

この教会は私に，人は永遠の父なる神の

子供として，あらゆる面 において.神 に似

た者 となる可能性 を秘めていることを教 え

てくれました。私の息子が私 に似 た者とな

り，私が父親 に似 た者 となっ たと同じよう

に，私たちが神に似た者 となるということ

一です。 一

この世の創造に先立ち，主 は諸 々の霊 の

中にお立ちになりました。そ して高貴で偉

大なる者があると言われました。 また， そ

のような入は， この現世 に来る前にふさわ

しいことをしたからこそ高貴で偉大 な者と

なれ た とも言 われ ました。こう言ってお・

られます。「われ ら降 り行かん。かしこに空
しか

間あればなり。而 して…… これらの者の住

まうべき地 を造 らん。

而して， これによりて彼 らを試 し，何に

てもあれ，主なる彼らの神の命じたまわん
な いな

すべてのことを彼 らが為すや否やを見ん。
さら

而して，最初の位を保つ者は更 に附 け加
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えられ，最初の位を保たざる者は，最初の

位を保つ者と同じ王国にて栄 を得 ることな

からん。而して，第二の位を保つ者は， と
ニうぺ

こしえに栄光 をその頭に附け加えられん。」

(ア ブラハム3：24-26)

私 は， 自分が霊界において第一の位を保

ったことを，教会を通 して知 らされました。

それを主に感謝 したいと思います。 第一の

位 を保 っていなければ，私はサタンや天の

3分 の1の 霊 と共に， この地上 に投げ落 と

されていたのです。聖書には 「地 と海よ，

おまえたちはわざわいである。悪魔が……

おまえたちのところに下 ってきたか らであ

る」，また，悪魔が 「食いつくすべきものを

求めて歩き回っている」(黙 示12：12;1ペ

テロ5：8)と 書 かれています。私は第一

の位を保 ったか らこそ，午前 の部会 におい

ても述べられた，この世 の美と喜びのすべ

てを楽 しむ権利を与え られたのです。 また，

私 にはこの肉体 も与 えられ ましたが，聖典

を読まなければ，それがどういう意味 を持

つことなのか，本当のところは理解できな

いと。思います。

イエスがある人の体から悪霊を追い出し

た時の話を皆さんは御存 じだと思 います。

イエスが悪霊 に名 を聞くと，「レギオンと言

います」という答が返ってきました。(訳 注 ：

「レギオン」 とは 「たくさんの」 の意)そ

の人についていたのは多くの霊だったから

です。そして， この悪霊たちはとにか く何

かの肉体 に入りたいと強く望 み，野でえさ

をあさる豚の中に入らせて くれるように懇

願 しました。 イエスが それをお許 しになる

と.，悪霊につかれた豚の群れは海へなだれ
おぽ

込み，溺れ死んで しまいました。確か2千

匹程だったと思います。(マ ルコ5：1-17

参照)こ の悪霊 たちが どれほ どに肉体 を得

たいと望んでいたかを，また私たちが今 第二

の位を得ているのは、，第一 の位を保ったか
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らであることを少し考えてみて下 さい。

私は聖書の中の，エノクについて語って

いる部分が好 きです。彼はその民と共に天

に移された古代の予言者ですが，まだ地上

にある間に， 自分は神の意にかなった者 で

あるという証 を得ていました。(ヘ ブル11：

5参 照)私 は，主御 自身が言われたように

その命 じられたすべてのことを果たして，

戒めを守るな ら，(申 命12：32;マ タイ28：

20参 照)自 分の行ないが主に受 け入れられ

るものであり，自分は神の意 にかなった者

であるという証 を，聖霊を通 して，得 るこ

とができると考えています。

きょうもこの壇上から多くのことが宣言

されましたが，私 は神が与えて下 さった数

多くの素晴らしい真理に感謝 しています。

そのひ とつに永遠 の結婚 の原則があります。

私は，この世 を去った後に愛する妻や子供

な しに永遠の時を過 ごすなどとは， とても

考えることができません。神 が家族 を与え

て下さったこと，また結婚 と家族の絆 とは

神が定めたもうた ものである という教 えに

感謝 しています。聖典 には，・それ らは永遠

に続くとはっきり述べ られています。

私には100人 を超す子孫がいますが，一

人一人について思 いをめぐらし，彼 らが成

し遂げようとしていること， その高潔な生

き方を見る時， 自分が彼 らすべての父親 に

なるのだという実感など， とても持てるも

のではありません。 自分の子孫を持つ とい

うことは，神 に似た者になるという点で，

現世でなし得 る他の何 もの にも替え難い経

験であると思います。私 は若い時から，自

分の生き方 に目標を持 っていました。それ

は子供の模範となるような生活をしたいと

いうことでした。子供が私 に倣 って皆 それ

ぞれに第二の位 を大切 にし， とこしえに栄
こうぺ

光を頭の上 につけ加 えられるようになった

ら，と考えて努 力したのです。



福音の原則にはほかにも素晴 らしいもの

が数 多くあ ります。私は最初の伝道の時，

感情，感覚，体を持ちたもう神を信 じてい

る人にはただの一度 も会 いませんでした。

パウロは 「アダムにあってすべての人が死

んでいるのと同 じように，キ リス トにあっ

てすべての人が生かされるのである」(1コ

リン ト15：22)と 述 べています。 キ リス ト

が人類 のために御 自身の命を捨て，世 の罪

を一身に負われたという教えや，天父が私

たちの肉における父親と同じように実在の

御方であり，何世紀 にもわたる暗闇の後，

御子 と共 に予言者 ジョセフ ・スミスの前 に

み姿を現わされ， この神権時代を開かれた

という教えもまた素晴らしいものです。モ

ルモ ン経 による と，主は定められた時が来

た時に， この世 の人々に真理 を伝 えるため

に， ジョセフ ・ス ミスを天にとどめておか

れたのです。 これらの事柄は偉大な真理で

す。そしてさらに多くのことが知 らされて

いくことでしょう。

宣教師のために 「奇しきみわざ」を著わ

した時，私 は特にイザヤ書の次の聖句を強

調 しました。「この民は口をもってわたしに

近づき， くちびるをもってわた しを敬 うけ

れども，その心はわたしから遠 く離れ，彼

らのわた しをか しこみ恐れるのは，そらで

覚 えた人の戒めによるのである。

それゆえ，見よ，わたし 〔主〕は この民

に，再び驚くべきわざを行 う，それは不思

議な驚くべきわざである。彼 らのうちの賢

い人の知恵は滅び，さとい人の知識は隠さ

れる」(イ ザヤ29：13-14)イ ザヤが見た不

思議 な驚 くべきわざは，人間の教 えが神の

戒めとして教えられる時に行なわれると，

この偉大な教会 は教えています。

時間が許 す限 り，私の伝道中の経験か ら，

「彼らのわたしをか しこみ恐れるのは
，そ

らで覚 えた人の戒めによるのである」 とい

聖 徒の道/1982年7月 号

う，イザヤの予言の言わんとするところを

よく表わ している出来事 を2，3話 してみ

たいと思います。

75年 以上も前のことです。私は第1回 目

の伝道の最後の 日をアムステルダムで迎え

ましたが，その時，ある姉妹の家に招かれ，

彼女の近所の人 と話 して欲 しいと頼まれま

した。 同僚 と一緒にぞの家に行 くと，その

隣人 という人が牧師を連れて私たちを待っ

ていました。神権 についてその牧師 と話し

合 いましたが，若干の意見の相違がありま

した。 そこで彼は次の 日曜 日の夜に彼の教

会で話 し合いを持 とうと言ってきました。

さて，当 日私たちが行 くと，会場は一杯

でした。そこにはその教会に属する会員た ・

ちが皆集まっていました。また私たちの教

会の人々 も全員来ていましたが，彼らがそ

の話 し合いのことをどうして知ったのか，

いまだにわかりません。私は口外した覚 え

がなかったからです。

まず牧師が立って話 を始めました。「さて，

私たちは リチャーズさんをお客さん として

お迎えしていますが，この討論会の最初の

発言権 をリチャーズさんに与 えたい と思い

ます。 その後は順 に20分 ずつ話 していくと

いう進め方にしたいと思います。 どうでし

ょうか， リチャーズさん。」

私は 「大変結構です」 と答 えました。 自

分の方か らは何 も要求 はしなかったのです

が，最初の発言権は何がなんで も自分のも

のにするつもりでし)ました。 それが向こう

から転が り込んで来たのです。そこに神様

の意志が働 いていたかどうかはわか りませ

んで したが，私 はそう信 じました。

私 は立ち上がって話を始めました。「先 日，

私はそこにおられる牧師さんとお話をする

機会があ りましたが，神権 について両者の

間に見解の相違 があ りました。今晩 もその

問題 についで論 じるつもりで参 りましたが，
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初めはそれとは別の点か ら論 じていきたい

と思います。(そ れは人々に福音を伝える上

で絶対に欠かすことのできない重要な論点

であると私は考えていました)家 を建 てる

場合，土台を築 かずに，いきな り屋根か ら

取 りかかるような人はいないと思います。」

その考えに同意が得られたところで，私は

さらに言葉 を続けました。 「まず，イエス・

キリストの福音の土台を定 めたいと思 いま

す。」そしてヘブル書6章 からパウロの言葉

を引用しました。
おしえ

「わたしたちは，キ リス トの教の初歩を

あとにして，完成を 目ざ して進 もうではな

いか。今さら，死んだ行いの悔 改め と神へ

の信仰，

洗いごとについての教 と按手，死人の復

活と永遠のさばき，などの基本の教をくり

かえし学ぶことをやめようでは ないか。」

(ヘブル6： 一1-2)

信 仰 と悔 い改めの原則は，彼らも信 じて

いると思 ったので簡単 に説明 し，次に，彼

らが皆納得 するまで，罪の赦 しを受 けるた

めの水に沈められるバプテスマについて話

しました。

その後は，聖霊の賜 を授 かるための按手

礼です。彼らはそれを信 じていませんで し

た。私 もこの教会以外の教会で， それを教

えている教会 にお目にかかったことは一度

もあ りませんで した。彼 らも聖霊は風の よ

うにやって来る ものだと考 えて いたのです。

私は聖書を引用しました。 それは，サマ リ

ヤ人がピリポの伝道によって，神のみ言葉

を受 け入れた時の話です。 エルサレムにい

た使徒たちはそれを聞くと，ペテロとヨハ

ネを遣わ しました。 ふた りはサマリヤに着

くと彼 らのために祈 りました。 そしてふた
お

りが彼 らの頭の上に手 を按 くと，サマリヤ

人たちは聖霊を授けられたのです。魔術師

シモンは使徒たちが手 を按 いたために聖霊

が授 けられたのを見て，金 をさし出し，「わ

'た しが手をおけばだれ にでも聖霊が授け ら

れるように，その力をわたしに も下さい」

と言いました。

そこで，ペテロが彼 に言 いました。「おま

えの金は， おまえもろとも， うせて しまえ。

神の賜物が，金 で得 られるなどと思ってい
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るのか。」(使 徒8：19-20〉

それから，聖霊 の賜を授 けるための按手

礼 について述べた聖句を少 し引用してから，

私 は席に着きました。

さて，今度は牧師がその考 えを述べる番

になりましたが，彼は私が話 したことにつ

いては一言 も触れずに20分 話 し続けました。

マウンテン・メドーの虐殺から始めて，「モ

ルモンの聖書」， ジョセフ・ス ミスが自ら多

くの過 ちを犯 したことを認めていることな

どを，いんぎんな口調で話 し，私にこう問

いかけてきました。「リチャーズさん，今私

が話 した事柄について納得のいく説明をし

ていただきたい。そうすれば聴衆の皆さん

もあなたのおっしゃられたことがよく理解

できるはずですよ。」

私は即座 に立 ち上がって言 いました。(後

で 「どうしてあんなに早く答えが浮かんで

きたの」と同僚から聞かれた時，私 は 「君

が1週 間ずっとお祈 りしてくれていたから

だと思 っていたけど」，と答えました)「昔は
こうカつ

狡猜な手段 をろうして救い主を陥れようと

した人がいましたが，今晩 ここにおられ る

方々の中には， そんな策略 に訴 えるような

ごとをする人はだれ もいないと思っでいま

す。 ところで，私は討論会 というも，のは片

方がひとつの考 えを述べたら，相手がそれ

に対して答 えるというや り方で進められる

べき ものだと考 えていましたが， この牧師

さんはどうで しょうか。私が申し上げたこ

とに何か答 えてくれたで しょうか。」

聴衆 はそれに対 して，「答えていない」と

口をそろえました。

「まあ， それはそれとして。 では牧師さ

ん，あなたにもう20分 差 し上げます。私が

申 し上 げたことに答 えて下 され ば幸 いで

す。」しか し，私 にもわか っていたことです

が，彼は何 も言うことができませんでした。

とうとう，聴衆席にいた彼の妻が立ち上

聖 徒 の遂/1982年7月 号

が り，「リチャーズさんが言ってらっしゃる

ことはもっともなことよ。あなたには答え

る義務があるわ」 と言 い出す始末です。

それでも彼は 口を開きませんでした。私

は同僚 にコー トと帽子 を取 ってくれるよう

に頼んでからこう言いました。「もう一度だ

け機会を差 し上げます。私 たちの教会はあ

すの10時 から集会があ りますが，あなたが

自分で決められたルールに従 って討論会を

続けていくとおっしゃるのなら， それ まで

喜 んでお付き合いするつ もりです。それが

できないというのでしたら，私はもちろん

そうですが，同僚 にも，私たちの教会の会

員にも退席 して もらいます。今晩のことで，

あなたが御 自分の教会の人たちとどう話を

つけるかは，あなたの責任ですよ。」

このことがあってか ら後 も，彼とは何度

も町で会いましたが，彼は私 と話 すのを恐

れるように，いつ もうつむいていました。

イザヤが言った 「人の戒め」を教えると

はこういうことなのです。

もうひとつお話 したいと思います。伝道

部長の任にあった時です。 ジョージア州の

ある町で開かれ た集会で結婚 の誓約 と家族

の絆の永遠性について話をしました。私は

その時，一枚の表を用いました。そこには

各種 の重要 な問題につ いて，いろいろな教

会の指導者が述べた， それ ぞれの教会の公

式見解が比較対照されていました。家族の

絆や結婚 の誓約が永遠 に続 くと信 じている

教会はひとつ もありませんでした。 その集

会が終わって， ドアの所に立っていると，

ひとりの人が近づいてきて， 自分はバプテ

ス ト教会の牧師であると自己紹介をしまし

た。私 は 「きょうの話 で何 か間違 った引用

でもしたでしょうか」 と言いました。

「いいえ， リチャーズさん。 あなたのお・

っしゃられた通 りで すよ。私たちは 自分の

教会の教義は何ひとつ信 じていません。」
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「それなら
， どうして御 自分 の教会 に戻

って真理を教えないのですか。 あなたの教

会の人も，モルモンの長老からは聞こうと

しないで しょうが， あなたの話 でしたら受

け入れるでしょう。」

彼の答えは 「またお会いしましょう」 と

いうものでした。その晩，彼 とはそれ以上

話すことができませんで した。

4ガ 月後，私 は再 びそこに行 きましたが，

彼は私の訪問を新聞で読 んで知 っていて，

あの小さな教会の外に立っていました。握

手を交わ してから，私は 「この前 ここで私

が した説教について どのように感 じられた

か，聞かせていただければ幸いです」 と言

いました。すると，「リチャーズさん，私 も

そのことをず っと考えてきました。 あなた

が言われたことは.みな信 じています。 ただ，

私はほかの事柄について，あなたのお話を

聞きたいと思 っていたのですJと い う返事

が返 ってきました。残念ですが， この話は

ここまでです。割 り当ての時間がきたら，

足をたたいてくれるようにベ ンソン兄弟 に

お願 いしておいたのです。

もうひとつお話 したいと思います。 オラ

ンダのユ トレヒ トでのことです。ある教会

の聖職者の訓練集会が開かれていました。

そこには牧師 になるための勉強をしている

人たちがいましたが，彼 らは よく私たちが

集会 をしている所 に来て，外から話に耳を

傾けていました。 そして，集会が終わると

中に入ってきて，私たちと話 し合 っていく

のでした。

私 はその中の若 いひとりの人に，罪の赦

しを受けるためのバプテスマは水 に沈める

方法が正 しいものであ り，その後 に聖霊の

賜を授けるための按手礼が行なわれなけれ

ばならないという教えの正 しさを説きまし

た。彼はそのようなことを教 えられたこと

もなく，信 じようとしませんでした。彼は
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私 に言いました6「 リチャーズさん，聖書 と

完全 に一致 しないことを，それと知 りなが

ら， 人に教えたとしたら，主は私たちにそ

の責任を求められるのでしょうか。 どう思

いますカ》。」

私 は答えました。「その問題 についてはパ

ウロに答えて もらった方がよさそうですね。

こう書いてあ りますよ，『た といわたしたち

であろうと，天か らの御使であろうと，わ

たしたちが宣べ伝えた福音 に反することを

あなたがたに宣べ伝 えるなら， その人はの

ろわるべきである。』(ガ ラテヤ1：8)」 そ

れから後，彼は私の所 に来なくなりました。

どうやら，時間が過ぎているようです。

皆さんの上 に神 の祝福があるように。私は

主 と主の教会を，またすべての末 日聖徒 を

愛 しています。神の祝福 が皆さんの上 にあ

るように。 また私 も皆さんに祝福を残 した

いと思います。主イエス ・キリス トのみ名

よってお祈 りします。アーメン。



神権の教理

十コ 吏徒定員会会員

ブルース・R・マッコンキー

神
権者である兄弟の皆さん，私はアロ

ン神権やメルケゼデク神権を持つす

べての兄弟たちに次のようにチャレンジし

たいと思います。「来たれ，そして神権の教

理を学べ。来たれ， そして主の僕 としてふ

さわしく生きよ。」

この教理，すなわちこの神権の教理は，

世の中ではもちろんのこと，教会内でさえ

あまり知られていないもので，聖典を読む

だけでは学ぶことのできないものです。ま

た，予言者や使徒たちの説教や教 えの中に

も，ごくわずかなことを除けば，ほとん ど

説明されていません。

神権の教理は，個人の啓示 によってしか

知 ることのできないものです。それは，「心

をつくし，勢力をつくし，思をつくし，体

力をつくして」神 を愛し神に仕える人々に，
いま しめ

「規則に規則を加 え
，誠命にいましめを加

え」るように，聖霊の力を通 して表わされ

るものです。(教義 と聖約4：2;98：12参

照)

私 たちには次のような約束が与えられて

います。「すべての人に対 して，また信仰 あ
ふ く ちゆう

る家族に対して汝の腹中を慈愛にあふれし

聖徒 の道/旧82年7月 号

ド た も
っ なんじ おもい

むべし。絶えず徳を以て汝の想を飾るべし。

然る時は，汝の自ら信ずること神の前に強

くなりて，神権の教理は天よ り下る露の如

くに汝をうるおさん。」(教 義 と聖約121：

45)

どの ようにしたら，神権の教理を最善の

方法で宣べ伝 えることができるだろうかと

いうことについて，私は熟考 と祈 りを重ね

てきました。

私が7つ の雷のような声で話すことがで

きたら， あるいは一万のラッパによって言

葉を伝えることができたら， どんなにいい

で しょう，人々は私のメッセージを聞いて

くれるに違いありません。私はそう考えま

した。

しか し， ここで私 はアルマのことを思い

出します。 自ら 「出て行って神のラッパの

ように地を震わせる声で話 し，万民 に悔改

めをすすめること」 を切 に願ったあのアル

マのことです。(ア ルマ29：1参 照)

主 はこのような方法ではみ業を行なわれ

ません。 主のみ言葉は，主の僕たちが弱い

ながらも導きと教えを施 して働 く時に，彼

らの口を通して語 られるのです。そしてそ

の言葉は，みたまの「静かなる細 き声」(教義

と聖約85：6)に よ り受け入れる人々の心

に浸透 します。

みたまの働きによらずに，霊にかかわる

真理を理解することができるでしょうか。

無 限無窮の神 をどうして限りある言葉で表

わすことができるで しょうか。

遠くかすか に聞こえるこだまのような私

たちの声が，天上で語られる永遠のみ声の

もつ栄光 と力とを再現することができるで

しょうか。 弱点 と欠点をもつ 人間に，あの

全知全能であられる神のみ姿 を心 に描 くこ

とができるでしょうか。

しかし，私 たちの持つ 限界を知 りながら

も，ここで共に論じてみましょう。そうす
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れば，諸々の世界を創造 したみ力の驚異を

少しなりともかいま見ることができるかも

しれません。 また，死すべき私たち人間が

どうしたらその同じ力を用いて同胞を祝福

し， 自らを救うことができるのか，わかる

かもしれません。

では，神権の教理 とは一体何でしょうか。

天上で作られ，天より下る露の ごとくに忠

実な人をうるおすことのできるこの教理と

は，一体何なのでしょうか。(教 義 と聖約

121：45参 照)

神権は地上において も，天上 において も，

他に類の、ない力です。 それは，神御 自身の

み力その ものです。すなわち，諸々の世界

を創造した力であ り，万物を統制 し，支え，

保持する力です。

神権は信仰の力です。信仰により天父は

創造 と統治の業 を行なわれ ます。神が神で

あられるのは，神がすべての信仰 とすべて

の力とすべての神権 を具現 した御方であら

れるからです。神がお持 ちの命は，永遠の

生命 と呼ばれるものです。

私たちがどれだけ神のようになれるかは，

どれだけ信仰を持ち，神のみ力を得， その

神権を行使するかによります。真の意味で

また完全な意味で主のようになった時，私

たちもまた永遠の生命を得ることができる

でしよう。

信仰と神権は，緊密な関係にあります。

信仰 とは力であり，力は神権です。私 たち

は信仰を得てから神権を受けます。 そして

その神権を通 して信仰 を育んでいき，やが

てすべての力を得て主のようになるのです。

現世における生涯は，試 しの期間として

定められています。 この間に信仰を完きも

のとし，神権の力を強めることこそ，私た

ちに与えられた特権です。

私たちは前世 においてまず神権を受け，

また死すべき人間として再び神権を受けま
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す 。アダムは神権の鍵を有 し，地球の創造

に参画 した時に神権を行使 しました。 アダ

ムはバプテスマを受けた後に再び神権を受

け，今は，この地球の管理大祭司としての

位置にいます。

聖なる神権を行使する責任に召された私

たちは皆，キ リス トに仕 えることや，定め

られた時にこの世 に来て主の用向きのため

に働くことを，前世で予任されていました。

エノクの民は聖なる神権 により，他のい

かなる時代の人々よりも完き民 となりまし

た。 この神権は当時 「エノクの神権」(教義

と聖約76：57)と して知 られ，彼らが身を

変えられたのはその力によるのです。 つま

り，エノクの民が信仰を持 って神権の力を

行使したか らこそ，身を変えられたのです。

主はこのエノクと永遠の誓約を交わされ

ました。その誓約とは，神権を受けるすべ

ての人々が自らの信仰を通 して，地上の万

物を統治し制御する力， 国々の軍勢にいど

む力， そして栄光と昇栄を受けて主のみ前

に立つ力を得るというものです。

メルケゼデクも同じような信仰を持 った

人で，「その民は正義を行ない，天に上げら

れ……エノクの市を求めた」(ジ ョセフ ・ス

ミス訳創世14：34)と 記 されています。 そ

れ以来，神権はメルケゼデクの名をとって

呼ばれ るようになりました。

教会 にはふたつの神権があ ります。 すな

わちアロン神権 または レビ神権 と， メルケ

ゼデク神権です。アロン神権は準備の神権，

訓練の神権，あるいは小神権とも言われ，

メルケゼデク神権を受ける備えをさせるた

めに神が定められた制度です。

メルケゼデク神権は，この地上で人に与

えられる最 も高度で神聖な神権です。 それ

は，人の子を救 いと昇栄に導くために必要

なすべてのことを行 なう権威と権能であり，

主イエ ス ・キ リス ト御 自身が持 ってお られ
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る神権と同じものです。主が御 父の王国で

永遠の生命を得 ることがおできになったの

も， この権能によるのです。

これ ら、ζ・たつの神権は誓約によって与え

られます。(教義 と聖約84：33-41参 照)い

ずれの神権 もこの世のあらゆる力をはるか
しの

に凌 ぎ， 人に救 いへの備 えをさせます。

アロン神権を受ける人は，召しを全力を

尽 くして遂行 し，主の聖職 に携わ り，この

世的なものを捨て，聖徒 としてふさわ しい

生活をすることを誓約 し，r約束します。

それに対 して主は，アロン神権につける

誓約を守るすべての人に，その地位と職務

を拡大すると誓約 し約束されます。 また，

永遠の生命を もたらすメルケゼデク神権を

授けると約束 して下さいます。

メルケゼデク神権を受ける人は，1召しを
いず

全力を尽くして遂行し，「神の 口より出るす

べての言葉によりて生」き(教 義 と聖約84：

44)， 族 長 制度の 中でこの世から永遠にわ

たる結婚をし， 主イエスがこの世で導きと

教 えを施された時のような生活をして奉仕

することを，神々と天使たちの前で，誓約

し約束 します。

それに対 して主は，天父が持 っておられ

るすべての もの，す なわち永遠の生命を与

えると聖約し約束しておられます。 この永

遠の生命 とは， 日の光栄の王国において昇

栄し神となることであり，そこにおいての

み家族は永遠に存続できるのです。

さらに主は，永遠の族長制度をもたらし

て下 さいます。 これは 日の光栄の最高の天

界に存在する制度で，そこに入る者に永遠

に増し加 えられ ること，言い換えれば復活

した状態にあって霊の子供たちを持つこと

を保証するものです。(教 義と聖約131：1-

4参 照)

これ らは人に与えられた最 も栄光ある約

束です。 これほど驚くべき偉大な約束はほ

かにありません。だからこそ，主は人類の

語 り得る最 も顕著で力強い言葉を用いて，

その重要性 と不変 性を示 しておられるので

す。 すなわち，主は主のみ名 により誓いを

なしておられるのです。 この誓約ほど偉大

なものはありません。つ まり，メルケゼデ

ク神権 にかかわる聖約を守るすべての人は，
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神の永遠の王国においてすべての ものを受

け継いで所有 し，神の独 り子であられる主

とともに共同の相続人になると，主は御 自

身のみ名 によって誓っておられるのです。

神はキ リス トが昇栄されることを聖約 さ

れました。 そして，私たち一 人一人がメル

ケゼデク神権を受ける時に， もしすべての

事柄に正 しくかつ忠実であれば，同様の昇

栄にあずかることができると，改めて聖約

されるのです。

ダビデは，メシヤ としての主イエ スにつ .

いて次のように述べています。「主は誓いを

立てて，み心を変えられることはない，『あ

なたはメルキゼデクの位にしたがってとこ

しえに祭司である』。」(詩 篇110：4)

パ ウ ロもまたメシヤに関するこの言葉，

すなわち神御 自身がなされたこの永遠の誓

約を引用 して，「キリストは…一神によって，

メルキゼデクに等 しい大祭司と， となえら

れた」(ヘ ブル5：5-6，10)と 述 べてい

ます。

そして，アブラハムが什分の一を納めた

メルケゼ デクについてこう記 しています。

「なぜなら
，メルキゼデクは神 の御子の神

権の祭司に聖任 されていたか らである。 そ

の神権 とは父がなく，母がなく，系図がな

く，生涯 の初めもなく，生命の終 りもない

ものである。」(ジ ョセフ ・ス ミス訳ヤコブ

7：3)

古代 において，アロン神権を行使できた

のはレビ人だけでした。 この神権 は彼 らの
こうえい

父母の故 に与えられるもので， レビの後喬

で資格ある男子にだけ授けられ ました。 し

かし，メルケゼデク神権は， いかなる血統

に属そうと， それを受ける資格 さえあれば，

すべての人に授けられました。

パウロは続けてこう記 しています。「そし

て， この 〔大〕神権に聖任される人は神 の

子のようであって，いつまでも祭司なので
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あ る。」(ジ ョセフ ・スミス訳ヘブル7：3)

キ リス トは私たちの模範であり，神の御

子であ り，御 父の相続人であられます。 し

かし，私たちも共同の相続人として，主 と

同じものを受け継ぐのです。 なぜなら，私

たちもまた 「とこしえに祭司」 としてとど

まるからです。

このように，私たちは神と誓約を結びま

す。そして神は， その誓約のもっ重要性 と

永遠の真価とを示すため に，私たち全員に

誓いを立てられるのです。

古代において，誓約によって誓いを立て

ることは，私たちが想像する以上 に重大な

意義を持 っていました。

例えば，二一ファイとその兄弟たちが レ
しん らゆう

一バ ンか ら真鍮版を手に入れ ようとして
，

危険にさらされた時のことです。二一フ ァ

イは誓って言いました。「主 が生きて いま

し私が生きているように確 に，私たちは主

の命 じた もうたことを果すまでは荒野にい

る父のところへ帰 らない。」(1二 一ファイ

3：15)

二 一フ ァイは神を 自分の共同者 としまし

た。 もし彼が真鍮版を手に入れることに失

敗すれば，それ は神が失敗されることを意

味 します。 しかし神 は失敗され ることはな

いので，二一ファイはこの誓いによって，

真鍮版を手に入れるか， さもなければ試練

の中で命を落とすか，そのいずれか を自ら

に義務づけたことにな ります。

かつて人に与えられた最 も厳粛な誓約の

ひとつが， ジョセフ ・ス ミスとモルモン経

について主が語 られたみ言葉の中に見られ

ます。「彼 〔ジ ョセフ ・ス ミス〕はその書を，
しか

正 にわが命 じたる部分を翻訳したり，而 し

てこの事は汝の主，汝の神生きたもうが如

く真実なり。」(教 義 と聖約17：6)

これ はモルモ ン経に対する神の証です。

神が御 自身の神性 に基づいて，モルモン経



が真実であることを保証 されたのです。つ

まり，モルモン経が真実か，さもなければ

神が神たることをやめるかのいずれかなの

です。人や神々に知 られている言葉で， こ

れほど厳格で力強いものはあり得ません。

同じことがメルケゼデク神権 につ いても

言えます。主が生きておられるように， こ

れは主の聖なる神権です。 そしてこの神権
つ

に属ける誓約 を守るならば， 人種や皮膚の

色を問わず，あ らゆる国民，あ らゆる血族，

あらゆる国語の民，あらゆる人々が，とこ

しえの祭司となって，私たちが主イエス ・

キリス トであると公言するかの偉大なる大

祭司 と共に，永遠 に支配 し統治するのです。

それでは，神権の教理 とは何でしょうか。

私たちは主の僕としていかに生きるべきで

しようか。

この教理 とは，父なる神が栄光を受け，

完成され，昇栄された御方であって，あ ら

ゆる力と権能 と支配力とを有 し，すべての

事柄 を御存じで，すべての属性 において無

限であり，家族 という単位で生活 しておら

れるということです。

すなわち，御 自身の信仰が完全であり，

御 自身が有 したもう神権が無限であるが故

に，私たちの天父が最高の栄光 と完全さと

力とを享受 しておられるということです。

それは，神権 こそ神のみ力そのものであ1

り， もし私たちが神のようになるべ き存在

であるなら，私たちも神の神権すなわち力

を受けて，神がそれを行使されたように，

行使 しなければならないということです。

それは，神がこの地上 にいる私たちに天

の力であるエンダウメン トを授けられ， そ

のエ ンダウメン トが神の御子の神権 による

ものであって，神の力であるが故に 「生命
よわい

の始めなく齢の終 りなく」 あらゆる時代 に

必要 とされるものであるということです。

それは，私たちが族長制度 とも呼ばれる

聖徒 の道/1982年7月 号

か
「新 しく且つ永遠の結婚誓約」 という 「神

権 の位」(教 義と聖約131：2)に 入ること

ができ，その位 によって，天父なる神の家

族にならって私たち自身の永遠の家族を作

ることができるということです。

それは，私たちが信仰 により力を得て，

霊的にも物質的にもすべてのものを支配 し

統御 し，奇跡を行 ない， 自らの生活を完き

もの とし， やがて神の信仰と，神の完全さ

と，神の権威すなわち神の完き神権を得る

ことにより，神のみ前に帰って神 と似た者

になるということです。

これが神権の教理です。 これ以上に大い

なる ものは実在する可能性すらありません。

これこそ，信仰 と義を通 して得ることので

きる力なのです。

まさに，神権 には力，すべてのことを行

なう力があるのです。

この世界そのものが神権 の力で創造され

た とすれば，その力は山を動かすことも，

元素 をコン トロールすることもできるはず

です。

天群の3分 の1が 神権の力により地上に

投げ落とされたとすれば， それと同じ力は

国々の軍勢 にいどみ，原子爆弾の落下をも一

とどめることができるはずです。

すべての人が神権の力により，死すべき

状態から不死不滅の状態へ と高められると

すれば，その力は病 人や死 にかけている人
いや

を癒 し，死者を生き返らせることもできる

はずです。

そうです，神権には力があ ります。 それ

は，私たちが用いるために求める力であり，

私たちの上に，また私たちの子孫の上に永

遠 にとどまることを心を込めて願う力なの

です。

主イエス ・キ リス トのみ名により申し上

げます。アーメンる
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神権による活発化

管理監督

ビクター・L・ブラウン

今
宵この話 の責任を，私は祈 りの気持

ちをもって果 たしていきたいと思 い

ます。私に割 り当てられたテーマは非常 に

大切 なものであ り，必ず しも容易に答えが

得 られる ものでないか もしれません。 その

テーマとは，「不活発会員を再活発化するた

めに，アロン神権者 とその指導者が とる段

階」です。 したがって，この話 はお もに監

督や監督と共に働 く人々を対象にして進め

ていきたいと思 います。

今宵 この場に集っている人は皆，アロン

神権が何であるかよく御存 じであろうと思

いますが，記憶 を新 たにするために申し上

げますと，「アロン神権」という名前は，モ

ーセの兄アロンから来た ものです
。 モーセ

は口が重か ったので，アロンがその代弁者

とな りました。ふたりは常 に近 く交 わり，

多くの試練 を共 に経てきました。主はこの

アロンの名前をとって，アロン神権 と名づ

けました。

この神権の行使に当たって，歴史上最 も

大切 な出来事 は，バプテスマのヨハネがヨ

ルダン川で救 い主にバプテスマを施 したこ

とです。次 に大切 な出来事が1829年 ，5月
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15日 に起こりました。 その時 も，同 じバプ

テスマの ヨハネがひ とりの天使 として現わ

れ， ジョセフ ・ス ミスとオ リヴ ァ ・カウ ド

リの頭 に両手を按いてこう言 ったのです。
メ シ

「汝 ら
，われ と同じ業 に働 く僕らよ。救世

ヤ

主の御名によりて，われ汝らにアロンの神

権 を授 く。 こは天使 の導きと恵み，悔改め

の福音，罪を赦 すために水 に沈むるバプテ

スマなどの鍵を握る神権にして， まことに
ただ かな

レビの子孫が主の御前 に再 び義 しきに適い

て捧物 を捧 ぐる時まで，この世 より決 して

再び取 り去 らるることな し。」(教 義 と聖約

第13章)

私 たちがこの天使 の導きと恵み，悔い改

めの福音，罪を赦すために水に沈むるバプ

テスマなどの鍵 を有することの意味を完全

に理解できるならば，バプテスマの水に入

ったすべての若者はアロン神権 を受 けたい

と心から望み， それを受けるにふさわ しく

なるために全力を尽 くしてあらゆることを

なそうとするに違いないと思います。その

ように感 じている人がある程度 いることは

確かですが，そのように感 じて いない人が

大勢 いることも確かです。

監督はワー ド部の中に未聖任の少年が何

人いて，活動や年齢 に応じて神権の職に召

されていない者が何 人いるか， また集会 に

出席していない者が何人いるかなどについ

て正確に知 っておく必要があ ります。この

少年 たち一人一人 も活発な青少年と同じよ

うに神の子供です。

指導者として，私たちは活発 と不活発の

比率 に対してどのような考えを持 てばよい

でしょうか。皆さんはおそらく，4人 の娘を

持 った父親の話を聞 いたことがあると思い

ます。ある晩，娘たちがデー トに出かける

時，父親は夜中の12時 まで には家に帰って

くるよう注意しました。最初 の娘が11時45

分， その次が11時50分 に帰ってきました。



3番 目の娘が帰ってきたのがちょうど真夜

中で した。そこで父親は戸に鍵をかけ，明

かりを消 して床につきました。妻がまだメ

ア リーが帰ってきませんと言うと，父親は

満足そうにこう言いました。「75%が 帰 って

きている。率 としては上出来じゃないか。」

活発で責任感の強い人を愛することはや

さしいことですが，不活発で反抗的な人を

愛することが時 として難 しくなることがあ

ります。私たちが青少年の良き指導者とな

るために，主は私 たちに学ぶべきひとつの

教訓を与 えて下さいました。 それは，ルカ
の ほ う とう

15：11-32に 記 されている放蕩息子の物語

です。

御存じのように，父親がその財産をふた

りの息子 に分けました。、ζ・た りの息、子のう

ち弟は 「遠い所へ行き， そこで放蕩に身を

持 ちくずして財産 を使い果たし」 ました。

するとききんが起 こり，弟は金持 ちの豚 を
えさ

飼 うようになり，豚の餌で もいいか ら食べ

たいと思 うほどでした。

「そこで彼は本心に立 ちかえって言った
，

『父のところには食物のあ り余っている雇

人が大ぜいいるのに，わたしはここで飢え

て死のうとしている。……』

そこで立って，父のところへ出かけた。

まだ遠 く離れていたのに，父は彼 をみとめ，

哀れに思 って走 り寄 り， その首をだいて接

吻 した。

むすこは父に言った，『父よ，わた しは天

に対 して も，あなたに、むかって も，罪を犯

しました。 もうあなたのむすこと呼ばれる

資格はありません』。

しかし父は僕たちに言いつけた，『さあ早

く，最上の着物を出してきてこの子に着せ，

指輪を手 にはめ， はきものを足にはかせな

さい。』」

するとそれ まで、忠実に信仰 を守 っていた

兄 は，父が放蕩の限 りを尽くして帰還 した
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弟を見て ことのほか喜んだことを耳にし，

怒 って自分 には何の宴会 も開いて くれなか

ったと不平 を並べ ました。父は言いました。

「子よ，あなたはいつもわたしと一緒にい

るし， またわたしの ものは全部 あなたのも

のだ。 しかし，このあなたの弟は，死んで

いたのに生き返 り，いなくなっていたのに

見つかったのだから，喜び祝 うのはあたり

まえである。」

この聖句の中で私が強調 したいことは，.

愛 の大切 さということです。青少年 の教師

として成功するためには，その人の行ない

が どうであれ，青少年一人一人を心から愛

することがで きなければな りません。心か

らの愛がなければ，若人の指導者になるこ

とはできないのです。

私は，神権の責任を活発に果たしていな

い人がすべて放蕩息子の ような行ないをし

ているとは決 して申しません。私は青少年

の皆さん に大 きな信頼を寄せています。 そ

れで も神権を尊ばない人は， 自分たちが選

んでいる道は，方向を変えない限 り，人類
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に与える神の最大の賜である永遠の生命 と

昇栄 を受けることから遠ざかる道であるこ

とを認識する必要があります。

では私 たち指導者は， このような若人が

福音の律法に従い，その結果永遠 の祝福 を

受けるに資格 ある者 となるために，彼らの

生活にどのような良い影響を与えればよい

のでしょうか。 その方法 についてお話 した

いと、思います。

まず第一 に，青少年の皆さんは 自分たち

の指導者がだれであるか知る必要がありま

す。監督はワー ド部におけるアロン神権の

長であ り，祭司定員会の会長です。アロン

神権の長 として監督は，神権 に聖任されて

いるか どうかに関係なく，12歳 から18歳 ま

での若人に対 してすべて責任 を負います。
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もちろん，必要 なことをすべて自分ひとり

でやるのではあ りません。助けがなければ

できないことです。それで も，活動の基調

を決めるのは監督です。

賢い監督ならば，その少年 にとって父親

が最 も大切な助け手であることがすぐに理

解 できると思 います。このことは時として

問題 になることがあります。特 に，父親が

不 活発であったり，教会員でなかった りし

た時に問題 となります。 あるいは，家庭に

父親がいない場合 も問題です。 しかし，ほ

とんどの場合は，その息子 に一番大きな影

響 を及ぼすのは依然として父親です。調査

によると，不活発 な青少年 の大半の父親が

不活発であるということです。

父親が少しなりともその息子に対 して良

い影響 を与えたいと考えているならば，監

督は長老定員会の会長会およびホームティ

ーチャーを通 じて父親が活発になるよう父

親に良い影響 を与える必要があります。あ

るいは，少なくともその息子が活発になる

よう息子 を励 ます気持ちを父親 に持 たせる

必要があ ります。

同時 に， この少年 に大きな影響を与 える

管理役貝がもうひとりいます。 それは少年

が属している定員会の会長 であ り，そして

会長と共に働 く副会長です。私たちは青少

年 には同年代の仲間の影響 が大きいことを

忘れがちです。改めて言 うまで もないので

すが，定員会会長が最大の影響力を持 って

いるのであるな らば，会長は自分 の定員会

のすべての会員 に対する責任 をよく認識 し

ておかなければな りません。 もし会長がい

いかげんな方法で召され， しか も成人指導

者が会長の職 を十分 に認識することがなか

ったならば，会長 の考え方 もいいかげんに

なり，成功はおぽつきません。監督がその

召 しを与える責任をだれかほかの人に委任

するならば，少年の 目にはその召 しの重要



性 も小さいものとなって映るに違いありま

せん。 この召しはアロン神権の会長か ら来

るべきもの、です。

副監督 も非常 に大切な責任を負っている

わけですが，監督が持 っているような会長

会の鍵は持 っていません。副監督はだれを

選ぶか考慮する時には参加 しますが，最後

の決定 を下すのは監督です。定員会会長は，

監督会が導 きを求めて熱心 に祈 ったこと，

そして自分が主の霊感 によって選ばれたこ

とを知 っておくべきです。

12歳 か13歳 の少年が定貝会の会長に召さ

れ，成人指導者の助けが得られないと，問

題を抱 えて失敗することがあります。そこ

でア ドバイザーやその他の指導者が よい定

貝会会長 になれるよう助けてあげることが

特 に大切 になづ てきます。 この援助を与 え

るという大切 な役割を担 っているア ドバイ

ザーは定員会会長の責任 を引き受けるので

はなく，会長がその職 にあって成長できる

ようそばにいて助けを与えるのです。ある

執事定員会会長は次のような経験を話して

くれ ました。 おそらくア ドバイザーからよ

い教育を受けていたからで しょう。

ステーキ部アロン神権委員会の会員が数

週間続けて定貝会集会に出席しました。 あ

る日曜 日の朝，彼は今まで一度 も見たこと

のないひ とりの少年がその場に出席してい

ることに気づきました。驚 いたことに，こ

の不活発の少年 にお祈 りをする責任が与え

られたのです。不活発な少年がやっと来た

神権会で， お祈 りなど頼んで困らせてはな

らないことはだれもが考えることです。

集会の後 で， この高等評議員はア ドバイ

ザーに定員会の会長はなぜあのような馬鹿

げたことをしたか尋ねました。ア ドバイザ

ーが，「定員会会長に聞いてみたら」と言 う

ので，尋ねると，定員会会長は こう答えま

した。「先週3日 間かけて，彼にお祈 りの仕
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方を教 えてきたからです。」このような若い

入々の中に，同年代の人々でしかできない

ような特別な働きかけをすることが時々あ

ります♂ しかし指導方法については，定員

会の会長たちに十分教えておくことが大切

です。

私 たちはこれ までプログラムを縮少し，

個人の重要 性を強調するために万全の努力

を払ってきましたが，まだまだ十分 とは言

えません。私たちはまずプログラムを作 り，

すべての少年がそのプ ログラムに合わせて

くれるよう望んできました。そしてプログ

ラムについてこれなければ，それは彼の責

任だから仕方がないと考えてきました。 し

かし私 は少年たちをそれぞれ個 人的な関心，

欲望，才能，そ して問題を もった固有の人

間として考 えていただきたいと思っていま

す。

もしこの提案を受け入れて下さるならば，

定員会担当の監督会の面々は定員会会長会

やア ドバイザー と協力して，若人にとって，

世の中への関心がなぜ神権 に対する献身や

活動よ りも大切 になってきたか ということ

について慎重かつ賢明に判断を下す ことが

できるでしょう。そのためには，すべての

少年たちが必要 としている事柄 に注意して

耳を傾けなければな りません。 そうすれば，

指導者は神権の力 というものが少年たち個

人個 人の関心を高めるところにあることが

わかるで しょう。定員会会員の再活発化は

「広 く浅く」行 なうべきであるという考 え

に，私は大 きな疑問を持っています。この

活発化の方法において， もし成功が得たい

ならば，少年一 人一 人に合 った方法 をとら

なければならないのです。

定員会で行なう活動 にはすべて明示され

た目的があり， その 目的は福音中心 のもの

でなければなりません。その例 として，こ

こでアロン神権を持つひとりの韓国の青少
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年にっいて話をしたいと思います。 この青

少年 の家はかなり裕福で した。 ある 日，彼

の父親は仕事上 の友人から電話 を受 け，何

か経済的 に困っているようなことで もある

のかと尋ねられました。 そして， もし必要

なら援助するからと言ってきました。

父親はすべて順調にいっているが と答 え

ました。

するとその友人 は言 いました。「本 当か

い?」

父親は答えました。「すべてうまくいって

いるが， なぜそんなことを聞くのかね。」

そこで友人はその父親の、自、子が街角で新

聞を売っているのを見かけたことを伝えま

した。父親は信 じられませんでした。息子

にFは十分 な小遣いは与えているし， ひょっ

として見間違いではないですかと父親は尋

ねまし』た。友人は間違いない と答えました。

実際にその子 と会って話 をしていたからで

す。

その 日の夕方，息子が学校から帰って く

ると，父親は息子 に，新 聞を売 っていたか

どうか尋ねました。すると，「はい」という

返事が返ってきました。父親は言いました。

・「なぜだ。自分の小遣 いだけではた りない

めか。」

息子は答えました。「小遣いは十分なんだ

け ど，学校の友達の中に家が とても貧しく

て，経済的な援助がなければ学校 にも来れ

なくなってしまう子 がいるんだ。」こうして

明らかになったことですが， この若いアロ

ン神権者は自分の小遣いを使 って新聞を買

っていたのです。 その新聞を彼 とクラスの

友達数入で売って，友達 が学校 に行けるよ

う助けていたのです。

このことがあった少 し前 に， との若いア

ロン神権者は母 親に弁 当を少 し多め にし

て くれる ように頼んで いま した。母親は

十代の成長盛 りだし，お腹もすくだろうと
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思 ってそうしました。 ところが，父親に告

白したことを聞いてみますと， そのお弁 当

をお腹をすかした友達に分け与 えていたの

です。
-父親は
、自、子の思いやりに心を動かされ，

なぜそのようにしたのか尋ねました。少年

は答えました。 「2，3週 間前 によきサマ リ

ヤ人について勉強 したの。 そこで，ぼく，

ただ勉強するだけでなくて，実際 によきサ

マ リヤ人になってその本当の意味を知 りた

いと思ったんだ。」(『人のために』「聖徒の

道」1980年2月 号，p.29参 照)

青 少年がこのような霊的な経験 をします

と，人生が変わってきます。神権が，今 ま

でになかったような意味 を持 ってくるから

です。そして，そのような少年はおそらく

これか らもずっと活発な神権者であり続け

るでしょう。 このようにして，救い主の教

えが少年 の生活のr部 となった時， それ は

少年 を世 の悪 から守 る盾となるのです。

不活発な少年 を活発 にする特効薬 はあ り

ません。必要 なのは，成人指導者や定員会

会長が定貝会会員の助けを得て関心 や思 い

やりを示 し，愛し，絶えず導いていくこと

なのです。 そして これらの助けはすべて魅

力ある，意義あるものであ り，実 りある経

験 となるものでなければな りません。ゲー

ムや遊びだけでは人を救 うことはできませ

ん。ゲームや遊びは友達 となるためにはよ

いか もしれませんが，その友達が福音の真

理 について証 を得 ることができなければ，

指導者として私たちは失敗 していることに

な ります。

願わ くは私 たちがそれぞれの少年の心 の

窓を見通す力と，少年たちに手を差 し伸ぺ，

その手を取 って昇栄 と永遠の生命への道 を

共に歩いてい く知恵とを賜わることができ

るように。 イエス ・キ リス トのみ名によっ

て祈 ります。.アーメン。



傷ついた兄弟

十二使徒定員会会員

二一ル・A・マックスウェル

羊
飼いイエス ・キリス トは，羊たちが

主の群れか ら離れ，関心を失い，心

傷つき， あるいは背くようになる原因につ

いて，繰 り返 し勧告を与えておられます。

世のわずらいや楽 しみ，誘惑，迫害，試練，
あらさが

不 当な扱い，疎外感，他人の粗探 しなど，

その原因は様々です。(マ タイ13121124：

10;ル カ8：13-14参 照)

兄弟の皆さん，皆さんの家族以外で，最

も皆さんを必要としているのは，群れか ら

離れている人々です。福音を耳にしたこと

のない人とは違って，これらの人々は幾ら

かの光を知っておけ，したがって何が しかの

責任を負っています。ですか ら，事は急を

要するのです。

会員の再活発化 をはかる活動でよく行な

われるのが， グループ研究や社交活動です。

しか し，本来 この活動は，一時にひとりずつ，

穏 やかにかっ威儀 を正 して進 めるべきもの

です。 人数でかかるのではなく， みたまに

よって行 なうのです。テクニックではなく，

心からの関心です。新しい手引きを作るこ

とよりも，実際に援助の手を差 し伸ぺるこ

とが必要 なのです。
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うわべだけのごまかしは通用しません。

成果を急ぐキャンペ」ンも成功しないこと

が多いのです。「怒れる兄弟は，堅固な城 の

ようだ」か らです。(欽定訳箴言18：19)ほ

か の人を引き上げるためには， 自分が高い

所に立っていなければなりません。 しかも

恩きせがましい態度をとったり，私たちの

関心が霊 的なものでなく，出席数の上から

の ものであるという印象を与 えたりしては

な らないのです。また，苦心して引き上げ

たからといって，すぐにその人から関心を

そ らすわけにもいきません。私たちは，そ

れこそ何度 も何度 も訪問を重ねて，主が選

ばれた人々を捜さなければならないのです。

私たちはまず第1に ， それらの人々が教

会から離れた原因をできるだけ知ることで

す。 つまりこれは，私たちの関心を相手に

合わせてどのように示すか という問題を提

起 しています。 しかしながら，愛の込もっ

た，しかも直接的なチャレンジを持つ力を

過小評価 してはなりません。たとえそれが

報われないものであって も，愛は決して無

駄 になることはないのです。

第2に ，この働 きかけには時間がかか り・

日常生活が妨げられるという点に留意する

ことです。良 きサマ リヤ人のたとえ話が，

それを教えています。(ルカ10二29-37参 照 〉

霊的に傷ついた人の中には，応急処置だけ

で済ますことのできない人がいるのです。

第3に ，これは神権役員会 とワー ド部コ

ー リレーション評議会で管理する問題です

が，教会から離れている人に働きかける活

発会貝を慎重 に選ぶことです。 よく準備さ
ばくぜん

れ組織化された愛は，漢然とした関心に勝

ります。 そうは言っても，この腰 いの業を

あまりに制度化 してしまうと，不活発会員

の友人や隣人たちが活発化の責任から解放

された と感 じるようになるので， これは避

けなければな りません。 いずれにしても再
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活発化では，最善のアプローチが成功に至

る唯一のアプローチですか ら，みたまに感

じた働 きかけが必要なのです。ある兄弟に

対 していつアプローチするかを決めるにあ

たっては，断食と祈 りが必要になるかもし

れません。

第4に ，彼らに新たな気持ちで奉仕する

機会を与えることです。なぜなら，彼らの

働きが本当に必要 とされているからです。

モーセはモアブを案内人として加 える時に，

この原則を学びました。(民 数10：29-38参

照)忘 れないで下さい，無条件の愛 を必要

とする状況に置かれた人で も， 自分 の持つ

愛や才能を少 しで も発揮したいと， その機

会を待ち望んでいるのが普通なのです。例

をあげてみましょう。長老定員会の会長会

は，定期的に報告のできる活発な長老を委

員長 とし，さらに2，3人 の活発な長老 を

補佐にして，幾つかの委員会を設けます。

そして， スポーッ委員会，福祉委員会など

それぞれの委員会に，要請すれば委貝 とし

て働いてくれそうな兄弟たちの名前 をあげ

ます。教会から離れている人にしてみれば，

教会に来るように一般的な誘いを受 けるよ

りも，自分の関心が加味された委員会で働

くように頼まれるほうが，応 じやすいもの

です。あまり教会 に来ていなかったある兄

弟は，最初に歓迎委員としての責任を受け，

今では監督として働いています。

これは非常 に重要なことですが，大平 原

を横断していた時の聖徒たちには帰属感が

あり， 自分が必要とされているという気持

ちが強かったために，教会から離れ る人は

いませんでした。

第5に ，必要 な事柄を教えることです。

活発化には改宗が必要です。信仰には，福音

を理解した上での信じる気持 ちが必要です。
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礎クラスの レッスンは質が高 く， そこに出
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席 する人々がみたまを感じるものでなけれ

ばなりません。彼らに必要なのは，食卓か

ら落ちるパ ンくずではなく，命のパンなの
ほうとう

です。放蕩息子の父親は，帰ってきた息子

のために祝宴を用意しました。残 り物 を温

めただけで済ませた りはしなかっなのです。

神殿準備 セミナーは，格式ばらない本当

の学習の場 であるべきです。活発な夫婦に

割 り当てを与えて，教会に来ていない夫婦

と一緒にこのセ ミナーに参加させて下さい。

そして，活発でない夫婦が 目標を立てて，

神殿 に参入する備えができるように， 愛を

もって励ますのです。

調査によりますと，このセ ミナーへの誘

いを受けた人の30パ ーセン トが誘いに応じ

ています。 もうひとつ忘れ ないでいただき

たいのですが， これも過去の経験から，適

切 なアプローチを受けた人は10人 中8人 ま

でが，神権指導者の訪問を受け入れ，家庭

で教えを受けるようになります。兄弟の皆

さん，こうした現実があ るとすれば，何を

恐れる必要があるで しょうか。

こうした喜ばしい統計からお わか りのよ

うに，大切なことは時機 をうかがって手を

こまねいていることではなく，何かを行 な

うことなのです。兄弟の皆さん，率直に申

し上げますと，成果が得られないというの

は何 もしようとしていないということです。

ある木彫 りの名人が， どうしたら木彫 りが

上手になれるかと尋ねられて，ぶっきらぽ
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あ りませんか。

第6に ，主のみ手がこの業のうちにある

のを忘れないということです。主は教会か

ら離れている人々に，「神の道に聞き入る用

意」をする環境を与えて下さいます。(アル

マ32：6)主 のみたまは放蕩息子たちを呼

び起こし，ある者はそれに気づくのです・



その時には， 彼らが 「まだ遠く離れて」 い
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があるのです。バプテスマを受けたらすぐ

に神権と教会の責任を与えれば，新 しい改
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また，王国 にはい ろいろな指導 法が あ

ることも，よく忘れ られています。パウロ

は，弱い兄弟たちをつまずかせないために

肉を食べないように配慮しました。それに

対 してバプテスマのヨハネは，イナゴとハ

チ ミツの食事をしましたが， それは一般の

人々には，特にエルサ レムの上流階級の人

人には受け入れられないものだったでしょ

う。(1コ リン ト8：13参 照)

私 たちはレ)つも 「思い違い」をすること

のないように気をつけなければな りません。
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点を合わせ るかは，私たち自身の責任です。

強調すべきことは，ペテロがしばらくの問

水の上 を歩いたことで しょうか，1それとも
おぽ

す ぐに溺れかけたことでしょうか。、たとえ

短時間であっても，ペテロのほかに水の上

を歩いた人がいたでしょうか。

不完全な人々が，完全な主によって主の

み業を助ける責任 に召されています。 ジョ

セフ ・スミスと行動を共にしていた人々は，
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彼の不完全なところを 目にしましたが，主

はすでにそのことを承知 していると言われ

ました。 そして，予言者ジョセフを通 して

啓示した事柄が真実であると証されたので

す。(教 義 と聖約671：5，9参 照)

し.たがって，私たちが互いの弱点に気づ

いたとしても， それは驚くに足らないこと

です。 しかし，弱点を見つけて喜んでいて

はいけません。 欠点を喜、玄ミのではなく，私

たちの小さな歩み に感謝しようではありま

せんか。間違いを犯した時は，それによっ

て 自分の成長を妨げるのでなく， そこか ら

何かを学ぶようにしようではあ りませ んか。

予言者であり聖典の編集者であったモロ

ナイは， 多くの能 力を持ちながらも非常 に

謙遜な人でした。私は彼の寛大な言葉を大

切にしています。

「私
，私の父または私の父の前にこの記

録を作った人たちを，不完全な ところがあ

るからと言って批難するな。む しろ神が私

たちの不完全な所をあなたたちに知 らせて，

あなたたちに私たちよ りももっと賢い者に

なる道を学ばせたもう神のめぐみに感謝せ

よ。」(モ ルモン9：31)

この ような態度であれば，私たちは傷つ

けられるこ.ともないで しょう。

さらに，他の教 会貝か自分 自身を正さな

ければならないとした ら，一体 どこか ら始

めたらよいのでしょうか。 この場合の鍵は，

自分の欠点に大 きく 目を開き，他人の欠点

には少し目を閉じるというところにあ りま

す。反対の見方 をしてはいけません。他人

に不完全なところがあるか らといって，私

たちは自分の欠点を克服す る努 力から解放

されることは決してないのです。

粘土でで きた足を捜すこと，(訳注一欠点

を捜すこと。 ダニエル2参 照)に 時間を費

やしている人々は，「みいつ堂々と進む神」

のおられる天を見ることができないばか り
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か， 人を高め，形造るという神の栄光を見

ることもできないのです。(教 義 と聖約88：

47参 照)

この ように，王国において互いに譲歩し

合う中で，私たちは他人を押した り，他人

か ら押された りします。「罪の誘惑は必ず来

る」のです。(マ タイ18：7〉 しか し，そこ

で我を押し通して しまうと，どんなにささ

いな原因も，取るに足らないこととは思え

な くなります。 ミルクにつ いての言い争い

か ら， 卜一マス ・B・ マーシュは予言者ジ

ョセフを攻撃するようになりました。

マーシュと同時代のロレンゾ ・スノーは，

予 言者 ジ ョセフに幾つ かの小 さな欠 点を

認めながらも，主がジ ョセフを用 いて大切

な業を行なわれたことに感謝を述べていま

す。 これは，ロ レンゾ ・スノーに何らかの

希望があったからに違 いあ りません。事実，

スノー大管長は，「天の窓」か ら眺めるよう

に人々を愛をもって見守っていたのです。

予言者 も私たちと同じように指導を必要

としています。 しか し，これは 多くの助け

手を送らな くとも達成できると，主は考え

ておられ ます。責任を果たす上で必要な情



報を思慮深く与えて下さるのです。ペテロ

に対しては，ニワトリの鳴き声によって(ル

カ22：54-62参 照)， モーセに対しては，シ

ナイ新聞に広告 を掲載 しなくとも，優 しく

賢明な義理の父を通して， それぞれのみ旨

をお伝えにな りました。(出 エ ジプ ト18：

13-16参 照)1

幸 いなことに，福音は贈 いを 目的として

います。福音が強調するのは，大祭司の庭

でイエスを否定したペテロでなく，アンナ

やカヤパや評議会 を前にして大胆 にイエス

を証したペテロなのです。(使 徒4：5-12

参 照)

私 たちが他の人々を見るにあたって，へ

りくだった気持ちを持つならば， 自分がす

べての状況を理解 しているわけではないこ

とがわか るでしょう。ペテロとパウロは，

時の絶頂 における教会の方針 について意見

の食い違 うところもあ りましたが，記録 は

使徒 という特別な兄弟愛の中でこうした関

係 を改善 していったことについて，何 も伝

えていません。

その上，真の弟子たちの間では，間違 い

を犯 した人以上 にその間違いを悲しむ者は

いません。神のみ言葉の著者以上に，彼ら

の記録の不完全さを知っている者がいるで

しようか。

「すべてこの記録を受け容れ
，この記録

とが

の中に欠点があるからと言ってこれを省 め

ない者は， この記録に記してあることよ り

も偉大なことを知るであろう。」(モ ルモン

8：12)

主の 永遠の真理がこの世の中を進んでい

く間に，どれほどの代価が必要かを主以上

に御存 じの方がいるでしょうか。「見よ，わ
しか

れは神な り。而してこの事 を語れ り。 これ
いましめ

らの誠命はわれより出で，わが僕 らの理解

せんがため，彼らの言葉、雪ミりにならいてわ

が僕らの弱きままに与えられた り。」(教 義

聖徒 の道/1982年7月 号

と聖約1：24)

人々 を傷つけてしまう通常の原因のほか

に も，次のような特別な状況があります。

それは信仰の強い人でさえ， しばしの間迷

わされるほ どのものです。イエス書は法廷に

引き出される前に，十二使徒 に対して御 自

身がどのように打たれ，羊が散らされるか

をお話 しにな りました。 それを聞いたペテ

ロは決 してつまずかないと言い，「みんなの

者 もまた，同 じようなことを言Jい ました。

(マ ルコ14：26-31参 照)

これらの弟子たちを裁く前に，彼らの置

かれた状況と苦悩について考えてみて下さ

い。羊たちにとって不吉な前兆が現われて

いました。ユダヤ人の有力者存ちが近づ く

につれて，彼 らは恐れをつの らせていまし

た。危険が 目の前に迫っていました。そこ

で救い主は，弟子たちに離れるように説き

ました。 そして兵 に身を任せ，裁きを受け，

は りつけにされたのです。弟子たちは警告

を受けていたにもかかわ らず，まだ完全に

信 じられないでいた状況を 目にして，大切

なものを奪われた思いと屈辱的な気持 ちに

苦 しみました。 しか し，予任 されていた通

り， これらの忠実な羊飼いたちは時を移さ

ず気力をもり返 し，救い主の栄えあるみ業

に携わったのです。

ノーヴーでも同じような状況が，しば し

の間見 られたのではないで しょうか。

兄弟の皆さん，悪魔 とその一味は，羊た

ちを四散させるために，今 日の主の羊飼い
こ し たんたん

に対する不信をつのらせようと， 虎視眈々

としてその機会をねらっています。

周囲の状況が悪化し，教えが受け入れに

くくなった時，イエスは十二使徒に対して

「あなたがたも去ろうとするのか」 とお尋

ね にな りました。今 日も同じ問いが投げか

けられています。、そして答えも同 じです。

「主よ
，わたしたちは1，、だれの≧ころに行
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きま、しょう。永遠の命の言をもっているの

はあなたです。 わたしたちは， あなたが神

の聖者であることを信 じ， また知っていま

す。」(ヨ ハネ6：68-69)

終 わ りにあた り，心を傷つけられて教会

から離れてしまった方々に申し上げたい と

思います。過去 にこだわって，将来を台無

しにしないで下さい。 自尊心にこだわ りす

ぎないで下 さい。そこからは何の報 いも生

まれません。

イエスのたとえ話の中で，迷い出たのは

群れ，すなわち教会やその指導者ではなく，

個人であったことを思い起こして下さい。

(マ タイ18：12-14参 照)

同 じように，すべての方々に申し上げた

いと思います。イエスの次の勧告について

今一度考えて下さい。「もしあなたの兄弟が

罪を犯すなら，行って，彼 とふたりだけの

所で忠告しなさい。 もし聞いて くれたら，

あなたの兄弟を得たことになる。」(マ タイ

18：15)我 を通すことと，兄弟を得ること

とを比べることはできないのです。

互いに傷つけあうことがないように，特

別な配慮をしようではあ りませんか。

これ らの友人に愛と親切 を示 し，赦 しの

気持ちを持 ち，援助の手を差し伸べることに

よって，ペ テロとパウロが述べたように，

「愛に根ざし愛を基 として生活
」し， 自ら

を確立 して 「不動のもの」 としようではあ

りませんか。(エ ペソ3：17;1ペ テ ロ5：

10参 照)時 は残 り少ないのです。

悔 い改めて戻 ってきたW・W・ フェルプ

スに対する予言者ジ ョセフの度量の大きい，

赦しの言葉を味わって下 さい。

「愛する兄弟
，戦いは終わ ったみです。

初めに友であった者は，ついには再び

友となるのですから。」

兄弟の皆さん， これが私の勧告であり，

祈 りです。これらのことを，「わたしにつま

ずかない者は，さいわいである」(ル カ7：

23)と 語 られた御方， すなわちその蹟 いと

愛によ り門 口に立って両手を広げて待 って

いて下さる御方， イエス ・キリス トのみ名

により申し上げます。 アーメン。
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什分の一の律法に従う

副管長

ゴー ドン ・B・ヒンク レー

蜜 晴らしい讃美歌でした・ただ最後の糸 節を歌えなか
ったのが心残りです.

働け つ くして はげめ 祈れ

価値ある仕事の 車を押せよ

押せ肩の力 もて うたいて義務を果たせ

人 みなたゆまず 車を押せよ

(讃 美歌172番)

皆 さん も持てるすべての力を尽 くして，

神の王国の前進 のために働 いて下さい。 そ

の働 きについて，幾つかの面から話してみ

たい と思います。今晩こ;に 集っている若

人の皆 さんと同じように，私 も子供 の頃総

大会に出席しました。 ヒーバー ・」 ・グラ

ント大管長が確信に満ちた話 し方で，神聖

な什分の一の律法について， また，什分の

一や捧げ物を正直に納める人に与えられた

素晴 らしい約束について証するのを何度か

聞いたことがあります。それらの話 に私は

深く心を打たれました。

その約束を与えられたのが天の神である

こと，また神 は御 自身がなされた約束を必

ず守 られることを知 らされました。 そして

実際 に神がそうされることを知るようにな

りました。
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両親に対する私の感謝 の念はいつまでも

変わることがあ りません。私の両親は，私

が物心つく頃から，什分の一を納めること

を教 えてくれました。当時私たちが所属 し

ていたワー ド部 の集会場には，監督室とい

うものがなく，什分 の一の年末面接は監督

の家でしていました。 まだ幼なかった頃，

ジ ョン ・C・ ダンカ ン監督 の家に年末の面

接を受けに歩いて行きましたが，その時の

どきどきした気持 ちは今でもよく覚 えてい

ます。 その頃はあまりゆとりのない時代で，

小遣いもそんなに多くなく，什分の一の額

は高々25セ ン トくらいだったと思います。

しか しその額は， 日曜学校でいっも裸 り返
なら

させ られた暗唱文に倣って，子供ながらに

正直 に計算 したもので した。

「什分の一 って何のこと?そ れならぼく

が教 えてあげる。

1ド ルだったら10セ ント，10セ ントだっ

たら1セ ント。」

私 たちは什分の一 を納 めることを，犠牲

と考 えたことは一度 もあ りませんでした。

むしろ， それは義霧 であ り，幼 いながらも

自分 は主が定められた義務を忠実に果たし，

教会 に与えられた偉大なみ業の進展 に寄与

しているのだという気持 ちを持 っていまし

た。'

什分の一 を納 めることによって，祝福 を

得てきたことは証できますが，その見返 り

として物質的な祝福を求めたことはありま

せんでした。主は天の窓を開き，驚くほど

たくさんの恵みを注いで下さいました。主

はこの戒めに忠実に歩むすべての人に祝福

を与えて下さいます 。、その;と を思う時，

私 の心は喜びで一杯 になります。

誤解しないでいただきたいのですが，私

はことで，正直 に什分の一を納めたら立派

な家や車が買える とか，ハワイに別荘地が

持てるとか申し上げているのではありませ
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ん。主は私たちの物欲で1まなく，必要 とし

ていることに応 じて天の窓を開けて下 さる

のです。金持ちになるために什分の一 を納

めているというので した ら，動機か らして

間違 っています。什分の一 の基本的な目的

は，主のみ薬を推 し進めるために必要な財力

を教会に捧げるという点 にあります。 この

戒めに従 う人に与えられる祝福はあくまで

も付随的なものであり， 目に見える物質的

な形で与えられるとは限 りません。天の窓

が開かれることについてマラキはこう言 っ

ています。

「わたしは食い滅ぼす者を
，あなたがた

のため，におさえて，あなたがたの地の産物

を，滅ぽさないようにしよう。 また，あな

たがたのぶどうの木が， その熟する前に，

その実 を畑 に落すことのないようにしよう

o

こうして万国の人は， あなたがたを祝福

された者 ととなえるであろう。 あなたがた

は楽 しい地 となるからであると，万軍の主

は言われる。」(マ ラキ3：11-12)

主 は この世の富に勝る祝福を様々な形で

与えて下さいます。健康 という素晴らしい

祝福 もそのひとつです。主 は私 たちのため

に食い滅ぽす者をおさえると約束 して下さ

いました。 この約束は，私 たちが努力して

いる事柄や心を寄せている事柄の上に，様

様な形 をとって実現されているのではない

でしょうか。

また，知 恵と知識の祝福， まさしく隠さ

れた知識の宝 という素晴 らしい祝福 もあり

ます。 もし， この律法に従順 に歩むなら，

私たちの地は 「楽 しい地」になると約束さ

れています。「地 」という言葉は 「民」と置

き換えることもできます。従順な人はその

心 に喜びを得 ることができるのです。他の

人々から，祝福された民 と唱えられ るよう

になる とあ りますが，そうなったとしたら

何と素晴 らしいことではないでしょうか。

経済的 に苦 しい状態にあって什分の一 を

納める余裕がないという話を，最近 よく耳

にします。何年 も前，ステーキ部長 をして

いた時のことですが，ある兄弟が私の とこ

ろに，神殿推薦状にサインを もらいたいと

言ってやって来 ました。私はいつ もするよ

うにその資格 について幾つか質問をしま し

た。 その中に，什分 の一 を正直に納 めてい

るかどうか ということがありました。彼は

それに答え，借金がたくさんあって，什分

の一 を納 める余裕がないと，ありのままを

言いました。私はその時，什分 の一 を納 め

るようになるまでは，借金 を返 すことはで

きないと言うべきだ と強 く感 じました。

それから1，2年 の間，彼の什分 の一に

対する態度は前 と何 ら変わることがありま

せんでしたが， ある時，彼はついに決心 し

ました。 彼は後 に，そのことについてこう

語ってくれました。「あなたが言われたこと

は本当で した。私は借金が多くてとても什

分の一な ど， と考えていました。で も， ど

んなに頑張っても返済は無理だということ

に気がついたのです。 それで私 は妻 と話 し



合 い，主が約束して下 さったことを試して

みることにしたのです。私たちは実行しま

した。そうすると，主は私たちには考えも

つかないような方法で祝福を下さいました。

什分の一を納 めたことは，あだになりませ

んでした。何年か、ζミりで借金が減ってきた

のです。予算を立てて出費を抑 えたり，お

金の使 い道が どうなっているかを確認 した

りする知恵を身に付けました。大 きな目標

達成のために，欲望を抑えることもできる

ようになりました。一番うれ しいのは，そ

の素晴らしい祝福 に値 する者 として，何の

やましさも感 じずに主の宮居 に行 けるよう

になったことです。」

私はすべての末 日聖徒 に心から申し上げ

ます。主に対して正直 に，什分の一や捧げ

物を納めるようにして下さい。 また，今晩

ここに集っておられる若い兄弟たちには，

若 い内か らこの習慣を身に付けるように，

そして一生それを守 り統ける決心 をするよ

う一にお願い します。 また，教会の指導者の

皆 さんには，教会員が 自分 自身のためにさ

らに忠実 な態度で什分の一や捧げ物 を納め

るように勧めていただきたいと思います。

教会 には大きな責任が与 えられています。

什分の一は，主が定められた数 々のプログ

ラムを推進するための財源 となるものです。

どのような場合 でも，必要がことごとく満

たされることはありません。神 は，私たち

がこの偉大な原則に従 えるように助けを与

えて下さいます。 この素晴らしい約束を伴

う律法は神御 自身が定められた ものなので

す。

この財政的な事柄 に関して， もうひとつ

のことをお話 したいと思います。つい最近

私の ところに2通 の手紙が届きました。中

身は，教会では経済的に成功 した人でない

と，責任ある.役職 を与えられないという不

平でした。つまり，監督やステーキ部長 に
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なるにはお金のもうけ方や使い方が上手で

なければならず，財産がない人や，目立た

ない職業の人は召 されることがないという

のです。

しかし，残念なが らそれは事実 を正 しく

捕 らえているとは申せません。

私はこの四半世紀の間に，数 多くのステ

ーキ部の設立に立ち会 ってきましたが， そ

の経験から言えることは，経済的な力 とい

うものはステーキ部長選出の基準 としては

取 るに足らないということです。私はある

ステーキ部長の小 さな家に泊めていただい

たことがあ ります。私 の知る限 りでは，彼

ほど人々から愛されている有能なステーキ

部長はそういません。彼の職業は大工で，

腕一本で生活を支えていました。 そのステ

ーキ部には裕福 な人々がたくさんいました

が1彼 らは皆，大工 さんのステーキ部長 を

指導者 として愛し，尊敬 していました。

数週間前 にまた別のステーキ部長に会い

ました。彼 も大工仕事 で生計を立てている

人で，やは り霊的な指導者 としてステーキ

部の会貝の愛 と尊敬 を受けています。

ステーキ部長がそのステーキ部の霊的な
いかり

錨 でなければならないことは もちろんです

が， ステーキ部 内の複雑 な事柄を処理 して

いく力 も求められます。そうなると管理手

腕，少 なくとも積極的に物事を学んでいく

姿勢がどうして も必要 にな ります。時 には

イスラエルの判士 として，知恵 と識別力を

用いなければな らない場合 も昂 ります。 し

かし，教会の責任を受けるに当たって，富

や経済的な面での成功を問われることはあ

りません。私はここで全教会幹部に代わっ

て申し上 げたいと思 います。 シオンのステ

ーキ部を管理する人の選出は
，度重なる祈

りをもって熱心 に主のみこころをうかがい，

そのみこころが確認できた時 にしか実行に

移されません。
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それはサウルの後継者を捜すために遣わ

されたサムエルの場合 と同じです。

サムエルは，エ ッサイの一番上の息子が

自分の前を通 り過 ぎた時，彼の顔かたちに

心を動かされました。 しか し主は言われま

した。「顔かたちや身のたけを見てはならな

い。わたしはすでにその人を捨てた。わた

しが見るところは人とは異なる。 人は外の

顔かたちを見，主は心 を見る」(サ ムエル上

16：7)

これ と同 じことが，ステーキ部長が監督

として働 く人を召す場合 を初 め，教会の他

の責任について も言えると確信 しています。

もし選ばれた人が裕福 な人であったとして

も，正直な働 きによって得た富である以上，

それはそれでとやか く言 うべ きことではあ

りません。 そういう人はより多くの時間と

財 力を主のみ業に注ぐことができるでしょ

う。またその人の優れた管理能力が主のみ

業 に利することもあると思 います。 しか し，

財力が理由で選ばれるということはあ りま

せん。神の王国の中で働 く者 に問われる最

も大切 なことは，正 しい生活をしているか

どうかという点です。
か

「われらは
，福音を宣べ，且つその儀 式

を執 り行 うためには，啓示と，権威ある者の
その

按手により，神 によりて其任に召されねば

ならぬことを信ず。」(「信仰箇条J第5条)

主 のみ業 にあって，この原則は変わるこ

とがあ りません。

さて，話を別の事柄に移 したい と思いま

す。私の両親 は子供たちのために，家庭 の

中に良い書物 を備えていて くれま したが，

年をとるにつれ，そのことへの感謝の念を

深 くしています。千冊を越す蔵書がありま

した。当時はテレビはもちろん，ラジオで

さえもなかなか手に入るものではありませ

んでした。か と言って，決して子供の頃か

ら父の本 を読みあさっていたと言うつもり
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は ありません5た だ，よい読書環境ができ

ていたのです。私 たちは南親 が読書する姿

を見ていましたし，両親か ら本を読んでも

らいもしました。 それで，だれ に言われた

からというのでもなく，良書 に親 しむよう

になりました。良い本を読んでいる時は心

が休ま りました。私たちにとって，本は他

人ではありませんでした。こちらがち ょっ

とでも努力をすれば，喜んでそれに報いて

くれる友達のような存在でした。

そういった本のほかに，教会の機関誌 も

あ りました。両親はそれを 自分たちで読む

だけでなく，子供 たちにも読んでくれまし

た。

また 「デゼレ ト・ニューズ」もあ りまし

た。「チャーチ・ニューズ」が発刊される大

分前のことです。私たちはこの新聞にとて

も親しみを覚えました。

高校生や大学生の頃を振 り返 ってみて驚

かされるのは， 当時は今 日のいわゆるポル

ノグラフ ィー といったわいせつな物 がほ と

ん どなかったことです。 たぶん私たちは，

悪の攻撃 の及ばない社会にいたのだと思 い

ますが， そのような中で成長できたのは，

本当に素晴 らしいことです。
はん

遺憾なことですが，私 たちは今，性の氾
らん

濫した時代に生きています。映画，本，雑

誌，新聞広告，テ レビと，至 るところから

その波が押 し寄せています。

これらを完全に締め出す方法はありませ

ん。 しか し，何 らかの手段を講 じてその悪

しき影響力に対抗することはできます。・子

供 たちに良書 を与えて下さい。子供を教会

の機関誌を初め とする良書の中で育てよう

ではありませんか。

私は何年 も前，最 も感銘 を受けた本は何

かと聞かれた時にエマソンの言葉 を読んだ

ことがあ ります。エマソンはその質問に答

えて， どんな食事を したか一々覚えていな



いように， どんな本を読んだかは覚 えてい

ない。 ただそれらの本が今 の自分を作 った

ことは確かだと言っていました。私たちは

良い影響力を持 つものを子供たちに与 え，

それ によ って，良い結果を得ることもでき

るのです。皆さんがそのように努力なさる

よう祈 るものです。

最後に，今 ここに集っておられる若人の

方々に，2，3申 し上げたいと思います。

きょうの午後の部会で， リグランド ・リチ

ャーズ長老の話 を聞かれた方はどのくらい

いるで しょうか。 リー大管長はある時， リ

チャーズ長老を指 して，彼 こそ奇 しきみ業

の人であると言 ったことがあ ります。 リチ

ャーズ長老はすでに96歳 ，足こそちょっと
めいせき

弱っていますが，頭脳は明晰その ものです。

彼はメモ も原稿 も何 も用意せずに私 たちの

前 に立 ち，聖典 をひ もときながら， 自分の

体験をいろいろと聞かせてくれました。彼

の伝道中の経験談 に私たちは思わず笑わさ

れセ しまいました。私たちはリチャーズ長

老の話 を聞いて，一人一人がもっと雄々 し

く主のみ言葉 を宣言できるように祈 り求め

なければならないという気持ちを覚 えまレた。

昨 日は，独身男性宣教師の任期 を24カ 月

から18カ 月に短縮するという発表があ りま

した。つまり，現在宣教師として働いてい

る独身男性たちが伝道に捧げている時間が

25パ ーセン ト減 るということです。 しかし，

それをそのままにしておくわけにはいきま

せん。その25パ ーセン トを補う方法 はふた

つ しかあ りません。 第一 は一人一人が もっ

とよく準備を して伝道に出ることです。 そ

うすれば今 よりもはるかに効果的な伝道が

行なわれるで しょう。 もうひ とつは，皆さ

んの中か らもっと多くの人々が伝道に出る

ことです。

私は リチャーズ長老の話 を聞きながら，

あの燃えるような情熱，聖典への理解の深
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さ，説得力のある話 し方は，伝道生活を通

して得 た甘 い実なのだと思いました。若人

の皆さんに申し上 げます。伝道に出る備え

をして下さい。そのための貯金をして下さ

い。必要 になった時のために， しっかりと

蓄えておいて下 さい。

機会があれば外国語を勉強して下 さい。

その言葉が話されている国に遣わされると

は限りませんが，外国語の勉強 によって自

国語，.それ にこれから習得するように求め

られるかも知れ ない言語への理解を深めて

いくことができるで しょう。

機会を見つけて聖典の学習に励んで下さ

い。 セ ミナリーやインスティテ ユー トを受

講するように頑張って下さい，

皆 さんは持てる力を最大限に発揮 して主

のみ業 を推 し進めなければなりません。そ

して今がその備えの時なのです。世の人々

に対する主の代理 人となるにふさわ しく，

・身を清く保って下さい
。 アルコール，タバ

コ，麻薬，一切の不道徳 な行為から身を守

って下さい。

神権者の皆さんの上に神の祝福があって，

主とその神性 かつ偉大なみ業に対する信仰，

証，愛をさらに強いものとされるように。

皆さん同様，私 もこのみ業が真実であるこ

とを知 っています。皆さんと共にそれを証

したいと思います。 イエス ・キ リストのみ

名によって申し.上げます。 アーメン。
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神 権

第二副管長

マリオン・G・ロムニー

皆諜難麟灘讐践
解 したのは，神権とは力であるということ

です。・今宵の話の中から，神権の義務を全

力を尽くして遂行することの大切さを思 い起

こしていただければ幸いです。(教 義と聖約

84：33参 照)

神権を授けられている私たちは， この世

の中で最も大きな栄誉 にあずかっています。

私たちは祈 りと研究によって， また神権の

義務を忠実 に遂行することを通して，神権

についてなし得るすべてのことを熱心 に学

ぶ必要があ ります。それでもなお，この死

すべき世では神権のすべてを理解すること

はできないのです。 しか し，神権がカ，す

なわち神の力であることは理解できます。

父なる神はこの神権の力によって，すべて

の被造物をこの世 に生じさせ，統治してお

られます。 ブリガム ・ヤング大管長はこう

語っています。「神 の御子の神権は，諸々の

世界を過去，現在，そ して永遠 にわた って

存続せ しめる律法である。神権は諸々の世

界を創造し，そこに人を住まわせ， その回
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転 により， 日と週と年と季節とを与える制

度である。 また，神権によって諸々の世 界

は巻物のように巻かれ， より高い状態へ到

達するのである。」(測s60π 鰐sげBガgh佛

ro%%g「 ブ リガム ・ヤング説教集」p.130)

イエ スは私たちに，神権の力が どのよう

なものかを何度となく示 して下さいました。

'記 録 として伝 えられている最初の奇跡は，

水 をぶどう酒に変えたものです。

マタイは， イエスが舟の中で眠っている

間に，激しい暴風が起こり，舟が波にのま

れそうになった時の様子を次のように書い

ています。「そこで弟子 たち はみそばに寄

ってきてイエスを起 こし，『主 よ，お助 け

ください，私たちは死にそうです』 と言っ

た。

するとイエスは……起きあがって，風と

海 とをおしか りになる と，大なぎになった。

彼らは驚 いて言った，『このかたはどうい

う人なのだろう。風も海も従わせるとは』。」

(マ タイ8：25-27)

またある時には，「パン五づ と魚二ひき」

だけで大勢の人々の腹 を満 たされ ました。

「みんなの者は食べて満腹 した
。パ ンく

ずの残 りを集めると，十二のかごにいっぱ

いになった。

食べた者は，女と子供 とを除いて，おお

よそ五千人であった。」(マ タイ14：17，20

-21)

イエスは神権の力によって目しいの 目を

開き，耳しいの耳を聞こえるようにし，足
いや

なえの足を強くし1あ らゆる病を癒 しま、し

た。 またナインのやもめの患、子を死の眠り

から目覚めさせましたが，御 自身も神権の

力によって復活なされたのです。

御父 と御子は御 自身のみこころと権能に

より，直接神権の力を行使されます。 ラザ



ロを墓か ら呼ばれた時，イエスはただ大声

で，「ラザロよ，出てきなさい」 と言われた

だけです。(ヨ ハネ11：43-44)

しか し私たち死すべき人間は，イエスの

ように自己本然の権能 として神権を行使す

ることはありません。私 たちの神権 は委任

されたものです。主が定められた範囲と条

件の中で，主のみ名によってするのでなけ

れば，神権を行使することはできません。

しかし全力を尽 くしで 自分の召しを遂行

するなら，私たちは主がなされた多くの業

をすることができます。

主は最後の晩餐 を終えてゲツセマネの園

へ向かう前に，最後の偉大な説教 をなさい

ましたが，その中で使徒たちにこう言って

おられます。

「わた しが父にお り
，父がわたしにおら

れることを信 じなさい。 もしそれが信 じら

れないならば，わざそのものによって信 じ

なさい。」(ヨ ハネ14：11)

そ うです，私が聖典の中から学んで理解

したように，神権とは力なのです。 それは

神が天地創造の時に用いられた力であり，

モーセの時代， 人々にマナを与えた力なの

です。また，もし信仰を持ち，神の霊感に

従おうという気持ちが海るなら，私たちは

自分 に託 された権利によって，神権を行使

することができるのです。そのことについ

ては先程 マッコンキー兄弟が素晴らしいお

話をして下さいました。

それは私たちが教会の召しを果たす中で，

行使することのできる力です。 しか しその

ためには，謙遜 にな り，学び，聖なる神権

にふさわ しい生活をし， 自分に与えられた

責任を主の導きの下に遂行 しなければなり

ません。

神権者の皆さんが福音に従順な生活をし

て，神権の召しを全力を尽くして遂行する

ように祈 るものです。 そうするなら私たち

は，この力を教会のみ業の前進のために，

また永遠の生命を 目指して 自分の生活をさ

らに完全なものとするために用いることが

できるでしょう。私の証 を皆 さんに伝え，

へ りくだ り， イエス ・キ リス トのみ名によ

ってお祈 りします。アーメン。
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教会役員の支持

副管長

ゴー ドン ・B・ヒンク レー

』 回の総大会から教会幹部の異動があ

削 りませんので，教会幹部ならびに中

央管理役員 を現状のままで支持 して下さる

ように提議致 します。

この提議 を支持 して下 さる方は挙手をも

ってその意を表わして下 さ.い。

もし反対の方があれば，同じようにその

意を表わして下 さい。
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イエスの証をなすに

雄々しくあれ

十二使徒定員会会長

工スラ・タフト・ベンソン

愛
する兄弟姉妹 の皆さん，私はきょう

あふれるばか りの感謝の念 を持 って，

皆 さんの前 に立っています。皆さんの信仰，

祈 り， また今こうして生を受けていること，

そしてすべての恵みに感謝 しています。復

活祭の時期 に当た り，私 はき ょう，人類の

救い主，また瞭い主であられるイエス ・キ

リストを雄々 しく証するとは どういうこと

か について，少 し話 したいと思います。

この教会の会貝に開かれている最 も貴い

祝福は， イエス ・キリス トが神の御子であ

り，この教会が神 の教会であるという証 で

す。証は私たちがこの世 を去 る時に携えて

行 くことのできる数少ない祝福のひとつで

す。

イエスに対する証を持つ ということは，

聖霊を通 してイエス ・キリス トの神聖な使'

命 について知 ることです。

イエスヘの証とは，キリス トはまことに，

御父が肉において生みたもうた独 り子であ

る ということ，つ まり主が神の御子である

ことを知ることです。

イエスヘの証 とは， イエスが約束のメシ
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ヤで あり，地上におられた間に数 多くの偉

大 な奇跡を行なわれたことを知ることです。

またそれは，主が御 自身の教義 として定

められた律法が真実であることを知 り，そ

の律法 と儀式を受け入れて生活することで

す。

主がゲツセマネの園において，全人類の

罪 を一身に引き受け， 肉と霊ふたつながら
け あな わ

を苦 しめ，すべての毛孔から血を湧かせた

ことを知るの もそうです。主はそうするこ

とによって，悔 い改める人が苦 しみを受 け

なくてもすむようにして下さいました。(教

義 と聖約19：16，18参 照)

主は復活 し，、死を滅ぽされましたが，こ

れを知るのも証です。主がよみがえられた

ことによって，すべての人類が死から解放

されたのです。

父なる神 とイエス ・キ リス トが，新たな

福音の神権時代の幕を開け，再臨の前に全

人類 に救 いのおとずれを宣べ伝えさせるた

めに，予言者 ジョセフ ・スミスにみ姿を現

わされたのを知ることもそうです。

主が時の絶頂に建てられた教会 と，現代

の回復された教会が，主御 自身の言葉にあ

るように，「全地の面に於 ける唯一の真にし

て生命」ある教会であることを知 るのも証

です。(教 義 と聖約1：30)

証 を持 っている人は，主の僕である予言

者の言葉を受け入れます。主はこう言って

おられます。「わが声 にて言わるるも，僕 ら

の声にて言わるるもみな一っなり。」(教 義

と聖約1：38)

つ ま りイエスに対する証 とは，主の神聖

な使命 を受け入れて，福音のすべてを信 じ，

主のみ業を行ない，ジ ョセフ ・ス ミスとそ

の後継者たちを予言者 として受 け入れるこ

とです。



最後に日の光栄の王国の祝福を授けられ

る人々について，主はジョセフ ・スミスに

こう言われました。「これらの者は，イエス

の証詞を受け入れ，その御名を信 じ，その

葬 られたまいし様 に従い御名によりて水 中

に沈め られてバプテスマを受 けし人々なり。
いましめ

こは，主の与 えたまい し誠命 によるもの」

な り。(教 義 と聖約76151)

これ らの人々は雄々しくイエスを証する

人であり，主御 自身の宣言にあるように，
か

「信仰 によ りて打 ち勝 ち，御父が正 しく且

つ真実 なる者 に皆 注ぎたもう約束 の聖 き

『みたま』によりて結び固め」 られる人々

です。(教 義 と聖約76：53)

「正 しく且つ真実なる者」，雄 々しくイエ

スを証する人を表現す る言葉 として，・これ

以上に適切 なものがほかにあるでしょうか。

そのような人々は真理 と義 を雄 々しく擁護

します。教会で 自分の召 しを全力を尽くし

て遂行 し，(教 義 と聖約84：33〉 什分 の一と

捧げ物を納め，道徳的に清い生活をし，.言

葉と行ないの両方で指導者を支持 し，安息

日を清 く保 ち，神 のすべての戒めに従 う会

員こそがそう呼ばれるにふさわしい人なの

です。

そのような人々に与 えられている主の約

束はこうです.rあ らゆる王権 と統治の権，

公権 とその他の支配権顕されて， イエス ・

キ リス トの福音のために勇敢 に耐 え忍びた

る者皆の上 に飾 られん。」(教 義 と聖約121：

29)

月 の栄の王国やそれよ り下位の王国に行

く人々については，「これらの者 はイエスの

証詞 をなすに雄 々しからず，この故 に彼 ら

はわれらの神の王国の冠 を得ざるなり」1(教

義 と聖約76：79)と 書かれています。

雄々しく証 をしない人々には永遠の悲 し

聖 徒の道/1982年7月 号

み という結果が待ち受けています。・そのよ

うな人はこの末 日のみ業が真実であること

を知 っていて も，最後まで耐え忍ぶことは

できません。神殿推薦状を持 っていなが ら，

教会の責任を全力を尽くして果たそうとし

ない人もいます。 勇気がないために，神の

王国を擁護 して固く立つことがないのです。
あ ゆ つ ヤ　しょう

人の誉れ，阿諌追従，賞賛を求める人 もい

れば， 自分の罪を覆 い隠そうとする人 もい

ます。中には 自分たちを管理する人を批判

する人さえいます。

教会が現在抱え，また将来 も続 くであろ

うと思われる様々な問題につ いて考える時，

今 は亡 き3人 の指導者の言葉が思 い出され

ます。

ジョセフ ・F・ ス ミス大管長はこう述べ

ています。「教会内を脅かす危険で，管理役

員が絶えず民に警告 を発しなければならな

いものが，少なくとも3つ ある。その3つ

とは，著名 人へのへつらい，.誤 った教育概.

念，それに性的不道徳である。」(「福音の教

義」p。302)こ の3bの 脅 威はス ミス大管長

の時代 と比べて，さらに増大 しています。

次 にあげるのは，ブ リガム ・ヤング大管

長の副管長を務めたヒーバー ・C・ キンボ

ールが ソル トレーク盆地へやって来た聖徒

たちに語った言葉です。

「将来の困難な状況 に対処するために，

私たちはまず，この業 が真実であることを

自らの力で知 らなければならない。難しい

問題 と言うのは，この知識を身 に付けてい

ない男女は，試練にあうと必ず屈してしま

うということである。、もしもまだこの証 を

得ていなければ，正 しい生活をして主によ

り頼 むことを証が得 られるまで続けなさい。

そうしなければ，あ なた方は耐 えることが

できなくなるであろう。
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いかなる男 も女 も借 りものの光 では耐 え

られない ときが来る。一，人一人が 自らの内

にある光によって導かれなくてはならなく

なるであろう。……

自らの内に光 を持 っていない者 は耐える

ことができない。だからイエ スに対する証

を求め，その証 にしっか りとつかまってい

なさい。そうすれば試 しの時が来て も，ひ

るんだりつまずいた りすることはないであ

ろう。」(オ ルソン・F・ホイットニー，L旋

ρブ飽 δ67CKズ 彫δα〃 「ヒーバー ・C・ キン

ボールの生涯」p.450)

3番 目にあげるのは，私の幼 なじみであ

り，友人でもあった第11代 大管長ハロルド・

B・ リー長老の言葉 です。

「今は主を迎 える最後の神権時代である
。

主がその教会 と世に対する業を終 えられ る

前 に，私たちは困難な時期 を切 り抜けなけ

ればならない。 まず主を迎 える備 えをさせ

るために福音が回復 された。これからサ タ

ンの力は強大なものとなっていくだろう。

その徴候 はいたるところに現われている。

教会の内部で もそれは起 こるであろう。タ

ナー副管長が言われたように，『偽善者は信

仰を公言する。だがその心の中は死人の骨

で一杯なのである』.と いった事態が起 きる

であろう。教会員であることを公言しなが

ら，主がこの教会を管理 するため に任命 し

たもうた指導者 に従わないよう，陰で手引

きを する人が出てくるであろう。

さて，私たちにとって最 も安全な道は，

主が教会設立の日に語 られた言葉 に従 うこ

とである。私 たちは主が予言者 を通じて下

される言葉や戒めによく従わなければな ら

ない。この言葉や戒めは，『心 にとめてよく

聞き』，主の前に 『全 く聖 き道を履』み，さ

らに 『あたかもわが 口よ り聞くが如 くに』
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受 け 入れるように与えられたものだからで

ある。(教 義 と聖約21：4-5)信 仰 と忍耐

を必要 とするものもあるだろう。教会幹部

か らのメッセージを快 く思 えないこともあ

るか もしれない。あなたの政治的見解や社

会観と相反するものもあるだろう。またあ

なたの社会生活を多少なりとも犠牲にしな

ければな らないようなメッセージかもしれ

ない。 しかし，これらのメッセージを神の

口から出た言葉 として忍耐 と信仰 をもって

従 うならば，主は次のような約束 をかなえ

て下さるであろう。『地獄 の門 も汝 らに打勝
しか

たざるべ し。而して，誠に主なる神は汝 ら
くらやみ ため

の前より暗闇の力を追い払 い，汝 らの為 と

神の御名の栄光 のためにもろもろの天 をも

震い動か しめん。』」(教 義 と聖 約21：6)

(ハ ロル ド・B・ リー，Co瞬 泥銘66ノ～6ρ07渉

「大会報告」1970年10月
，p.152)

以上3つ の予言者の言葉の中には，私た

ちに必要 な勧告があるように思 えます。 こ



の困難な時代にあって，イエスとこの教会

のみ業を雄々しく証 し続けていく上 で，忘

れてはならない勧告 です。

イエス ・キ リス トヘの証 を持 っていると

言いながら，主の教会の指導者 の教 えや勧

告に従おうとしないことを正当化する人は，

非常 に危険な状態にいます。救 いを危うく

しているのです。

教会の指導者 も普通の人と何 ら変わ らな

い，欠点や誤ちがあるのだと言 って，粗探

しをしている人々がいます。そういう危険

な考 えについて警告 したいと思 います。

ブ リガム ・ヤング大管長が明か したとこ

ろによると，ある時，彼は財政上のひとつ

の問題で予言者 ジョセフ ・スミスを批難し

たいという思いに駆 られたことがあったそ

うです。しか し，その気持 ちは30秒 も経た

ない内に消 えました。 自分の中にそのよう

な考 えが湧 いてきたことを，彼は非常 に悲

しく思 ったのです。

ヤング大管長が教会員に与えたこの教訓

は， サタ ンがさらに激 しく動き回っている

現在，一層意義深い ものになってきている

のではないでしょうか。

「私は
， ジョセフにも誤 ちがあるという

考えにいつまでも捕 らわれていたとした ら，

彼に対する信頼感を失 くし始めていたであ

ろう。そ して段 々とその思 いを募 らせて，

最後 には他 の人々同様， ジョセフが全能者

の予言者であるという証をも失うようにな

ると，自分に与えられた啓示のみたまによ

ってはっき りと知 らされた。一f一

私 はす ぐさま 自分の不信仰を悔い改めた。

その誤ちを犯すのも早かったのだが，悔い

改め も時を移さず行 なった。 ジョセフがい

ついかなる時 も神の導 きの下 にあったのは，

疑いをはさむ余地のないことである。

聖徒 の道/1982年7月 号

彼の行 ないの一う一つを疑ったり，批判

したりする権利など私にはない。彼は神の

僕であ り，私 の僕 ではないのである。彼は人

間にではなく神 に従 っていた。彼が してい

たのは主のみ業だったのである。」(10躍 η認

げDお60%彫s「 説教集」4：297)

私 は若 い頃か ら，私たちが携わっている

この栄えある業が真実であるという証 を感

謝の念をもって大切 に育んできました。私

がどれほどキンボール大管長 を愛している

か，皆さん に知 っていただけたらと思いま

す。本大会の最後の部会をキンボール大管

長と共に過 ごすζとができ，感謝に堪えま

せん。副管長，十二使徒，七十人，管理監

督会 の皆さんに対 しても，その気持ちは変

わるところがありません。彼らは霊感を通

して，神によって選 ばれた人々です。 その

霊感 あふれ る言葉 と勧告 を支持 し，教会幹

部の中にある一致を証するものです。

私 は教会員を愛 しています。 また天父の

すべての子供を愛 し，皆が皆永遠の生命の

祝福 に目を開 くように願っています。人類

の救 い主であ り腰い主であられる主は，私

たちがひとりも残さず永遠の生命を受けら

れるように望んでいらっしゃいます。

全教会員 に申し上 げます。雄々 しく， ま

た、忠実，従順 であって下 さい。「われら受け

し信仰持ち，殉教者の持つ真理 を信 じ，い

ましめ守らん，手 に心 に霊 にも」(讃 美歌

150番)

この教会 はイエス ・キ リス トの教会であ

ります。神 はこの教会 を管理 し，御 自身の

僕たちと共 におられます。神の祝福 をいた

だき，私たちが雄々 しく主 を証することが

できるように祈 るものです。イエス ・キリ

ス トのみ名 によって申し上 げます。 アーメ

ン。 、
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神殿の業を推し進めよ

七十人第一定員会会員

A・'セオ ドア ・タ トノレ

・っ の教会の霊的な力の根源は何かと言

」 えば，それは主の宮居の中で執行 さ

れる神聖な儀式にほかならないのではない

でしようか。

あまりよく知 られていないことですが，

ジョセフ ・スミスに与えられた主のみ言葉

の内，初期 に属するものは集合 とこの教会

の設立に関するみこころを示 したものが 多

く，後期のものには神殿事業に関するもの

がほとん どです。

あの素晴らしい最初の示現があった1820

年 の 春から数えて3年 半 たったある 日， β

度 目の天の示 しがありました。天使 モロナ

イがジョセフ ・ス ミスに現われ，モルモン

経のことを告げ知らせたのです。

そのメッセージのあまりの素晴らしさの

故 に， 多くの人が もうひとつの非常 に大切

なメッセージを見落 とし勝ちです`最 初に

モロナイは少々言葉を変 えて，マラキの予

言を引用しました。

「見よ
，主の大いなるおそるべき 日の来

る前に，予言者エライジャの手によりて，
あらわ

われ神権を汝に顕さん。
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彼は 先祖 になされし約束を子らの心 に植

え，子 らの心にその先祖を思わしめん。
しか

もし然らずば，主の来る時，全地は こと
すた

ごとく荒れ廃れん。」(教 義 と聖約2：1-

3;ジ ョセフ ・スミス2：38-39)

モ ロナイはさらに，イザヤ書，使徒行伝，

ヨエル書などを初め 「多くの他の聖句」 を

引用しました。(ジ ョセフ ・スミス2：41)

モ ロナイはエライジャに関するマラキの

予言を引用するに際して，他のいかなる聖

句 とも違う特別な扱い方をしています。 そ

してそれは特に重要視され，現在では教義

と聖約 の第2章 として示 されて います。1

モ ロナイが予言者 に伝 えたメッセージは，

エライジャが間もなく訪れることを知らせ

る ものでした。神殿事薬 に関してあらか じ

め定め られていた事柄が，巻物が開かれる

ように展開 し始めました。教会が設立され

て1年 半もたたない内に，予 言者はミズー

リ州 ジャクソン郡 で神殿用地 を奉献 しまし

た。(1831年8月)し かし様々な障害があっ

て，そこに神殿を建設することはできませ

んでした。

それに続いて，主の宮居の建設に関連す

る数 多くの出来事があ りました。(後 出の年

表 を参照)

非 常に困難な状況下にあって，最初に完

成 したのはカー トラン ド神殿です。この神

殿の献堂式の時には天使たちが訪れ，神殿

の上には火が現われました。 そして， ある

人は示現を見 ，ある人は他の輝か しい顕現

を受けました。

カー トラン ド神殿献堂式の1週 間後，歴

史的に大きな意義を持つ出来事があ りまし
か のう

た。救い主が現われ，神殿を嘉納されたの

です。モーセ もエライヤ スも現われました。

そして，マラキの予言が成就されて，予言者



エライジャが現われ，次のように語ったの

です。
まさ いた

「見よ
，ここに於て正にその時は全く至

わ

れ るな り。主は嘗てマラキの口1によりて言

われ しことにして，すなわち主の大いなる
さた

おそるべき日の来らん前に，彼(エ ライジ

ャ)遣 わさるべ し。

すなわちエライジャは来 りて先祖の心に

子らを思わせ，子らの心 に先祖を思わせん，
のろ

然 らずば，全地は咀いをもて打たるべ し，

と言われしことを証する時な り。

この故に，この末 日の神権の時代の鍵を
わた

汝の手に委す。 これによりて汝らは，主の

大いなるおそるべき 日のすでに近づきて正

に門口にあるを知るを得ん。」(教 義と聖約

110：14-16)

この 出来事が起きたのは146年 前 の昨 日

の ことです。その日ユダヤ人たちは古くか

ら伝わる祭 を祝っていました。 ユダヤ人た

ちは2千 年以上もの間，エライ ジャの訪れ

を待ち望んでいます。彼らは今でも過越 し

の祭 りの時に，幾世紀にもわたって守って

きた習慣を繰 り返 します。 食卓に空席を作

り，そこに椅子をひ とつ置きます。そして

ドアを開け放 してカップを掲げ，エライジ

ャを迎 えるようにテーブルか ら立ち上がる

のです。

エライジャは再び地上を訪れました。数

数 の鍵を授けて下さった神に感謝します。

今や，神の結び固めの権能を通 して，夫婦

を，そ して親子の永遠の輪の中につな ぐた

めの業が神殿の中で始められるようになっ

たのです。神の神権を授か り，権能を持っ

た者が地上でつなぎ，解 くすべてのことが

天において もつなぎ，解かれるようになる

ことは是 非 とも必要 で した。(教 義と聖約

127：7)な ぜ なら，栄光，誉れ，永遠の生

聖徒 の道/1982年7月 号

命はこの神聖 な儀式 と神の権能によっても

た らされるものだか らです。(教 義 と聖約

128：11一 一12参照)

この権能によって夫婦は永遠の伴侶とし

て結 ばれ，親子の間にも決して切れること

の ない絆が もたらされるのです。 この権能

なくして有効 とされる儀式は教会 にひ とつ

もありません。これは神の王 国の至上の権

威 なのです。

いかなる時代にあっても， この権威が存

在せず， またその権能が行使 されなげれば，

だれも天父のみもとに帰り，天父のような

者となることはできません。 それ に，万物
むな

の存在意義が全 く空しいものとなってしま

うのです。その故に主はこう言われました。
すた

「主の来る時
，全地は ことごとく荒れ廃れ

ん。」(教 義 と聖約2：3)
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私たちが理解し得る限 り，主が予言者 に

与えられたみ言葉の内，、後期 に属するもの

はやは りほとんどが神殿事業 に関するもの

です。主は予言者 にノーヴーに神殿を建て

るように命じられました。 そして聖徒たち

はその事業を始めたのです。

完成 に先立って，主は神聖 な儀式 と，「創

世の前より隠されたるこξ，すなわち時満

ちたる神権の時代に関すること」を啓示な

さいました。(教 義 と聖約124：41)死 者 の

身代ねりのバプテスマの方法 も明 らか にさ

れました。、・また主は，儀式を執行する時は

証 人を立ててそれが真実であることを証さ
しる

せ，その 「録すところは皆天 に於て記さ」

れるようにと定められました。(教 義 と聖約

124：41)

そ してついに，十二使徒会 の会員たちは

エ ンダウメントを授けられ，結び固めの権

能 を付与されました。 この権能が地上から

取 りさられることは決してありません。今

や彼らは完全なる福音に基づいて行動する

ことができるようにな りました。 これ らの

極 めて大切な事柄が予言者 ジョセフに啓示

されたのは，殉教のわずか数カ月前のこと

でした。 一

ジョセフ ・ス ミスの生涯の中か ら重要な

事件をかいつまんで見てきましたが， これ

によって明らかになったのは，ジョセフ ・

スミスにとって，神殿建設と神聖 な永遠の

儀式を執行するために結び固めの権能を回

復することは，何にも増 して重要 な義務で

あったということです。

ジョセフ ・ス ミスに続く予言者たち も皆

この業 に深い関心を示 してきました。キン

ボール大管長が教会を管理するようになっ

てか ら建設された神殿の数は，他のどの時

代をもしのぐものです。文字通 り全世界で
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神 殿 を建設しています。

兄弟姉妹の皆さん，私はこの神聖な業に

ついて証 したいと思います。私は この業が

真実であることを知っています。 この業に

伴 う原則は永遠です。 また儀式は神から与

えられた永遠の ものであ り，創世以前に定

められていたものです。私たちにはこの業

を進めていく責任があ ります。主がこの業

をなすように望んでおられるのは，ほかな

らぬ私たちに対 してなのです。これは決 し

て重荷ではあ りません。特権 です。

神殿推薦状は私たちが受けることのでき

る栄誉の中で，最 も貴いもののひとつです。

定期的に神殿に参入するならば，教会の守

護の下 に最高の賜を受けることができるで

しょう。そこで特別なスピリットを感 じる

ことができます。平安 に包まれるのです。

神殿でなされ る奉仕の業は， この世を去っ

た人々に救いをもたらす助けとなるもので
つ

す。私は，神殿で奉仕の業に就く人々は除

除に幕のかなたからの祝福を受けるにふさ

わしい人となることを知 っています。神殿

で受けた数々の祝福は皆さんの家庭の中に

注がれます。

神は生きておられ ます。また， イエスが

キ リス トであ り，これは神の王国の至高の

業であ ります。 イエス ・キリス トのみ名に

ょって，申し上げます。 アーメン。

1831年 か ら1843年 に かけての，神殿事業

に関する要約年表

1831年7月20日 。 ミズーリ州インデペンデ

ンスに建 設され る神殿について明らかに

される。(教 義 と聖約57：1-3)

1831年8月1日 。 ミズーリ州 ジャクソン郡

の地 と神殿用地を奉献せよとの指示が与

えられる。(教 義 と聖約58：57)



1831年8月3日 。 ジ ョセ フ ・ス ミス ， ミ ズ

ー リ 州 ジ ャ ク ソ ン 郡 の 神 殿 用 地 を 奉 献 す

る。(研 む'oη げ ∫h6Ch郷 酌 「教 会 歴 史 」

1：199)
か

1831年 。 新 しく且つ永遠の誓約 に関する教

義 と原則が啓示される。 ただ しこの啓示

は1843年7月12日 に至るまで記録 される

ことがなかった。(教 義 と聖約132章)

1832年9月22日 。 新エルサ レム と神殿に関

する予言が与えられる。(教 義 と聖約84：

1-5)

1832年12月27日 。 聖徒 たちに 「神の家」(神

殿)を 建 てよとの命が下される。(教義 と

聖約88：119〉

1833年6月1日 。 ミズー リ州の聖徒たちに

再び神殿建設の命が与えられる。 その中

で 「天よりの能力の祝福」が授けられる

と約束される。(教 義 と聖約95う

1833年7月23日 。 カー トラン ド神殿定礎。

(研s渉oη げ ∫h2Ch%名6h「 教会歴史」1：

40の

1833年8月2日 。先に命のあったミズ」 リ

州に建て ら・るべき神殿に関して啓示が与

えられる。主が示す 「範式Jに ならって
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ﾌ10-17)

1836年1月21日 。 死者の救いに関する教義

が啓示される。(ジ ョセフ ・ス ミス 日

の光栄の王国 に関する示現)

1836年3月27日 。 カー トランド神殿献堂の

祈 りが記される。(教 義ど聖約109)

1836年4月3日 。 エライジャの来訪。結び

固めの鍵が画復ざれる。(教義 と聖約110：

13-16)

1838年4月26日 。 フ ァ「一ウェス トに神殿を

建設せよとの命が下される。(教義と聖約

115：7-16)

1838年7月8日 。什分の一を神殿建設のた

めに用いよとの指示が与えられる。(教義

と聖約119)

1839年4月26日 。 フ ァーウエス ト神殿定礎。

(π露`o拶 げ!h6Ch郷6h「 教 会歴史」3：

336-37)

1841年1月19日 。 ノーヴー神殿建設の命が

下される。(教 義 と聖約124：25-45)

1842年9月1日 。儀式の記録作成を命ぜら

れる。(教 義 と聖約127：5-9)

1842年9月6臨 儀式漱行 に際して証人を

立てよとの聖徒への指示。様々な教義，

原則が明らかにされ る。(教義 と聖約128)

1843年5月16-17日 。 予言者，結び固めの

教義 を説く。

いましめ

注1。 この 時 の モ ロナ イ の 言 葉 は 「誠 命 の

書 」 の 第1章 に収 め られ て い たが ，1831年11
まえがき

月1日 に 「前 書」 と して 知 られ る啓 示(現 在

の 「教 義 と聖 約」 第1章)が 与 え られ てか ら

は， そ の 後 に第2章 と して載 せ られ ，・現 在 で

は， 「教 義 と聖 約 」 の 第2章 とな っ てい る。

(「教 義 と聖 約 」 の 『解 説 』 〔pp.1-4〕 参 照)
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教会の将釆

七十人第一定員会会長会

G・ホーマー・ダラム

私
は今皆さんを前 にして この壇上 に立

っていますが，幾人かの医師が証す

るところによると，これはまさに奇跡だと

いうことです。(訳 注 ：ダラム長老は病 気の

ため入院して治療 を受 けていた。 そのため

前回4月 の年次総大会には出席できなかっ

た)神 のみ守 りがあったこと，聖なる神権

による数々の祝福， また最愛の妻，教会幹

部，家族，今 日この場 に出席 しておられる

多くの方々の助 けと祈 りに何 と感謝の言葉

を申し上げたらよいのかわか りません。

さて，私はみたまの導きの下に， これま

での私たちの歩みを振 り返 りながら，教会

の将来について語 りたいと思います。

1879年12月 ， ユタ州のパロワンステーキ

部の四半期大会 において，49家 族の人々が

新地開拓の召 しを与えられ ました。その召

しはジョン ・テイラー大管長 と十二使徒会

からエラスタス ・スノー長老を通 して来た

ものでした。後には近隣の入植者か らこの

計画の後発隊に参加する人 も出てきました。
と

教 会 史 上 ，「ホ ー ル ・イ ン ・ザ ・ロ ッ ク の 徒
しょう

渉」 としてよく知られている偉業を成 し遂

116

げ たのは，この時の開拓者たちだったので

す。250.人 の 人々が80台 の荷車と数百頭の

牛馬を率 いて，ユタ南部の未踏の荒地の中

を道を切 り開きながら進んでいきました。

彼 らが通ったその地域は今でも世界有数の

秘境 として当時のままの姿をとどめていま

す。r彼らの 目的地はサンワン郡でしたが，

その行 く手には木一本生 えていない岩場や

崖 に加 えて， 人を寄せ付 けぬかのようにコ.

ロ ラ ド川の大峡谷が立ちはだかっていまし

た。そこに橋が架 けられたのは，ようやく

1934年 に なってからのことです。彼らが進

んだ道筋に沿って，ユタからアリゾナヘ飛

行機便が通 うよう になるには，1959年 ま で

待たなくてはな りませんでした。

最短ルー トを探 していた先発隊は， グレ

ンキャニオンで， その大絶壁 を上から谷底
あい ろ

まで切 り裂くように走るひ とつの隆路奪発

見しました。谷底の川までは600メ ー トル

の断崖 が赤茶 けた肌を見せていました。 こ

の 「ホール ・イン ・ザ ・ロック」(断崖の中

にできた裂け 目の意)と 呼ばれる地点を通

るのが最短距離の ように思 えましたる

絶壁の中にできたその裂 け目は家畜 や車

が通るには余 りにも狭過ぎましたし， 人が

通れるだけの幅すらない所 もあ りました・

ましてやその途中には，野性の羊も通れぬ

高さ20数 メー トルに及ぶ切 り立 った場所が

何箇所かあ り，荷車 を通すなどどう考えて

も無理なことでした。

1879年 の4月 にパロワン盆地， シダー盆

地を出発し，12月 にここに着いた聖徒 たち

は，爆薬を使ったり様 々な道具 を用いたり
あい ろ

してその隆路を切 り開き始めました。 隊長

のプラッ ト・D・ ライマン長老の読みでは，

そこに道 を作るとして もできるのは上から

谷底 までの3分 の1の 間に過ぎず，しか も



勾配 は45度 というかなり急な ものでした。

残 り3分 の2は 切 り立った小 断崖が幾つか

続いていました。 しか し彼 らには備'えがあ

りました。信仰はもちろん，崖を爆破 して

道を切 り開くだけでなく，家畜や荷車を乗

せて川を渡るためのいかだを作るに必要 な

物まで準備 していたのです。

1880年1月25日 までには道 と舟ができ』ま

した。次に待ち受けている仕事 は，人間と

40台 の荷車 を谷底の川に下 ろすことでした。

それが済むと，後方のフ ィフテ ィ・マイル・

スプ リングで待機 していた一隊が続 くこと

になっていました。

クメン ・ジョーンズの記録がこの時の様

子を書き残 しています。20人 の男と子供た

ちが荷車を後部 にゆわえた長いロープで押

さえます。車輪 は回転 しないように鎖で固

定 しておきます。そうしない と，荷車は全

くブ レーキがきかず，後ろで押 さえている

人たちが引きず られて しまうことになるか

らです。プラッ ト・D・ ライマンの1880年

1月26日 の 日記にはこう書かれています。

「きょうは隊 の荷車 を全 部下 まで』下ろし
，'

その内26台 を向こう岸に運んだ。 いかだは
かい

2本 の権で動か したが，非常 にうまくいっ

た。」

その 日最後に荷車を下ろしたのは， ジョ

セフ'ス タンフオー ド●スミスの家族でし

た。 その孫 レイモン ド・ス ミス ・ジョーン

ズはその時のことを記録にして残 しました。

・私は，現代の映画会社が何百万 ドルものお

金を投入し，最新の技術を駆使 して行なっ

たとしても，その時の様子 を再現すること

はとても無理だと思います。

スタンフォー ド ・ス ミスはその長 い1日 ，

他の人たちの荷車下 ろしを手伝 いました。

ところが 自分の荷車がそのまま上に残って

いることに気がついたのです。彼は泣くに

懸灘鱗灘鰯 麗 羅 難灘羅懸鰯琵鞭臨琵 購謹繊
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泣けない気持 ちで600メ ー トルもあるその急

斜面を登 っていきました。上では妻のアラ

ベラが待 ちくたびれた面持 ちで， キル トを

敷いた上 に子供を抱いて座 っていました。

持ち物 とほかの、ζ・たりの子供 を乗せた荷車

は大 きな岩の陰に止めてあ りました。

彼はそれを崖のふちまで持 って来ると，

3頭 いる馬の中から1 .頭を，荷車の後輪 の

車軸 につなぎました。それからアラベラと

一緒にその急斜面を見下 ろしたのですが
，

思わず 「とても無理だ。できやしない」と

いう言葉が 口をついて出てきま した。

するとアラベラが言いました。「で も，ど

うしてでもやらなきゃならないわ。」

彼女はキル トを敷 くと， ロイという3歳

の子のひざの上 に赤 ちゃんをのせ，「お父さ

んが戻 るまでだっこしててね」と言いまし

た。それから上の女の子のアダをふた りの

前に座 らせました。

アラベラが荷車の後 ろにつないだ馬の手

綱を握ると， スタンフォー ドは荷車を前 に

進めました。 ところが，荷車が急な動 き方

をしたために，アラベラと馬が倒れて しま

ったのです。 アラベラは体勢 を直すと足を

踏ん張 り，一必死の思いで手綱 を引きました。

ごつごつとした岩 にぶつか り，アラベラの

足腰至るところにひどい切 り傷ができまし

た。後 ろにつないだ馬はしりもちを着いた

格好で，半死半生のまま谷底までほとんど

引きずられ通しの状態でした。着物もボロ

ボロになり，ひどい傷を負ったこの勇敢 な

女性が後で語ったところによると，下 まで

ずっとはねるようにしで下 りていったとい

うことです。，.、

下 に着いた夫婦の耳 に，子供たちが呼ん

でいる声がかすかに聞こえてきました。父

親が上に行くと子供たちは皆 じっとして待
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って いました。赤 ちゃんを抱 えると，他の

子供たちには自分の体 にしがみついて離れ

ないようにさせながら，険 しい崖道を下 り

ました。川のほとりに着 くと，遠くの方か ら

5人 の人が鎖やロープを持って 自分たちの

方 にやってくるのが見えました。 スミス家

の人々がいないのに気づいて，助 けにやっ

て来たのです。スタンフォー ドは大きな声

で言いました。「大丈夫だ……うちの奥さん

さえいれば百人力さ。」(デ ビッ ド・E・ ミ

ラー，πoJ6一魏4h6-Ro6海'・4銘Eφ 宛初 渉h6

CoJon♂zαだo%α〆オh6(穿彫α渉/1η昭ガαz銘PVおち

「ホール ・イ ン ・ザ ・ロック ：アメリカ大

西部開拓史詩」ユタ大学出版局，1959年 ，

PP.101-18)・

教会の歴史を振 り返 ると， この ような感

動的な出来事 が数え切れないほどあ ります。

この歴史は，アジア，アフ リカ，あるヤ】は

世界のどこの地 の人であれ，新しく改宗し

たすべての人に受け継がれるべき貴い遺産

なのです。パウロはこのことを次のように

言 っています。「キリストに合 うバプテスマ

を受けたあなたがたは，皆キリス トを着た

のである。……

もしキリス トのものであるなら，あなた

・がたはアブラハムの子孫であ り，約束によ

る相続
，人βのである・」(ガ ラテヤ3：27・29)

今私 たちの前には本腰 を入れて取 り組ま

なければならない間題があ ります。全世界

の末 日聖徒の家庭 において， 勇気ある男女，

従順な子供たちが育て られているでしょう

か。子供たちは安 全な場所にいるで㎏よう
あい ろ

か。人生の危険な阻路に落ち込んではいな

いでしょうか。今私 たちは教会の将来のた

めにどのような歴史を築いているでしょうか。

この教会 には，平原 も海原 も越え，ホー

ル ・イン ・ザ ・ロックも征服しできた歴史



があります。 ところで，今私 たちはどのよ

うな働きをしているのでしょうか。

私たちの前途には，キリス トの再臨につ

ながる重大な出来事が待 っています。続々

と発表される新しい神殿の建設にはどのよ

うな意味があるでしょうか。1831年 に予言

者ジョセフ ・スミスに与えられた次の啓示

は，何を言わんとしているのでしょうか。

「神の王国の鍵はこの世の人の手に委任され
，

はて

福音はここより転 じ行 きて世の果 にまで も

達せん。」(教 義 と聖約65：2)

私 た ちが受け継いでいる教会の歴史は実

に偉大な ものです。 しか しこの行 く手に待

ち構 えている歴 史は，一 人一人の会員にと

って， また一つ一つの教会ユニッ トにとっ

て， さらに偉大 なものなのです。 とにか く，

その歴史は韓国，フィリピン， アンデス，

そして全ステーキ部の中で毎 日毎 日築き上

げられています。

様 々な時代の人々が新 エルサレム に思 い

をはせ， その思いを駆 り立てられてきまし

た。 それはこの時代の教会員にも言えるこ

とです。私た1ちは，キ リス トが 「御 自ら地

上に王 となりて治め」たもう 日を待 ち望ん

でいます。(信仰箇条第10条)し か し，マラ

キは予言者 として次のように間いかけてい

ます。「その来る 日には，だれが耐 え得 よ

う。 そのあらわれる時には， だれが立ち得

よう。」(マ ラキ3：2)私 た ちの足跡は将

来教会の歴史の中の1ペ ージとして残され

るのですが， 自分の心と家庭の中にシオン

を築 き，主が来 られる 日に耐えられ るよう

準備をしようではありませんか。 キンボー

ル大管長は私 たちの人生 を， そして家庭 を

美しいものにするようにと何度.も言 ってこ

られました。 また，キ リス トのような， よ

り献身的な働 きをす るように求めておられ
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ます。

予言者 ジョセフ ・ス ミスを通して回復 さ

れたイエス ・キ リス トの福音は，人を救い

に導く神 の力であります。 また，イエス ・

キリス トは人類 の救い主，1腰い主であ り，

父なる神 は生きておられます。 そして， ス

ペ ンサー ・W・ キンボール大管長は今の時

代に遣わされた主の生ける予言者であるこ

とを証 します。 ホール ・イン ・ザ ・ロック

の開拓者 たちが テイラー大管長の召しに応

えたように，私たちも主の予言者の声に聞

き従 うなら，キリス トが 「王の王，主の主」

(黙 示19：16)と して地 を治めたもう時の

ため備えをすることになるのです。

私たちは主の来られる 日に耐えることが

できるよう今備 えなけれ ばな りません。そ

して試しと逆境の時 を乗 り越えることによ

って，それを将来の教会 の歴史の道 しるべ

とすることができるので す。私たちがそれ

ぞれの持ち分 を果たし， またそれによっ宅

主と隣人に愛を示すことができるように，

イエ ス ・キ リス トのみ名 によって祈 るもの

です。 アーメン。
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いや

愛は家族を癒す力

七十人第一定員会会員

F・エンツィオ ・ブツシエ

人
類の歴史を振 り返 ってみて，現代ほ

ど結婚 と家庭が危機にさらされてい
ー

る時代はありません。過去 において，家族

が一緒 に生活するというきわめて 自然な形

を生み出していた周囲の状況は，そのほと

んどが姿を変えてしまいました。しか もそ

の変化は，過去わずか70年 という短期間の

間に起 こったのです。

ほんの一昔前 まで，一般の家庭では，，さ

さやかな生活を営むために家族が一 日中働

かなければなりませんでした。 そして夜に

なると火を囲んで集まり，歌を歌ったり，、

個々の経験 を語 り合った りしなが ら，家族

の絆を楽 しんだものです。 これが 自然の教

育であり，喜びであ りました。 また，円満

な家庭生活に欠かせないほぼ完壁な環境が

そこにありました。

今 日，ラジオ，テ レビ，印刷物，その他

現代文明が生み出した数 多くの媒体が，文

字通 り源 となって測 り知れない影響を与え，

歴史上家族が果たしてきた文化 的な役割を

根底から覆 して しまいました。結婚 と家庭

が このような苦境 に立たされている時代に，

主は末 日の予言者を通 して，夫婦間の永遠
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にわたる誓約 を回復されました。 そして，

家族の真の 目的を悟 るという責任を私たち

に課せ られたのです。

この誓約はそっくりそのまま，末 日の世

に啓示された福音の真理 の中心 とな り，後

の予言者デビッド ・0・ マッケイ大管長は

これを簡潔 な言葉で次のように表わしまし

た。「いかなる成功 も家庭における失敗 を償

うことはでき ない。」(Co瞬 名6n661弛 ρoπ

「大会報告」1964年4月
，p.5)今 日の結

婚生活では，主が私たちに授けて下さった

力を育み，完全なものとし，実際 に活用 し

なければ，昔の規範に従っても無意味です。

主が授 けて下さったその力とは，最大の戒

め，すなわち 「互 いに愛 し合いなさい」 と

いう戒 めのことです。

2千 年近 くもたった今 日でも，世の人々

はマタイ伝 第5章 に記されている救い主の

言葉を受け入れようとしません。

「『隣 り臼人を愛 し
，敵を憎め』と言われて

いたことは，あなたがたの聞いている とこ

ろである。 ビ

しか し，わたしはあ なたがたに言う。敵

を愛 し，迫害する者のために祈れ。」(マ ，タ

イ5：43-44)

キ リス トが教えてお られるこの愛は，世

の中の愛とは異なっています。それは，素

晴らしい人や，行 ないが立派で尊敬 に値す

る人，能力を備 えた影響力のある人を愛す

るだけには とどまりません。天の父なる神

は末 日の予言者 を通 じ，神の愛 を，すなわ

ち俗世 からの影響におびやかされることの

ない天 よりの力を育む ように呼びかけてお

られるのです。モルモ ン経の予言者二一フ

ァイによれば， この神の愛はだれ もがたど

りつかねばならないもので 「どんなものよ

りも好 ましいもの」(1二 一ファイ11：22)

です。

しか し，同 じくモルモン経の偉大な指導



者ベンジャミン王の教えによれば，私たち

が肉欲に従う状態にいる限 り，この愛は私

たちの内に存在 しません。ベ ンジャミン王

は 「肉欲 に従 う人は神の敵で……ある」(モ

ーサヤ3：19〉 と説明しています。私たち

は神の敵である肉欲 を克服 しなければなら

ないのです。 そのためには，ベ ンジャミン

王の言葉 によれば，聖きみたまの導 きに従

い，文字通 り神 と誓約を交わすことです。

つまり，救 い主の贈罪 を受け入れ，「幼児の

ように従順 で柔和で謙遜で忍耐で愛情 に富

み，幼児がその父に従うように，主が負わ

せた もうすべてのことに喜んで服従」する

ことです。(モ ーサヤ3：19)

何 と力強いメッセー ジ，何 とチャレンジ

にあふれ た責任でしょうか。私たちは 日々

決意 を新 たにして，神がその子供たちに授

けられたこの重要 な戒めを生活の中心 とし

なければならないのです。

モルモン経 の予言者モロナイは， どうし

たらこの愛に到達できるか説明 していまする

「この愛はキリス トの純粋 な愛であって

永遠 につず くものである。従 って終 りの 日

にこのような愛を持 っている人はさいわい

である。

それであるか ら，私の愛する兄弟 らよ，

あなたたちは，神が御子 イエス ・キリス ト

に真 に従 う者たちに一人のこらず与 えたも

うたこの愛で 自分たちの胸を満すためにあ

りたけの心をつくして御父に祈れ。」(モ ロ

ナイ7：47-48)

天 父 が私たちに望んでおられることは，

この無条件の愛で 自分 自身を満たすことで

す。 これはすなわち， 日々の十字架 を自ら

負って謙遜な心で主 のあとに従 えという訓

戒を受け入れるために，備えることです。

救い主はマタイ伝10章 で次のように述べて

おられます。

「自分 の十字架をとってわたしに従って
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こない者はわた しにふさわしくない。

自分の命を得ている者はそれを失い，わ

たしのために自分の命を失っている者は，

それを得るであろう。」(マ タイ10：38-39)

永 遠 の誓詞 と誓約の中で無条件の愛を基

に築かれる結婚 は，現代社会でしばしば見

られるような，ふたりの自己中心的な者同

志の生活 とはまうたく無縁です。神の愛で

ある無条件の愛を礎 石とすれば，結婚生活'

に離婚 という言葉は浮かんできませんし，

短期間の別居 でさえ耐えがたい苦痛にな り

ます。別居や離婚 は弱点の現われであり，

時には邪悪のしるしとなるものです。

主は結婚 の誓約の神聖 さについて，明確

に教 えておられます。マタイ伝第19章 に，

救 い主がパ リサイ人に語 られ た言葉が次の

ように記 されています。

「さてパ リサイ人たちが……言った
，『何

かの理由で，夫がその妻 を出すのは，さし

つかえないでしょうか』。

イエスは答 えて言われた，『あなたがたは

まだ読んだことがないのか。「創造者は初め

から人を男 と女 とに造られ， そして言われ

た， それゆえに，'人は父母を離れ，その妻

と結ばれ，ふたりの者は一体 となるべきで
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ある」。彼らは もはや，ふたりではなく一体

である。だから，神が合わせられたものを，

人は離 してはならない』。

彼 らはイエスに言った，『それでは，なぜ

モーセは，妻を出す場合 には離縁状 を渡せ，

と定めたのですか』。

イエスが言われた，『モーセはあなたがた

の心が，かたくななので，妻を出すことを

許 したの だが，初 めか らそうで はなかっ

た。』」(マ タイ19：3-8)

心 をかたくなにして苦 しむことのないよ

うにする唯一の方法は， キリス トが説明 し

ておられるように，愛の力を 自らの中に培

うことであ り，この愛の賜を文字通 り天父

に願い求めることです。 そして，主なるキ
おさな ご

リス トの蹟罪 を通 して聖 徒 とな り，幼子

のようにへ りくだって無条件の愛で満たさ

れるこどです。 この愛 を身にまとうことに

よってみたまを受け，みたまと共 に生活す

ることによって， 日々のチャレンジを克服

するために必要な導きを受けるのです。

私たちは不完全な肉体を持ちなが ら，完

成に向かって努力しています。 時にはその

途上で，家族や伴侶でさえも，自分の行動

を妨げる敵のように思 えることがあ ります。

そして，力としての愛が必要 とされ，試さ

れる時がくるのです。最 もわずかな愛しか

備えていない人が，最 も愛を必要 とするか

らです。

終わ りにあた り，私が経験 したことをお

話 したいと思 います。ある 日のことです，

私は急な用事ができて普段 なら家 にはいな

い時間に帰宅 しました。私が奥の部屋にい

ると，学校を終えて帰ったばか りの11歳 に

なる息子が妹 に下品な言葉を浴びせている

のが聞こえてきました。息子の口か らその

ような言葉を聞こうとは夢 にも思わなか っ

た私 は，ひ どく腹をたて ました。怒 りのあ

まり立ち上がり，息子 をしか りに行 こうと
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し ま し た 。 しか し幸 い な こ と に ， 、壱、子 の と

ころへ行 くには，部屋を横ぎって ドア蓮開

けなければな りませんでした。 その数秒 間

に，私はこの事態を正 しく処理できるよう

に真心から天父に祈 ることを忘れなかった

のです。私の心は平安をとりもどし，怒 り

はすでに消えていました。

私が家にいるのを知った息子 は激しく動

揺 し，私が近づくにつれて恐れの色を濃く

しました。 ところが驚いたことに，私はこ

う言ったのです。「やあ，お帰 り」そして手

を差 し伸べて握手をしたのです。それから

ごく普通 の態度で息子を居間に招き入れ，

、ζ・た りで話をするために近 くに座 らせま し

た。私の口からは息子への愛を表わす言葉

が出てきました。私 は息子 に， すべての人

が 日々心の中で戦いをしていることについ

て話 しました。

そして、冒、子を信頼 していることを伝える

と，.息子は泣き出して， 自分のふさわしく

ない行ないを告 白し，激 しく自分を責め始

めたのです。こうなると私の役 目は，、息子

の罪を正 しく見すえ，息子 に慰 めを与える

ことでした。私 たちは素晴らしいみたまに

包まれ， しまいには互いに涙を流し，愛に

満たされて抱き合いました。そして喜びが
1訪 れた

のです。 父と息子の悲惨 な対立にも

なり得たこの出来事 が，天か らの力に助け

られ，ふたりの間に忘れることのできない

最 も麗 しい経験 を残 して くれ ました。

兄弟姉妹の皆 さん，神は生きてお られ ま

す。 この教会は神の教会であって，現代は

まさに備えと警告の時です。 もし私たちが

神から命 じられたように，力 としての神の

愛を完全に行使 していなければ，私たちの

結婚生活は堅固なものとならず，家庭は弱

体化 し，私たち自身の救いは危うくなるこ

とで しょう。 これ らの証を， イエス ・キリ

ス トのみ名により申し上げます。アーメン。



神殿の目的

七十人第一定員会会員

W・グラント・バンガーター

本
日この部会で教会幹部の方々が神殿

について話 をされました。昨年の11

月 にな りますが， ジョーダンリバー神殿の

献堂式の際には，5日 間にわた り毎 日3回

のセッシ ョンが行なわれました。 しかし，

それでもすべてを語 り尽 くす ことはできま

せんでした。私はここに，神殿についてお

話する機会に恵まれましたので，神殿の も

つ目的について説明 してみたいと思います。

末 日聖徒はひとつの民 として，神殿の中

で素晴らしいみ業 を成し遂げてきました。

亡 くなった先祖の名前を調べ，記録から人

名を抄 出するために働 き，死者の貝費いのた

めに，また 自分 自身のために儀 式を執行す

るなど，実に献身的 に奉仕しています。す

でに16，000名 以 上の神殿職員の方々が神殿

で奉仕 しておられ， その数は，福音を宣べ

伝える専任宣教師の数に迫 りつつあります。

今はまさに，予言の成就する時です。 イ

ザヤは2，700年 前 にこう告げています。

「終 りの日に次のことが起る。主の家の

山は， もろもろの山のかしらとして堅 く立

ち， もろもろの峰よりも高 くぞびえ，すべ

、聖徒 の道/1982年7月 号
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ての国はこれに流れてき，多くの民は来て

言う，『さあ，われわれは主の山に登 り，ヤ

コブの神の家へ行こう。・彼はその道をわれ

われ に教 えられる，われわれはその道に歩

もう』と。律法はシオンか ら出，主の言葉

はエルサレムか ら出るからである。」(イ ザ

ヤ2：2-3)

この言葉の意味するところ， その深遠さ，

そしてその力は，神殿を知る者でなければ

理解できません。

神殿に関 して言えば，私たちは現在， 目

覚 ましい発展の時期 にいるのです。先週，

新たに4つ の神殿の建設が発表 されました。

過去2年 間を振 り返 ってみる と，計画の段

階にある神殿や工事 中の神殿 も含 めて， そ.

の数 は21か ら41に 急増 しています。 この間

に，3つ の神殿が献堂され，業務が開始 さ

れました。 このようなことは，教会歴史上

かってなかったことです。今では教 会の各

地でステーキ部大会 が開かれ，末 日聖徒 は

主の宮居 で奉仕する という使命についてさ

らに教えを受けられるようになりました。

しか し， ここで少々話 しておく必要があ

ると思 うのですが，神殿について，その意

味を十分 に理解 していない誤 った考えが皆

さんの中に広まっています。例えば，次の

ように言う人がいます。

1.私 の系図は全部終わ りました。

2. コ ンピューターや人名抄出プログラム

が，私 に代わって系図をやって くれま

す。

3.神 殿活動は死者のためのものです。

4.神 殿活動は老人のすることです。

5』・身代わ りの名前をもらうために神殿に

行 きます。

6.神 殿は参入 してもしなくて もよいとこ

ろです。
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聖典を研究するとわか りますが，神殿の

教義は末 日聖徒に次のことを求めています。

…几

の 百 昌1一 こ こ

参入する。一
3亡 くなった 且の'わ りの 式を行

カ'ワ め に び 参 入 す る 。

4一 力 、

5.自 ら霊的な糧 を得 るためにしばしば参

匹

それでは， これらの神殿は何のために存

在しているので しょうか。

.つ ム のためにあ

】、ツ"。 神殿は参入 して もしな
.

くても良いというものではありません。聖

典 には，神殿 について次のように記されて

います。「福音のために働 く仕事に召された

ることごとくの人々を教 うる一つの場所 と

な り，か くて，彼 らが……この世の神 の王

国に関するすべてのことに於て完き者とな

るを得んためな り。」(教 義 と聖約97：13-

14)「 この故 に，われ誠に汝 らに告 ぐ，汝 ら

の濯油の儀，汝 らの聖 なる洗い……汝らの

聖会……聖 き所に於ける汝らの神託…… シ

オンのすべての市制 〔換言すればシオンの

.市 民〕の栄 と誉 とエンダウメン トは，わが

聖 き名のために建てよとわが民の常に命ぜ
さだ

らるるわが聖なる宮居の儀式によりて制め

らるるな り。」(教 義 と聖約124：39)

神殿 におけるエンダウメン トは，バプテ

スマ と同 じく，教会員にとって欠 くことの

できない聖 なる祝福 なのです。 エンダウメ

ントの後には，.妻を未に，子供 を両親 に結

び固める儀 式があ ります。 これ らの祝福な

くして，完 き福音は存在しません。 モロナ

イは次のように述べています。「もし蕪 らず
すた

ば，主の来 る時，全地はことごとく荒れ廃
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れん。」(教 義 と聖約2：3)

神殿 か ら遠 く離れた地域 では， まだこ の

祝福にあずかっていない家族が数 多くあ り

ます。神殿が献堂されてから数世代 にもな

る地域でさえ，半分 の家族 しか結び固めを

受けていません。神殿事業 は，教会の生け

る会貝のためにあるのです。

第2に 】 ， 弓

と幽 。聖典や教義の中には，こ

の死者につ いてさらに具体的に述べられて

います。マラキは，「父の心をその子供たち

に向けさせ，子供たちの心 をその父に向け

させる」(マ ラキ4：6)と 言 いました。ジ

ョセフ ・ス ミスは，私たちに縁 ある死者，

私 たちの死者 のための神殿 の祝福 を強調

しました。(教 義 と聖約124132-36;127：

5-6;128：8，14-15参 照)つ ま り，

中心は家族にあるのです。私 たちが まず行

なうべきことは，亡 くなった親族 を探すこ

とです。

皆さんの系図は，完全 に終わ ったわけで

はありません。私 の祖 父母は今から55年 前

に，先祖のための神殿の儀式はすべて終わ



ったと考 えていました。 ところが，その後

私の家族 は，さらに1万6千 入の親族の名

前を探 しあてました。新 しい神殿を建設 中

の地域では，この業 は始 まったばか りです。

多くのステーキ部で人名抄出プ ログラムが

実施 され，大勢の教会員の献身により成果

をあげていますが， この中には私たちに近

い世代の死者は含まれていません。 ですか

ら，このプログラムは，そういった私たち

の比較的最近亡 くなった親族を救うことは

できないでしょう。 しか し，それよ りさら

にさかのぽった世代 の死者 を探求する時に

は，測 り知れない価値 を持つプログラムで

す。

もうひ とつ忘 れてならないことは，神殿

の儀式は名前のためではなく人のために行

なわれるということです。私たちが 「死者」

と呼ぶ人々は，霊界で，生きてお り，神殿の

中に実在するのです。

したが って教会の目的は，神殿が完成し

た時 にそれを受け入れることができるよう

に，聖徒たちを備 えることにあります。世

界各地に神殿ができて も参入する人がいな

ければ，何とも残念 なことです。 人々を備

えさせるひ とつの方法に，力強い説教があ

げられます。私たちは力強い説教を聴くと，

罪の意識 を感じることがあります。 しか し，

2週 間 もするとその意識はしだいに薄れ，

やがてはまったく感じなくな ります。それ

では人々を備えさせるものは何か， その答

えは神権指導者 の肩にかかっています。

チ リの場合を例 にとってみましょう。サ

ンチアゴに神殿を建 設するという発表があ

った時，私の仕 えていた地域 には10万 人の
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会貝がいましたが，神権者はわずか3千 人P

しかいませんでした。神権 を持 っていなけ

れば神殿に入れませんから，これではわず

かな会貝 しか資格を得 られないことにな り

ます。そこで私 たちは決心 しました。少な

くとも1万 人の兄弟 たちを備えさせて，彼

らが神権を受け，忠実な伴侶 と共 に神殿に

参入できるようにしよう， と。

また，チリの聖徒 たち も責任 を引き受け

ました。 それは神殿が完成するまでに，亡

くなった先祖を調べて10万 人の名前を準備

することです。 このような準備 は，他の地

域で も現在行なわれています。

さて，神殿が建てられてか ら久しい地域

では， この機会 に決意を新たにし，引き続

き準備 を怠 らないようにしましょう。 これ

は，ホームティーチャー，定貝会会長，監

督， とりわけ大祭司，そのほか福音を教え

る業に携わるすべての人々の仕事です。私

の知っている長老定員会の会長は，定員会

会員が全員神殿に参入できるように必要な

援助を与えるという目標を立てました。最

初の報告では，6人 を除いて皆その資格を

得 ました。彼が解任されるまでに，さらに

6人 の内3人 が神殿に参入しました。残 り

の3人 も， その後定員会会員 に助け られて，

資格を得 られるようにな りました。

毎 日神殿で働 くという特権 に恵まれ，私

はそこで授け られる祝福が豊かで栄光 に満

ちた神聖なものであることに，いつ も心を

動かされます。神殿で行なわれる儀 式につ

いて質問を受けることもあります。 もちろ

ん，それは神聖 なものですか ら，神殿外で

話すことは許されていません。 またある人

から，神殿に初 めて参入する人がまごつか

ないように，オ リエンテーションを頼 まれ

ることもあります。私が特 に強調 しておき
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たい ことは，神殿に参入するための準備 は

福音 にあるということです。神殿で語 られ

行なわれることは，すべて聖典 にその基を

置いているのです。

福音 とは，主 イエス ・キリス トを信 じる

信仰 です。 これは，喜んで主の教義 を受 け

入れ，主のみ名 を受 け，主の戒 めに従うこ

とを意味します。福音 とは，悔 い改めであ

り， あらゆる罪から清められることです。

また，誓約 と約束を交わすバプテスマであ

り，聖霊 を伴侶 とする権利です。聖霊は，

私たちがふさわしい状態にあれば，神殿の

儀式を受 ける時 に導 きと教えを与えて下 さ

います。福音 とは聖典です。神殿に関する

ほとん.どの質問の答 えは， 自ら聖典 の中に

見いだすことができるでしょう。福音 とは，

祈りであり，謙遜さであり，素直な心 であ り，

キリス トの愛です。 それは約束であ り，，誓

約であり，そ して祝福で もあ ります。

最後に教師や監督， ステーキ部長 の方々

に勧告 したい と思います。一度参入しただ

けで神殿について完全に理解できる人は，

もちろんいませんが，もし皆さんが主の民を

神殿参入に備 えさせたいと思うならば，福音

を教 えて下さい。神殿で行 なわれることを

教えようとしてはいけません。 それを学 、ζミ

ために神殿 に行 くのですから。福音の原則

を生活の中に確立 していれば，神殿で行 な

われることはきちんと理解できるはずです。

まだ確立していなければ，ほかのことをし

ても役立ちません。 この知識を身につけて

いない人は神殿に参 入すべきではないのです。

神 の恵みが主の民の中にあって，聖徒 た

ちがこの祝福にあずか り，神殿 の中で聖 な

る儀式を行なうことができますように。 イ

エス ・キ リス トのみ名により心か らお祈 り

します。 アーメン。



「救 い主
，イエ スJ

十二使徒定員会会員

デビツド・B・ヘイド

少躍講灘禦諏難
ん」(讃 美歌170番)を 歌 った時の気持ちを

思い出 してみていただきたいと思います。

私は，この偉大 な讃美歌 を歌っている間に

感じたあふれ出るような愛ほど偉大 な愛 を，

味わ ったことがあ りません。 これは救い主

が教 えられた愛です。

皆さんすべてがこの場で体験されたこと

を思い起 こし，記憶 して，記録 にとどめて

おかれるよう希望 いたします。おそらくこ

の場で私たちの予言者を見上げていた時の

ような気持ちは，言葉には尽くし難いもの

かもしれ ません。私 も皆 さんと同様 に胸か

ら込み上げてくるのを感 じていました。 ど

うか このことが皆さん個 人の歴史に残 りま

すように。

さて，人種や環境 を問わず，あらゆる人

人の心の中には，今持 っていないものへの

たとえようもないあこがれがあります。 こ

のあこがれは慈悲深 い創造主が授けたもう

たものです。

このあこがれの気持ちが，それを満足さ

せることのできるたったひ とりの方 に導か

聖徒 の道/1982年7月 号

れることは，神が意図されたことで した。

そうです。私たちは永遠の神の御子キ リス

ト・イエスの中にこそ， その完きを見いだ

すのです。パウロは次のように指摘 しまし
み むね ロ

た。「神は，御旨によって，御子のうちにす

べての満 ちみちた徳 を宿 らせ……。」(コ ロ

サイ1：19参 照)

、イエス ・キ リス トはこの世の救 い主，贈

い主 として選 ばれ聖任された，たったひと

りの御方 です。主はジェレ ドの兄弟にこう

冒われました。

「見よ，われはわが民 を腰 うために創世

の前 より備えられたるものなり。われはイ

エス・キリス トな り。……わが名を信ずる一

切 の者はわれによりて永遠に光を受け(る)。」

(イ テル3：14)

主 は弟子たちに教 えました。「わたしが天

から下ってきたのは， 自分のこころのまま

を行 うためではなく，わたしをつかわされ

たかたのみことろを行うためである。

子を見て信 じる者が， ことごとく永遠の

命を得ることなのである。 そして，わたし

はその人々を終 りの 日によみがえらせるで

あろう。」(ヨ ハ ネ6：38，40〉
がいせん

今 日多くの人々は，主のエルサレム凱旋

入城 を記念 して，しゅろの 日曜 日を祝 って

いますρ群衆は，マタイやヨハネが記した

ように 「自分た。ちの上着を道に敷 き」(マ タ

イ21：8)， 「しゅろの枝 を手 に取 り，迎え

に出て行 った」(ヨ ハネ12：13)の です。

それは年に一度の過越の祭の時でした。

当時サンヒ ドリンの大祭司たちは，イエス

を捕 らえ，死に陥れるためにいろいろと策

略を巡らしていました。そして機会が訪れ

たと思ったのです。
すぎこし

過越の祭の前 日， イエスは弟子たちに，

教 えを授けるので皆で集 まれる部屋を捜す

ようにと指示されました。 そしてその部屋

で， イエスは十二使徒と食を共にされまし
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た。食事が終わると，主は弟子たちに教え

を施 されました。 そして彼 らの足を洗い，

こう言われました。

「あなたがたはわたしを教師， また主 と

呼んでいる。……わたしはその とおりであ

る。

しかし，主であり，また教師であるわた

しが，あなたがたの足を洗 ったか らには，

あなたがたもまた，互に足を洗い合 うべき

である。」(ヨ ハネ13：13-14)

そ して，主は弟子 たちを教えて言われま

した。

「今や人の子は栄光壷受 けた。神 もまた

彼によって栄光 をお受けになった。

子たちよ，わたしはまだしばらく，あな

たがたと一緒にいる。あなたがたはわたし

を捜すだろうが，すでにユダヤ人たちに言

ったとおり，…… 『あなたがたは私の行 く

ところに来ることはできない』。

わたしは，新 しいいましめをあなたがた

に与える，互に愛し合いなさい。わたしが

あなたがたを愛 したように，あなたがたも

互 に愛 し合いなさい。

互に愛し合うならば，それによって，あな

たがたがわたしの弟子であることを，すべ

ての者が認めるであろう。」(ヨ ハネ13：31，

33-35)

また，続いてこう言われました。

「あなたがたは，心を騒がせ ないがよい。

神を信 じ， またわたしを信 じなさい。

わたしの父の家には， すまいがたくさん

ある。 もしなかったならば，わたしはそう

言っておいたであろう。 あ，なたがたのため

に，・場所を用意しに行 くのだから。

そして，行 って場所の用意ができたな ら

ば， またきて，あなたがたをわたしのとこ

ろに迎えよう。 わたしのおる所にあなたが

た もおらせるためである。

わたしがどこへ行 くのか，その道はあな
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た が たにわかっている。」(ヨ ハネ14：1-4)

トマ スは聞きます。「主 よ，どこへおいで

になるのか，わたしたちにはわかりません。

どうしてその道がわかるで しょう。」(ヨ ハ

ネ14：5)す ると主はこう答えられました。

「わたしは道であり，真理であ り，命で

ある。だれでもわたしによらないでは，父

のみもとに行 くことはできない。

もしあなたがたがわたしを知 っていたな'

らば，わたしの父をも知 ったであろう。 し

か し，今は父を知ってお り，またすでに父

を見たのである。」"(ヨハネ14：6-7)

「わたしは父か ら出てこの世 にきたが，

またこの世 を去 って，父のみ もとに行 くの

である。」(ヨ ハネ16：28)

「あ なたがたが父に求めるものはなんで

も，わたしの名によって下 さるであろう。」

(ヨ ハネ16：23)

二 階の広間で， イエスは聖餐 としてベ ン

をとってさき，祝福 し，弟子たちにお配 り

になって こう言われました。

「これは
，あなたがたのために与えるわ

たしのか らだである。わたしを記念するた

め， このように行 いなさい。
さかずき

・この杯は
， あなたがたのために流す

わたしの血で立てられる新しい契約である。」

(ル カ22：19-20)

聖 餐 を教えられた後，救い主はこう説明

され ました。「わたしが去って行 くことは，

あなたがたの益 になるのだ。 わたしが去 っ

て行かなければ，あなたがたのところに助

け主 はこないであろう。 もし行けば，それ

をあなたがたにっかわそう。」(ヨハネ16：7)

救 い主は使徒たちと従 う者たちのために

祈られました。

「父よ
，時がきました。あなたの子があ

なたの栄光をあらわす ように，子の栄光 を

あらわして下さい。

あなたは，子 に賜わったすべての者 に，



永遠の命を授 けさせるため，万民を支配す

る権威を子にお与えになったのですから。

永遠の命 とは，唯一の，まことの神でい

ますあなたと，また，あなたがつかわされ

たイエス ・キ リス トとを知ることであ りま

す。」(ヨ ハネ17：1-3)

イエ スは御父への祈 ηを終 えた後で，弟

子たちと共に二階の部屋 を離れ， ゲッセマ

ネの園に入られてひ とり祈 りを捧げ られ ま

す。

「わが父よ
， もしできることでしたらど

うか， この杯をわた しか ら過ぎ去 らせて下

さい。 しか し，わたしの思いのままにでは

なく，みこころのままになさって下さい。」

(マ タイ26：39)

この 時の苦しみについて，主御 自身がこ

うおっしゃっています。

「そゐ苦 しみたるや
， われ神，す なわち

おお

すべ ての中最 も大 い なる者な りといえど

も痛苦のために身をふるわせ，あらゆる毛
あ な わ びトた

の孔 より血を湧かせ，身と霊と両つながら

を苦 しめ，すなわちこの苦きさかずきより
の

呑 まずしてしりごみするも可な らんことを
ほ っ

欲 し た り。
しか ド ほ

然はあれども，父なる神は讃むべきかな。

さればわれはこの苦 しみをなめ，人の子 ら
ととのえ

の為 に準備 を為 し終 りた り。」(教 義 と聖約

19：18-19)

「見 よ
，われは神なるに，人 もし悔い改

むるならばこの苦 しみを受けざらんがため

に，すべての者に代 りてこの苦 しみをわが

身に受けたり。」(教 義 と聖約19：16)

兵 士 とユダが来るのを見て，主は言われ

ました。「見よ，わたしを裏切 る者が近づい

てきた。」(マ タイ26：46)
せっぷん

そ し て ユ ダ が 主 の ほ お に 接 吻 を し ま す 。

イ エ ス は 言 わ れ ま し た 。「友 よ ，な ん の た

め に き た の か 。」(マ タ イ26：50)， 「だ れ を

捜 し て い る の か 。」(ヨ ハ ネ18：4)

聖徒 の道/1982年7月 号

兵士が言いました。「ナザ レのイエスを。」

すると主は次のように答えられました。

「わたしが
， それである。」(ヨ ハネ18：5)

こう して兵士たちはイエスをユダヤ人の

指導者，次いで大祭司カヤパの もとへ連行

するのです。(マ タイ26：57参 照)

「あなたは神の子キリス トなのかどうか
，

生ける神に誓 ってわれわれに答えよ。」(マ

タイ26：63)カ ヤパが問うと， イエスは次

のようにお答えにな りました。

「わた レがそれである
。あなたがたは人

の子が力ある者の右に座し，天の雲 に乗っ

て来 るのを見るであろう。」(マルコ14：62)

それ からイエスはピラ トの前でこう聞か

れます。「あなたはユダヤ人の王であるか。」

(ヨ ハネ18：33)

主 は 答えます。「わたしの国はこの世 のも

のセはない。 もしわたしの国が この世 のも

のであれば，わたしに従 っている者たちは，

わたしをユダヤ人に渡さないように戦 った
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であろう。」(ヨ ハネ18：36)

ピラ トは群衆に言いま、す。 「わたしには，

この人になんの罪 も見いだせない。過越の

時には，わたしがあなたがたのために，ひ

とりの人を許 してやるのが，あなたがたのし

きたりになっている。ついては， あなたが

たは，このユダヤ人の王 を許 してもらいた

いゐか。」(ヨ ハネ18：38-39)

群衆 は叫びました。「その人ではなく，バ

ラバを。」(ヨ ハネ18：40参 照)

そこでピラ トはイエスをむちで打ちます。

また，兵士たちはイエスの頭にいばらの冠

をかぶせ，紫の衣を着せます。(マ ルコ15：

15-17参 照)

ピラ トは言いました。「わたしはこの人に

なんの罪もみとめない。」(ル カ23：4)

ところが，群衆は叫び ます。「その人を殺

せ。……十字架につけよ，彼を十字架につ

けよ。」(ル カ23：18，21参 照)

こうして人々は主を捕らえ，ペテロは主

を3度 否定するのです。主は御 自分で十字

架 を負い， ゴルゴダの丘への長い道を歩ま

れます。道を埋めた人々の間を過 ぎ，むせ

び泣く女たちの傍 を通 り，十字架 につけよ

と叫ぶ殺人者たちの間を通 り，町の門を通

って 「されこうべ」 という意味のゴルゴダ

の丘に行くのです。(ヨ ハネ19：17参 照)こ

うして人々は主を十字架 につけます。

イエスは隣の強盗にこうお告げになりま

す。「あ なたはきょう，わたしと一緒 にパ

ラダイスにいるであろう。」(ル カ23：43)

イ エ スの最後の言葉はこうでした。

「婦人よ
， ごらんなさい。これはあなた

の子です。」(ヨ ハネ19：26)そ してヨハネ

に向かいこう言われました。「ごらんなさい，

これはあなたの母です。」(ヨ ハネ19：27)

「父よ
，わたしの霊をみ手にゆだねます。」

(ル カ23：46〉

「すべてが終 った。J(ヨ ハネ19：30)
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さて，週の初めの 日，夜明け前に，女た

ちが香料を持って墓 を訪れ，そして 「石が

墓からころが してある」のを見つけました。

(ル カ24：1-2参 照)

天使の声は こう尋ねました。「あなたがた

は，なぜ生きた方 を死人の中にたずねてい

るのか。そのかたは， ここにはおられない。

よみがえられたのだ。」(ル カ24：5-6)こ

れ は，地球の歴史が始まって以来最 も栄光

に満ちた出来事のお告げで した。

マリヤは声を聞きました。「女 よ，なぜ泣

いているのか。だれを捜しているのか。」

マ リヤは言います。「もしあなたが，あの

方を移 したのでしたら，どこへ置いたのか，

どうぞ，おっしゃって下さい。わたしがそ

のかたを引き取 ります。」

彼女は 「マリヤよ」 という声を聞きます。

気づいたマリヤは 「ラボニ」と答えます。

「わたしにさわってはいけない。わたし

はまだ父のみもとに上っていないのだから。

ただ，わた しの兄弟たちの所に行って，rわ

た しは，わたしの父またあなたがたの父で

あ って，わた しの神またあなたがたの神で

あられ るかたのみ もとへ上 って行 く』 と，

彼 らに伝えなさい。」(ヨ ハネ20：15-17参

照)

後 にイエスは二階の部屋で使徒たちにみ

姿を現わされました。 お亡くな りになる前

に過 ごされたあの部屋です。弟子 たちは驚

きました。そして，主は弟子たちに語って

次のようにおっしゃいました。

「やすかれ…一

なぜおじ惑っているのか。どうして心に

疑いを起すのか。

わたしの手や足を見なさい。 まさしくわ

たしなのだ。さわって見なさい。霊には肉

や骨はないが，あなたがたが見るとおり，

わたしにはあるのだ。」(ル カ24：36，38-

39)



後に，ガ リラヤの岸辺で，救い主 と弟子

たちが共に魚を食べていた時，主はペテロ

にこう尋ねました。「ヨハネの子 シモンよ，

あなたはこの人たちが愛する以上に，わた

しを愛するか。」

「主よ
，そうです。わたしがあなたを愛

する子とは，あなたがご存じです。」

「わたしの小羊を養いなさい。」

「ヨハネの子 シモンよ
，わたしを愛する

か。」

「主 よ
， そうです。わたしがあなたを愛

することは，あなたがご存じです。」

「わた しの羊を飼いなさい。」

「ヨハネの子ジモ ンよ
，わたしを愛する

か。」

「主よ
， あなたはすべてをご存じです。

わたしがあなたを愛していることは，おわ

か りになっています。」

そして主はもう一度こう言われました。
『「わたしの羊を養いなさい

。」(ヨ ハネ21：

15一17参 照)

ペ テロは主を3度 拒みました。そして今

主は3度 ペテロに，その愛 と忠実さが確か

な ものかどうか確認されるのです。

やがてキリス トにも天父のみもとに昇る

時がやって来ます。 主は前にこう言ってお

られました。「わたしは，わた しにさせるた

め にお授けになった.わざをなし遂げ〔た〕。」

(ヨ ハネ17：4)

復 活 の後，主は約40日 間地上にとどまら

れ ました。 それは弟子たちが，このよみが

えられ，栄光 をお受けになった御方 につい

て さらに十分 に理解 し，神の王国につける

事柄について教えを受けるためでした。

こうして主は昇天されるばか りとな りま

した。使徒たちにはその御方が救い主であ

ることがわか りました。主が もはや墓の中

聖徒の 道/旧82年7月 号

に横 たわったなきがらではな く，栄光を受

けた もうた御方であることを証 したのです。

主は昇天の地 としてオ リブ山をお選びに

なりました。そこはラザロとマ リヤとマル

タとの間に愛 を育み，安 らぎを得たベタニ

ヤの近 くでした。 またオリブ山の近 くには

ひとり苦難を味わわれたゲツセマネの園が

ありました。主はこのオ リブ山の頂上を昇

天の場 として選 ばれました。そしてその同

じ山に，主は悲しみの人としてではなく栄

光 に輝 く勝利の王 として立たれるのです。

そのオ リブ山で，救い主は使徒たちと主

を信 じるすべての人にこう指示 されました。

「それゆえに
，あなたがたは行って，す

べての国民を弟子として，父と子 と聖霊と

の名 によって，彼らにバプテスマを施 し，

あなたがたに命じておいたいっさいのこ

とを守るように教えよ。見よ，わたしは世

の終りまで， いつ もあなたがたと共 にいる

のである。」(マ タイ28：19-20)

私 は聖霊の力によって証 します。 このイ

エスはキ リス トであり，神の生 ける御子で

あ り，世 の罪のために十字架におかか りに

なった方です。こうあります。「あらゆる不

義を藻めたもう。……あらゆるものを彼に

.よ りて救わんためな り・」(教 義と聖約76：

41-42)「 主 は牧者のようにその群れを養い，

そのがいなに小羊をいだき，そのふところ

に入れて携えゆ〔く〕。」(イ ザヤ40：11)イ

エ スは私たちの贈 い主，私たちの主，私た

ちの王です。

主の王国は再び地上に確立されました。

それは末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会です。

この教会は神の導きにより，主の再臨の備

えをします。 なぜなら主は再びおいでにな

るからです。主の聖なるみ名により，へ り

くだって宣言いたします。アーメン。
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自己改善

第一副管長

N・エル ドン ・タナ ー

， の集会 を閉 じる前 に，ぜひ少しお話

」 したいと思います。き ょうの午後の

ひととき，大管長(ス ペンサー ・W・ キン

ボール大管長)と 同席することができ，非

常 に大きな祝福 を感 じてい誕す。大管長 が

いらっしゃらないことで一番寂 しい思いを

していたのは私で しょう。先 日大管長に，

十二使徒評議 員会 と大管長会の集会 に来て

いただいた時は，一 同，大変感謝致 しまし

た。先週の木曜 日，教会幹部全員が神殿に

会 した折，『キ ンボール大管長が入って来ら

れ，愛と感謝を示され ました。私たちには，一

まだ指導を与えて下 さるキンボール大管長

がいらっしゃいます。

ここで少しお話 したいのですが，私は姉

妹 たちの集会に何度か出席させていただき
まい しん

ました。み業に遭進される姉妹 たちの姿に

は本当に素晴 らしい ものがあ ります。その

ことを姉妹 たちにお伝 えしたいと思います。

どうか主が，み業 に携わる姉妹 たちを祝福

されます ように。

さて，私たちは大会の間この場 に座 を占

め，大変幸せなことに，教会幹部の声 を聴
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くことができました。証を述べて下さった

方，予言や祝福にっいて話して下 さった方，

この教会の伸展について話して下さ った方

もあ りました。この素晴 らしい方々は皆，
うそ

福音の証を持 っています。 この方々は，嘘

を申しません。おろそか にできない真理 を，

みた まによって語ります。皆さんは必ずや

それを正 しいと感じ，同感されたことでレ

よう。

その言葉を思い起 こしながら，天父のみ

前に帰って祝福にあずかるために， どの弱

点を取 り除 くかを考え，決意 して下さい。

私はこれまで副管長として，4人 の大管

長のかたわらで働 いてきました。 この4人

は皆，全 く違 う個性の持主でしたが，彼ら

を通 じて行なわれるそのみ業 を目のあた り

にすることができたのは，大 きな特権でし

た。 だれでも，なぜ彼らが選 ばれたのか理

解することができるでし ょう。予言者たち

の教 えに従 って下さい。

どうか， 自己を改善 し，祝福にふさわし

くなろうという思いを持 って家路にっかれ

ますように。先般，孫に食事 の祝福 を頼み

ましたが，孫がこう言うのを聞いて，私 は

本当にうれしく思 いました。「この大会で学

んだことを思い出せるよう助 けて下 さい。

また，1それにふさわしく生活できるように，

教えを生活の中で応用できるように助けて

下さい。」

兄弟姉妹の皆 さん，主に仕えるために，

どこを改善 したらよいか，主がは っきりと

お教 え下さいますように。先般お話しまし

たように， きょうの教えをす ぐに実行 して

下さい。

午後の部会に出席できたことを，また，

大会の進行 をつぶさに見ることができた こ

とを，大変うれしく思います。素晴らしい
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主が指揮しておられる

大管長

スペンサー・W・キンボール

愛
する兄弟姉妹の皆さん，私 にとって

ドきょうはきわめて意義深い 日です。

私はきょうの 日を待ち，望み，信 じてきま

した。私はこの教会の人々をとても愛して

います。またこの盆地に住むすべての方々

が示 して下 さった愛に心から感謝 していま

す。 そのようなわけで，私 は皆さんに対す

る愛と素晴らしい経験 を共にできた喜びを

お伝 えするとともに，私の証を述べたい と

思います。 この業は主のみ業であり，主は

み業を指揮 しておられ ます。教会は真実で

す。 すべては順調に運んでいます。主の恵

みが皆さんにありますように。主イエス ・

キリス トのみ名によ り祈 ります。アーメン。
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仕事の価値

管理監督会第二副監督

J・リチャード・クラーク

今
世紀，ジェームズ ・A・ ミッチェナ

ーほど質量共 に優れたベス トセラー

を出した作家 もいないで しょう。彼の持つ

関心 の広さ，優れた ものへの飽 くことなき

探究心 に，私は圧倒 されます。 彼の この よ

うな成功は決 して偶然にもたらされたもの

ではあ りません。 また，生まれつきの才能

だけでもないようです。彼の成功 は，熱心

に働 く習慣を育むことによって もたらされ

たものです。

ジェームズ ・A・ ミッチ ェナーは未亡 人

の母 によって貧 しい中で育てられました。

11歳 の時から，夏になると1週 間の内6日

働き， 冬の間は新聞配達 をしました。そ し

て，14歳 の時には，鉛管工 として弟子入 り

をし，夏 には一 日14時 間，冬の間は一 日4

時間 も働きました。 ミッチェナーは当時 を

振 り返 ってこう述べています。「この ような

過酷な労働のために仕事がいやになったと

いうことはありません。む しろ良識ある人

は良識ある目標を達成するために熱心に働

くという考えを植 えつけて くれ ました。私

は今 でもこの考えに従っています。」("An

AuthenticWorkEthic：1.ThePathto

聖 徒の道/1982年7月 号

Achievement"『 真 の勤労精神 ：成功への

近道』「リーダーズ ・ダイジェス ト」1977年

1月 号，p.149)

勤労 は神からの祝福であ り，霊的にも物

質的にも救 いを得るための基本原則です。

アダムがエデンの園から追 い出された時，

肉体的な苦労を味わうことによ り，すなわ

ち額に汗することによりパンを得よと命じ
のろ

られました。そして，「地は汝のために咀わ

る」 と言われました。 注意 して読んでみて

下 さい。すなわち， これはすべてアダムの

ため， アダムにとって益 とならんためでし

た。 この地を治めるのは容易なことではあ

りません。 しか し， それはアダムヘのチャ

レンジであ り，祝福で もあったのです。私

たちがチャレンジを受けることにより，祝

福にあずか るようなものです。

私 たちは神と協同の創造者です。神 は私

渇ちに神御 自身が残された仕事 を行ない，

エネルギーを活用 し，鉱山を開き，地球の

宝を役立てる能 力を与 えて下さいました。

そして何よりも大切 なことは，人格 の核心

は厳 しい労働 を通 して形成されることを主

が知 っておられるということです。

勤労 はモルモ ンの トレー ドマークです。

私 たちは勤勉で，労働意欲の高い民 として

世 界中に知れわたっています。

この旺盛な勤労精神こそ，モルモンの伝

統であ ります。モルモンの勤勉 さはかつて

モルモンが住んだ至 る所に刻まれています。

ミズーリ， ノーヴー， ソル トレーク盆地な

ど聖徒たちが住 み着いたあちこちの渓谷に

はモルモ ンの汗の結晶が今 もなおその名ご

りを留めています。

この末 日の時代に，J・ ルーベン ・クラ

ーク ・ジ4ニ ア副管長は次のように述べて

います。「私たちは借金 もせず，供与 も受け

ず， 自力で移住 した。私 たちが家を捨てた

のはただひとつ，私 たちを家から追 い出し，
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その後代価 も払わずに残 した財産を 自分の

ものにしてしまった人々の，うらみか らであ

る。

私たちは物質の不足，そして悲 しみと懸
カむん なん しん く

命に闘った。毎 日のように銀難辛苦 と遭遇

した。

それでもなお1教 会は存続し，民は栄え

た。人格は何ら損なわれることなく受け継

がれていった。私たちは貧 しい人々の世話

をした。そして乏 しき時には隣 人同士が互

いに助 け合 った。

私たちは何度 も燃える炉の中をくぐりぬ

けてきた。 そしてその度に磨 かれ，不純な

ものを燃やし尽 くし， 自らを清めていった

のである。」(Ch鵜h脆 加 泥PJ伽 「教会福

祉計画」1939年 ，pp.8-9)

その ような中を，予言者は模範によって

人々を導きました。 ウイルフ ォー ド・ウッ

ドラフ大管長もまた，労働をこよなく愛 し

た人と言われています。「彼 にとって，仕事

は祝福であり，特権であった。渓谷での苦

労や収穫畑での汗はすべて，神の計画の中

で重要 な部分を占めていたのです。

額に汗して働 くことは，祈 ることと同じ

ように神の命令です。」(マ サイアス ・F・

カウ リー， 厩歪⑳ 名4四 〇〇4賜 ゲJEお 如勿yげ

π∫sL旋 α盟4Lα δα駕 「ウイルフオー ド ・ウ

ッドラフ， その生涯 と働 き」1909年 ，pp.

644-45)

今 日，私はキンボール大管長ほど神聖 な

労働の律法 に従 っているよい模範を知 りま

せん。キンボール大管長は， 自分のモ ット

ーである 「実行」を目ら実践し
，幸福の探

求に自らを捧げるだけでな く， 目標 を達成

する喜びに自分を託 しているのです。ある
り しょくた く

.時， キンボール大管長の嘱託医のウィルキ

ンソン博士が大管長の健康 と肉体的な負担

を心配して話をしたのですが，その時， キ

ンボール大管長は優 しくこう答えました1
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「ウ ィルキンソン兄弟
， あなたの仕事は私の

体がいつも意のままに動 くようにしておく

ことです。」

この話はある時，体が少しだるいので医
み

者に診てもらいに行った農夫の話を思 い出

させて くれ ます。診察の後，医者は，問題

は君が働 き過ぎることだ， と言 いました。

そこで農夫は答 えました。「そんなことはこ

こに来る前からわかっていました。私が来

たのは， もっとエネルギーをもらうためで

す。」

キンボール大管長が主のみ業 に完全なま

でに打ち込む姿 は，私たちに労働の高い標

準を示 して くれ ます。私たちは自分の頭 と

筋肉と霊 のすべてを使 って私たちの努力の

成果を主と家族 と杜会 に還元する道義的責

任があります。 この責任か ら逃避すれば満

足のゆかない生活を送ることになるで しょ

う。 それはまた， 自己を否定し，その機会

と特権を私たちに頼 っている人々を無視す

ることです。私たちは生計 を立てるために

働 きます。 その ことに疑いの余地はあ りま

.せん。 しか し，苦労 して働いている時は，

そのようにして人生 を築 いていることを，忘

れてはなりません。私たちのこれからの生

活が どうなるかは労働によって決まるので

す。

労働 は貴いものです。ほ とん どの問題を

解決する良き治療薬で もあります。悩みの

解毒剤です。才能 の足 りない分を補 うもの

です。労働 は並の人間を天才 にします。た

とえ素質がなくても，実際の労働 によって

補 うことができるのです。

コーサレンは次のように勧 めています。

「貧 しいな ら
， 働 きなさ い。……幸 わせな

ら，働 きなさい。怠惰は疑いと恐れを もた

らすだけである。落胆することがあったな

ら，働 き続けなさい。 悲しみに負けて しま

いそうになったなら，働 きな さい。……信



仰を失い，理性 をなくしたなら，働きなさ

い。夢 に破れ，希望 を失ったなら，働 きな
ひん

さい。生命の危機 に瀕す、るかの如 く働 きな

さい。 まさに，その通 り。 どのような苦 し

みがあろうとも，働 きなさい。…… 働 く こ
いや

とは，精神的 ・肉体 的な苦 しみを癒す最大

の治療薬である。」(Th6Fo7わ6sS6π ♂ρδo罐

ρプ≠ho銘8h渉sonオh6Bz6sガ η6ssα〆L㌍ ，P，

427)

で は，仕事の倫理について幾つかの要素

を次に挙げてみましょう。

1.末 日聖徒 として，私 たちが自分の信

じていることに忠実でありたいと思 うなら，

質の高い仕事を行 なう必要 があります。 こ

れは誠実さの問題です。私たちが行 なう仕

事はすべて， それを造 り出す人々の姿を映

し出します。私たちは現代社会における労

働 の質の低下 を深く憂慮 しています。いつ

も技術はまやかしで，製品は標準に達 して

いるかどうかわからないのに，報酬は全額

を期待するといった状態 をよく見かけます。

社会 はあまり良 くないものでも許容 してし

まうような風潮ですが，私たちは一段高い

理想をもって働かなければな りません。劣

悪な仕事 をして満足することは，モルモン

の考 えではあ りません。 この失業の時にこ

そ，私たちの宗教の持つ労働 の原則を実践

する末 日聖徒 が特に求められています。

2.私 たちはまた， 自分が経営者である

かのように，仕事に対 して完全に，正直な

働きをするようにしなければな りません。

実際的な面か ら言 っても，給与を払うのが

だれであろうと仕事 を行なっているのは私

たち一 人一 人です。 雇用主に対して正直で
ふさ

ありなさい。「働く者はその値 を得 るに適わ

し」(教義 と聖約84：79)と い うようになら

なければな りません。雇用主 に対 して私 た

ちが提供するものは， まあまあのものや通

常の標準 に合 っている ものではなく，私 た

聖徒 の道/1982年7月 号

ちが持っている最高のものでなければなり

ません。私たちは皆， 自分の能力を基とし

た個 人の標準を定めてお く必要があります。

昔の開拓者のモッ トーに次のような言葉が

あります。「一 日分の給与を得るには一 日分

の仕事を。」

3.自 己啓発に投資を。絶えず勉強する

ことによって， 自分の仕事の技術を最高の

状態にまで高めるように努力 して下 さい。

自分の空いている時間を賢明 に使って下さ

い。 もし毎 日13分 間無駄な時間を過 ごした

とすれば，'1年 間で2週 間も時間を浪費し

たことにな ります。現在の仕事 を自分の生

涯の仕事の踏み石 として見て下さい。時間

をとって十分 に考 えてみ ることです。ほと

んどの仕事について言えることですが，労

働者の考 えが非生産的なためにその仕事の

本来の領域が次第に狭められています。 あ

る ビジネスマンが次のような助言を述べて

います。私の好きな言葉 のひとつです。 「ま



ず成功を収めて，それからさらに難 しいこ

とにチャレ ンジしてみることですね。」

4.子 供に労働について教 えることは，

両親の大切 な義務です。今の子供は，親の

懸命な努力に1よって他 に類を見ないほどの

繁栄 を享受しています。親たちは， 自分が

子供の頃に得 られなかったことを自分の子

供にはぜひ与 えたいと頑張ったのです。 し

かし，物心両面にわたって子供 たちを救 う

ためには，子供 たちに働くことを教えなけ

ればな りません。仕事は苦痛ではな く，祝

福であることを模範 によって知 る必要があ

ります。

男女 を問わず，若 い頃に働く習慣 を身に

つけることのできた人は幸運な人です。賢

明な親は子供たちに責任について教 え，ま

た，その責任を果たす時で も，一定 の標準

に達することを要求 します。

ある美しい末 日聖徒 の母 ビバ リー ・グ レ

アムは，母の 日を祝 う話の中で，家庭で受

けた教育に感謝 して次のように述べていま

した。

「母 はいつも厳 しいしつけ と規則
，約束

によ ってその愛を示 してくれ ました。 そし

て約束したことは必ず守るよう私 たちに教

えました。・このことが，私 たちの人格形成

の基盤となったようです。

母は女性 であること，母親であることを

こよなく愛していましたし，ホームメーキ

ングの技術を楽しんでいました。そ して，

その技術を私や姉たちに教 えてくれました。

裁縫，料理，家の掃除，アイロンかけなど

いつ も大変 な忍耐を持 って教えて くれ まし

た。お父さんのワイシャツ にアイロンをか

けること， それが祝福ですって?学 校 に行

く前にせんたくをし，アイロンをかけてき

れいにすること，それが祝福 です って?ま

たてんさいの皮をむき，何時間 もかか って

豆のさやをとり，かんずめ用にとうもろこ
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しの 皮をむき， 日がのぽ って暑くなる前 に

いちごをつみ取 ってしまうこと，それが祝

福ですって?当 時はとても信じられません

でした。で も今は信 じることができます。

そうした仕事 をしながら，私 は，倹約と仕

事 と義務の価値 を知 ったのです。」

子供 たちにこれらの価値について教 える

時の分担原則を強調 して下さい。仕事 を，

これは男性 の仕事， これは女性 の仕事 と区

別 し過 ぎることのないようにして下さい。

一般 的に言って
，子供は男の子 であれ，女

の子 であれ皆，簡単 な料理，皿洗い，家の

掃除，芝刈 り，赤ん坊の世話などを知 って

おく必要があ ります。 このような技術は彼

らが成入した時 その生活をより楽 しく，生

産的なものにしてくれるに違いありません。

それでは，余暇はどのように過ごせばよ

いでしょうか。余暇 をどう過ごすかという

ことは，職業面での向上 と同じように私 た

ちが幸福な生活を送 る上で欠 くことのでき

ないものです。余暇を正 しく活用するため

には，分別 ある判断が求め られ ます。余暇

は私たちに心身を再成する機会を与えてく

れ ます。余暇はまた礼拝の時であり，奉仕

をし，勉強をし，健全 なレクリエー ション

に精を出す時であり， また家族 と交わる時

でもあります。 そして，私たちの人生 に調

和をもたらしてくれます。

余暇は怠惰とは違います。主は怠惰であ

ることを非難して次のように言われました。'
むな

「汝 らは時を空 しく過すことなかれ
。・また，

人々に知 られざらんがために汝らの才能 を

かくすべか らず。」(教 義 と聖約60：13〉 怠

惰はいかなる形 にしろ退屈，争 い，不幸を

生じる しかあ りません。 それは悪 と弊害の

温床を作 り，個人の尊厳を喪失 させます。

怠惰はまさに進歩と救いの敵なのです。

労働 は主の福祉計画の中で欠くことので

きない要因 となっています。 しか し，その



労働は単なる労働ではありません。愛によ

って清められた会員たちの働きは， 多くの

物資を生産 し，それによって貧しい人々の

物質的な必要を満 たすのです。仕事に精出

した人はその無私の奉仕によって清められ，

祝福を受けます。 困っている教会員は愛 と

感謝の精神 で援助 を受 けます。それが教会

員の汗と犠牲によって作 られた ものである

ことを知っているからです。 しかも援助を.

受 けた会員は，監督の割 り当てにより， 自

分の能 力の範囲内で受 けた分 を労働 によっ

て返済します。こうして受 ける尊厳 も保た

れるのです。

主の計画の中で最 も大切 なのは個人です。

いかなる組織であれ，独創性， 自立，受け

たものを働 いで返す ことの必要性 を求めな

い組織は，やがてその本来の姿を失 ってい

くでしょう。教会 の福祉計画の基本は施 し

を避けることです。施 しは福祉計画 を枯渇

させる ものであ り，人体 をむしばむガンの

ような恐るべき敵 です。

ブリガム ・ヤ ングはこう宣言 しています。

「男女 を間わ ず
?健 康 な体を持ち， 自分の

必要 なものを働いて得ることができる人に

対してお金や食物，衣服などをただ与えて

いたのでは何の益にもならない。怠け者に

与えることは悪以外の何ものでもない。 い

かなるもの も怠け者に与えてはならないの

である。

貧しい者 には働かせなさい。」(α 馳o撚6s

びB惚 勉窺yo観g「 ブリガム ・ヤング説教

集」PP，274-75)

ク ラーク副管長はこう述べています。

「兄弟 の皆さん
，……消費する者が同時に

生産する者 となるよう配慮して下さいる生

活の糧 を贈物 として もらうという考えに埋

没してしまうことは， 人格 と独創性の破壊

をもたらします。これはひとつの原則です。」

(福 祉部 会 における説教 より，1960年4月 ，

聖徒の道/1982年7月 号

P.3)

働 く ことは， また広 い意味で，幸福 と繁

栄 と救いを達成することです。労働と責任

と喜びが調和した時， 入間は最大の力を発

揮 します♂ インドの詩 人タゴールはこう記

しています。

われ 眠りて夢 を見る

人生に喜びありと。

われ 目を覚 まし， そして見る

人生に義務 ありと。

われ 行動を起こし， そして見る

義務はすなわち喜 びな りと。

(ア ール ・ナイ ンチ ンゲールの"Our

ChangingWorld"』 『激変する世 界』への

引用から)

労働 は時の初めより，神の子供 たちがこ

の地上 における管理の職を全 うする手段 と

して与 えられた ものです。労働は神か ら与

えられた遺産です。 スティーブン ・L・ リ

チャーズ長老は次のように教えてい ます。

「信仰 を もって働 くことは
，私 たちの宗教

の教えと将来の状態，すなわち天における

基本概 念である。そしてそれは絶えざる労

働 を通 して得られる永遠の進歩という形と

なって現われてくるのである。」(Co碗 耀66

R勿oπ 「大会報告」1939年10月 ，pp.65，68)

この 末 日の世 の人々に対 して主はこう語

っておられ ます。

「見よ， われ汝 らに告 ぐ，汝ら出で行き，

ひまどることもなく怠ることもなくして，
つ く こころ

全力を尽 して働 くはわが意なり。……
たば

かくて汝ら忠実な らば， 多くの束を背に

加えられ，名誉 と栄光 と，不死不滅 と，永

遠の生命 との冠 を受 けん。」(教 義 と聖約

75：3，5)

これ らのことを，主イエス ・キ リストの

み名によって証 します。 アーメン。
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「その子らは立ち上

がって彼女を祝し」

中央扶助協会会長

バーバラ・B・スミス

箴
言の中で， レムエル王は母 から教 え

られたことを語 っています。母の教

えに強い感銘を受けた王は， そのことを細

かく記しました。母は息子に，妻であり自

分の子供の母 親である女性 に求 める特質 と

心構 えについて述べ，ひとつのことを強調

しています。それは， もし家の中のことが

よく管理 されていれば， やがて子供 たちは

立ち上がって，母を祝するようになるとい

うことです。(箴 言31：28参 照 〉

女性の前 に次か ら次へ と興味をそそる生

き方を投げかけ，その機会 を与えようとし

ている今の世の中にあっては，この ような

教えが何 とも心強く感 じられ ます。私たち

は、ζ・りかかってくる事柄だけでなく， 自分

の家族にとって必要なこと，つきつめれば

子供 に母親として与え得る永遠の祝福をこ

の世 にあって味わわせているか， もっと真

剣に考えてみるべきではないでしょうか。

この先1母 親一入一人が，子供 にどのよ

うな祝福 を与 えることができるかを， 自分

なりに考えなければならなくなるでしょう。

祝福を与える方法は数限 りな くありますか
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ら， よく考 えた上で決めることが大切 です。

子供 と家 にいる母親 にとっては，この選

択はきわめて重大な意味を持ってきます。

そのような母親 には，正 しい道を示してく

れる確かなより所が必要です。聖典，教会

の指導者の言葉，祈 りを通 して得る確信が
おしえ

それです。 エペソ書では，「様 々な教の風」

(4：14)、 について警告されていますが，こ

の風がどこよりも強 く吹き荒れているのは，

おそ らく現代の女性が直面 しているチャレ

ンジや決定の中だと言えるで しょう。

暗やみに輝 くともしびである確かな予言

の言葉 に目を留めないなら(IIペ テ ロ1：

19参 照 〉，私たちはいとも簡単 に 「様々な教

の風 に吹きまわされ たり， もてあそばれた

りする」(エ ペソ4114〉 こ とでしょう。

このことを心 に留めていれば，女性は自

分にとって何が正 しいことかをよく知 り，

自信 を持って歩 むことができるのです。た

だし，ひとつのことがすべての人に当ては

まるわけではあ りません。 それぞれ，その

人な りの解決法があるはずです。

理想的な家庭 の姿 とは，いつ ものことな

がら，母親が家にいて，子供のそばにいる

こと，子供 の面倒 をみること，子供の成長

を助 けること，家族の活動 を協力，統制 し
』
て行なうこと，誤った教 えの侵入を食い止

めること，そんな母親がいる家です。 しか

し，家計 を助けるために，母親が外に出て

働 くという状況 になることもあります。 エ

ズラ ・タフ ト・ベンソン会長はこう述べて

います。「心ずしも理想的とは言えない状況

下に置かれている人がかなりいることを知

っています。…… やむ を得 ない事情があっ

て，子供 を人に預けて働 きに出なければな

らない母親……」(「聖徒の道」1982年4月

号，p.178)



き ょうお話 したいのは， このような状況

にある母親の皆 さんに対してです。私 たち

は扶助協会の指導者の方々に， このような

母親の皆さんに対 して も扶助協会の中で働

く機会 を与 えると共に，彼女たちの必要に

応 じたプログラムやレッスンを考えていた

だきたいのです。また，ご主人やホームテ

ィーチャー，訪問教師は， このような母親

に励ましを与えることに加 えて，母親の本

来の役割を強調 していただきたいと思いま

す。 と申しますの も，母親はたとえ働 く責

任が加わったとしても，子供の必要 を満た

してあげるという母親の責任が取 り除かれ

ることはないのですか ら。外に出て働かな

ければならない母親で も，子供の肉体的必

要はもとより，他の様々な面に対 して負っ

ている責任を決 して回避す ることはできな

いのです。

小さい子供 を抱えて外に仕事 を持 ってい

る母親が直面するチャレンジは数 多くあ り

ます。 まず，子供を預かってくれる人を見

つけなければなりません。次に，相手の事

故や病気といった緊急時にどうするか を決

めておかなければな りません。 そのような

緊急時 には，理解ある雇い主や親戚，隣人，

学校 の先生，そのほかいざという時に助け

て くれる人の力に頼らなければならなくな

るでしよう、。

仕事 を持 っている母親のほとん どが，時

間の使い方 を工夫 し，前もって計画を立て，

買い物 をし，予定を組み，家族で仕事 を分

担 して，時間を上手に使うことを考えてい

るようです。また，たとえできあいの食品

や料理サービスなど，働 く母親にとって便

利な ものはあっても，栄養豊かな食事 を作

り，家族で食卓を囲むだんらんのひ ととき

を大事 にすることも，彼女 たちは忘れてい
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ません。

しか し，私 たちが感 じているのは， 多く

の働 く母親にとって本当のチャレンジは，

疑問や悩み， それに決定すべきことの 多い

年 頃にある子供たちをどう導 くかというこ

とです。子供の表に現われ ない必要 を感じ

取るのは難 しいことです。 それに未熟なた

めに， 自分でもその必要 に気づいていない

のです。母親は，子供の欲求が最 も強い時

にいつ もそれに応えてあげられるわけでは

あ りません。 それでも，働 く母親の多くが

努めて子供 と一緒にいる時間を作 り出 して

いるようです。子供 と一緒 に家事をしたり，

できる時には一緒に買い物 をしたり，計画

を立てたり，遊んだりしています。 また時

時，枕を並 べて寝， 自分には愛 してくれる

人がそばにいるという気持 ちを子供 に感じ

させるようにしている母親 もいます。

働いている母親はとかく，いわゆる 「心

のふれあい」の時として，子供 と一緒 に特

別なr「お出かけ」をした り，遊 びに行 った

りすることを考えがちです。 しか し，お気

づきのことと思 いますが， これは危険な考

え方です。子供 との時間を レク リエーショ

ンばか りに充てることによって，子供にゆ

がんだ生活のイメージを持 たせて しまいま

す。働 くことと遊ぶことのバランスを教 え

ることが大切 です。 日常の仕事がきちんと

でき，分担が完全に果たせた時こそ，「お出

かけ」 といった，特別 な出来事 に意味があ

ることを，子供 にわからせる必要があるで

しょう。

この ことを孫 にわからせようとした祖母

がいました。孫がやって来ると， そのおば

あさんは，子供 でもできる仕事を捜 して一

緒に働 きました。その後で，ゲームをする

のです。それからまた仕事 をして，ゲーム
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をするという具合いにしました。 おかげで

子供はおばあさんが望んでいたように，働

くことと遊ぶ ことの関係，働 いた後で遊ぶ

快さを感 じ取 って くれたのです。

学校の勉強，音楽の才能 やその他の才能

を磨 く訓練 も日課 に含 まれます。成功の意

味 を知 ろうとしている母親は，子供 と一緒

に努力するこ、とによって， また必要があれ

ば才能 を最高のところまで高めることによ

って，成功の価値 というものを子供に教え

ることができるで しょう。母親の考え方次

第で，子供の才能をどのようにも磨 くこと

ができるのです。 また母親は，子供が練習

する時に，出来具 合 や正 確 さな どを見て

あげることによって子供 を助けることがで

きます。子供 の地道な努力が報われるよう

に助 けてあげていただきたいのです。

仕事を持 っている母親は四六時 中観察す

ることは無理 ですが，家にいる時 には子供

をよく見て， 日常の働きを通 して訓練 され

ることを子供 に教えると共 に， よい働 きを

ほめて，喜びを味わうことができるように

してあげて下 さい。

母親は，人生の大切な目標を心 に留めて

おく必要 があ ります。著作家であり，科学

者，教授 であるレオ ・ロステ ンは， 目標に

ついて次のように述べています。

「この世 の人生がいともたやすく
，対立や

不安 などとはかけ離れたもの，心痛や悩み

や苦 しみのないものだなどと， どこに約束

されているだろうか。……

人生の目的は，人生に何 らかの意義 を見

いだすことであり，造 り出すことであり，

あらゆる面でこれまでの自分 とは違 う自分

を造 りあげることである。幸福 とは，古く

か ら自己達成と考 えられてきた。すなわち

幸福は，神が与えたもうた……すべての才
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能 を最大限に発揮する人々にもたらされる

のである。

私にとって幸福は最大限に進歩すること

の中にあ り，それは心 と精神のよ り所 とな

る。」(Thお 恥6た ハ44818認%6，「ズイス ・ウ

ィーク ・マガジン」1963年1月20日 ，p.2)

自分 の子供が何 を必要 としているのかに

心を配 ろうとするなら，人生の大切 な目的

を心 に留め，主 を知 り，主の愛と導きを感r

じ取るようにしなければな りません。 そう

する時，母親は，子供が主 を知 り，天父の

愛を感 じなが ら成長で きるよう助けること

ができるのです。

この ことを悟 ったある女性が次のように

書いてきました。

「離婚直 後， 私は子供にすべて において

最高の ものを与 えようと心 に決め ました。

・・子供のた.めに良いものを与えよう……

あ らゆる面で父親の代わ りをしようと思い

ました。私は子供をピクニックに連れて行

ったり，木の上 に家を作って遊んだり，一緒

に野球をした りしました。離婚 したことで，

子供 に悲しい思いをさせたくなかったのです。

料理や裁縫か ら，走ったり遊んだり，取

っ組み合 いまでしました。そ して掃除にア

イロンかけと，母親 と父親の両方をこなそ

うと忙 しい毎 日で した。

ある晩，片づけを終えてから，私は3人

の子をお風呂に入れました。 まず一番下 の

子を洗い，きれいな湯をかけてか らバスマ

ッ トの上 に立たせ， タオルにくるんで，寝

室に連れて行 き，パジャマを着せて，ベッ

ドに寝かせました。 これが済むとまた浴室

に戻 り，同 じことを全員の子 にするのです。

一番上の息子を寝かせ
，お休みのキスを

すると，息子が 『お願い，歌をうたって』

と言 います。



『何の歌?』 と聞くと
，『ロ ドル フの歌』

と下の子が声を上げました。

『違う
，「ジョニー ・アッブル シー ド」だ

よ』 ど声がしました。

すると今度は娘が， 「「目をさま してて」

を歌って』 と言 います。

『歌 ひ とつ歌 うのに1時 間もかかってし

まうわ。そんな時間ないのよ。 お休みなさ

い。・』そう言って私は明か りを消 しました。

『ママ
，お願いだか ら。ひとつでいいか ら

歌って。 ママが決めていいから。』

『お祈 りはどうするの?』

私 は心を決めてこう答えました。『お母さ

んはお休みなさいを言 ったのよ。だからも

う寝なさい。』

後片づけのために浴室に向かいながら，

私はこう思いました。子供 たちが大きくな

って，私がいろいろなことをしてあげたこ

とがわかるようになれば，きっと感謝 して

くれると思 うわ。

浴室 に入ろうとして，私 は思わず足を止

めました。バ スマッ トの上 に3人 の足跡が

きれいに残 っているのです。一瞬，私はこ

の足跡 にやっと寝か しつけてきた3人 の尊

い子供の霊が立っているのを見た気が しま

した。 そして 自分の愚かさをつくづく感じ

たのです。子供 たちの肉体 の必要を満たす

ことに大わらわだった私は，霊 の必要をお

ろそか にしていたのです。 その時，私には

その双方を養い育てる神聖 な責任があるの

だ，とわかりました。 たとえ子供たちに流

行の服 を着せ， お金で買えるすべての物を

与 えた として も， 彼 らの霊 の必要を満た

そう としなければ，母 親 と しての尊い責
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任 を正 しく果た した ことにならないので

す。

私は謙虚 な気持ちにな り，子供部屋 に戻

りました。 そして一緒 にひざまずいて祈 り

ました。親子4人 が男の子の大きなベッ ド

に入り，次か ら次へと歌を歌い，気がつい

てみると，私だけが歌 っていて，子供 たち

はみんな寝入っていました。」・

末 日聖徒の母親は，扶助協会 の中に，子

供の必要を満たす際に役立ついろいろなプ

ログラムを見つけることができます。 それ

は子供の健康や安全，食生活や衣服，社会

的，情緒的必要か ら，霊的必要，永遠 にわ

たる家族関係のあり方まで，広範囲にわた

っています。

このように，片親であるがゆえになみな

みならぬ努力を払ってきた母親の証 は数 多

くあります。主 はこのような母親を特 に心

にかけて下さ り・，厳しいチャレンジの中に

あってもその務めを上手 に果たしていくこ

とができるようにして下 さる と，私たちは

確信 しています。 しか し，そのような母親

とて，主の原則と目的に照 らレて決定 を下

し，望んだことが本 当に実現することを信

じる信仰を持たなければなりません。

主の助けをいただく時に，家族は力を与

えられ，なすべきことを行なえるようにな

ります。つまり，掲 げた 目標を達成するた

めに，持っている技術を駆使 し，倹約をし

て共 に働 くことです。まだ小さい子供たち

も，家族がよりよい方向へ と歩めるよう，

すぐにで も親 と一緒に働 いて くれるように

なるでしょう。

男性む女性 も，すべて神の創造された も

のであり，神のようになれる素質を持 って

います。私たちは神の子なのです。私たちが

神の属性を具 えることができるように，神

144

は教 えと計画 と模範を与 えて下さいました。

主 の方法を使って子供 を教 える時 に，私

たちは主のようになることができます。子

供 と常 に意志の疎通を図る，子供の話をよ

く聞 く，導 き励 ます， いつも見守 る，子供

の身を守って も子供を操 ってはならない，

経験によって学ばせる，従順 になれるよう

な方法で子供を正す(親 の意志ではなく，

子供に正 しいことを して知恵を得て もらい

たい という願いから行な う)，これらはみな

主の方法です。

私たちは，確かな真理 を与えてくれる神

の原則にのっとって歩む時に，自分の人生

の計画ができますし，可能 な限り自分の行

く末を見通すことができるのです。

私 たちは努力次第で義の模範となること

ができます。子供たちはその模範 にならっ

て行 なうことにより，人生の何たるかを学

んでいくのです。

母親が常 に喜 びを示 していれば，子供の

世界も喜 びに満 たされ ます。また，母親が

賢い選択 をすれば，子供に識別 の仕方を教

えていることになります。 そればか りか，

健康 な進歩を もたらす大切な要素である清

めを与えることにもなります。主から主の

純粋 な愛を学ぶことによって，母親は己を

捨てた愛の心を養うことができ，それで家

庭を潤 し，同時 に愛の示 し方を子供 に教え

ることができるわけです。聖典 の中でも言

われています。「その身体 の力 と全身全霊の
ちから

能力をっくして努力をしたによって」私た

ちは生活 に安 らぎを見いだすことができ，

さらに 「子供たちに祈ることと，主の前に

正 しく歩むこととを教 え」ることができる

のです。(モ ルモ ン言18節1教 義 と聖約68：

28)

母 親 には，子供を世 に送り出す特別な機



会があ りますが，同時に， この世 にあって

子供に幸福 と成功 をもたらし・永遠の備 え

をさせる大切 な役割 もあるのです。

今 日の経済状態は，母親 とその家族 と密

接 にかかわ り，広く影響 を及ぽして，数 々

の問題を引き起こしています。母親が，母親

にしか満たすことのできない必要を心 に留

め，キ リス トのような特質 をみが く上で母

親の果たさなければならない役割に 目覚め

る時にこそ，先のような問題の解決の糸 口

を見つけることができるのです。そ して，

みたまに近 く生活する時に，その方法 は一

層はっきりと彼女の前 に示 されることでし

ょう。妻には家庭の経済を援助 する責任が

ありますが，これにつ いて，私 たちはよい

指示をいただいています。 キンボール大管

長の言葉に耳を傾けてみましょう。

「女性 の中 には
， 自分の力ではどうにも

ならない状況 に置かれているがために，労

働 に従事 しなければならない人 もいます。

私たちにはその方のことが理解 できます。

子供を育てるの と同 じように，神か ら授か

った様々な才能を，広く人々のために活用

することができます。 しか し，天父の霊の

子供たちをもうけ，養育するという女性 に

託 された永遠の責任 をなおざ りにさせるよ

うな仕事 に心を引かれるという過ちは犯 さ

ないで下 さい。心か らの祈 りをもってすべ

ての決定を下すようにお願い します。」(「聖

徒の道」1980年3月 号，p.142〉

テ ンプル ・ベイリーの稿本，「母親のため
ぐう わ

の寓話」(・4L彪 」61%昭 ゐ」6南7砿o云hε 鴬)

の中で，入生の小道を歩き始めた若い母親

がこう言っています。「この道は楽な道では

ないけれ ど，終わ，りは始めより素晴 らしい

はず。」彼女は子供 に，人生の素晴 らしさを

教え，勇気と力を与えました。 そして最後

聖徒の道/1982年7月 号

に彼女は， 人生 に暗い影を落 とす雲が現わ

れたら，その雲 のはるか上を見上げ，神の

栄光 を仰ぎ見るようにと教えたのです。暗

闇の向こうに神 を見いだす方法を知 り，神

の栄光 によって生 きる方法 を心得 ていた

ので，子供 はひ とりで歩くことができまし

た。その母親の人生の旅は終わ りを告 げま

したが，終わ りは始めよ りも素晴らしいも

ので した。それは，彼女が子供 に何 を教え

ることができたかによって決まるのです。

(教 会歴史部蔵)

結 局，家庭を第一 にし，一人}人 の子供

に自分は母から愛され，天父から愛されて

いると感じさせ ，生活を通して証する福音

が真実であると悟 らせる偉大な母である皆

さん，皆 さんの子供 はやがて，「立って，

〔あなた〕 を祝」す こ とで しょう。(箴 言

31：28)こ れ らをiイ エス ・キリス トのみ

名 より証致 します。アー メン。
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1980年 代の雇用に

関するチャレンジ

七十人第一定員会会長会

」・トーマス・ファイアンズ

盆一』き詰 まった経済情勢を報ずる記事が

打 襯 雑誌をにぎわしていますが，
一
ここで，これまで教会員に与えられてきた

勧告を再考してみるのは時宜にかなったこ

とだと思います。その勧告の中には，1年

分の食糧の貯蔵，負債を避けること，職業

面での備えなどが含まれています。 この勧

告に従っていたために，失業して も物質的

に救済されたという例はこれまでに も数 多

くあります。

主は私たちに，必要な物は 自力で供給 し，

自立した生活を営むように命 じられました。

次のように記されています。
なんじ

「見 よ
，こはわれ汝 らを備うる準備 と，
いしずえ

わが与うる礎 と範例 とにしてこれ によりて
いま しめ

汝らに与 えらるる誠命を成就すべ し。
い か かんなん

これ，汝らに如何なる鰻難下るといえど
さ　

も，わが摂理によ りて 日の栄の世 界の下 に
あ

在る他の一切 の生くる者の上にわが教会員

の 自立せんがためにして……。」(教 義 と聖

約78：15-14)

「日の栄の世界の下に在る他の一切の生

くる者の上に」 自立するにはどうしたらよ

いのでしょうか。1946年 に，アルバー ト ・
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E・ ボーエン長老がこの聖句に関して次の

ように言っていますが，その内容は私たち

がかねて承知の，理に適 ったものでした。

「教会が 自立する唯一の道は， 教会員が

自立することです。なぜな ら，教会は教会

員によって成り立っているからです。 他の

力にもたれかか った依存状態か ら抜け出せ

ずにいる教会員，そのような教会員によっ

て構成されている教会を 自立 した教会 と唱

えることはとてもできません。主は御 自身

の民に，それが外的な要因によるものであ

れ， 自分の心の中から発する問題であれ，

抑圧された状態を抜け出すように望んでお

られるに違いあ りません。 どのような人ま

たは民であろうとも， 日々の暮 らしの糧を

施 し物に頼っていながら，何の束縛 も感ぜ

ずにものを考え，決心し，行動に移 してい

けるはずがありません。 そんな例は歴史の

どの頁を見ても載っていないと思います。

その故に教会は，肉体的また精神的にその

能力を持つ教会員に対しては受けた援助 に

対 し， 自分の力に応じた働 きをしてそれを

返すようにと言っているのです。また，働

く力のある人をいつ まで も他に依存した状

態に置いたままにする制度をよしともしませ

ん。 それとは逆 に，与えることの真の目的

は， 人々が 自立できる地点まで到達 し，束

縛を免れるようにすることであるという主

張の上に立 っているのです。

今までは考えて もみなかったことだとは

思 うのですが，福祉の基本原則をこの間題

に当てはめようとしないのは，ただで得 ら

れ る利得をなかなか捨て切 れないという人

間として当然の情に因を発していることは

明らかです。その利得は，表面的にはただ

で手に入れたかのように見えますが， それ

は妄想です。値なしに何かを手に入れると

いうのは絶対にあり得ないことなのです。

受ける側は必ず何 らかの形でそれを支払っ



ています。お金で支払わない として も，か

けがえのない大切な権利や自由を代償 にし

て いるのです。」(ア ルバー ト・E・ボーエ ン・

Ch%πh恥 鈎 紹P彪 η「教 会福祉 計画」

P.77〉

教 会は，個 々の教会員の 自立心 を総合 し

たもの以上に 自立することはできません。

私たちは，教会の福祉プログラムによる援

助の真の目的を誤解 して誤った安心感に浸

ってしまい， 自立した生活への努 力を怠っ

てしまうことのないように願 っています。

教 会が肉体的に健康な教会員を扶養するだ

けの富を集めることは， とても不可能です

し，原則にかなったこをで もありません。

福祉プログラムの全活動は， 人々が自立で

きるように助けることに，その目的を置い

ています。 もちろん， 自活する力のない人

人にっいてはこの限りではあ りません。 こ

のプログラムは，肉体的に健康 な入々が嵐

を避けて一時的に停泊する港とはな ります

が1い つまで もそこに住むための家として

定められだものではありません。教会の福

祉プログラムは，教会が 自立するためにあ

るのではありません。教会員を自立させる

ためにあるのです。教会がひとつの組織と

して 自立するためには，個 々の会員の経済

力を2倍 した ものがどうして も必要にな り

ます。 しかし，それは実際的でないばか り

か，不可能であり，賢明なことで もありま

せん。私たちは，国家の福祉制度 に頼るの

は決してかんばしいこと脅はないと教 えら

れてきま、したが， それは教会 に依存するこ

とについても言えます。この原則は 自由意

志 その ものと同じく，極めて重要 なもので

す。

自立した生活を営むためには，仕事に就

かなければなりません。今 日のような経済

情勢では職を見つけるのはなま易しいこと

ではあ りません。例をあげてみましょう。

聖徒 の道/旧82年7月 号

合衆国において昨年1年 間に新しく建築

された住宅は百十万戸ですが， これは1946

年 以 来最低の数字です。 今年度のここ何 カ

月かを振 り返 ってみても，事態1ヰさらに深

刻化する兆候 を示 して います。住 宅資金

の貸付金利は1977年 の9パ ーセン トから上

昇 を続け，最近では17パ ーセ ントを越えて

い ます。

昨年度の 自動車の販売台数 も過去20年 の

最低です。 自動車業界の減収額は莫大なも

のです。鉄鋼など自動車関連業界にも景気

悪化の波が押し寄せつつあ ります。

このような情勢 に伴って失業者数が急激

に増加しています。失業率は間むな く9パ

ーセン トに達するばか りの勢 いです。 多く

の経済学者は，失業率の大幅な低下は とて

も望めず，さらに高 くなるという予測をし

ています。9パ`セ ン トというこの数字は，

950万 の ア メリカ入が失業していることを

示 しています。

この失業問題はアメリカだけに限ったこ

とではありません。 カナダでは8.6パ ーセ

ン ト，フランスは9パ ーセン トです。南ア

メ リカなど他の地域において も，非常に多

くの人々が失業状態にあ ります。

しか し予言者の教えに聞き従ってきた教

会員は，この経済的に混乱した時代にあっ

て も， ショックを受けることはないはずで

す。与えられた勧告に従っていれば，それ

に打ち負かされて しまうようなことはない

はずです。聖典 には， これと同じような，

またこれよ りももっと悪い時代が来るとい

うことが書かれています。そして同時に，

次のようにささやく声も記されているので

す。「静まれ，黙れ」(マ ルコ4139〉 「もし

汝らに備 えあ らば怖 るることなからん。」

(教 義 と聖約38：30)「 これ皆汝に善からん

ため，汝に経験を与えんための ものなり」

(教義 と聖約122：7)
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ですから，私たちはこの経済的な試練の

時にあっても， 回復さむた福音が与えられ

ていることを喜ぼうではありませんか。福

音は，私たちが人生の中で直面する様々な

問題 に見通しを与 えてくれます。 困難な時

代を自己を顧みるきっかけとするのです。

そうするなら，霊性を高めることができま

す。私たちは，恵まれない状態にある周囲

の人々にもっと気を配り，・助け合いなが ら

この難 しい時代を生きていく必要があ りま

す。私たちはひ とつの民 として， この困難

に立ち向かい，それ によって成長していか

なければなりません。希望をもって歩みを

進め，消極的な悲観論の中にある陰 うつな

影響力のとりこにならないようにしなけれ

ばな りません。

残 りの時間を使って，現代の数々の問題

に立ち向かう上で大きな力となるひ とつの

プログラムにつ いて話 したいと思います。

そのプログラムとは教会の雇用制度です。

これは決 して新しいプログラムではありま

せんが，本当に必要にならないとよ く理解

され ることがないのです。

詳細を記した 「教会雇用制度 ガイ ドブ ッ

ク」が神権指導者に配布 されるようにな り

ます。 また，教会の各レベルの評議会にお

いても，その説明がなされます。教会雇用

制度あ 目的は(1)会 員や地域社会の中か ら

雇用情報を収集し，また速やかに伝達する

ことによって，個々人が有利な就職先 を見

つける助けをするこ と，(2)ま た，安，定 し

た職場や社会復帰を必要 としている人々に

カウンセリングをし， そのような雇用機会

を与え，(3)神 権定員会 と扶助協会を通 し

て，両親が子供に職業面での 人生計画につ

いて教えるのを助けることです。

この活動の調整を援助するために，ワー

ド部/ス テーキ部雇用スペシャリストが召

され ます。 雇用スペシャリス トの召1しは慎
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重 に行 なう必要があります。監督の任 にあ

る方々は，直接，間接のいかんを問わず，

失業に関連 した問題で， 自分がどれほどの

時間と労力を投じているかをよく御存じの

はずです。雇用スペ シャリス トの援助は，

そういつた問題の幾つかを解決することを

目的 として，受けるようrにして下さい。近

い内に，私たちは各ワー ド部，ステーキ部

に有能 な雇用スペシャリストを召す ように

要請 したいと考えています。

雇用セ ンターについてお話したいと，思い

ます。 これは地元の神権指導者からの要請

があり，代表役員と中央福祉活動委員会の

認可が得 られた場合 に設立され るものです。

目的は(1)雇 用 機会の調整，(2)ワ ー ド部

レベルで就職させることのできな い求職 者

を就職させること，(3)神 権 指導者から要

請があった場合，ステーキ部， ワー ド部の

雇用スペシャリス トを訓練すること，(4)

企 業への雇用依頼の調整などにあ一ります。

この雇用プログラムの成否は全員一人一

人にかかっていることを強調する必要があ

ります。合衆国内の調査によると，全雇用

機会の80パ ーセン トは，中に人を介 した も

のであり，残 りが職業安定所，新聞などの

広告媒体によるものだということです。 も

し教会員の10パ ーセン トが失業していると

したら， 残り90パrセ ン トは就職 している

計算にな ります。求人の雇用情報 に最初に

接するのは，現在職 を得ている教会員です。，

そのような人々に強くお願いしたいのは，

同じワー ド部で失業している会員のために，

就職の機会がないか どうか，注意を払って

いただきたいということです。雇用情勢が

悪化 している時代には，神権者の参画が絶

対不可欠のものとな ります。

自分の力を過小評価 しないようにしまし

ょう。雇用セ ンターの管理者たちは企業家

と話してみて，一般 に教会員は従業員とし



てよい評価を受けていることを知 らされた

と言っています。実際教会の教えに忠実な

教会員は，模範的な従業員として働いてい

ます。 雇用機会が非常に少ない時代 には，

雇用者側の採用規準も厳しいものとなりま

す。私たちは，この困難な時にあって，教

会員こそ限られた就職の機会に最 も、ζ・さわ

しい候補者であると考えています。

私たちは定員会の会員に，失業した人々

を援助 し，彼らが就職に必要な技能を身に

つける助けをするように勧告します。現在

失業中の人の中には，初めて失業を経験し

た というケースがかなりあ ります。 そうい

う人々には，履歴書の書き方，面接試験の

上 手 な受 け方 な どの点で，さらに助けを

与える必要があるかも知れ ません。 定員会

は，その人が就職を申し込む際にしかるべ

聖徒の道/1982年7月 号

き技術 を身につけておけるように，いろい

ろな援助をすることができます。不完全就

業の問題 も，定員会や雇用スペシャリスト

か ら多くの援助を引き出すことができる分

野です。不完全就業 とは，就職はしている

が いつ失業するかわからない，また収 入が

あまりにも少ないという状態です。こうし

た状況にある人がかな りいます。 このプロ

グラムが，会員がよりよい条件で働けるよ

うにするというもうひとつの 目的を掲げて

いる理由はそこにあります。

私たちは監督 に，失業した人や援助を受

けている入のために一時的な就労の機会を

調整する際，ワー ド部雇用 スペシャリス ト

を活用するように勧めます。一時的な失業

期間中に受ける援助に対して もそれに見合

った労働の機会を与えるという点で，私た

ち にできることはまだまだ多くあります。

このプログラムは大抵の国で実施できる

と、思います。ただし，言うまでもないこと

ですが，プ ログラムの実施が法に抵触する

国家においては実施すべきではありません。

今 日の経済情勢や自立という目標 を考えた

場合， この雇用プログラムは多くのものを

もたらしてくれるように感じられ ます。失

業のため霊 的に落ち込んでいく人を，手を

;ま ねいて見ていることはできません。苦

しみを和らげるだけでなく，その原因とな

るものを防ぎ，除くことが大切です。 多く

の 人が才能，時間，助けを惜 しみなく提供

してくれるなら進歩は可能 です。教会雇用

制度に従うならば，仕事を持 っている90パ

ーセ ントの会員が，失業中の残 り10パ ーセ

ン トの会員を助けることになります。

「わたしがあなたがたを愛したように
，

あなたがた も互に愛 し合いなさい。」(ヨ パ

ネ13：34)と い う救い主の戒めに応える決

心ができるよう，一イエス ・キリス トのみ名

によって祈 るものです。 アーメン。
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福音一職業の

基盤となるもの

十二使徒定員会会員

ボイド・K・パツカー

啓麟濃鰐!塩 石闘
昔か ら教 会の指導 者は，将 来の.職業に備

えて，あるいは仕事面での向上を図るため

に，機会をできる限 り多くとらえて教育 を

受けるように勧告 してきました。例 えば，

次のように記されています。
つと

「汝ら努めて求め
，互いに智恵ある言葉

を教 うべし。、蕪 り，汝ら最 も善き善より智
まさ

恵ある言葉を探し求めよ。 また正 に研究 と

信仰 とによ.りて学間を求むべ し。」(教 義 と

聖約88：118;90：15;109：7も 参照〉

学問には，.信仰が伴 うべきです。そうす

ればモルモン経が教えているように， 「学

問のあるの も善いこと」(II二 一 ファイ91

29)に な ります。

これらのことの重要性を理解していただ

くために，仕事や職業 について話を始める

前に，頭 に入れておいていただきたいこと

がひとつあ ります。

それは，いかに生活状態が質素だからと

いって， 自分 自身を含め，決 して人を軽視

してはならないということです。賃金の低

い労働者だからといって， その人をさげす
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む よ うなことがあってはなりません。正直

な仕事は， それがどの ようなものであろう

と，貴重で尊いものなのです。世の中の進

歩発展 に寄与 している労働 に対して，ある

いはその世の中で生活 を営んでいる人々に

対 して，「卑しい」などという言葉を使 って

はな りません。

道徳的に正 しい仕事であれば，何ら恥じ

ることはありません。 それに，主が学問と

関連づけておられる信仰の原則は，人間の

科学技術よりもはるか に貴重なものなので

す。

わずかな財産 と低収 入ゐために生活に苦

しむ人々の中には，貧しい生活を通して，

次の聖句の本当の意味を悟 る人がたくさん

いることでしょう。「あなたがたのうちでい

ちばん偉い者は，仕える人でなければなら

ない。」(マ タイ23：11;教 義 と聖約50：26

参 照)

一般 には学校教育即教育 と考えられてい

ますが，学校の授業では教 えてくれない知

識 もあります。

例をあげてみましょう。初めに1日約聖書

に記されたナアマンの記録です。ス リヤ王

の軍勢の長 ナアマンは，ス リヤに勝利をも

たら した人物ですが， らい病にかかってい

ました。王は彼の身を案 じていました。

ところがナアマンの妻に仕える奴隷の中

にイスラエルの沙 女がいて，イスラエルに
いや

はその病気を癒 す力を持った予言者がいる

と告げました。

ス リヤ王はさっそくイスラエルの王 に手

紙 を書 きました。「この手 紙があなたにと

どいたならば，わたしの家来ナアマンを，

あなたにつかわしたことと御承知 ください。

あなたに彼の らい病をいやしていただくた

めです。Jこれを読んだイスラエールの王は，

策 略だと思い 込んで言いました。 「わたし

は殺したり，生か したりすることのできる



神であろうか。 どうしてこの人は，らい病

人をわた しにつかわして，それをいやせ と

言 うのか。あなたがたは，彼がわたしに争

いをしかけているのを知って警戒するがよ

い。」

予言者エリシャは，王がひ どく悩んでい

ることを聞き，王 に人をつかわして言いま

した。「彼を私のもとにこさせなさい。」エリ
いや

シャはナアマ ンを癒すことを約束 し， そう

する理由を告げました。「そうすれば，彼は

イスラエルに預言者のあることを知るよう

になるで しょう。」

やがてナアマンがやって来ると，エ リシ

ャは使者をつかわ して言いました。「あなた

はヨルダンヘ行って七たび身を洗いなさい。

そうすれば，……清くなるでしょう。」ナア

マンは怒 りました。シ リヤにはヨルダンに

まさる川がたくさんあると思 ったか らです。

彼が期待 していたのは，エ リシャが 自分の

前で手をたたくというような何か厳粛な儀 式

を行なうことでした。 ナアマンは怒って立

ち去 りました。

しかしその時， ひとりのしもべが(い つ

もしもべが出て くるようですが)勇 敢にも

主人をいさめて言いました。「預言者があな

たに，何か大きな事をせ よと命 じても， あ

なたはそれをなさらなかったでしょうか。」

しもべの言葉を聞いて謙遜 になったナア

マンは，「下 って行って，神の人の言葉のよ

うに七たびヨルダンに身を浸すと，……清

くなった」のです。(列 王下5：1-14参

照)

人間の本性 というものは，時代が移って

も変わるものではありません。今 日におい

て も，主の祝福を受けるために 「何か大き

な事」をするように命 じられるものと思い

込んでいる人がいます。 そして， ごくあた

りまえの事について，ごくあたりまえの勧

告を受けると，ナアマ ンのように失望 して，

聖徒 の道/1982年7月 号

立ち去って しまいます。

最近の例をあげてみましょう。 キンボー

ル大管長は8年 にわたって教会の大管長を

務めておられます。 そしてほζんどの大会

の説教で，家をきれ いにするように，ペン

キを塗るように，壊れた部分を修理するよ

うにという勧告を繰 り返 してこられました。

しかし，多くの人はこの勧告に注意を払お

う としません。

そしてこう尋ねます。 なぜ予言者がそん

な ことを言うので しょうか。 もっと索晴 ら

しい予言はないのですか。

しかし， これこそ予言ではないでしょう

か。 キ ンボ ール大管長 は何度 も繰 り返 し

繰 り返 し語 って こられました。「皆さんが

持 っている物質的な財産を大切 にしなさい。

やがてそれらの物を手に入れるのが不可能

ではないまで も， 困難になる 日がやってく

るでしょう。」

この言葉はすでに成就 しています。8年

前 には家を買うことができた人も，今では

その望みすら持てなくなっています。

なぜか私たちは，特に福祉部会 において，

将来の災害を予告する大 きな予言を期待す

る傾向があ ります。 しかし私 たちが耳にす

るのは， ごくあた りまえのことについて勧

告 する静かな声です。 そしてこの声に従う

ならば，大災害が来ようとも私たちは守ら

れ るのです。

アルマはこう言いました。「小さくてやさ

しい事から大きな事がでて くる。 また小さ

な手段で賢い人をうち破 ることがたびたび

ある。」(ア ルマ37：6〉

さて， このようなことをお話 したのは，

私がこれか ら申し上げる勧告が， ある人に

とってはあた りまえのこと，あるいはつま

らない ことに聞こえるかもしれないからで

す。 しかし，この勧告は，福祉プログラム

が初めて導入された時 に大管長会が発表 し
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た教義や原則と一致するものです。

「私たちの第一の 目的は
，可能 な限 り，

いまわしい怠惰や施しの もたらす悪弊を除

去 し，独立心，勤勉，[倹約， 自尊心を再び

私たちの間に確立する体制を築くことであ

る。教会の 目的は，人々の 自立を助けるこ

とにある。勤労が再び教会員の生活を貫 く

原則にならなければならない。」(Co%滝 泥ηo召

1～θ掬π 「大会報告」1936年10月 ，p.3)

自立 を強調することは，・教育とつながっ

ています。 しかし，・すべての教会貝の学校

教育 に対する責任 を，教会に求めるわけに

はいきません。

教会幹部は訪問先で，次の ような言葉で

始まる質問をよく受 けます，「なぜ教会はこ

うしないのでしょうか……。」そしてその後

には，もし実現すれば多くの人の役に立ち，

教会の名誉となるような価値あるプロジェ

ク トの説明が続きます。

例をあげてみましょう。 なぜ教会は，会

員の経済的な安定 に向けて備えをさせるた

めに学校を設立しないのですか。

何年 も前のことですが，私は家の門のそ

ばで，垣根 に使 う横木を割 っていました。

そこへひとりの青年が話をしにやって来ま

した。彼は海外での戦 闘任務 を終えて帰 国

したばか りでした。彼は 自分 の年齢 をごま

かし，学校をやめて海兵隊に入っていたの

です。私は将来の計画について尋ねてみま

したが，何 も考えていないということでし

た。仕事が少ない時でした し，彼は何の技

術 も身につけていなかったのです。

そこで，高等学校 にもどって卒業するよ

うに勧めました。 しか し彼は 自分の年齢を

考 えて，それはできないことだと思ってい

ました。私は言いました。、「もし君が学校に

もどったら，おそらくしっくりとはいかな

いだろう。学生たちは君のことを 『じいさ

ん』と呼んでからかうかもしれない。で も
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君 は戦争で敵兵 と向かい合ってきたのだか

ら，そのくらいのことにぶつかる勇気は持

っているはずだ。」

私が彼 に忠告 したのはそのことだけです。

私 はわずか10分 間，門のわきの材木の上 に

座 って話をしただけです。学校を建てるこ

とも，教会にそれ を建てるように求めるこ

ともしませんでした。彼の学費を払ったわ

けでもないし，教訓めいた話 を彼のために

準備したわけでもあ りません。彼に必要だ

ったのは・進む道を教え，助言と励 ましを

与え，将来へのビジョンを持たせるこどで

した。彼は私の助言を受け入れて学校にも

どり，今では 自分の家庭を持って仕事にも

恵まれています。

私がその青年に与えた ものは，将来への

ビジョンと励 ましだけです。そうするのに，

教会の予算を立て直す必要はあ りませんで

した。職業について教会員に助言を与える

のは，すべての神権指導者に課せ られた責

任です。私たちは教会員が 自立で きるよう

に助けなければなりません。

数年前になりますが，長い間の政治的，

経済的な苦境から立ち直ろうとしている国

がありました。 その国では様々な種類の職

業技術を身につけた人を必要 としていまし

た。地元でその必要性を痛感 した神権指導

者は，教会堂の中に職業訓練所を開設して

兄弟たちに技術 を身につけさせようという

計画を思いつきました。 そうすれば多くの

教会員が職に就けるようになるか らです。

実に魅力的な計画でした。

この計画 に経費がかかって も，職 に就い

た兄弟たちがそれ以上の什分の一を納める

こ とになるから，十分採算が とれるという

主張で した。 しか し，教会幹部がこの計画

を承認 しなかったために，地元の指導者は

ひ どく落胆 してしまいました。

彼らは幾つかのことを見落としていたの



です。中でも最 も重大なことは，その地区

にはすでに職業訓練所があって，本 当に訓

練を受けたい人はそこを利用できるという

ことでした。新 しい従業員を訓練し，技術

を向上させる教室が，企業や工場， あるい

は政府によって開かれていたのです。

この兄弟たちに最 も必要な ものは，すで

に与えられている機会を最大限に活用 する

ようにという助言 と励ましで した。

私たちの責任は， 自己を向上させるため

にあらゆる機会をとらえて，それを活用す

ることです。

さて，教会がしなければならない ことが

幾つかあ ります。いずれ も主から命 じられ

ていることです。例えば，教会は福音を宣

べ伝えなければなりません。神殿を建てな

ければなりません。聖徒を完き者としなけ

れ ばな りません。 これらのことは，教会以

外の組織ではできないことです。そのほか

にも(教 会の使命の中心 とはならない)善

いことは沢山あ りますが，それらは二次的

なものばか りです。 どんなに価値あること

でも，教会にはそれ らを一から十まですべ

て行なうだけの財源はないのです。

教会は全会員のために学校を建てること

はできませんが，私 たちの仕事のために重

要な貢献をしてくれます。それは教会に与

えられた大切 な使命です。すなわち，道徳的，

霊的に価値ある事柄を教えるということで

す。

技術訓練以上に私たちの仕事 に影響を与

える ものに，次のような徳があります。

高潔

信頼性

礼儀正しさ

人を尊重する心

所有物を大切 にする心

少 し例をあげて説明しましょう。'

私 たちの息子や娘が結婚すると，少なく

とも最初のうちはアパー トを借 りて生活す

ることになると思います。

私は， 中流の家族 向けのアパー トを多数

経営 しているステーキ部長 と話 したことが

あ ります。彼は実際に現場を見せながら，

アパー トがどんなにひどい扱いを受けてい

るか説明して くれました。その壊れ方は，

通常の使用によるものでなく，破壊行為 と

もとれる乱暴な扱いによるもので した。

このような行為は，末 日聖徒が とるべ き

ものではあ りません。私たちは十分に承知

しているはずです。必要ならばくぎを打ち，

ちょうつがいを止めるぐらいのことは，進

んで行なうべ声 です。

末日聖徒はアパー トを自分の家のように

扱 い，いっ も清潔で魅力的に整え，手入れ

が行き届いた状態にしておきます。予言者

はそのように勧告 しなかったでしょうか。

また，アパー トを出る時は， きれいに掃除

を して，次の人がすぐに入れるようにしま
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す。

さて，これが仕事 とどの ように関係する

のでしょうか。皆さんも御存 じかと思いま

すが，家庭の状態はそのまま仕事 に置き換

えられるものなのです。

私の父がまだ若 く，子供を数人かかえて

いた頃のことです。父は事業を始めるため

の資金を借 りに，小 し気おくれしながらも

ブ リガム ・シティーの銀行へ行きました。

すると担保があるか尋ね られ ました。父は，

働 く意欲 と少しの技術のほかには何 も持 っ

ていませんでした。

銀行員は， 父からの依頼を断わろうとし

て，たまたま父がどこに住んでいるのか尋

ね ました。西一番通 りの角にある古 い家で

す，と父は答えました。銀行 員は通勤の行

き帰 りにいつ もその角を通 り，庭が美しく

移 り変わるのを目にしていま した。 そして，

だれが住んでいるのか と思いつつ，手入れ

の行き届いた庭 に感心 していたのです。

こうして父は銀行か ら資金を借 りて事業

を始めることができました。 すべては，簡

素 な借家の庭 に母が植えた花のお陰でした。

私たち夫婦は，わずかな収入でたくさん

の子供を育て ました。子供たちもまた，同

じ特権にあずかることで しょう。私たちは

その準備 をさせるために，将来の職業に役

立つ ごくあたりまえのこと，必要 なことを

子供たちに訓練してきました。

例えば，(地 下室 の片隅 などに〉仕事机

を置いて，仕事場 を作りました。 そこだけ

は，や りかけの仕事を放っておいて も，ペ

ンキやおがくずで床を汚しても良いのです。

家をいつもきれいにしておくのはもちろん

の ことですが，そこだけは別でした。ひと

つの 目的があったからです。

また，我 が家 には 次の ような習慣 が あ

ります。毎年 ク リスマス にな る と，息子

たちに贈るプ レゼン トの中に大工道具をひ
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とつ 入れておくのです。 やがて息子たちが

成長したら，金属性の立派な道具箱を贈 り

ます。家を出て独立する時には，大工道具

一式がそろい，その使い方も習得 している

わけです。簡単な車の修理や大工仕事，プ

ラグや蛇 口の交換 ぐらいはできるようにな

ります。

一方
，娘たちには料理や裁縫を教え，各

各がひとり立ちする時には，ミシンを持たせ

ます。 この訓練にはふたつの重要な 目的が

あ ります。 第一に，家庭で生活費を節約す

るため，第二 に，仕事 に役立つ技術を身に

つけておくためです。私たちは単 に技術を

身につけるだけでなく，それ を活用するよ

うに願っています。

このような話をすると，一部の人は非常

に怒って，なぜ男の子に ミシンを贈 らない

のか，なぜ女の子に道具箱を持たせないの

かと抗議 してくるか もしれません。

そこで説明を加 えておきますが，我が家

の息子は伝道に出て困らないだけの料理 は

できますし， ボタンも付けられます。娘の

方 も，蛇口を交換した り， くぎを打つ ぐら

いのことはできます。息子 も娘 もタイプは

打ちますし， 自分でタイヤも取り換えます。

男女両方に適 した数 多くの仕事がありま

すが， ここで私が心配することは， 男性と

女性の両方に，ある意味で各々の特質 に反

した職業を選ぽうとする傾向が高 まってい

る ということです。

私たち夫婦は，息子 には男性としての仕

事 に就けるように，娘 には女性としての特

質 を引き出せる仕事に就けるように，それ

ぞれ準備をさせてきました。

そうしてきた者の立場から，私 に言える

ことは，この教会 においても良識 にか なっ

た行動 をとるべきであるということです。

現代人の中で，本当に喜んで仕事 をして

いる人は数少ないと思います。私たちは，



受け取る給料に見合 うだけの，できればそ

れ以上の仕事をするように， 自分 自身を戒

め，子供たちを訓練 しなければな りません。

少し早 目に出勤してその 日の仕事の準備

をする人や，退社する前に少し残って翌 日

のために作業場や机の上 を整理 しておく人

は，実 に少なくな りました。

自分の行なった仕事以上の報酬や給与を

要求する態度が，世界経済を崩壊寸前にま

で追い込んだのです。 しか し現在では，職

を失わないために賃金カッ トを進んで受け

入れる労働者が大勢います。給与以上の仕

事をしようという精神がもっと早く現われ

ていたら，経済危機は起こらなかったでし

ょう。

家族 に対する責任と家計の苦 しさか ら，

望むだけの学業を修めることのできない場

合があります。

しか し，それで も自己を向上 させること

はできます。 必要な授業料は，時間と，努

力と，熱意です。需要が多くても供給でき

る人が少ないごくあたりまえの徳を，生活

の中に築き上げるのです。

私の話を聞いて，皆さんが失望すること

のないように願っています。私 は皆さんに，

何か 「大きな事」をするように言ったわけ

で も，職業 を選択するための複雑な公式を

紹介 したわけでもあ りません。 ただ， ごく

身近にあるありふれた事柄で， しばしば見

過 ごしにされている ものを取 り上げたにす

ぎないのです。

ここにひとつの公式があ ります。 主は次

のように言われました。「われ誠に汝 らに告

ぐ，およそ己れの家族 を扶養せ ざるべか ら

ざる男子には，ことごとく彼を して扶養せ
しカし かんむり

しむべし。 然もこの者は決して冠 を失うこ
しか

となし。而してかかる者は教会の中にて働

かしむべし。」(教 義 と聖約75：28)

イエ ス ・キリス トの福音は，成功するた

聖 徒の道/1982年7月 号

めの公式です。福音の各々の原則は，皆さ

んが職業を選択する時や何かを達成しよう

とする時に，はっきりとした影響 力を与え

ます。「教会の中にて働か しむべ し」という

勧告は，大きな価値をもっているあです。

福音に従って生活するならば，たとえほか

の人が皆さんの仕事をつ まらないものだと

思 っても， あるいは皆さんの人生を月並な

ものだと考えて も，皆さんは将来への展望

と霊感とを受けて， 自分が成功 しているこ

とを悟 るで しょう。

この教会の会員の上に神の祝福があ りま

すように，そしてあらゆる地に住むあらゆ

る人々が共に幸せをつかむことができます

ように。 また，現在職を失って苦労 してい

る人々や，失業の恐れと闘 っている人々の

上に，神の恵みがあります ように。私たち

が，時の始めより福音の一部であった 自立

と高潔 とい う原則に従っで生 活することが

できますように。福音はまさに真実であり

ます。 これ らの証をすべてイエス ・キ リス

トのみ名により申し上げます。アーメン。
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歴史的見地から見た

労働と福祉

第二副管長

マリオン・Q・ロムニー

今
から50年 以上 も前，教会は福祉プロ

グラムを開始 しました。先ほど話さ

れたパッカー長老も引用されましたが， ヒ

ーバー ・J・グラン ト大管 長 はこ う述べて

います。「私たちの第一の 目的は 可能 な限

りいまわ しい怠惰や施 しの もたらす悪弊を

除去 し，独立心，勤勉，倹約， 自尊心を再

び私たちの間に確立する体制を築くことで

ある。教会の 目的は人々の 自立を助けるヒ

とにある。勤労が再び教会員の生活を貫く

原則にならなければならない。」(Co%吻%n66

1～θρoπ 「大会報告」1936年10月 ，p.3)

私 た ちはこの言葉を今まで何度とな く聞

きました。 しかし，その意味するところを

本 当に理解 しているでしょうか。監督の皆

さん，会員の中で怠惰 な人はいませんか。

皆 自立していて，勤勉で，倹約を実践 し，

自尊心 を持 っているでしょうか。働かずに

援助を受けている人はいないで しょうか。

私たちほ，教会員が 自らを助けるように助

けているでしょうか。あるいはただ面倒を

みているだけでしょうか。最後に，会員た

ちは労働の大切さを理解しているで しょう
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か。 以上の質問に対して首 をかしげる人は，

なぜ私たちがこのグラント大管長の言葉を

何度も取 り上げるか，理解できるでしょう。

私の兄(弟)が ステーキ部長に召された時の

ことです。彼は私のところに来てこう言い

ました。「ねえ，この福祉プ ログラムにつ い

て教えて下さいよ。」彼はたくさんのことを

聞きました。質問に答えた後で私はこう言

いました。「私は，今説明したようなことを

いろいろな会で話 したと思 うけど，その会

に君も出ていたろう。」彼 は答え ました。

「もちろん 出席 しましたよ。 でもその時は

ステーキ部長 じゃなかったんで。」

このように，福音の原則 に対する関心 と

いうものは，生活環境の変化によ り変わっ

ていくものです。 しか しながら原則そのも

のは，私たちが従う，従わないにかかわり

なく一定です。 また原則に従わないこξか

ら来る結果 も同じです。

何年か前のことですが，私はローマ帝国

の崩壊の原因について書いた厚い本を読み

ました。 それによりますと，崩壊 の原因を

大づかみに見ると，いろいろな催し物や見

せ物や食物などの恩典 をただで与えること

に決めたことです。政府のこの施策は人々

の心に期待 と依頼心を植えつけ，やがてそ

れ は独裁権 の確立にょって終わりました。教

会員の多くは，この歴史を繰 り返 そうとし

ている国で生活 しています。合衆 国では，

私 たちが大切 にしてきた 「労働は神聖 なも

のである」 との考 えが揺 らぎ，今や働 くこ

となく恩典 だけを受けるという危険な考え

が 当然のこととなっています。

私が リー大管長 の下 で福 祉プ ログラム

の分野 に足を踏み入れた時，あるひとりの

失業者 につ いてこういう話があ りました。

彼はだれかに面倒を見て もらいたいと、思い



ました。什分の一 と税金を収めていたので，

教会や国が何 とかしてくれると思っていた

のです。彼は食べ物がまったくない上 に，自

分で働 くこともしませんでした。彼の態度 に

すっか り失望 し気分を害した教会の指導者

たちは，教会は彼のために何もしない とい

うことを決めました。 決めたことを彼に知

らせに行く途中，ひとりが こう言いました。

「ちょっと待って下さい。私の家にはとう

もろこしが余分 にありますから，それを彼

にあげましょう。」家について，指導者たち

は事情を説明しました。す るとその人はこ

う聞きました。「ところで， とう もろこ し

の話ですが，それは皮つきのやつですか」

「いいえ」「じゃ
，持ってきて下さい。」こ

れがユーモラスに聞こえるのは，常識では

とても考えられないことだか らです。 この

ような態度の人を救うことはできません し，

ローマ帝国を滅亡 に陥れたと同じ問題 を持

つような人で構成されている国も救えない

のです。人生の中で最 も悲しむべき日とは，

努力せずに生活する方法を思案 し始めた 日

です。政府が行なうことの中で最 も人を堕

落させ るものは， 人に生活の責任は政府が

負って いると教えることです。これとは対

照的に，教会はその創設以来，教会員に経

済的な独立をはかるように， また働いて必

要 なものを得，使うものは 自分で作るよう

に教えてきました。私は教会がグラント大

管長の述べた原則を生きたものとする努力

を創設当時から行なってきたことに思いを

馳せる必要があると思います。

教会福祉の原則はいつも私たちと共にあ

りました。グラン ト大管長の声明は1936年

の ものですが，彼が 「自立，勤鯵，倹約，自

尊心をもう一度確立しなければならない」

と言っていることに気づくと思います。 ま

た労働を再度最 も価値 あるものとみなすべ

きであるとの言葉に も注 目されることでし

ょう。 もし時間が許せば，私たちはアダム

とイヴがエデンの園を離れた時に，地球が

彼 らのためにのろわれているのに気づいた

ところから始めることができます。そして

この原則は聖書 とモルモン経双方に継続さ



れていきます。しかしながら，時間の関係

上，この末 日の神権時代 に限って話 を進め

ていきましょう。

教会が設立されてまだ1年 もたたない内

に主は主の経済制度を啓示し，それが ミズ

ー リで実施されました
。 この神権時代最初

の 「福祉プログラム」は協 同制度で，教会

員は持てるすべてを教会に捧げ， 自分と家

族の必要や要求に応じて生活するに足るだ

けのものを受けるという方式でした。 そし

て教会によって保持 された財産は次の、ζ、た

つのうちどち らかの方法で使われ ました。

まず第一は，その人が働くことができれば，

生計を立てる手段を与えること。第二は，

その人が働けなければ，.必 要なものを与え

る， というものです。

またいろいろな仕事についた人々は，家

族の必要 を満たした残 りをすべて教会に返

しました。そしてこの余剰の ものは， さら

に多くの人に仕事を与えたり， 困っている

人を助けたりすることに用いられました。

ミズーリに来た時， 人々は皆貧 しい状態に

あ りました。 このプ ログラムは，そうした

人々に働 いて生計を立てる手段を提供 した

のです。彼らは施しを受けためではなく，

実際の仕事を得たのです。

この協 同制度は1834年 の指示により廃止

され ましたが，その基本原則はノーヴーで

も踏襲されました。たとえばある時に，指

示を受けた約5千 人の改宗者がイギリスか

らノーヴーに移住 してきました。 その時，

余裕のある人たちはアメリカヘの旅費を出

したり到着してからの仕事 を世 話した りし

て貧 しい人々を助けました。・ノーヴーの経

済は農業 と土木建築が土台で した。その中

でも最大のものは， ノーヴー神殿の建築で，

そのために大勢の教会員が職を得 ました。
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あ る旅行者は，必要な者 には教会から仕事

が与えられるので，ノーヴーには貧困な状

態がまったく見 られないと言っています。

また教会は， 自力で購入で きない人々の

ために土地も与えました。 ノーヴーの住民

の 多くは，普通1エ ーカー(0.4ヘ ク ター

ル)か ら成っていたその土地を使 って，必

要なものをほとんどまかなうことができま

した。彼 らは広範囲にわたって畑を作 り，

ニワ トリや乳牛や豚を飼いました。家畜は

何 日間かの労働の代償 として受け取った も

のです。

ノーヴーでのこうした援助の背景にある

真の 目的は，人々に労働と生産への道を与

えることにより，できるだけ早く自立させ

る ことで した。

ブ リガム ・ヤングと共にソル トレーク ・

シティーに到着 した後の教会員は，他の社

会から隔絶されていたので，経済的に自立

することを余儀なくされました。 そこには

怠惰 という文字はありませんでした。働か

なければ生きていけなかったか らです。

ブリガム ・ヤングの労働 と雇用に関する

考 え方は，次の1860年8月 の声明に見るこ

とができます。「私たちの中に働け るの に

貧しいという人がいないのは，全員に利益

を得 られる仕事を与えるよう計画している

からであり， 自活することを教えているか

らである。 もしも体の不 自由な人がいれば

私たちが世話をする。監督が 自らの召しと

職 を全うし，全力を尽くしてそれを遂行す

るならば， ワー ド部の中に 自分にとって最

大の利益 とな る仕事を得ていない人はひと

りとしていなくなるであ ろう。」(「∫o%7π認

げP2駝o%駕 幻」説教集8：145一46)

状況 が変わるとプログラム も変わ ります。

1880年 頃 になると， ユタ も合衆 国の一部と



してある程度確立された独立経済体制を放

棄せざるを得 ませ んで した。教会は企業の

多くを売却し，指導者たちは教会員に，教

会独 自の経済活動 をやめるよう指示 しまし

た。ユタは国家経済の中の一要素となった

のです。 このようにして，教会が教会貝の

雇用を援助する新 しい時代が訪れたのです。

興味あることに，教会が経済活動を国家に

依存することになった丁度その時， 国家は

1890年 代 の恐慌に入っています。

この恐慌の間に，教会は独 自の雇用機関

を設けて，教会員の就職の世話 をしました。

また経済を維持するために血のにじむよう

な努力が払われました。砂糖や塩，石炭な

どの産業 には助成が行なわれました。

1900年 代 の前半の労働と雇用に関する教
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会の活動は，そのほ とんどが雇用促進に向

け られ ました。例 えば，1920年 代 に，監督

はワー ド部の貧 しい会員のために仕事を見

っける責任を受けました。 各ワー ド部で特

別 な人を召し，雇用問題について担当させ，

また定員会でもこの問題について話し合う

ようにさせたのです。 これはファイアンズ

長老が今朝説明 したものと非常によく似て

いるものです。

このようにして歴史を振 り返ってみます

と，助 けの必要な人にはふさわしい助けが

与 えられてきました。 しかしそれはあ くま

でも自活することを基本にしてのことでし

た。1930年 代 の大恐慌に見舞われた時，教

会員は事態がまったく異なってきているこ

とに気づきました。仕事はまったくなく，

働 こうにも働 けないのです。そこで政府が

介入してこの問題 を解決 しようとしました

が，政府の取 った方法の中には施 しの要素

があったため，逆 に怠惰 を助長 してしまい

ました。グラン ト・大管長があの声明を出し

たのは丁度こうした事情があった時なので

す。生産プロジェク トのひ とつのモデルと

して， それよ り半年ほ ど先の1936年4月21

日に， ステーキ部長 と監督に出された手紙

の中には次のように記されています。

「次にあげるものは
，ユタならびにアイ

ダホの ビー ト生産区域にある教会の各ワー

ド部が生産プロジェク トを行なうための概

要 でg失 業 している教会員を援助するため

のものです。

各ワー ド部の監督会は， ビー ト裁培に適

した100エ ー カー以上の土地を選択 し，確

保して下さい。……

またその土地 を困窮家族数に応じて分割

し，各家族がそこで働けるようにすること
かん

も で き ま す 。 つ ま り， 土 地 を耕 し た り， 濯
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がい

概 をした り， ビー トの土落 としや収穫，運

搬 など，いろいろなこと牽各家族が行なう

わけです。労働者には耕作や濯概などの時

に賃金を前渡しし， ビー トが成育する夏の

間に生活を営むことができるようにして下

さい。

この失業問題 を解決するためには，皆が

一緒になって働 き
，互いに助け合って仕事

を見つけなければなりません。 また今年か

らこのプロジェク トを始めれば来年へ向け

てもっと良い準備ができるようにな り， プ

ロジェク ト自体 も拡大されて利益 も上が り，

かな りのパーセンテージの失業者を吸収で

きるようになるでしょう。」

もう一度申し上げます。このプログラム

の目的は人々を自活させ ること，すなわち

労働と生産に活発に参画させることでした。

以来多くのプログラムが紹介されました。

その中から幾つかあげてみましょう。

デゼレト産業はほかで働けない人に職 を

提供し，衣服や 日用品を廉価で供給するた

めに設立されました。 また金融機関からお

金を借 りることのできない人々のために少

額のローンを提供する組織が作 られ ました。

また生産 と販売に関 して教会が共同組合組

織を広範囲にわたって設けることによりど

のようなことができるか， それを調査す る

ために農業委員会が設け られ ました。 どれ

を取ってみても， 目的は人々が 自力で生活

することを援助することにありました。

今 までの説明か ら，皆さんの心の中に，

福祉プログラムが初めか ら私たちと共にあ

ったということを刻み込んでいただければ

幸いです。プログラムはその時々の状況 に

合わせて変えられますが， 原則と目的は同

じです。

私たちは状況の変化に対応できるように
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柔 軟性を持たなければな りません。 時々，

プログラムに没入しすぎて， 目的を忘れて

しまうことがあります。私たちは教会員が

独立と自活という目的を達成できるように

よく心を配り， また創造力を発揮する必要

があ りま、す。

今 日私たちの教会は国際的になり，問題

も国により様々です5つ まり， 国が違えば

必要 なプログラム も違ってくるということ

です。 しか し， グラン ト大管長が述べた基

本原則に変わ りはあ りません。

この福祉集会のテーマは，労働と雇用で

した。教会の神権を土台とした雇用制度は，

必ずしもすべての国に適用できないにして

も， 人々に利益 をもたらすプログラムです。

私たちは定員会 に属 し， しかも職に恵まれ

ている皆さんに，仕事を求めている定員会

会貝のために努 力を傾けて下さるようお願

いしたいと思います。

また働 く能力のある人に，必要な援助 を

行 なわなければならない場合，私たちは監

督や他の神権指導者の皆 さんに，彼 らが誇

りと自尊心を失 うことのないように，ふさ

わしい労働の機会を設けてあげることをチ

ャレンジします。

神はこれらすべての活動の基 となってい

る原則を理解できるように，私たちすべて

を祝福 して下さいます。私たちは教会員が

自立 と勤勉と自活の道を歩むよう切に望ん

でいます。 またこのことが，与える側 と受

ける側の双方を清めるものとなるように望

んでいます。 この原則を理解 した時，私た

ちの現在の福祉活動はさ らに意義あるもの

とな り，今 日の社会にあってどのような変

更や新たなプログラムが必要かが明らかに

なってくるで しょう。



いざな

成長への誘い

中央初等協会会長

ドゥワン・J・ヤング

私
たちは，一人一人別々にこの世 にや

って来ます。 とり立てて変わったこ

とでもありません。 しかし，思 うにこのこ

とを通 して主は， 人各々の限 りない価値 を

私 たちの胸に思い起 こさせようとしておら

れるのではないでしょうか。
おさな ご

幼 子の誕生 の瞬 間 には，何 かしら非常

に神聖 なものがあります。私は今 でもはっ

きりと，子供たち一人一人の誕生の瞬間を

思 い出すことができます。最初の子は，3

年 もの間待 ってようや く身ごもった子でし

た。その子 はとても小 さくて，2，250グ ラ

ムしかありませんで した。私は非常な責任

を感 じました。 その子 の誕生は大きな奇跡

のように思 えました。あふれるばか りの感

謝の念が湧いてきました。 自分の子 をこの

手 に抱 くことがさきたのです。幼子が誕生

するとともに，母親にはより一層はっきり

と，人生 のチャレンジや可能性が見えてき

ます。私は子供を腕 に抱いて寝かせつけな

がら，.自然 と口をついて出てくる子守歌を

歌いました。 その子の将来に対する私 の夢

を， 自分な りに考 えた言葉で，柔か く包み

込 むように歌 いました。そして 自分の腕の
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中にあるこの可能性の奇跡に，つまり神の

最高の傑作である幼子に目を見張ったもの

でした。

当然のことながら，幼子は成長 します。

それは，人生の旅路の中で起 こる自然 な現

象です。子供 というものは，何に抑制され

ることもなく，急激に驚 くほどの肉体的成

長を遂げます。 ほんの短期 間に，体重は誕

生当時の倍 にもなるのです。そして，あれ

よあれ よと言う間に3歳 になり，4歳 にな

り，やがて戸外に出るのを好む年頃になる

のです。

幼 い子供たちは， まるでせきを切 ったよ

うに学ぶことを始めます。 その許容量には

限 りがないかのようです。子供 たちは，ま

ず模倣 し始め，次に自分 自身で物事を行な

うようになります。私はいつ も驚嘆させ ら

れるのですが，何か新 しい技術 とか仕事を

たった一回教 えただけで，子供たちはそれ

を自分なりに自分の目標 に向かって行 なう

のです。

自然な成長の過程 を見ていると，すべて

のものの成長 には，ある永遠の原則が関与

していることに気づかざるを得ません。ま

ず私たちは，子供 たちが標準的な成長 をし

てくれるようにと願います。 この世に生ま

れ出たすべての子供たちには，成長するよ

うにという神聖なチャレンジが与えられて

いるのです。天父は，私 たちが生命 という

貴い賜 を満喫 し， このすべての ものの中心

である真理 を尊び喜ぶようにと望 んでおら

れ ます。それは，私たちには生命があり，

成長 し，技量を伸ばす等，この世以外の場所

ではできなかったことができるからなのです。.

こう考えてくると， もうひとつの大切 な

真理に気づきます。それは，神の子らだけ

が正しい方 向に成長する能力を持 っている

ということです。私たちには選択 の力があ

るので，この地上 の時間を用 いて，最 も有
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効な成長を遂げることができます。 しかし，

成長するだけでは十分ではありません。草

や毒麦でも成長します。私 たちは， トプ シ

ー(パ リエッ ト・ビーチャー・ス トウ作 「ア

ンクル トムの小 屋」中の奴隷 の少 女)の

ようにならぬ よう， 自分の成長の計画を持

たなければなりません。 トプ シーは 「ただ

背丈が伸びただけ」でしたが，私 たちは才

能を伸 ばし， 自己を鍛練することによって

問題や困難を克服 していかなければな りま

せん。そうする時 に人はこの地上での経験

を糧 としてより高 い人格を得，神 にまみえ

るに、竺・さわしい存在 となっていくことがで

きるのです。

知恵ある人々の見解 によれば，私たちは

徐々に成長するものです。聖典 には，規則
ロ い ま しめ

に規則を加え，誠命 にいましめを加 え，(教

義 と聖約98：12参 照)と 書かれています。

ちょうど赤 ん坊が最初の一歩 を踏み出す

ことを学ぶように，またひ とつずつ言葉 を

覚 えるように，私たちも人を思いやること，

仕 えること，愛することを少しずつ学んで

いくのです。 どのようなものであれ， 人は

一度にひとつずつ概念を学んでいきます
。

主はII二 一ファイ28：30の 中で，この大

切な真理を入念に説明しておられます。
いましめ

「われは言葉 に言葉 を加 え
，誠命に誠命

すす

を加 えて，……故 にわが誠 命 を守 りわが勧

めに耳 を傾 くる者 は智恵を得 るによりて幸

福 なり。われは受 くる者 に一 そう多く与 う

れ ども，われ ら充分な りと言う者 よりはそ

の持てるものさえも取 り上 ぐべ し」 と。

肉体の成長 とい』う自然現象を観察 してい
い けい

ると，神秘 と畏敬の念に打たれます。「私は

いつこんなに大きくなったのかしら」「あの

子 はいつ こんなに背が伸びたのかしら」 と

いう歌詞を覚 えていらっしゃるでしょうか。

(屋 根 の上 の バイオリン弾き 「サンライズ・

サンセ ット」 より)私 の家では，壁 に子供

の背丈の記録 をつけています。子供たちの
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頭 に本をのせて，前 に測 った時 よりもどの

位伸びたかを調べ るのです。前よ りもず っ

と背が伸びていると，子供たちは大喜 びで

す。 これは肉体の成長です。 しかし，何か

のために絶 えず努力して達成 した時には，

それよりずっと大きな喜びや満足を味わい

ます。

ある時，小 さな子供がお父さんの所へ行

って，こう言いま した。「ね え，何かむずか

しいことをするように言って」 そこでその

父親はその女の子ができそうなことを考 え

出しましたが，女の子 はこう言いました。

「だめ よ
， パパ，そんなのむずか しくない

わ。何か，もっとむずかしいことがいいわ。」

すると父親は書類カバンを家の中に運んで

きて，言いま した。 「これを運んでおくれ。

このカバンを運ぶのはむずか しい よ。」女

の子 はそのカバンを持ち上げました。 しか

し， とても重かったのです。女の子 は言い

ました。 「私，できると思うわ。」女 の子 は

大奮闘をして，よろめきながらとうとうカ

バンを家の奥 まで運んだのです。 人はだれ

でも，何かむずかしいことを成 し遂げたと

いう気持ちを味わうのが好きな ものです。

知 っておいていただきたいのですが，成

長は過程でしかありません。決して最終的

な完全な到達ではないのです。私たちは着

実に山道を登って行かなければなりません。

しかし，過程にも希望 と信仰がなければな

りません。アルマが雄弁 に物語 っているよ

うに，手 入れをして養い育てるならば，や

がて花を咲かせ る種のような潜在能力を，私

たちは持っています。(ア ルマ32：2843参

照)ひ とたび準備が完了すると，成長が始

まります。しか し，それは前進しようという

信仰を持 っている時だけに限られるのです。

ビク トル ・ユーゴーの言葉 を思い出して

下さい。

汝 旅の疲れを休めむ ・
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，鳥の如 くに

か弱き小枝 に身を寄せむ

たちまちに小枝 は折 れて，

とりすがるすべ もな し

されど歌わん

両の翼のある故 に

この鳥のように， 自分 は飛べ るというこ

とをはっきりと知 り，恐れることなく物事

に立ち向かい，真理 に従 って生きる時にの

み，新たな真理 を自分のものとすることが

できるのです。

ほんの小 さな赤ん坊 には，親が選択を助

けてやります。 しか し，体と霊が成熟する

と，徐々に，着実 に，子供 に選択を任せる

ようにな ります。 こう言った人がいました。

「あなたは
， 自分 で 自分 のたいまつに火を

ともさなければならない。」

私たちは毎 日，命を得なさい，豊かに得な

さい(ヨ ハネ10：10参 照)と いう主の招 きに

応じようと奮戦 しています。 日々の生活の

中で，私たち神の子 らには正しい方向に成

長する能力があるということを，心に留め

てお くようにしましょう。

天の御父が私たちを強め導きたもうよう

に。そして成長するようにという天の御父
いざな

の 誘 い に 応 じ る こ と が で き ま す よ う に 。 イ

エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ り祈 り ま す 。 ア

ー メ ン。
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喜びを求めて

中央若い女性会長

イレイン・A・キャノン

私
たちがいつも心 に留め，思い起こす

べき貴 い遺産，それは，試しは多く

とも苦難は私たちに良きものをもたらして

くれると悟 ることです。

喜 びは苦 しみの後 にやって来る ものです。

けがをして も，それが心 を活気づけ，精神

を豊かにしてくれることがあ ります。 どん

な黒雲 も裏は銀色に輝いているものであ り，

葉が落ちても枝はまた芽 をふくのです。「夜

はよもすがら泣きかなしんで も，朝と共に

喜びが来る。」(詩 篇30：5〉

愛する姉妹の皆さん， 日々主のみ業 にい

そしむ時，望みのなかったところに希望が

生まれてきます。そして，冬のさなかで も，

その寒さに負けることのない夏を心の中に

持てるようにな ります。苦 しいことの多い

この世 にあって，私たちは喜びを見いだす

ことができるのです。

私は皆 さんに真心で応 えたいと思 ってい

ます。美しくて快活な若 い女性のあなた，

少 しの間生きてきて，多少な りとも苦 しみ

を味わった利発で素晴らしいものを具えた

あなた，たくさんの夢を持っているあなた，
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M
そして，夢 が壊れてしまったあなた，この

末 日に私たちすべての上 に振 りかか ってい

る誘惑にしばし自分 を譲 り渡してしまった

あなた，病に苦 しむあなた，そして，信仰

をつ まずかせ，涙がそのほおを伝い，枕 を

ぬらしたすべての人に，私は心からの愛と

深い思いをお伝 えしたいと思います。あわ

せて，天父と主 イエス ・キリス トが生きて

おられ，私たちを支えて下さっていること，

慰め主が今で も共 にいて，完き喜びが得 ら

れる という確信 を抱かせて下さることを証

致 します。

しかし，最初に来るのは試 しです。 その

後 に来る甘 さをはっきりと感 じ取 るための

苦 い試しです。それから信仰の証が得られ

るのです。(イ テル12：6参 照)

よ く知 っていることですが，私 たちはこ

の地上に来る前に，神が示された救いり計

画を聞いていました。私 たちは自由意志 に

よって，地上 に来てそこで試しの生涯を送

ることに賛成したのです。私 にとってそれ

はこのように言 うことではなかったか と思

います。「私 は地上へ行 きます。どんなこと

があって もそこで生 き抜きます。そこでは

学ぶことが許されないような状況 に置かれ

るかもしれません。愛する人が別の人と結

婚するのを目にするかもしれ ません。複雑

な人間関係の中で耐えることもあるでしょ

う。学校でただひとり，家庭でただひとり

の末 日聖徒 として生活することもあるでし

ょう。長年精一杯働いても，報われないこ

ともあるでしょう。それで も，私 は地上 に

行 って，試しを受 け，学びます。」(ア ブラ

ハム3：25参 照)

試 しは，人生のいかなる時にも，様々な

方法でやってきます。皆 さんは若い女性が

十代の兄弟に向かって， こんなことなら生



まれて来ない方がよかったと不満を言うの

を聞いたことがあるでしょう。彼女 はこう

言うのです。「絶対に不公平だわ。お兄さん

には巻毛 もあるし，鼻だって高 いわ。」

すると兄は答 えます。「そうだね，お前に

だって大きい鼻 とまっすぐの毛があるじゃ

ないか。」兄弟たちは意地悪ですね。

どのような人生であろうと，生きなけれ

ばなりません。 そこか ら学ばなければな り

ません。 人生 に真剣 に取 り組んで， そこに

喜びを見つけるのです。

人生について確 かに言えることは，だれ

もが何か大 きな試練に直面するということ

です。これは計画の一部 です。 またほかに

言えることは，'現世 にあって も来世 にあっ

ても， 自分が磨かなかった特質や，何の備

えもしなか った生き方が突然 自分の中に現

われ ることはないということです。逆境は

備 えをするのに重要 な役割 を果 たしていま

す。 その理由 として，最低3つ が考 えられ

ます。ひとつに，神はだれが信頼 し得る人

か， だれが ヨブのようにしっかりと立ち』

ど，んな時にも神 を愛す人かを御存 じだとい

うことです。第2に ，逆境 に対処すること

によづて，私たちの理解と愛の心が深まり
あ

ます。 多くの試練に遭 っている人は，人の

苦 しみがわか り，よい助けができるのです。

私たちは，だれかほかの人の祈 りに答えら

れる自分 になる必要があ ります。

第3に ，私たちは本当に困ると，以前 に

も増 して天父に近づくようになります。感

謝と喜びの祈 りが，礼拝 に欠くことのでき

ないものであるこ一とは言うまでもありませ

ん。 しかし，悩み苦 しんでいる時には，祈
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りにも二層真剣 さが加わることは， ここに

おいでのだれ もが感 じていることと思いま

す。逆境の時の心の持 ち方が，望みのない

ところに希望をもたらすのです。

要はレモンとレモネー ドです。すなわち

レモ ン(問 題点)か らレモネー ド(何 か良
あ

いもの)を 作ることです。試練 に遭 うと，

私 たちはとかく 「どう して私 が?」 「なぜ

今?」 とぶつぶつ言いがちです。そして 自

己れんびんに陥 り，神を非難するのです。

そうではなく，次のような大切 な問いかけ

をすれば，解決策が見つけ られるのです。

「今の私には
，天父の どの原則 を応用すれ

ばいいのかしら。」こうして適切 な原則が見

つかれば，次はそれ を実行することです。

166

かわ お き て

私たちが必要 とする祝福は「変らざる律法」

に基づいて与えられるのです。(教 義 と聖約

130：21参 照)

神 の計画は，私たち一人一人に限 りない

喜びをもたらす計画 です。神の原則は，・ど

のような状況にも当てはまります。老い も

若きも自分のチャレンジを高 く掲げて，そ

こに自分 なりの喜びを見いださなければな

りません。

何人かの姉妹たちについてお話 しましょ

う。

亡 きルイーズ ・レイク姉妹は，30年 以上

も車椅子 に乗って独 り暮 らしをしていまし

た。次から次へ ともち上が る問題で，彼女

は悩み続けていました。 そんな彼女が人生

を立派に生き抜 き，天父に会う素晴 らしい

備えをしたのです。彼女が行なったことは，

「喜びを見つける練習」です
。 目覚め為と，

熱心 に祝福を数 え上げるのです。これを何

年 もの間毎朝実践しました。想像してみて

下さい。彼女が どのような状況で喜びを見

つけようとしていたかを。彼女は神 をのろ・

って死ぬこともしませんで した。(ヨ ブ2：

9参 照)逆 境の中でも感謝 しながら生きて

いったのです。逆境 に対する彼女の考え方

は，私 たちに様々な点で感慨深 いものを与

えて くれます。

かつての中央若い女性の副会長であるラ

ルー ・ロングデン姉妹 は，ワー ド部若い女

性会長 をしていた時 に，幼い娘さんが大変

な病気にかかりました。 ロングデン兄弟姉

妹はベッ ドの傍 らにひざまずき，心の底か

ら祈 りました。その時，娘は世を去るとい

う答えを受 けたそうです。 、雪・たりとも心が

張 り裂 ける思いでした。葬儀の後 ，指導者

と若い女性 たちは，彼女の通 り道の両側 を，

花を手 に並 んで道 を作 ったのです。張りつ



めた思いを胸にその中を歩 きながら，彼女

は若い女性たちの視線 にはっとしました。

「私 はこれ まで教えてきたことを実践 しな

ければならないんだわ。心か ら信 じている

ことの模範 を示 さなくては。」ロングデン姉

妹はそう思 って，顔 を上げ，あの優 しいほ

ほえみを少女たちに投げかけたのです。
がん

ある14歳 の少女は，癌 と闘い克服しまし

た。 自分が子供の産めない体 になったこと

を知った彼女は，私に若い女性 のテーマを

話してくれました。「主はわたしの命のとり

でだ。」(詩 篇27：1)こ の聖句が試練 に立

ち向かうのを助けて くれたと言うのです。

そして彼女は，天父が送 って下さった子供

たちの最高の教師になることを決心 したの

です。姉妹の皆さん，原則を見つけ，それ

を実践 しましょう。 そして喜 びを見いだす

のです。

私の友人についてお話 したいと思 います。

彼女 は， 自分で選んだわけではあ りません

が，片親で子供 を育 てるという状態 に置か

れてしまいました。 ある 日彼女は困 り果て，

どうして も助けが必要 になりました。慰め

と導きを求 めていたのです。でも，頼る人

はいません。彼女の両親は伝道で留守です

し，監督は多忙，ホrム ティーテヤーは引

越 したばか りでした。泣 くことにも疲れた

彼女は，聖典を開 き，好きな次の聖句を読

みました。「すなわちわれに近づけ，さらば

われ汝らに近づかん。」(教 義 と聖約88：63)

こ こに彼女は答えを見つけたのです。彼女

は祈 り， そして助 けを得 ました。素晴らし

いことです。求めたかいがあ りました。

今 日でも，年齢 を問わず，すべての女性

聖徒 の道/1982年7月 号

が天のみ力に頼ることができます。私 たち

は神権を通 して力を求めることができます

し，祝福師の祝福の中に慰めと導きを見い

だ し，聖典から助けを得 ることができます。

人生はいつ も思い通 りにいくわけではあ.

りませんが，私たちは独 りではあ りません。
かしら

モーサヤ書 にはこう約束されています。「頭

を高くあげて心 に慰めを得 よ。……われは

また汝らの肩に負わせたる重荷 を軽くし，

汝 らが奴隷である間にさえ背にその重さを

感ぜざらしめん。われがこのようになすは，

汝らをこの後われを証する者 とし，また主

にして神なるわれが，わが民の苦 しむ時こ
たしか

れを憐みて助 くることを確 に汝らに知 らし

むるためな り。」(モ ーサヤ24：13，14)

何 と素晴らしい約束でしょう。

天父は約束を守 られる御方です。皆さん

と同じように私 もいろいろな点で試 しを受

けてきました。 しか し，先に述べたような

ことから，背負 った重荷 も手の中では賜に

なることを学 んだのです。

私はこのことを固く信 じています。試練

の時 にあって も，末 日聖徒 イエス ・キ リス

ト教会の会員 としてしっかりと立ち，キリ
あかしぴと

ス トの証 人となり， 人生の計画 に平安を見

いだすことができるよう，心からお祈 りし

ます。 こうして喜びを味わうのです。

私たちは皆さんを愛 し，皆さんのために

お祈 りしています。素晴 らしい皆さんの模

範 をうれ しく思っています。私たちが試し

の時を耐え抜けるために互いに助け合 う者

となれますように，そ して喜びを見いだす

ことができますよう，イエス ・キ リス トの

み名 によって祈 ります。 アーメン。
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同じ心を持つ人々

中央扶助協会会長

バーバラ・B・スミス

昨
年11月 のある週末のことです。ソル

トレーク ・シティーに住む若 い母親

ハイジは，朝早 く雲のたれ こめる中を，車

で開拓者記念公園に向かいました。 そして，

復元されたメア リー ・フ ィールディング ・

スミスの家に入 りました。

ハイジはそこでメアリーの時代の衣装に

着換え，その日一 日，近くの学校か ら訪れ

る子供 たちを迎 えるために準備 しました。

子供たちに保存用の乾燥 りんごの作 り方を

教えるのです。

子供たちが帰った後，雲 間から太陽が顔

を出し，午後の空に明るく輝きました。そ

の光 に照らされた時，ハイジはメアリーの

時代 に起 こった数々の出来事 を心 に思い浮

かべました。 その夜，ハイジは 日記 に次の

ように記しました。「丘の上 の小さなれんが

造 りの家か ら見た，た とえようのない美し

い景色 に圧倒 された。……ひずんだガラス

窓か ら射 し込むまばゆい光。私の心 の中に

温かい輝くような気持ちを与 えてくれたあ

の光は，とて も口では言い表わすことがで

きない。」
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ハ イ ジは，粗末な作 りのその小 さな家 と，

さほど離れていない丘の上にある 自分の快

適な家 とを比べて，さ らにこう記しました。

「私の願いは
，私の家庭 がメア リーの小さ

な家庭のように，家族 にとって力と信仰の

家 となり，避 け所 となり，真理 を学び証を

強める場所 となること。 メアリーの時代 と

は生活様式が変わ ったが，'私は彼女 と同 じ

思いを抱いている。そして，私の身 も心 も，

彼女の家庭 にとって大切であったものを自

分の家庭にあてはめたいと願っている。」

メア リー ・フ ィールディング ・ス ミスを

取 り巻 く生活環境 は，ハイジのそれ とは随

分異なっていました。

ノーヴーから聖徒たちが脱 出する大切 な

時期 に， メアリー ・フ ィールディング ・ス

ミスはすでに夫を失い，小さな子供 たちを

抱えていました。 ノーヴーにとどまれば，

敵対者や暴徒の攻撃 にさらされます。かと

言って聖徒 と共 に行けば，家財 をすべて捨

て，荷車の隊に付いて，たったひとりで，長

く辛い旅の苦難に耐え，かつて縄験したこと

のないチャレンジに応えなければなりません。

ノーヴーにとどまることは，彼女の愛す

る聖徒や福音 との交わりを絶つことを意味

します。メアリーにはそれはできないこと

です し， しようとも思 いませんでした。彼
か

女は 自分の子供を，新 しく且つ永遠の誓約

の中で強 く育てたいと願っていました。

メア リー ・フ ィールディング ・ス ミスを

大きな苦難に向かわせ，西部への旅へと駆

り立てた福音の絆は，時 と試練の違いを超

えて，今やあの頃と同 じように，姉妹たち

を信仰においてひとつに結び合わせている

のです。

南アメ リカに住むある女性 から手紙を受

け取 りました。それによると，宣教師から



バプテスマのチャレンジを受 けた時 に，彼

女 はこう言ったそうです。「私 なんて必要

ないで しょう。何の役にも立たないわよ。」

しかレ宣教師は忍耐強 く接 し，やがて彼女

は福音を受け入れました。こうして彼女の

生活 に希望 と愛がもたらされ，学習 と進歩

と成長の機会が与えられ ました。間もなく

この女性は扶助協会の会長 にな り，献身的

な働きを通レて，他の姉妹 たちに自分の受

けた希望 と愛を与 えるようになったのです。

トシコという名前の 日本の立派な姉妹は

次のように記しています。

「私は心の奥深く
，ひとつの望 みを持 っ

ていまFした。 それは，イエス ・キ リス トの

復活を証する真実 の教会が どこかにあると

いう希望でした。……主は私の望みをかな

えて下さいました。……私 は宣教師の訪問

を受けて，モルモン経について知 りました。

・その中の教えこそ
，私が長い間捜 し求

めていたもゐでした。 ……砂漠の砂 に水が

吸収されるよう1に，私 の心 に福音が溶け込

んでいきました。」

1978年 ， すべて黒人の姉妹か ら成る扶助

協会がアフ リカで組織されました。そのア

フ リカからも手紙が寄せられています。

「私 は今まで とはまったく違った観点か

ら人生を見つめるようになりました。 まだ

若 い母親である私 は，子供たちをキリス ト

の教えにしたがって育てる方法を学びまし

た。また，家庭を喜びのあふれる場所にし，

福音を信 じて実践する場所 にすることを学

んだのです。」

いろいろな場所に住む女性か ら， このよ

うな実例が次々 と送 られてきます。独 り暮

らしの女性，子供 のいる女性，年老 いた女

・性，若い女性，改宗 したばか りの女性，悲

しみにくれる女性，望みを失った女性，幸

一聖徒 の道/1982年7月 号

福 な女性な ど，それぞれの生活環境は大変

異なっています。
たまもの

環境，タレン ト，賜などの点で異なった

生活を営む数 多くの姉妹たちが，ひとつの

モザイクを形造っています。 それぞれの生

活を細か く見てみると，実 に変化に富んだ

ものであり，まず私たちの間にある多様性

に気付かされ ます。そして，この多様性が

偉大な力と豊かさとをもたらしているので

す。

そして，様々な経験から導かれるひとつ

の偉大な真理があ ります。繰 り返 し語 られ

るその真理 とは，次のような ものです。「神

は生きてお られ，私 を愛 して下さっていま

す。神の教えは私 を強くし，私の身と霊 と

を支えてくれます。」

この証 によって，パウロが述べているよ

うに，私 たちは心をひとつにするのです。

「わたしたちも数は多いが
，キ リス トに

あって一つ……である。」(ロ ーマ12：5)

異 な った賜 を持つ人が大勢いても……イ

エス ・キリス トにあって同 じ心になってい

るのです。…… イエスの教えが真実であ り，

その道が真理 と愛と光の道であると証する，

同じ心を持っているのです。

主の弟子になる人々の生活を数 多く吟味

してみます と，何年 も昔 にエライザ ・R・

スノーが述べたように，福音のどこにも理

性 や真理 と対立するものなどないことがわ

か ります。正 しく理解すれば，福音にはあ

らゆる 「徳高きこと，好ましきこと，よき
きこ ほ

聞えあること，あるいは褒むべきこと」が

含まれていることがわかるのです。(信 仰箇

条第13条)福 音は天か ら授けられたもので

す。暗 く険 しい道を照 らしてくれる光です。

真理 の光は，私 たちの永遠性 を明らかにし

ます。 もし私たちが十分に力と時間を尽 く
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して働き，熱心に祈るならば，私 たちの内

に秘められた神聖 な力が，一人一人に作用

するようになるで しょう。

人種間の相違 に時には戸惑うことがあっ

ても，各々の独 自性 というものは，神がお

造 りになった ものです。東洋から合衆国に

やって来た美 しい姉妹が，生まれて初めて，

金髪で青い瞳をした人々と接 しました。後

で彼女が打ち明けてくれた話ですが，今で

は愛 らしいと感 じている青 い瞳が，初 めの

頃はとても奇異に映って，あんな目で本当

に見えるのかしらと思ったそうです。

皮膚の色，文化，才能，好み，これ らの

多様性 によって，私たちが人生で経験する

完全さと美しさの多くが育まれていきます。

東洋から来た姉妹 にとって，それは初めの

頃に奇妙 に思えた青 い瞳でした。 しか し，

すべての人に違 いがあるからこそ，私たち

は互 いの価値を認めることができるのです。

また，ほかの人の違 いを重ん じるよ うにな

るからこそ， 自分の特質をさらにはっきり

と理解できるようになるの です。

人の持つ違いだけでなく，成功 までも尊

重できるようになる時，私たちは主が意図

された喜びを味わい始 めます。 自分の成功

だけでなく，人の成功 をも喜べるようにな

れば，さらに多くの幸福が もたらされるで

しよう。

兄弟姉妹や仲間の人々が達成 したことを

共に喜ぶには， 自分 の持つ大きな可能性 に

対する確信 と自信が必要 です。福音は一人

一人の心 にこのような自信 を植 え付 けます。
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私たちが心 を尽くし，精神 を尽くし，身 と

霊 を尽 くして主を愛するならば， 自分が主

の愛の中にいることをはっきりと理解 し，

確信するでしょう。そして，主の戒めを守

り， 自分を愛するように隣人を愛するよう

になるで しょう。 これは主が計画された道

であ り，これ によって私たちは愛 と信仰に

おいてひ とつ となり，同 じ心を持つ姉妹 と

なるのです。

それでは，心をひとつにするには具体的

にどうすればよいで しょうカ》

1.私 たちが神 の娘であることを知る。

2.1主 が 生きておられ，私たちに救いと昇

栄 をもたらすことが主の偉大 な使命で

あることを確信 し，証 する。

3.自 らを完全な者にするために，一歩一

歩熱心に努力する。

4.個 人的な導きを求 めて， また人を理解

し気づかうことのできる優 しい心を求

めてしばしば祈る。

5.福 音の教 えに従 って生活 し， 人を裁 く

ことのないように，神からの助けを求

める。私たちは人の道を歩むことはで

きませんし，人の苦難を知ることもで

きません。ですから，決 して人を裁 い

てはならないのです。

6.確 信 を持 って生活 し，主 のみ業を押 し

進めるためにすべての ものを捧げる。

福音の真理を分かち合うことは，私 た

ちにできる最大の贈 り物 のひとつです。

7.こ れらの善き業 に積極的に携 わり，私

たちの働 きを通 して世の中をよりよい

場所 とするために，必要 な知識 と力と

を得 る。

8.引 き受けた責任 を果 たす際 に，できる

限 りの犠牲を払う。

9.無 私の考 え方を進んで受 け入れ， 日頃

聖 徒の道/1982年7月 号

の行 ないにそれを反映する。

私 たちが どのような環境 に置かれていよ

うと， これ らの事柄を日常生活における責

任 として引き受 けるならば，私 たちはひと

つの心を持つようになります。

これ らの原則は，貧 しい人 も富める人も，

独身者 も既婚者 も，若 い女性 も年老いた母

親 も，すべての人が受け入れることのでき

るものです。

人の外観，結婚生活，機会，責任などに

関して例外や特例はありません。

何の理由もなく制約 を加 えるようなこと

はあ りません。

主は，私 たちが心に抱いている愛と，知

恵を捜 し求 める熱心さに心 をかけてお られ

ます。 そして，主御 自身がなさったように，

私たちが愛と関心 をもって行動 し，義 しい

生活を送るように望 んでおられます。また，

私たちの内に神 の属性 を育むように求めて

おられます。

私たちは立派な女性 とな り，選ばれた女

性 となり， まさに聖なる女性 となることが

できます。様々な相違点はあっても，私た

ちは信仰 と証 に基 く素晴 らしい姉妹愛によ

って，ひ とつ に結ばれた神 の娘になれるの

です。 そして， 自分の家庭を天からの光が

注がれる安全な避 け所とするために，私た

ちもハイジのように力と信仰を求めて祈る

ことができます。天から与えられるその光

は，11月 の どんよ りとした 日にハイジの上

に注がれた美しい太陽の光 のように，すべ

ての人に約束されているのです。

数は多くとも，同 じ心を持 ってキ リス ト

にあってひとつになれるように，私たちの

模範であり腋 い主であられるイエス ・キ リ

ス トのみ名により，へりくだって祈 ります。

アーメン。
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な ら

キリストに倣いて

十二使徒定員会会員

マーク・E・ピーターセン

そ
うです。私たちは，私たちの語るキ

リス トがどのような御方であるかを

知 っています。一また， キリス トが生きてお

られることも知っています。

キリス トは世の光であり，命です。その

故に私たちはこう歌 うのです。

主は光 夜も昼も
F近 くませば恐れなし

(讃美歌112番)

私 たちはき ょう様々な場所 に集 っていま

すが，末 日聖徒 として，喜びをもって世の

すべての人々に証 したいと思います。 ナザ

レのイエスはまことにキ リス トであり，私

たちの救い主，そして聖なる神の御子であ

られることを。

しかしそれだけではありません。主は天

と地の万物を創 りたもうた創造主なのです。

さらに言うならば，私たちの友で もありま

す。

私たちは主を礼拝 します。主こそ神の御

子なのです。

私たちは主に従います。主は人類の救い

主，瞭い主です。
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私 たちは主を愛 しています。主は慈 しみ

に満ちた友です。

しかし，主は私たちになすべきことを与

えておられます。礼拝するだけではよしと

されないのです。ただ崇拝するだけでは，

主はお喜びにな らないのです。主が私 たち

に望んでおられるのは奉仕です。主の教会

と王国の中で 日々奉仕の業を行なうことな

のです。

主に私たちに，共に救 いのみ業に携わる

ように望 んでおられます。それは 自分 自身

を救うだけでなく，他の人々を救いに導く

ためのみ業です。主は言われました。

「人の値は神の前に大いなることを憶え

よ。」この故に，私たちは皆自分 自身と他の

人々ゐ生活の中に光 と永遠の喜びをもたら

すため主の助けをするよう召されたのです。

(教 義と聖約18：10-14参 照)

私 たちを召されたのは主御 自身です。で

はなぜ召されたのでしょうか。それは私た

ちが主に似た者 となることができるように

です。

何世紀も前， イエスは肉身をもってこの

世にお生まれにな りました。 イエスは福音

をパレスチナで宣べ伝えられました。その

周囲には友人や心を入れ替えた人々が集ま

りました。 そしてごくわずかな会員と共に

御 自身の教会を設立されたのです。

教えを宣べ，奇跡を行なうにつれ， 人々

が群れをなしてその後に従うようにな りま

した。 ある時は4千 人， またある時は5千

人の人が従いました。子供たちまで もがイ

エスを愛しました。

男も女もその教えに改宗 し，イエスは彼

らを受け入れられました。ただ，女性の方

が男性よりも献身的であったと思えるふし

が 多々あ ります。そしてイエズ御 自身 もそ

のようなことで女性たちを誉れ とされたの

です。 しかし， その一切 の善い行ないにも



かかわらず，卑劣な敵が立ち上が り， イエ

スに無実の罪を着せました。イエスが自分

自身を神の子であると言われたことを，神
ぽうとく

への冒漬だと言うのです。

それから彼 らはイエスを十字架につけま
はずかし

した。 それもイエ スを辱めるために.ζ・た り

の 盗人の間にその十字架を立てたのです。

まるでイエスに彼 らと同じ盗人という烙印

を押すかのように。

ア リマタヤのヨセフはイエスの体を引き
ていねい

取 って，墓の中に丁寧に納めると，その場

を立ち去 りましたが，何人かの信仰深い女

性たちはそこを去 りかねていました。

それか ら3日 後，イエスは死か らよみが

えられました。復活されたのです。 このき

わめて重大な出来事があった時，そこにい

合わせたのはだれだったでしょうか。 そう

です，確かにみ使いたちもいました。彼 ら

は石を転がし，埋葬衣 をそこに置きました。

では，天使のほかにはだれかいなかったで

しようか。

そうです。先に述べた信仰深い女性 たち

です。彼女たちはその 日の朝早く，再 び墓

に戻ってきました。すると天使が現われ，

初めて，イエスがよみがえられたことを宣

吾したのです。

復活された主は，最初にだれにそのみ姿

を現わされたでしょうか。 その女性たちの

中の信仰深い忠実なひとりのはしために対

してでした。

主はだれ よりも早 く死 に打ち勝たれたこ

とを，この献身的で謙遜 な，マ リヤ という

女性 に告げ られ ました。

マ リヤは全 人類の中で，復活された主を

最初に見，墓から出て来られた主と初めて

言葉を交わした素晴 らしい女性です。

天の万軍が，主の復活 というこの偉大な

出来事を待ち望んでいました。古代の予言

者 たちもそのことを書き，その 日の来るの

聖徒 の道/1982年7月 号

を待ち焦がれていたのです。 しか し，それ

を 目のあたりにするという誉れ を受けたの

は一体だれだったでしょうか。女性です。

信仰と忠実さを備えたマ リヤという女性だ

ったのです。 園の中にある墓の近 くでみ使1

い たちが彼女に語 りかけました。

救い主の瞭いはそれまでの歴史の中で最

も重要な事柄でした。救い主の復活はすべ

てに冠たる偉大な出来事 でした。そして，

その出来事はひとりの正 しくかつ信仰深い

女性 に最初 に示 されたのです。

では，キリス トは女性 を誉れとしておら

れるのでしょうか。

主の母親は素晴らしい女性でした。乳飲

み子， そして幼年時代のイエスを養い育み，

導きを与えました。迷い子 になったと思っ

たイエスを神殿の中で見つけたこともあり

ました。イエスが成人して初めて行なわれ

た奇跡のきっかけを作 ったの も彼女でした。

(ル カ2：41-49;ヨ ハ ネ2：1-11参 照)

主 は御 自分の母親を心から誇りにしてお

られました。

ヤコブの井戸のそばで，「あなたと話 をし

ているこのわたしが，それである」(ヨ ハネ

4：26〉 と，御 自分がメシヤであることを

は っきりと言ったの も，ひとりのサマリヤ

の女性 に対 してで した。

親しい友であったラザロが死んだ時，主

は涙にくれる遺族を訪ねました。その時，

主は御 自身のすべての使命を語る非常 に大

切な言葉を口にされましたが，それも女性

に対 してでした。

「わたしはよみがえりであり
，命である。

わた しを信じる者 は，たとい死んでも生き

る。」(ヨ ハネ11：25)

涙 で主の足をぬらした女性 もいます。(ル

カ7：37-38参 照)ま た，ある女性は高価

な香油を主の頭に注ぎましたが，主はそれ

を非常に喜ばれ，世界のどこで も福音が宣
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べ伝えられる所では，礼拝の心から発した

その行為が記念として語 られるであろうと

言われました。(マ タイ26：6-13参 照)
かいこん

悔恨のさなか，「お帰 りなさい。今後はも

う罪を犯さないように」(ヨ ハネ8：11)と

い う言葉をかけられた女性 もいました。

「あなたの信仰があなたを救ったのです」

(マ タイ'9：22)と い うみ言葉も，病気に

苦 しむひとりの女性 に向けられたものです。

自分を食卓か ら落ちるパ ンくずを食べる
いや

小犬にたとえてまで，主に娘の癒 しを願っ

たのも女性でした。主は彼女にこう言われ

ました。「女 よ，あなたの信仰は見あげた も

のである。あなたの願 いどお りになるよう

に」。(マ タイ15128)

息子 の死を嘆き悲しんでいるやもめを見

て，同情の心から死人を生き返らせたことも

あります。(ルカ7：12-15参 照)ま た，もう

ひとりのやもめは，神殿のさいせん箱 にレ

プ タ、ζ・たつを入れたことで主からたたえら

れています。(マ ルコ12：42-44参 照)

主 がカルバリで苦 しみを受けておられた

時，その十字架の下には献身的な女性 たち

が主の母親 と共にいましたσ「われ神，すな

わちすべての中最 も大いなる者な りといえ

ども痛苦のために身をふるわせ」(教 義と聖

約19：18)た という苦しみのさなかにあっ

て も，主は母親のことに深 く心をかけてお

られました。苦 しみを受 けなが らも母親の

ことを心に留めてお られ たのです。(ヨ パ

ネ19二25-27参 照)

正 しい生活をする女性というものは，主

にとって大切な存在なのでしょうか。立派

な女性 に成長 していく少女たちも重要な存

在なので しょうか。主は御 自身とそのみ業

を支えるために，教会のすべての女性 を必
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要 としておられます。

子供，少女，既婚女性，独身女性， 男性，

少年，そ して一度は道を踏みはず しても悔

い改めて戻 って来た人， とにかくすべての

人を主の下 に来させて下 さい。天の王国を

創るのは，正 しく，かつ悔 い改めた人なの

です。

主は年齢や既婚，独身のいかんを問わず，

すべての末 日聖徒の女性に，立って，主に
かた

対 して価値ある者 となり，主の方 に立っよ

う望んでおられ ます。決して反対の方に行

ってはな りません。

昔主がこの地上にお られた時，御 自身の

教会を設立された ということは確かに真実

です。 しか し，神の導きを受けない人々が

それを変え，破壊 して しまったのです。 そ

こで主は，この邪悪な地上から福音を取 り

去 り， しば らくの間天にとどめて， よりふ

さわしい時代の到来を待たれました。・福音

を守るためです。

予言者たちが予言したように，主は福音

を裁きの時に地上に回復 しようと考 えてお

られました。 そして，天の 中空を飛ぶひと

りの天使 を御 自身の使者として遣わそうと

してお られました。 また，その天使 を受け

入れ，・真理を回復させるために，新 しい予

言者 を立てるみこころだったのです。(II二

一 ファイ3：7-16)主 は 今やこれらのす

べてのことを果たされました。

この新 しい予言者とはだれでしょうか。
ひ ご

その予言者もまた，献身的な母親の庇護

の下 に幼少期 を過ごしました。大きな病 を

患ったこともあります。迫害は彼がまだ少

年の時代から始ま りました。

福音の計画において女性が大切 な役割を

果たすことを御存 じの全能者は，この予言

者の伴侶 としてもうひ とりの素晴らしい女

性 をお立てになりましだ。このふたりの女

性はそれ ぞれに母としてまた妻 として， 時

聖 徒の道/1982年7月 号

には共 に手を携 えなが ら，彼の身の周りの

世話をし，暴力による攻撃から彼を守りま

した。そして， その殉教の時には悲しみを

分かち合ったので した。

ふたりは自らも迫害 と死 に直面しました

が，それにひるむことはありませんでした。

いついかなる時も， ジョセフ ・ス ミスが神

によって選ばれた末 日の予言者であり，彼

が天使を通 して受けた福音がまことに真実

であるという証 を守り通したのです。ふた

りはそのことを知っていました。 そしてど

のような時 もその証 に従って生きたのです。

予言者に忠誠を尽 くした屈強な男たちも

いました。そして屈強な彼 らをより強い人

間にしたの もやは り信仰深い女性 たちでし

た。時には彼女たちの方が様々な事柄 にお

いて，その 目的をより適格にとらえていた

と感じさせることもあ りました。

後に彼らは開拓者 として西部へ向かいま

した。様 々な年齢の男女が手車を押 し，荷

車を引きながら，新 しい生活の場 を作るた

めに，ロッキー山中に向けて旅をしたので

す。

なぜそうしたのでしょうか。

神は予言を成就するために彼らをここに

導かれたのです。 それはキ リス トの再臨の

ためのひとつの備えでした。

彼らは持てるすべての物を捧げて，イザ

ヤの予言にあるように， この山のいただき

に神のシオ ンを打ち建てたのです。(イ ザヤ

2：2-3参 照)

この女性たちは，自分 の夫や息子がこの

終わりの 日に神 に代わって人々を導く王国

の神権者 として召されたことを知 っていま

した。 しか し， 目的においてはまったく同

じなのですが，女性には特に主が定められ

た， また別の務めがあ りました。 こうして

男性 も女性 も，既婚者も独身者も，末 日に

おける神のみ業の基を据えるために共に主
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に召されたのです。そ して彼らはその召し

に応えました。

それから新たな世代の人々が続きました。

信仰においても義しさにおいても， また，

忠実さにおいても高潔さにおいて もその両

親 と同じように従順 な少年，少女が続いた

のです。 たいまつはこの新 しい世代 に渡さ

れ ました。 .

「続け
，励め，進め」 という声がありま

した。(讃 美歌65番 参照)そ してその若人た

ちはたいまつを受け取ると高く掲げ， こう

歌 ったのです。

われら受けし 信仰持ち

殉教者の持つ 真理を信じ

(讃美歌150番)

彼 らはその言葉の一つ一つを守 りました。

従順だったのです。

しかし，今彼らはそのたいまつ を私 たち

に引き継いでいます。私たちはそのたいま

つを持って何をしたらよいのでしょうか。

彼 らが したようにするので しょうか。そ

うです，それはどうして も必要なことです。

戦いを避けて後退するので しょうか。い

いえ，それは許されないことです。

信仰と権利を守るのでしょうか。 そうで

す，あらゆる手だてを尽 くして守り抜くの

です。

鉄の棒をしっかりと握 り，主の国にふさ

わしい者 となるので しょうか。

そうです， まったくその通 りです。

私たちは主 に仕 え，主の教会の中で奉仕

すべきですが，主を常 に心 に留めようとし

ているでしょうか。

私たちが信 じているキリス トは，先祖た

ちが信 じていたのと同 じキリス トです。 こ

のキ リス トは娘 にも息子 にも等 しく愛を注

いで下さいます。

主の偉大なみ業に加わ って神の王国の中
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で責 任を引き受け，主の教会を確 立せよと

私たちに呼びかけているのは，ほかな らぬ

この主なのです。確かに主の教会は，すべ

ての国民，血族，国語の民， 民族に救いを

もたらす唯一の道です。主は，老若，既婚

未婚 を問わずすべての人に呼びかけておら

れます。 キリス トは私たちに，信仰，真理，

純潔などの神の武具 をことごとく身によろ

い，「悪 しき者の火矢をことごとく消す」よ

うに求めてお られ ます。(教 義 と聖約27：

15-18参 照)

キ リス トは勝利への道を御存じです。私

たちがその道を見いだし， そこに留まるこ

とができるように，「まず神の国と神の義と

を求めなさiい」 と教えて下 さっています。

このことは，キ リス ト御 自身も実践された

ことでした。(マ タイ6：33)

キ リス トは，御 自身がなされたように，

私たちにも純潔を尊ぶようにと教えていま

す。

また，御 自身がそうであったように，慈

悲深くあれと言っておられます。

正直であれ とも言っておられます。確か

に主は正直な方でした。

また，かつて御 自身がされたように，悪

を避けなさいと命 じてお られ ます。

ル シフェルが富，権力，食欲の誘惑をも

って迫ってきた時，キリス トがそれらを拒

絶 されたことは皆さん御存じです。 その時，

キリス トは何 と言われたでしょうか。

キ リス トは，人はパンだけで生きるので

もなければ，卑しい欲望，俗受けのよさに

よって生きるもので もないと宣言されまし

た。「人はパンだけで生きるものではなく，

神の 口から出る一つ一つの言で生きるもの

である」(マ タイ4：4)

主 は 主のほかに何 もの も神 としてはなら

ないという初期の戒めを繰 り返し与えられ

ました。それは，快楽や 自己満足といった



神についても言えることです。 主のみ言葉

はこうです。「主なるあなたの神を拝 し，た

だ神にのみ仕 えよ」(マ タイ4：10)

主は私たちに純潔であるようにと求めて

いらっしゃいます。主御 自身もその通 りに

なさいました。

正直であるように求めておられます。主

は正直な御方でした。

寛容であ りなさいと命じておられます。

主は寛大な心の持ち主でした。

御 自身がそうであったように，私たちに

も公正でありなさいと望んでおられます。

また両親を敬 えとも言っておられます。

主 も両親を敬われました。

主はまた，御 自身の模範 に従 って神の福

音をいつ も心に留め るようにと求めておら

れます。

また安息 日を尊びなさいと教えておられ

ます。確かに主も安、息、日を聖く保たれまし

た。

主は私たちに，信仰 を持 って主の道を歩

むように望 んでおられ ます。主は私たちを

助けて下さいます。 野のゆり，空の鳥を考

えてみて下さい。私たちはそれ以下の存在

で しょうか。(マ タイ6：22，28参 照)

主 は誘惑と闘われましたが，それは私た

ちにも求め られていることです。

主は祈 りをお忘れになったことはあ りま

せん。私たちもそうでなければな りません。

主は片時も天父をお忘れになったことが

あ りません。私 た ちもそ うな る必要 があ

ります。

偉大な腰い主は，私たちの行 く末を照ら

すたいまつを高 く掲げ，忠実であるように

と命じておられます。主の期待に応えよう

ではあ りませんか。世には悪がはびこり，

日ごとに暴力がひどさを増 しています。し

か し，私 たちが忠実なら，主は守って下さ

るの脅す。主は天か ら火を下 してで も必ず

義 人を守ると約束なさいましたる(教 義 と聖

約35：14参 照)

私 たちが主のために立つなら，主 も私た

ちを助けて下さるのです。

主 とはどなたでしょうか。

主こそ私 たちの救い主，神であります。

また私たちをよく理解 して下さる慈悲深い

友 人でもあ ります。それでは私たちは何者

なのでしょうか。

私たちは現代の神の選民です。末 日聖徒

なのです。私たちはキ リス トに仕える民な

のです。

主のみ名をたたえん 救いのため

カルバ リの丘に 死にたまいぬ

われら血によ りて 救われたり

主は神の道を 示したまいぬ

(讃 美歌73番)

主 イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ って 申 し

上 げ ま し た 。 ア ー メ ン 。
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